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 はじめに 
 

このたびは、CSシリーズ ループコントロールユニット 形 CS1W-LC001をお買い上げ
いただきまして、ありがとうございます。 

 

形 CS1W-LC001は、PLC（プログラマブルコントローラ）上の高機能ユニットとして、
多ループの計装システムを構築できるコントローラです。 

 

「プログラマブルコントローラ」の表記について 
本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するた
め、「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として
「PC」を使用している場合は、限定的に「PC」を使用している場合があります。 

なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。 

 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 

電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）および計装の知識を有する方で 

・FA機器の導入を担当される方 

・FAシステムを設計される方 

・FA現場を管理される方 

お願い 
・本製品は、一般仕様の範囲内でお使いください。 

 

・次に示すような条件や環境で使用する場合は、定格、機能に対して余裕を持った使
い方やフェールセーフなどの安全対策へのご配慮をいただくとともに、当社営業担
当者までご相談くださいますようお願いいたします。 

(1) 本マニュアルに記載のない条件や環境での使用 

(2) 原子力制御・鉄道施設・航空施設・車両・燃焼装置・医療機器・娯楽機械・安
全機器・石油化学プラントなどへの使用 

(3) 人命や財産に大きな影響が予測され、特に安全性が要求される用途への使用 

 

・本マニュアルは、形 CS1W-LC001を使用する上で、必要な情報を記載しています。
お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お
読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いくだ
さい。 

 

海外でのご使用について 
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（ま
たは技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づ
く輸出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。 
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 関連マニュアル 
 

CSシリーズループコントロールユニット 形 CS1W-LC001の関連マニュアルは、下表
のように構成されています。併せてご覧ください。 

使用手順との関係は、ユーザーズマニュアルの 1－5項「基本的な使用手順」を参照し
てください。 

Man.No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCC-822 

（本書） 

形 CS1W-LC001 ループコントロールユニッ
ト計器ブロックリファレス 

とくに各計器ブロックの詳細
に関するリファレンス用マニ
ュアルです。 

SBCC-821 形 CS1W-LC001 ループコントロールユニッ
トユーザーズマニュアル 

ループコントロールユニット
に関するマニュアルです（計
器ブロックの詳細を除く）。

SBCC-823 形WS02-LCTC1 ツールソフト 

オペレーションマニュアル 

ツールソフトの操作マニュア
ルです。 

SBCC-824 形WS02-LCTC1 モニタソフト 

オペレーションマニュアル 

モニタソフトの操作マニュア
ルです。 
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 安全上のご注意 
安全に使用していただくための表示と意味について 

このユーザーズマニュアルでは、形 CS1W-LC001を安全に使用していただくために、
注意事項を次のような表示と図記号で示しています。 

ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。 

表示と意味は次のとおりです。 

 

 

 
 

図記号の説明 
 

 

記号は、禁止を意味しています。 

具体的な内容は、 の中と文章で示します。 

左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 

具体的な内容は、△の中の文章で示します。 

左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

 

 

●記号は、強制を意味しています。 

具体的な内容は、●の中の文章で示します。 

左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
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通電中は、ユニットを分解したり内部に触れたりしないでくださ

い。 

感電の恐れがあります。 
 

 

プログラマブルコントローラ(PLC)の故障や外部要因による異常が

発生した場合も、システム全体が安全側に働くように、PLCの外部

で安全対策を施してください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 

① 非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安全

保護に関する回路は、必ず PLC外部の制御回路で構成してくだ

さい。 

② PLCは、自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止故障

診断(FALS)命令を実行したとき、運転を停止して全出力を OFF

にします。 

このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対策

を施してください。 

③ 出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによっ

て、PLCの出力が ONまたは OFFになったままになることが

あります。 

このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対策

を施してください。 

④ PLCの DC24V出力(サービス電源)が過負荷の状態または短絡

されると、電圧が降下し、出力は OFFとなることがあります。

このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対策

を施してください。 
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ループコントロールユニットの運転を開始する前に、以下の点を確認してくださ

い。 

① 組み合わせて使用するアナログ入出力ユニットが、正しく装着されているこ

と。かつ、アナログ入出力ユニットの前面の号機 No.がフィールド端子で設

定した号機 No.と一致していること。万一、号機 No.が一致していないと、

（フィールド端子で設定した号機 No.の）別の高機能 I/Oユニットのデータ

を誤って入出力（読み書き）してしまいますので、十分ご注意ください。 

② ループコントロールユニット内のシステム共通ブロックの初期設定が正し

く設定されていること。とくに、ループコントロールユニットが使用する

CPUユニット内のノード端子用データメモリ（DM）が、PLCの他の用途と

重複していないことを確認してください。万一、重複していた場合、PLCの

システムとして思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 

③ ループコントロールユニットから CPUユニット I/Oメモリへのデータ書込

を行う計器ブロック（例：全ブロック送信、拡張 CPU間 Do/Ao端子、CPU

間 Do/Ao端子など）を使用する場合、その I/Oメモリへの割付エリアが PLC

の他の用途と重複していないことを確認してください。万一、重複していた

場合、PLCのシステムとして思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。

 

外部への接点出力またはアナログ出力に割り付けられた I/Oメモリ

アドレスに対して、ループコントロールユニットと CPUユニット

の間で、重複して書き込み処理を行わないようにしてください。 

万一、同一アドレスに対して、書き込み処理をした場合、外部に接

続した負荷が思わぬ動作をし、けがをする恐れがあります。 
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 使用上のお願い 
 

ループコントロールユニットを使用する際には、次のことに気を付けてください。 

 

・ループコントロールユニットの運転停止時にアナログ出力または接点出力をある値
に保持したい場合、ループコントロールユニットの運転中フラグ（割付リレー）の b

接点を入力条件としてアナログ出力ユニットまたは接点出力ユニットの各割付リレ
ーをある値に設定するように、CPUユニット側のラダープログラムを組んでくださ
い。 

 

・CPUユニットの運転停止異常時（FALS命令の実行時を含む）に、ループコントロ
ールユニットは、運転を停止します。その時に、アナログ出力値を直前の値にホー
ルド、最小値、最大値のいずれかにする場合は、アナログ出力ユニットまたはアナ
ログ入出力ユニットの出力ホールド機能を使用してください。 

 

・設備の安全を確認してから、PLC本体の電源を ONにしてください。 

CPUユニットの動作モード（「プログラム」モードを含む）にかかわらず、PLC本
体の電源 ONと同時に、ループコントロールユニットによる外部へのアナログ出力
値、および接点出力の更新がされます（内部的には、CPUユニット→基本 I/Oユニ
ット／アナログ出力ユニット経由）。 

 

・ループコントロールユニットは、自身にマンマシンインタフェースをもっていませ
ん。したがって、必ず外部にマンマシンインタフェース（専用モニタソフトなど）
を用意した上で、ご使用ください。 

 

・信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセー
フ対策を施してください。 

 

・次のことを行うときは、PLC本体の電源を OFFにしてください｡ 
・I/Oユニットなどの各種ユニット、CPUユニット、INNERボード、の着脱をする
とき 

・装置を組み立てるとき 

・ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき 

・ケーブルを接続、配線するとき 

・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき 
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・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 

・PLCの動作モード切替え 

・接点の強制セット／リセット 

・現在値や設定値の変更 

 

・PLCのベース取り付けネジ、端子台のネジ、ケーブルのネジは、本マニュアルで指
定した規定トルクで締め付けてください。 

 

・接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れて
ください。 

 

・電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧・周波数の電源が供給できるようにして
ご使用ください。 

 

・配線の際は、ユニット上面の防塵ラベルを貼ったまま配線してください。 

 

・配線完了後は、放熱のため、必ずラベルを外してご使用ください。 

 

・配線、スイッチなどの設定を十分確認してから通電してください。 

 

・作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ
さい 

 

・本製品を分解して修理や改造をしないでください。 
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 正しい使い方 
 

●本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 

 

●次のような環境には設置しないでください。 

・日光が直接当たる場所 

・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 

・温度の変化が急激で結露するような場所 

・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 

・ちり、ほこり、塩分、鉄分が多い場所 

・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 

・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 

 

●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 

・静電気などによるノイズが発生する場所 

・強い電界や磁界が生じる場所 

・放射能を被曝する恐れのある場所 

・電源が近くを通る場所 
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 EC指令への適合について 
適合指令 

・EMC指令 

・低電圧指令 

適合の考え方 

■ EMC指令 

オムロンの商品は、各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、
組み込んだ機械・装置がより容易に EMC規格に適合できるように、商品自身の関連す
る EMC規格（注 1）の適合を図っています。 

しかし、お客様の機械・装置は様々であり、かつ EMCの性能は EC指令適合商品を組
み込んだ機器・制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、お客
様の使用状態での適合性は確認できません。したがって、機械・装置全体での最終的
な EMC適合性の確認を、お客様自身で実施していただくようにお願いします。 
注 1：EMC(Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性)関連規格のうち、EMS(Electro-Magnetic 

Susceptibility：電磁感受性)に関しては EN61131-2, 
EMI(Electro-Magnetic Interference：電磁妨害)に関しては EN50081-2。 
また、EN50081-2 Radiated emissionは 10m法によります。 

■ 低電圧指令 

電源電圧 50V AC ～ 1000V AC および 75V DC ～ 1500V DCで動作する機器に対し、
必要な安全性が確保されていることを求めています。適用規格は EN61131-2となりま
す。 

EC指令への適合について 
CSシリーズは、EC指令に適合しています。しかし、お客様の機械・装置を EC指令
に適合させるにあたり、以下の注意が必要です。 

1 CSシリーズは、必ず制御盤内に設置してください。 

2 I/O電源として使用する DC電源は、強化絶縁、または二重絶縁されたものを使用し
てください。 

3 CSシリーズの EC指令適合商品は、EMIに関して共通エミッション規格（EN50081-2）
に適合していますが、特に Radiated emission(10m法)に関しては、ご使用になる制御
盤の構成、接続される他の機器との関係、配線等により変化する事があります。 

したがって、EC指令適合品である CSシリーズをご使用の場合でも、お客様にて機
械・装置全体で EC指令適合性を確認・対応していただく必要があります。 
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 マニュアル改訂履歴 
 

マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付
記されます。 

 
SBCC-822G Man. No. 

改訂記号  
 

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 

－ 1999年 6月 初版 

B 1999年 12月 下記の計器ブロックの追加、および誤記修正 
・2位置オンオフ＜形式 001＞ 
・3位置オンオフ＜形式 002＞ 
・ブレンド PID＜形式 013＞ 
・3回路 3入力切換＜形式 163＞ 
・3回路 3出力切換＜形式 164＞ 
・バッチデータ収集＜形式 174＞ 
・拡張 CPU間 Di端子＜形式 455＞ 
・拡張 CPU間 Do端子＜形式 456＞ 
・拡張 CPU間 Ai端子＜形式 457＞ 
・拡張 CPU間 Ao端子＜形式 458＞ 

C 2000年 4月 以下の計器ブロックの追加 
・折れ線プログラム 2＜形式 157＞ 
・積算値入力加算＜形式 182＞ 
・積算値アナログ乗算＜形式 183＞ 
・定数比較＜形式 202＞ 
・変数比較＜形式 203＞ 
・クロックパルス＜形式 207＞ 
・オンオフ弁操作＜形式 221＞ 
・モータ操作＜形式 222＞ 
・可逆モータ操作＜形式 223＞ 
・モータ開度操作＜形式 224＞ 
以下の計器ブロックの改訂 
・基本 PID改訂＜形式 011＞（AT機能追加） 
・高度 PID改訂＜形式 012＞（AT機能追加） 
・台形プログラム改訂＜形式 155＞ 
（ウェイト機能追加、ステップ数増加） 

D 2000年 11月 以下の計器ブロックの追加 
・ES100X調節計端子＜形式 045＞ 
・4点警報指示＜形式 110＞ 
・算術演算＜形式 126＞ 
・時系列データ統計＜形式 153＞ 
・全ブロック受信＜形式 461＞ 
・全ブロック送信＜形式 462＞ 
その他計器ブロックの ITEM追加 
・フラッシュメモリを使用したバッテリレス運転の機能追加（ディップ
スイッチの使用追加） 
・RS-232Cポートの使用追加（ES100X接続用） 

E 2001年 7月 以下の計器ブロックの追加 
・ファジィ推論＜形式 016＞ 
・レンジ変換＜形式 127＞ 
・勾配付きスイッチ＜形式 167＞ 
・レベルチェック＜形式 210＞ 
・Ai4端子（DRT1-AD04）＜形式 588＞ 
・Ao2端子（DRT1-DA02）＜形式 589＞ 
その他計器ブロックの ITEMの追加 

F 2002年 10月 ・COLDスタート時初期化の一覧を追加 

G 2003年 7月 誤記修正 
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マニュアル改訂履歴 

13 

第 1章 計器ブロック一覧 

第 2章 各計器ブロックの説明 

 

1 システム共通ブロック 

2 調節ブロック 

3 外部調節計ブロック 

4 警報・信号制限・記憶ブロック 

5 数値演算ブロック 

6 関数ブロック 

7 時間関数ブロック 

8 信号選択・切換ブロック 

9 ITEM書込ブロック 

10 パルス演算ブロック 

11 その他ブロック 

12 シーケンス演算ブロック 

13 接点型操作端 

14 シーケンス制御ブロック 

15 ノード端子ブロック 

16 CPU端子ブロック 

17 拡張 CPU端子ブロック 

18 全ブロック送受信 

19 フィールド端子ブロック 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 
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 1－1 計器ブロック一覧 
 

分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地

ページ 

システム共通ブロック  000 システム共通 全ブロック共通機能の設定、システム用信号の出力を
行います。 

000 
2-3 

001 2位置オンオフ 2位置式のオンオフ調節計です。 2-14 

002 3位置オンオフ 加熱・冷却のオンオフ制御用の 3位置オンオフ調節計
です。 

2-20 

調節器 

011 基本 PID 基本的な PID制御を行います。 

001～032 

2-27 

 012 高度 PID 偏差／MV補償やMVトラッキングなどが可能な高機
能の PID制御を行います。 

 
2-41 

調節ブロック 

 013 ブレンド PID 積算値 PVおよび積算値 RSP間の偏差の累積値（累積
偏差）に対する PID制御を行います。 

 
2-54 

  014 流量バッチ仕込み 一定のバッチ積算値に達するまでバルブを一定開度
で開く動作です。 

 
2-62 

  016 ファジィ推論 アナログ入力を最大 8点入力し、ファジィ推論を実行
し、アナログ出力を最大 2点出力します。 

 
2-68 

  031 指示設定 PV指示機能と SP設定機能付き手動設定器です。  2-80 

  032 指示操作 PV指示機能とMV操作機能付き手動設定器です。  2-84 

  033 比率設定 PV指示機能と比率設定機能付き比率・バイアス設定
器です。 

 
2-88 

  034 指示 PV警報付き PV指示計です。  2-93 

外部調節計ブロック  045 ES100X調節計 
端子 

ループコントロールユニットの RS-232Cポートと直
接接続されているデジタル調節計 ES100Xをモニタ/
設定します。 

065～096 
2-96 

演算ブロック 警報・信号制
限・記憶 

110 4点警報指示 1点のアナログ信号の上上、上、下、下下限警報を接
点出力します。指示（形式 034）と機能は同一。 

100～349 
（注：349は
ツールソフト
にて内部スイ
ッチ（形式 209
をデフォルト
で１つ割付け
済み） 

2-108 

  111 上下限警報 1点のアナログ信号の上下限警報を接点出力します。  2-111 

  112 偏差警報 2点のアナログ信号間の偏差警報（比較結果）を接点
出力します。 

 
2-113 

  113 変化率演算・警報 アナログ信号の変化率を出力すると同時に変換率の
上下限警報を接点出力します。 

 
2-115 

  115 上下限リミッタ 1点のアナログ信号の上下限を制限します。  2-118 

  116 偏差リミッタ 2点のアナログ信号間の偏差を演算し、その上下限範
囲を制限します。 

 
2-120 

  118 アナログ記憶 1点のアナログ信号の最大値、最小値、瞬時値を記憶
します。 

 
2-122 

 数値演算 121 加減算 4点までのアナログ信号のゲイン、バイアス付きの加
算を行います。 

 
2-124 

  122 乗算 2点のアナログ信号のゲイン、バイアス付き乗算を行
います。 

 
2-127 

  123 除算 2点のアナログ信号のゲイン、バイアス付き除算を行
います。 

 
2-130 

  126 算術演算 最大 8点のアナログ信号の浮動小数点での（工業単位
での）各種演算（対数、三角関数など）を行います。 

 
2-133 

  127 レンジ変換 入力 0%／100%時、出力 0%／100%時の値を指定する
だけで、最大 8点のアナログ信号を簡単にレンジ変換
します。 

 
2-141 

 関数 131 開平 1点のアナログ信号の開平演算（ドロップアウト機能
付き）を行います。 

 
2-145 

  132 絶対値 1点のアナログ信号の絶対値を出力します。  2-147 

  133 非線形(不感帯) 1点のアナログ信号の非線形（3つのゲイン）演算を
行います。不感帯（ギャップ付き）とすることも可能。 

 
2-149 

  134 ドロップアウト 1点のアナログ信号の零点付近で出力を 0にします。  2-151 

  135 折れ線リニアライザ 1点のアナログ信号を 15区間の折れ線に変換して出
力します。 

 
2-153 

  136 温度圧力補正 温圧補正演算を行います。  2-156 

 時間関数 141 一次遅れフィルタ 1点のアナログ信号に対して一次遅れフィルタ演算
を行います。 

 
2-158 

  143 変化率リミッタ(等速
応答) 

1点のアナログ信号に対して変化率の制限を行いま
す。 

 
2-160 
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分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地

ページ 

  145 移動平均 1点のアナログ信号に対して移動平均演算を行いま
す。 

 
2-162 

  147 進み遅れ演算 1点のアナログ信号に対して進み遅れ演算を行いま
す。 

 
2-164 

  148 むだ時間演算 1点のアナログ信号に対してむだ時間と一次遅れ演
算を行います。 

 
2-166 

  149 むだ時間補償 スミスのむだ時間補償 PID制御に使用します。  2-168 

  150 積算(瞬時値入力用) アナログ信号を積算し、8桁の積算値信号を出力しま
す。 

 
2-170 

  151 稼働時間積算 稼動時間を積算し、単位時間パルス接点を出力しま
す。 

 
2-174 

  153 時系列データ統計 アナログ信号の時系列データを記憶し、平均や標準偏
差などの統計演算を行います。 

 
2-176 

  155 台形プログラム 時間に対する傾斜と保定値を組み合わせた台形プロ
グラム設定器です。 

 
2-180 

  156 折れ線プログラム 時間に対する出力値を設定する折れ線プログラム設
定器です。 

 
2-190 

  157 折れ線プログラム 2 時間に対する出力値を設定する、ウェイト機能付きの
折れ線プログラム設定器です。 

 
2-194 

 信号選択・ 
切換 

161 指定順位選択 最大 8点のアナログ信号の指定の順位の値を選択し
ます。 

 
2-208 

  162 入力選択 最大 8点のアナログ信号の中から、接点信号で指定し
たものを選択します。 

 
2-211 

163 3回路 3入力切換 3個のアナログ入力信号から 1個を選択して出力しま
す。 

 
2-214 

  

164 3回路 3出力切換 1個のアナログ入力信号を、3方向に切り替えて出力
します。 

 
2-217 

  165 定数選択 あらかじめ設定してある 8個の定数を接点信号で選
択します。 

 
2-220 

  166 定数出力 独立した 8個の定数を出力します。  2-223 

  167 勾配付きスイッチ アナログ入力（定数も可能）2点を、勾配（ランプ）
付きで切り替えるスイッチです。 

 
2-225 

 ITEM書き 
込み 

171 定数用 ITEM 書き 
込み 

送信指令接点の立上りに、指定 ITEMに定数を書込み
ます。 

 
2-228 

  172 変数用 ITEM 書き 
込み 

送信指令接点の立上りに、指定 ITEMにアナログ信号
を書込みます。 

 
2-231 

  174 バッチデータ収集 アナログ入力最大 8点を、各々、シーケンス処理上の
あるタイミングで、バッファに記憶します。 

 
2-235 

 パルス列 
演算 

182 積算値入力加算 最大 4つの積算値信号を加算します。  
2-239 

  183 積算値アナログ乗算 積算値信号とアナログ信号を、乗算します。  2-242 

  184 積算(積算値入力用) 4桁の積算値信号を 8桁にします。  2-245 

  185 接点入力／積算値出力 低速接点パルスをカウントして 8桁の積算信号を出
力します。 

 
2-250 

  186 積算値入力／接点出力 4桁の積算値信号を低速接点パルスに変換出力しま
す。 

 
2-252 

 その他 192 アナログ／パルス幅変
換 

一定周期内のオン時間とオフ時間の比率を、アナログ
信号に比例して変化させます。 

 
2-254 

 シーケンス 
演算 

201 接点接続 ブロック間の接点信号を 1：1で接続します。  
2-256 

  202 定数比較 最大 8組のアナログ信号と定数を比較し、比較結果を
接点出力します。 

 
2-258 

  203 変数比較 最大 8組の 2つのアナログ信号間を比較し、比較結果
を接点出力します。 

 
2-262 

  205 タイマ 予報値と到達値の 2段出力型の加算タイマです。現在
値出力も可能です。 

 
2-266 

  206 間欠タイマ 設定したオン時間とオフ時間で、オンオフ動作を繰り
返すタイマです。 

 
2-269 

  207 クロックパルス 設定時間毎に 1演算周期だけONするクロックパルス
を出力します。 

 
2-271 

  208 カウンタ 予報値と到達値の 2段出力型の加算カウンタです。現
在値出力も可能です。 

 
2-273 

  209 内部スイッチ ステップラダーブロック内で、リレー受けするための
一時記憶用の接点です。 
（注：ツールソフトにてデフォルトで内部スイッチを１つ「一

時記憶」として割付け済み） 

 

2-275 

  210 レベルチェック アナログ入力 1点に対して、そのレベルを 8段階でチ
ェックし、レベルに応じた接点を出力します。同時に、
レベル No.をアナログ出力します。 

 
2-277 

 接点型操作 221 オンオフ弁 全開／全閉リミットスイッチ付きのオンオフ弁の操  2-282 
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分類 種類 
ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
割付可能な 
ブロック番地

ページ 

端 操作 作、監視をします。 

  222 モータ操作 モータの操作、監視をします。  2-285 

  223 可逆モータ 
操作 

可逆モータの操作、監視をします。  
2-290 

  224 モータ開度 
操作 

目標開度を入力し、電動位置比例モータを操作しま
す。 

 
2-295 

シーケンス 
制御 

 301 ステップ 
ラダー 

論理シーケンスおよび工程歩進制御を行います。 400～499 
2-300 

ノード端子 パソコン宛 
送信 

401 パソコン宛 
Do端子 

パソコン宛送信領域に、接点 128点を送信します。
モニタソフトを使用時にモニタ対象の接点信号をこ
のブロックに接続します。 

501～532 
2-319 

  402 パソコン宛 
Ao端子 

パソコン宛送信領域に、アナログ値 16点を送信しま
す。モニタソフトを使用時にモニタ対象のアナログ信
号をこのブロックに接続します。 

 
2-321 

  403 パソコン宛 1 
ブロック送信端子 

パソコン宛送信領域に、指定 1ブロックを送信しま
す。モニタソフトを使用時にモニタ対象の 1ブロック
をこのブロックに接続します。 

 
2-323 

  404 パソコン宛 4 
ブロック送信端子 

パソコン宛送信領域に、指定 4ブロックを送信しま
す。。モニタソフトを使用時にモニタ対象の 4ブロッ
クをこのブロックに接続します。 

501～532 
2-325 

 全ノード 
送信 

407 全ノード宛 
Do端子 

Controller Linkデータリンク上のノード宛てに、接点
32点を送信します。 

550～599 
2-327 

  408 全ノード宛 
Ao端子 

Controller Linkデータリンク上のノード宛てに、アナ
ログ値 2点を送信します。 

 
2-328 

  409 パソコン設定 
Do端子 

パソコンから送信された接点 32点を受信します。
（全ノード宛送信領域に転送することも可能） 

 
2-329 

  410 パソコン設定 
Ao端子 

パソコンから送信されたアナログ値 2点を受信しま
す。（全ノード宛送信領域に転送することも可能） 

 
2-331 

 全ノード 
受信 

414 全ノード 
Di端子 

Controller Linkデータリンク上のノードから送信され
た接点 32点を受信します。 

600～699 
2-333 

  415 全ノード 
Ai端子 

Controller Linkデータリンク上のノードから送信され
たアナログ値 2点を受信します。 

 
2-334 

CPU端子  451 CPU間 Di端子 CPUユニットの I/Oメモリ（CIO、WR、HR、DM、
EMのいずれかのエリア種別）の任意の先頭アドレス
から最大 128点を入力します（読み出します）。 

861～876 
2-335 

  452 CPU間 Do端子 CPUユニットの I/Oメモリ（CIO、WR、HR、DM、
EMのいずれかのエリア種別）の任意の先頭アドレス
より最大 128点分へ出力します（書き込みます）。 

 
2-337 

  453 CPU間 Ai端子 CPUユニットの I/Oメモリ（CIO、WR、HR、DM、
EMのいずれかのエリア種別）の任意の先頭アドレス
から最大 8CHを入力します（読み出します）。 

 
2-339 

  454 CPU間 Ao端子 CPUユニットの I/Oメモリ（CIO、WR、HR、DM、
EMのいずれかのエリア種別）の任意の先頭アドレス
より最大 8CH分へ出力します（書き込みます）。 

 
2-342 

SCADA I/F 拡張 CPU 
端子 

455 拡張 CPU間 Di 
端子 

CPUユニットの I/Oメモリエリアの任意の接点デー
タを入力し、他の計器ブロックに対して接点データを
最大 64点書き込みます。 

829～860 
2-346 

  456 拡張 CPU間 
Do端子 

他の計器ブロックの接点データを入力し、CPUユニ
ットの任意の I/Oメモリエリアに最大 64点書き込み
ます。 

 
2-348 

  457 拡張 CPU間 Ai端子 CPUユニットの I/Oメモリエリアの任意のアナログ
データを入力し、他の計器ブロックに対してアナログ
データを最大 64CH書き込みます。 

 
2-350 

  458 拡張 CPU間 
Ao端子 

他の計器ブロックのアナログデータを入力し、CPU
ユニットの任意の I/Oメモリエリアに最大64CH 書き
込みます。 

 
2-353 

 全ブロック 
送受信 

461 全ブロック受信 CPUユニットの I/Oメモリの任意の先頭アドレスか
ら、調節計ブロック最大 32ブロック、演算ブロック
最大 249ブロック、外部調節計ブロック最大 32ブロ
ックの割付 ITEM（全ブロック送受信 ITEM）を一括
で入力します（読み出します）。 

897 

2-356 

  462 全ブロック送信 調節計ブロック最大 32ブロック、演算ブロック最大
249ブロック、外部調節計ブロック最大 32ブロック
の割付 ITEM（全ブロック送受信 ITEM）を入力し、
CPUユニットの I/Oメモリの任意の先頭アドレスか
ら一括で出力します（書き込みます）。 

898 

2-365 

フィールド 
端子 

接点入出力 501 Di8端子 8点入力のユニットから接点を 8点入力します。 901～980 
2-368 

  502 Di16端子 16点入力のユニットから接点を 16点入力します。  2-369 

  503 Di32端子 32点入力のユニットから接点を 32点入力します。  2-370 
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ブロック 
形式 

ブロック名 機能 
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ブロック番地
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  504 Di64端子 64点入力のユニットから接点を 64点入力します。  2-371 

  511 Do5端子 5点出力のユニットから接点を 5点出力します。  2-372 

  512 Do8端子 8点出力のユニットから接点を 8点出力します。  2-373 

  513 Do12端子 12点出力のユニットから接点を 12点出力します。  2-374 

  514 Do16端子 16点出力のユニットから接点を 16点出力します。  2-375 

  515 Do32端子 32点出力のユニットから接点を 32点出力します。  2-376 

  516 Do64端子 64点出力のユニットから接点を 64点出力します。  2-377 

  518 Di16／Do16 
端子 

16点入力／16点出力のユニットから接点を 16点入力
／16点出力します。 

 
2-378 

  525 Di96端子 96点入力のユニットから接点を 96点入力します。  2-379 

  537 Do96端子 96点出力のユニットから接点を 96点出力します。  2-380 

  544 Di48／Do48 
端子 

48点入力／48点出力のユニットから接点を 48点入力
／48点出力します。 

 
2-381 

 アナログ 
入出力 

551 Ai8端子(AD003) 形 C200H-AD003からアナログ信号を 8点入力しま
す。 

 
2-382 

  552 Ao8端子(DA003/4) 形 C200H-DA003/004からアナログ信号を 8点出力し
ます。 

 
2-383 

  553 Ai2／Ao2端子
(MAD01) 

形 C200H-MAD01からアナログ信号を 2点入力し、2
点出力します。 

 
2-385 

  561 Ai4端子(PTS01/02/03、
PDC01、PTW01) 

形 CS1W-PTS01（絶縁型熱電対入力）、形
CS1W-PTS02/03（絶縁型測温抵抗体入力）、形
CS1W-PDC01（絶縁型直流入力）、形 CS1W-PTW01
（２線式伝送器入力ユニット）のいずれかからのアナ
ログ信号を 4点入力します。 

 

2-387 

  562 Pi4端子(PPS01) 形 CS1W-PPS01（絶縁型パルス入力）からの瞬時値お
よび積算値を各 4点入力します。 

 
2-390 

  563 Ao4端子(PMV01) 形 CS1W-PMV01（絶縁型制御出力）からアナログ信
号を 4点出力します。 

 
2-393 

  564 Ai8端子(PTR01/02) 形 CS1W-PTR01（電力トランデューサ入力）、または
形 CS1W-PTR02（直流入力 100mV）からのアナログ
信号を 8点入力します。 

 
2-395 

  583 Ai4／Ao4端子
(MAD44) 

形 CS1W-MAD44からアナログ信号を 4点入力し、4
点出力します。 

 
2-397 

  584 Ai8端子(AD081) 形CS1W-AD081からアナログ信号を 8点入力します。  2-399 

  585 Ao8端子 
(DA08V/C) 

形 CS1W-DA08V/Cからアナログ信号を 8点出力しま
す。 

 
2-400 

  586 Ai4端子(AD041) 形CS1W-AD041からアナログ信号を 4点入力します。  2-402 

  587 Ao4端子(DA041) 形CS1W-DA041からアナログ信号を 4点出力します。  2-403 

  588 Ai4端子 
(DRT1-AD04) 

DeviceNetスレーブのアナログ入力ユニット形
DRT1-AD04からアナログ信号を 4点入力します。 

 
2-405 

  589 Ao2端子 
(DRT1-DA02) 

DeviceNetアナログ出力ユニット形 DRT1-DA02用の
フィールドからアナログ信号を 2点出力します。 

 
2-407 
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 1－2 目的別機能一覧 
 

こんなとき 機能  参照項目 

データ交換 PT（プログラマブルターミナル）など
とのデータ交換のために、CPUユニ
ットと計器ブロック間で、大量データ
を直接交換したい 

拡張 CPU端子ブロック（形式 455～458）を使用 拡張 CPU端子ブ
ロック 

 常時、CPUユニットとデータ交換す
るとき 

CPU端子ブロック（形式 451～454）を使用 CPU端子ブロック

 必要時、CPUユニット（ネットワー
ク上の PLCの CPUユニットを含む）
から、指定データ（ITEM）の読み書
きをするとき 

ラダープログラム上で CMND命令を実行して、
FINSコマンド（ITEM書込/読出コマンド）を発行 

ユーザーズマニュ
アル第 6章 

 常時、他ノードのループコントロール
ユニットとデータ交換するとき 

Controller Linkおよびノード端子ブロック（全ノー
ド送信、全ノード受信）を使用、かつ Controller Link

データリンクを実行（任意設定） 

ユーザーズマニュ
アル 3－4項、 

付録－2 

 モニタソフトにより、常時、複数の調
節ブロック（最大 4ブロック）の全
ITEMデータのモニタおよび操作をし
たいとき 

ノード端子ブロック（パソコン宛 4ブロック送信
端子、またはパソコン宛 1ブロック送信端子）を
使用 

ノード端子ブロッ
ク 

 SCADAソフトにより、調節ブロック、
演算ブロック、外部調節計ブロックの
特定 ITEMの読み書きをしたい 

全ブロック送信（形式 462）、全ブロック受信（形
式 461）を使用 

ツールソフトで作成した CSVタグを使用して、ル
ープコントロールユニットのデータを指定 

ユーザーズマニュ
アル 

3－4項 

運転／停止 必要時、CPUユニットから、ループ
コントロールユニット（全計器ブロッ
ク）の運転停止/開始指示をするとき

ラダープログラム上で CMND命令を実行して、 

FINSコマンド（ITEM書込/読出コマンド）を発行
して、システム共通ブロックの ITEM014（運転指
令）を変更 

または、ITEM書き込みコマンド（形式 171/172）
を使用して、システム共通ブロックの ITEM014

（運転指令）を停止（この場合運転開始は不可） 

注：なお、ツールソフト、モニタソフトからも、
運転停止/開始操作が可能です。 

ユーザーズマニュ
アル 

3－2項 

 必要時、CPUユニットから、各計器
ブロックの演算停止/停止解除指示を
するとき 

ラダープログラム上で CMND命令を実行して、 

FINSコマンド（ITEM書込/読出コマンド）を発行
して各計器ブロックの ITEM000（演算停止指令）
を変更 

注：ツールソフトの動作確認で、各計器ブロック
の演算停止/停止解除指示することも可能です。 

 

 ループコントロールユニットの運転
ステータス（運転中、実行エラー、計
器ブロックデータエラーなど）に応じ
て、 CPUユニット側で必要な処理を
実行したいとき 

CPU高機能ユニット割付リレーエリアの先頭チ
ャネル nCHのビット 00～05を入力条件として、 

CPUユニット側で必要な処理を実行 

ユーザーズマニュ
アル 

3－3項 

 CPUユニットの運転ステータス（動
作モード、運転停止異常、負荷遮断中）
に応じて、ループコントロールユニッ
ト側で必要な処理を実行したいとき

システム共通ブロックの ITEM007～011、013の
CPUユニットの運転ステータスをもとに、ステッ
プラダーブロックなどによって、ループコントロ
ールユニット側で必要な処理を実行 

 

高速処理 特定の計器ブロックを高速処理した
いとき 

その計器ブロックの演算周期を短い周期に設定 ユーザーズマニュ
アル 

3－2項 

多点モニタ アナログ信号の多点モニタをしたい フィールド端子とパソコン宛送信端子による、モ
ニタリング 

ユーザーズマニュ
アル 

3－4項 
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こんなとき 機能  参照項目 

外部調節計の
モニタ／設定 

外部のスタンドアロンの調節計のモ
ニタ／設定をしたい 

ループコントロールユニットのRS-232Cポートに
ES100Xを実際に接続し、ES100X調節計端子ブロ
ック（形式 045）を使用。 

外部調節計ブロッ
ク 

バッチデータ
収集 

バッチ処理のプラントにおいて、シー
ケンス処理のタイミングで、データを
収集したい 

バッチデータ収集（形式 174）を使用 バッチデータ収集

オンオフ制御をしたい 2位置オンオフ（形式 001）を使用 2位置オンオフ アナログ 

制御 加熱・冷却のオンオフ制御をしたい 3位置オンオフ（形式 002）を使用 3位置オンオフ 

 時間比例制御をしたい アナログ／パルス幅変換ブロック（形式 

192）を使用 

アナログ／パルス
幅変換ブロック、
ユーザーズマニュ
アル 5－1項 

 PVに入力フィルタをかけたい 一次遅れフィルタブロック（形式 141）を使用 一次遅れフィルタ
ブロック 

 PVにバイアスをかけたい 

 SP、PVなどに比率（レシオ）をかけ
たい 

比率設定ブロック（形式 033）または加減算ブロ
ック（形式 121）を使用 

比率設定ブロッ
ク、加減算ブロッ
ク 

 複数の PVの差を入力したい 加減算ブロック（形式 121）を使用 加減算ブロック 

差圧発信器を入力して流量を計算し
たい 

開平ブロック（形式 131）を使用（ドロップアウ
ト機能付き） 

開平ブロック  

パルス出力の流量計を入力し積算し
たい 

パルス入力ユニットを使用し、積算（積算値入力
用）ブロック（形式 184）に入力し、連続積算 

積算（積算値入力
用）ブロック、ユ
ーザーズマニュア
ル 5－1項 

 温度圧力補正をしたい 温度圧力補正ブロック（形式 136）を使用 温度圧力補正ブロ
ック 

 多チャネルの PIDの SP値を設定した
い 

定数用 ITEM書込ブロック（形式 171）を使用 定数用 ITEM書込
ブロック、ユーザ
ーズマニュアル 5

－1項 

 複数の SP値を切り替えたい 定数選択ブロック（形式 165）または定数用 ITEM

書込ブロック（形式 171）を使用 

定数選択ブロッ
ク, 

定数用 ITEM書込
ブロック、ユーザ
ーズマニュアル 5

－1項 

 複数の PID組を切り替えたい 定数用 ITEM書込ブロック（形式 171）を使用 定数用 ITEM書込
ブロック、ユーザ
ーズマニュアル 5

－1項 

 SP値の台形制御（プログラムコント
ロール）をしたい 

台形プログラムブロック（形式 155）または折れ
線プログラムブロック（形式 156）を使用 

台形プログラムブ
ロック、プログラ
ムブロック、 

ユーザーズマニュ
アル 5－1項 

 カスケード制御をしたい 基本 PIDブロック（形式 011）または高度 PIDブ
ロック（形式 012）の直列接続を使用 

基本 PIDブロッ
ク、高度 PIDブロ
ック、 

ユーザーズマニュ
アル 5－2項 

むだ時間補償制御をしたい むだ時間補償ブロック（形式 149）、高度 PIDブ
ロック（形式 012）を使用 

むだ時間補償ブロ
ック、高度 PIDブ
ロック、ユーザー
ズマニュアル 5－
2項 

 

フィードフォワード制御をしたい 高度 PIDブロック（形式 012）および進み遅れ演 高度 PIDブロッ
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こんなとき 機能  参照項目 

非干渉制御をしたい 算ブロック（形式 147）を使用 ク、進み遅れ演算
ブロック、ユーザ
ーズマニュアル 5

－2項 

 

サンプル PI制御をしたい 間欠タイマブロック（形式 206）を使用 間欠タイマブロッ
ク、ユーザーズマ
ニュアル 5－2項

 ギャップ付き PID制御をしたい 定数用 ITEM書き込みブロック（形式 171）を使
用 

定数用 ITEM書き
込みブロック 

 選択制御をしたい 指定順位選択ブロック（形式 161）を使用 指定順位選択ブロ
ック 

 あいまいな言語表現から成る知識を
もとに、ファジィ制御をしたい 

ファジィ推論ブロック（形式 016）を使用 ファジィ推論ブロ
ック 

特殊な演算 0～100%の%単位の演算ではなく、工
業単位で演算をしたい 

算術演算（形式 126）を使用 算術演算、時系列
データ統計 

 三角関数、対数などの特殊演算をした
い 

  

 時系列データの統計演算（平均値、標
準偏差など）をしたい 

時系列データ統計（形式 153）を使用  

積算処理 流量信号などの瞬時のアナログ信号
をループコントロールユニットで積
算（積分）したい 

積算（瞬時値入力用）ブロック（形式 150）を使
用 

積算（瞬時値入力
用）ブロック、ユ
ーザーズマニュア
ル 5－1項 

 4桁の積算値信号(0000～9999の繰り
返し信号)を連続積算し、8桁に変換し
たい 

積算（積算値入力用）ブロック（形式 184）を使
用 

積算（積算値入力
用）ブロック 

 電力用などの低速パルスを入力し、積
算したい 

接点入力／積算値出力ブロック（形式 185）を使
用 

接点入力／積算値
出力ブロック 

 現場にある接点入力のメカニカルカ
ウンタで、積算値を知らせたい 

積算値入力／接点出力ブロック（形式 186）を使
用 

積算値入力／接点
出力ブロック 

 バッチ仕込み処理をしたい 流量バッチ仕込み（形式 014）を使用 流量バッチ仕込み
 積算値の比率制御をしたい 流量バッチ仕込み（形式 014）およびブレンド PID

（形式 013）を使用 

流量バッチ仕込
み、ブレンド PID

 積算値の加算をしたい 積算値入力加算（形式 182）を使用 積算値入力加算 

 積算値とアナログ信号を乗算したい 積算値アナログ乗算（形式 183）を使用 積算値アナログ乗
算 

シーケンス 

制御 

AND、ORなどの論理演算をループコ
ントロールユニット側で行いたい 

 接点の OFF→ONまたは ON→OFF入
力を、1演算周期（システム共通の演
算周期）だけ ONのワンショット接点
出力としたい 

 常時 ONなどのシステム接点を使用
したい 

ステップラダーブロック（形式 301）を使用 

内部スイッチ（形式 209）使用 

 工程歩進制御などをループコントロ
ールユニット側で行いたい 

 

ステップラダーブ
ロック、内部スイ
ッチ 

ユーザーズマニュ
アル付録－1 

 ステップラダー内でリレー受けした
い 

 内部スイッチ 

 ステップラダーにおいて、演算周期よ
りも長い一定時間毎に、特定の処理を
実行したい 

クロックパルス（形式 207）で一定周期のタイミ
ング信号を生成 

クロックパルス 

 タイマ／カウンタをループコントロ
ールユニット側で、実行したいとき

タイマブロック／カウンタブロック（形式
205/208）を使用 

タイマブロック／
カウンタブロック

定数設定／ 

選択 

常時、定数をアナログ信号として送信
したい 

定数出力ブロック（形式 166）を使用 定数出力ブロック
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こんなとき 機能  参照項目 

 ある条件で定数を指定 ITEMに設定
したい 

定数用 ITEM書込ブロック（形式 171）を使用 定数用 ITEM書込
ブロック 

 複数の定数から 1つを選択して、アナ
ログ信号として送信したい 

定数選択ブロック（形式 165）を使用 定数選択ブロック

 プロセス量（温度など）のレベルに応
じて、PID定数などのパラメータを段
階的に変更したい 

レベルチェック（形式 210）および定数用 ITEM

書き込みブロック（形式 171）を組み合わせ、他
の計器ブロックのパラメータをレベルに応じて変
更 

レベルチェック、
定数用 ITEM書き
込みブロック 

アナログ信号
設定／選択 

ある条件でアナログ信号を指定 ITEM

に設定したい 

変数用 ITEM書込ブロック（形式 171）を使用 変数用 ITEM書込
ブロック 

 複数のアナログ信号から 1つを選択
して、アナログ信号として送信したい

入力選択ブロック（形式 162）を使用 入力選択ブロック

 複数のアナログ信号の中から最大値
を選択し、アナログ信号として送信し
たい 

指定順位選択ブロック（形式 161）を使用 指定順位選択ブロ
ック 

 複数のアナログ信号の中から最小値
を選択し、アナログ信号として送信し
たい 

  

 複数のアナログ信号の中から何番目
かに大きい信号を選択し、アナログ信
号として送信したい 

  

 測定部や測定対象の異なるセンサの
切換えをしたい 

3回路 3入力切換（形式 163）を使用 3回路 3入力切換

 操作部や操作対象の異なる操作端の
切換えをしたい 

3回路 3出力切換（形式 164）を使用 3回路 3出力切換

2つの設定値を勾配付きで変化させた
い（バルブの開閉など） 

勾配付きスイッチ（形式 167）を使用 勾配付きスイッチ 

入力 0%／100%時、出力 0%／100%時
の値を指定するだけで、アナログ信号
を簡単にレンジ変換したい 

レンジ変換（形式 127） レンジ変換 

アナログ信号と定数を比較したい 定数比較（形式 202）を使用 定数比較 アナログ信号
／定数比較 2つのアナログ信号を比較したい 変数比較（形式 203）を使用 変数比較 

外部特定操作
端の、操作／
監視／制御 

全開／全閉リミットスイッチ付きの
オンオフ弁の操作、監視をしたい 

オンオフ弁操作（形式 221）を使用 オンオフ弁操作 

 モータの操作、監視をしたい モータ操作（形式 222）を使用 モータ操作 

 可逆モータの操作、監視をしたい 可逆モータ操作（形式 223）を使用 可逆モータ操作 

 操作端として、電動位置比例モータを
操作したい 

基本 PID（形式 011）/高度 PID（形式 012）、 

およびモータ開度操作（形式 224）を使用 

基本 PID、高度
PID、モータ開度
操作 
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 計器ブロックの見方 
 

各計器ブロックは、以下の形で説明しています。 

■ 概説 

機能の概要を示します。 

■ 用途 

どういった用途で使うかの例を示します。 

■ ブロック図 

計器ブロックとしての入出力 ITEMと、内部処理のプロセスを図示しています。 

■ ITEM一覧 

 
読み書き方法 

R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読み
書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ 

ITEM 
分類 ITEM 記号 データ内容 

データ 
範囲 初期値 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロ
ック送
受信 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0､1 0 － R/W － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字 ブロック名
（英文）

R/W(S) － － － － 24

 002  形式：基本 PID 011 011 R/W(S) － － － － 2 
特殊 003  実行エラー表示 

0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 r － － － 送 2 

 

●ITEM種類：ITEMの種類を以下の分類で示します。
（分類の詳細は、ユーザーズマニュアルの 3－1項「計器ブロックの構成」を参照） 
接点入力、接点出力、アナログ入力、アナログ出力、アナログ入力接続情報、 
積算値入力、積算値出力、積算値入力接続情報、パラメータ 

●記号：ツールソフトで表示される記号を示します。 
 アナログ入力：X、アナログ出力：Y、接点入力：S、接点出力：Uなど 

●ITEM：ITEM番号を昇順で示します。 

●データ内容：ITEM名称とその内容を示します。 

●データ範囲：格納可能なデータ範囲を示します。 

●初期値：ツールソフトでの初期値を示します。 

●読み書き方法：各 ITEMが、以下のどの方法により読み書き可能か
を示します。（R：読出、W：書込、R/W：読書）（送：LCU→CPU、
受：CPU→LCU） 
ツールソフト、モニタソフト（チューニング画面、制御画面）、ITEM
書込ブロック（形式 171/172）、ステップラダーブロック（形式
301）、全ブロック送受信：全ブロック送信（形式 462）または全
ブロック受信（形式 461） 

注：ツールソフトは、W：ファイル単位のダウンロード、R：ファイル単位のアッ
プロード、r：動作確認画面での読出、r/w：動作確認画面での読み書きを示しま
す。（S）：初期設定データ（ツールソフトのみで設定可能）、（O）：運転データ
（ツールソフト、モニタソフトいずれでも設定可能） 

●データ長：FINSコマンドによって
各 ITEMを読み核するときのデータ
長（バイト単位）を示します。FINS
コマンド以外では無関係です。 
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1 

シ
ス
テ
ム
共
通
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜000＞ システム共通ブロック 000（固定）
1 
システム共通ブロック 
＜000＞ システム共通ブロック 000（固定） 

概説 
本計器ブロックは、全ブロック共通の機能を設定するとともに、システム用の各種信
号、および CPUユニットの運転ステータスを出力します。 

● 全ブロック共通の機能設定 

・システム共通演算周期の設定 

・運転指令／運転表示 

・演算周期グループごとの負荷率表示 

・ノード端子用システム表示／設定 

・異常表示 

・メモリ処理 

● CPUユニット運転ステータス出力 

・動作モード、運転停止異常、負荷遮断、計器ブロック変更 

● ループコントロールユニット運転指令・ステータス出力 

・シーケンス制御用状態出力 

● システム用の各種信号出力 

・シーケンス制御用状態出力 

・時計タイミング出力信号 

・カレンダ・時計出力 
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ブロック図 
 
 

Y1 西暦

Y2 年月

Y3 月日

Y4 日時

Y5 時分

Y6 分秒

031

032

033

034

035

036

カレンダ・時計出力 

シーケンス制御用 

状態出力 

020

021

022

023

U0 常に’0’出力

U1 常に’1’出力

U2 0.5秒毎に

U3 1秒毎に ON/OFF

024

025

027

028

U4 毎日零時

U5 毎正時（1時間毎）

U7 毎分

U8 毎 10秒

026 U6 毎 10分

シーケンス制御用 

時計タイミング出力 

007

008

009

010

運転停止異常中

運転中

負荷遮断中

「運転」モード
CPUユニットステータ
ス 

011

013

「モニタ」モード

「プログラム」モード

019 運転開始フラグ

015 停止中

016

017

HOTスタート運転中

COLDスタート運転中

ループコントロールユ
ニット運転ステータス 
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ITEM一覧 
以下の ITEMの内、ITEM004、042、043の 3つの ITEMは、ループコントロールユニ
ットを使用する場合、ツールソフトを使用して初期設定として設定することが必要で
す。 

 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 (000)  必ず 0に設定してく
ださい。 
注：万一、この ITEM
に 1を設定した場合、
全計器ブロックの演
算が停止し、同時にル
ープコントロールユ
ニットと CPUユニッ
ト間のデータ交換は
停止します。 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名称
（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：システム共通 000 000 － － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r R － － 2 

パラメー
タ 

004  システム共通演算周
期 
1：0.1秒、2：0.2秒、
3：0.5秒、4：1秒、5：
2秒 
注：変更するときは、
必ず運転を停止して
から変更してくださ
い。 

1～5 4 
（：1秒）

－ R/W(S) － － － 2 
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■ CPUユニット運転ステータス 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点出力 007  運転停止異常中 
0：CPUユニットが運
転停止異常でない 
1：CPUユニットが運
転停止異常中（システ
ム自己診断での運転
停止異常、または
FALS命令実行） 

0、1 0 ○ r R － R 1 

 008  運転中 
0：CPUユニットが停
止中（「プログラム」
モード、または運転停
止異常） 
1：CPUユニットが運
転中（「運転」モード、
または「モニタ」モー
ド） 

0、1 0 ○ r R － R 1 

 009  負荷遮断中 
0：CPUユニットが負
荷遮断中でない 
1：CPUユニットが負
荷遮断中（特殊補助リ
レーA50015が ON）

0、1 0 ○ r R － R 1 

 010  「運転」モード 
0：CPUユニットが
「運転」モードでない
1：CPUユニットが
「運転」モード 

0、1 0 ○ r R － R 1 

 011  「モニタ」モード 
0：CPUユニットが
「モニタ」モードでな
い 
1：CPUユニットが
「モニタ」モード 

0、1 0 ○ r R － R 1 

 013  「プログラム」モード
0：CPUユニットが
「プログラム」モード
でない 
1：CPUユニットが
「プログラム」モード

0、1 0 ○ r R － R 1 
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■ ループコントロールユニット運転指令・ステータス 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ
範囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

014  運転指令 
0：停止、1：HOTスター
ト、 
2：COLDスタート 
注 1：すでに運転中は、1
または 2への変更は無
効。 
注 2：ITEM書き込みブロ
ックで操作できるのは、0
（停止）の書き込みのみ
です。 
（詳細は、ユーザーズマ
ニュアル 3-2項「動作の
説明」を参照） 

0～2 0 ○ r/w R/W W（注 2） － 2 

 015  停止中 0、1 0 ○ r R － R 2 

 016  HOTスタート運転中 
1：HOTスタート運転中、
0：その他 

0、1 0 ○ r R － R 2 

 017  COLDスタート運転中 
1：COLDスタート運転
中、0：その他 

0、1 1 ○ r R － R 2 

 018  電源投入時スタートモー
ド 
1：HOTスタート、2：
COLDスタート 
注：ディップスイッチ
SW2が ONのとき、この
設定は無効。つねに
COLDスタートとなりま
す。 

1、2 1 － R/W(S) － － R 2 

 019  運転開始フラグ 
1：運転開始（HOTスタ
ートまたはCOLDスター
ト）時、0：ユーザにより
0を書込む 
注：運転開始フラグは、
ループコントロールユニ
ットが運転開始時に 1と
なりラッチされます。ユ
ーザにより、0にしない
かぎり、1のままとなり
ます。（常時 ONフラグ
と異なり、ユーザによっ
て、0にすることが可能
です。） 

0、1 1 ○ r － － W 1 
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■ シーケンス制御用状態出力 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点出力 020 U0 常に 0を出力 
電源 ON中、常に 0
です。 

0 0 ○ r － － R 1 

 021 U1 常に 1を出力 
電源 ON中、常に 1
です。 

1 1 ○ r － － R 1 

 022 U2 0.5秒ごとにオンオフ 0、1 0 ○ r － － R 1 

 023 U3 1秒ごとにオンオフ 0、1 0 ○ r － － R 1 

 024 U4 毎日 0時微分出力 0、1 0 ○ r － － R 1 

 025 U5 毎正時微分出力 0、1 0 ○ r － － R 1 

 026 U6 毎 10分微分出力 0、1 0 ○ r － － R 1 

 027 U7 毎分微分出力 0、1 0 ○ r － － R 1 

 028 U8 毎 10秒微分出力 0、1 0 ○ r － － R 1 

 

■ カレンダ・時計出力 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

パラメー
タ 

031 Y1 西暦 YYYY  ○ － － － － 2 

 032 Y2 年月(年：西暦の下二
桁) 

YYMM  ○ － － － － 2 

 033 Y3 月日 MMDD  ○ － － － － 2 

 034 Y4 日時 DDhh  ○ － － － － 2 

 035 Y5 時分 hhmm  ○ － － － － 2 

 036 Y6 分秒 mmss  ○ － － － － 2 

注：本カレンダデータは、CPUユニットのカレンダデータに基づいています。 
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■ 計器ブロック単位ダウンロード有無表示 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

039＊
6 

BT 計器ブロック変更フ
ラグ 
1：ツールソフトから、
1計器ブロック単位
のダウンロードがさ
れた。 
0：ツールソフトから
1計器ブロック単位
のダウンロードがさ
れていない、またはそ
の後 HOTスタートま
たは COLDスタート
された。 

0、1 0 ○ － － － － 1 

＊6：ループコントロールユニットの Ver.2.50以降で追加された機能です。 

 

■ ノード端子用のシステム表示／設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

041  自己の号機アドレス
（自動的に格納され
る） 

16～31 00 ○ R － － － 2 

 042  ループコントロール
ユニットの役割番号
0：基本、1：増設 1、
2：増設 2 

0～2 0 － R/W(S) － － － 2 

 043  ノード端子用データ
メモリ（DM）の先頭
番地 
注：役割番号 0～2の
間（同一 PLC上）で、
同一番地であること
が必要です。 

0～32767
（CH単位）
注：D00000
～D32767に
対応。 

16020 
注：
D16020
に対応。

－ R/W(S) － － － 2 
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■ 演算表示 

● システム共通周期(ITEM004)のブロック 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

051  処理時間負荷率 ％表示  ○ r － － － 2 

 052  処理時間最大負荷率
(0入力でリセット) 

％表示  ○ r/w － － － 2 

 053  演算周期自動切換発
生フラグ 
(1：発生、0入力でリ
セット) 

0、1 0 ○ r/w － － － 2 

 

● 0.1秒周期のブロック 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

054  処理時間負荷率 ％表示  － r － － － 2 

 055  処理時間最大負荷率
(0入力でリセット) 

％表示  － r/w － － － 2 

 056  演算周期自動切換発
生フラグ 
(1：発生、0入力でリ
セット) 

0、1 0 － r/w － － － 2 

 

● 0.2秒周期のブロック 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

057  処理時間負荷率 ％表示  － r － － － 2 

 058  処理時間最大負荷率
(0入力でリセット) 

％表示  － r/w － － － 2 

 059  演算周期自動切換発
生フラグ 
(1：発生、0入力でリ
セット) 

0、1 0 － r/w － － － 2 
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● 0.5秒周期のブロック 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

060  処理時間負荷率 ％表示  － r － － － 2 

 061  処理時間最大負荷率
(0入力でリセット) 

％表示  － r/w － － － 2 

 062  演算周期自動切換発
生フラグ 
(1：発生、0入力でリ
セット) 

0、1 0 － r/w － － － 2 

 

● 1秒周期のブロック 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

063  処理時間負荷率 ％表示  － r － － － 2 

 064  処理時間最大負荷率
(0入力でリセット) 

％表示  － r/w － － － 2 

 065  演算周期自動切換発
生フラグ 
(1：発生、0入力でリ
セット) 

0、1 0 － r/w － － － 2 

 

● 2秒周期のブロック 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

066  処理時間負荷率 ％表示  － r － － － 2 

 067  処理時間最大負荷率
(0入力でリセット) 

％表示  － r/w － － － 2 

 068  演算周期自動切換発
生フラグ 
(1：発生、0入力でリ
セット) 

0、1 0 － r/w － － － 2 
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■ 異常表示 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

パラメー
タ 

091  PV異常接点入力が
ONの最小ブロック
番地＊2 
(000：正常) 

000～032 000 ○ r R － － 2 

 092  MV異常接点入力が
ONの最小ブロック
番地＊3 
(000：正常)  

000～032 000 ○ r R － － 2 

 093  実行エラー（エラーコ
ード 0以外）発生の最
小ブロック番地＊4 

000～ 000 ○ r R － － 2 

 094  計器ブロックデータ
ベース異常発生のブ
ロック番地＊5 

000～ 000 ○ r R － － 2 

 095  バッテリ異常(1：異
常、0：正常) 

0、1 0 ○ r R － － 2 

＊2： 基本 PIDブロックまたは高度 PIDブロックにおいて、PV異常接点入力（ITEM018で発信
元指定、ITEM019で状態表示）が ONの場合を指します。 

＊3： 基本 PIDブロックまたは高度 PIDブロックにおいて、MV異常接点入力（ITEM090で発
信元指定、ITEM091で状態表示）が ONの場合を指します。 

＊4： 各計器ブロックの ITEM003に格納されるエラーコード（詳細は、付録「実行エラーコー
ド一覧」を参照）が、0（正常）以外であるとき、そのエラー発生の計器ブロックの最小
ブロック番地が格納されます。 

＊5： データベース異常が発生している計器ブロックを計器ブロックごとに巡回チェックし、異
常を検出するたびにそのブロック番地を上書き表示します。FFFFのとき、全計器ブロッ
クのデータベース異常が発生しています。 
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■ メモリ処理 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ
範囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

099  MPU /FROMバージョン表
示（V＊．＊＊V＊．＊＊）

  ○ r － － － 16 

 100＊
6 

 オールクリア   ○ w － － － 2 

 101＊
6 

 バックアップ（RAM→フラ
ッシュメモリ）起動指令
注：バックアップ処理後
は、運転停止状態となりま
す。ツールソフトからの運
転指令で HOTまたは
COLDスタートをかける
か、PLC本体の電源を OFF
後 ONにしてください。 

0、1 0 ○ r/w R/W － － 2 

 102＊
6 

 リカバリー（フラッシュメ
モリ→RAM）起動指令 
注：リカバリー処理後は、
運転停止状態となります。
ツールソフトからの運転
指令で HOTまたは COLD
スタートをかけるか、PLC
本体の電源をOFF後ONに
してください。 

0、1 0 ○ r/w R/W － － 2 

 103＊
6 

 バックアップエラー表示
（1：エラー、0：正常）

0、1 0 ○ r R － － 2 

 104＊
6 

 フラッシュメモリ書込回
数表示 

0～
32767 

0 － r R － － 2 

 110＊
7 

 作成ツールソフトのバー
ジョン  
（計器ブロックデータを
作成したツールソフトの
バージョンが表示されま
す。 
例：Ver.2.50の場合、250
と表示されます。） 
注：ユーザは変更不可。ツ
ールソフトにより自動設
定されます。 

0～
32767 

0 － R/W(S) － － － 2 

＊6：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊7：ループコントロールユニットの Ver.2.50以降で追加された機能です。 

 

お願い 

 

・システム共通ブロック（形式 000）の ITEM004（システム共通演算周期）を変更す
るときは、必ずループコントロールユニットの運転を停止させてから変更し、COLD
スタートを実行してください。そうしない場合、正常に動作しません。 
・システム共通ブロック（形式 000）の ITEM000には、必ず 0を設定してください。
万一、この ITEM000に 1を設定すると、ループコントロールユニットの運転は停止
し、同時に CPUユニットとのデータ交換が停止します。 

 

参 考 

 

システム共通ブロック（形式 000）の ITEM031～036のカレンダ・時計出力のデータ

は、ループコントロールユニット内のデータではなく、CS1 CPUユニット内のデータ

を出力しています。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜001＞ 2位置オンオフ 001～032 
2 
調節ブロック 
＜001＞ 2位置オンオフ 001～032 

概説 
本計器ブロックは、2位置式のオンオフ調節計です。 

・リモート／ローカルの切り替えが可能です。 

・PV4点警報と、偏差警報付きです。 

 
・逆動作のときの動作 ・正動作のときの動作 
 

PV 
 SP 
 △ 

MV 

1(ON)

0(OFF)

ヒステリシス  

PV 
 SP 
 △ 

MV 

1(ON)

0(OFF)

ヒステリシス 

ブロック図 

 

 
2位置 

オン／オフ制御 

 

偏差
PVSP

029

042偏差警報 偏差警報 

041 偏差警報設定値 

SP

013

014

015

016

PV警報

PV上上限警報

PV下限警報 

PV下下限警報

PV上限警報 

023 LSP 

006 PV 

021 RSP 

026 RSP/LSP切替 SW 

008～012  PV警報設定値/ヒステリシス

017 警報停止 SW 

MV 

086 A/M切替 

SP 

092 MV 

018 PV異常接点入力 

044 偏差出力 

093 マニュアル操作値 

093 上位表示 MV出力値 
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ITEM一覧 
注：警報停止 SWなど、ツールソフトで設定不可（上記項目で－または r/w）の ITEMは、COLD

スタート時に、電源断または停止直前の値をクリアします。HOTスタートのときは、保持
します。また、待機シーケンスも、COLDスタート時に、電源断または停止直前の待機状態
の内部記憶値をクリアします。HOTスタートのときは、保持します。 

*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：2位置オンオフ 001 001 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 
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■ 測定値 PV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力結線
情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ － R － － 送 2 

パラメー
タ 

008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

100.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

-115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

発信元指
定接点入
力 

018  PV異常接点発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019 PVE PV異常表示 
0：正常、1：異常→マ
ニュアルモード 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

パラメー
タ 

020  警報制限＊2 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制
限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊2：ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%
に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 

・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以上の値を
設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下の値を設
定したとき、 PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・偏差警報設定値（ITEM041）に 100.00%以上の値を設定したとき、PVが偏差範囲外となっ
ても、警報出力を 1（ON）としません。 
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■ 設定値 SP 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力結線
情報 

021  リモート SP発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

022 RSP リモート SP入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ － R － － － 2 

パラメー
タ 

023  ローカル SP設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 受 2 

 024  SP設定方式（初期設
定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカ
ル可能 
注：0に設定すると、
ITEM026は無効 

0、1 0 － R/W(S) R － － 送受 1 

接点入
力・パラメ
ータ 

026 R/L リモート／ローカル
切替 SW 
0：ローカル、1：リモ
ート 
注：ITEM024が 1の
ときのみ有効 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

029 SP カレント SP出力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r/w R － － 送 2 

 

■ 偏差 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

041  偏差警報設定値 
(ヒステリシスは
ITEM012で設定) 

0～115.00% 115.00 
 

－ R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 042 DA 偏差警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

043  偏差警報の待機シー
ケンス 
0：なし、1：あり 
注：COLDスタートで
待機シーケンス再起
動 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

アナログ
出力 

044 Y1 偏差出力値（偏差＝
PV－SP） 

±115.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 
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■ 調節 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

052  調節動作方向 
0：逆（PV＜SPで、
MV＝1） 
1：正（PV＞SPで、
MV＝1） 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 055  制御ヒステリシス設
定値 

0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

パラメー
タ 

062＊
4 

 PV異常検知時MV出
力値遡及時間＊3 
0：機能なし 

0～10 0 － R/W(S) － － － － 2 

＊3：PV異常検知時、ITEM062で指定した設定値をもとに、以下の秒数前の出力値にMVを戻
します。 
演算周期（ITEM004）が 1秒以下の場合：設定値×1秒。 
演算周期が 2秒の場合：設定値×2秒。 

＊4：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です 

■ 操作量 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入
力・パラメ
ータ 

086 A/M A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点出力 092 MV 出力値 0、1 0 ○ － R － R － 1 

パラメー
タ 

093  上位表示MV出力値
（AUTO、MAN時とも）
またはMAN時マニュア
ル操作値 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 

お願い 

 

パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって 2位置オンオフブロックのデ

ータをモニタソフトに送信する場合、パソコン宛送信端子ブロックの演算周期を、2

位置オンオフブロックの演算周期（ITEM004）と同じかまたはそれより長く設定して

ください。パソコン宛送信端子ブロックの演算周期の方が短いと、COLDスタート直

後に、SP値が一瞬 0になります。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、
以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 

a）モニタソフトで
のモニタタグ 

b）SCADAソフトで
の CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定）タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 PV入力値 PV PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH HH 

014 上限警報出力値 H H 

015 下限警報出力値 L L 

016 下下限警報出力値 LL LL 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

023 ローカル SP設定値 なし SP 

024 SP設定方式（初期設定） CAS_SET CAS_SET 

026 リモート／ローカル切替 SW R/L_SW R/L_SW 

029 カレント SP出力値 SP SP 

041 偏差警報設定値 DVA_SP DVA_SP 

042 偏差警報出力値 DVA DVA 

086 A/M SW A/M_SW A/M_SW 

093 上位表示MV出力値、または
MAN時マニュアル操作値 

MV MV 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜002＞ 3位置オンオフ 001～032 
2 
調節ブロック 
＜002＞ 3位置オンオフ 001～032 

概説 
本計器ブロックは、加熱・冷却のオンオフ制御用の 3位置オンオフ調節計です。 

・加熱用と冷却用の 2出力 

・デッドバンドとヒステリシスを設定可能 

・リモート／ローカルの切り替えが可能 

 

■ 3位置オンオフ動作 

MVH出力は、上昇時、SP＋デッドバンド/2＋MVH側ヒステリシスでオン、下降時、
SP＋デッドバンド/2でオフとなります。 

MVL出力は、下降時、SP－デッドバンド/2－MVL側ヒステリシスでオン、上昇時、
SP－デッドバンド/2でオフとなります。 

ヒステリシス 

下降時オン 
上昇時オフ 下降時オフ 

上昇時オン 
 △  △ 

 SP
 △ 

 

PV 

MV 

1(ON)

0(OFF)

ヒステリシス

デッドバンド

冷却側 

MVH出力
加熱側 

MVL出力 

 
注：動作を逆転させたい場合は、ステップラダーブロック（形式 301）を使用して、出力を反転
してください。 

ブロック図 

 

3位置 
オン／オフ制御 

 

偏差
PVSP

029

042偏差警報 偏差警報 

041 偏差警報設定値 

SP

013

014

015

016

PV警報

PV上上限警報 

PV下限警報 

PV下下限警報 

PV上限警報 

023 LSP 

006 PV

021 RSP 

026 RSP/LSP切替 SW 

008～012 PV警報設定値/ヒステリシス 

017 警報停止 SW 

MVH

SP 

092 MVH 

018 PV異常接点入力 

044 偏差出力 

094
MVL

086 A/M切替 

095 MVLマニュアル操作値 

093 MVHマニュアル操作値 

MVL 

095

093 上位表示 MVH出力値 

上位表示 MVL出力値 
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ITEM一覧 
注：警報停止 SWなど、ツールソフトで設定不可（上記項目で－または r/w）の ITEMは、COLD

スタート時に、電源断または停止直前の値をクリアします。HOTスタートのときは、保
持します。また、待機シーケンスも、COLDスタート時に、電源断または停止直前の待機
状態の内部記憶値をクリアします。HOTスタートのときは、保持します。 

 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き、(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：3位置オンオフ 002 002 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 
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■ 測定値 PV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き、(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力結線
情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ － R － － 送 2 

パラメー
タ 

008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

100.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

-115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

0 － R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

発信元指
定接点入
力 

018  PV異常接点発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019 PVE PV異常表示 
0：正常、1：異常→マ
ニュアルモード 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

パラメー
タ 

020  警報制限＊2 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制
限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊2：ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%
に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 

・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以上の値を
設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下の値を設
定したとき、PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・偏差警報設定値（ITEM041）に 100.00%以上の値を設定したとき、PVが偏差範囲外となっ
ても、警報出力を 1（ON）としません。 
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■ 設定値 SP 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き、(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力結線
情報 

021  リモート SP発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

022 RSP リモート SP入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ － R － － － 2 

パラメー
タ 

023  ローカル SP設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 受 2 

 024  SP設定方式（初期設
定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカ
ル可能 
注：0に設定すると、
ITEM026は無効 

0、1 0 － R/W(S) R － － 送受 1 

接点入
力・パラメ
ータ 

026 R/L リモート／ローカル
切替 SW 
0：ローカル、1：リモ
ート 
注：ITEM024が 1の
ときのみ有効 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

029 SP カレント SP出力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r/w R － － 送 2 

 

■ 偏差 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き、(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

041  偏差警報設定値 
(ヒステリシスは
ITEM012で設定) 

0～115.00% 115.00 
 

－ R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 042 DA 偏差警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

043  偏差警報の待機シー
ケンス 
0：なし、1：あり 
注：COLDスタートで
待機シーケンス再起
動 

0、1 1 － R/W(S) － － － － 1 

アナログ
出力 

044 Y1 偏差出力値（偏差＝
PV－SP） 

±115.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 
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■ 調節 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き、(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

054  デッドバンド設定値 0～115.00% 1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 055  制御ヒステリシス設
定値（MVH） 

0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

 056  制御ヒステリシス設
定値（MVL） 

0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

パラメー
タ 

062＊
4 

 PV異常検知時MV出
力値遡及時間＊3 
0：機能なし 

0～10 0 － R/W(S) － － － － 2 

＊3：PV異常検知時、ITEM062で指定した設定値をもとに、以下の秒数前の出力値にMVを戻
します。 
演算周期（ITEM004）が 1秒以下の場合：設定値×1秒。 
演算周期が 2秒の場合：設定値×2秒。 

＊4：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 

 

■ 操作量 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き、(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入
力・パラメ
ータ 

086 A/M A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点出力 092 MV
H 

MVH出力値 0、1 0 ○ － R － R － 1 

パラメー
タ 

093  上位表示MVH出力値
（AUTO、MAN時とも）
またはMAN時MVHマ
ニュアル操作値 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W W R/W 送受 1 

接点出力 094 MVL MVL出力値 0、1 0 ○ － R － R － 1 

パラメー
タ 

095  上位表示MVL出力値
（AUTO、MAN時とも）
またはMAN時MVLマ
ニュアル操作値 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W W R/W 送受 1 
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■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き、(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 

お願い 

 

パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって 3位置オンオフブロックのデ

ータをモニタソフトに送信する場合、パソコン宛送信端子ブロックの演算周期を、3

位置オンオフブロックの演算周期（ITEM004）と同じかまたはそれより長く設定して

ください。パソコン宛送信端子ブロックの演算周期の方が短いと、COLDスタート直

後に、SP値が一瞬 0になります。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、
以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 

a）モニタソフトでの
モニタタグ 

b）SCADAソフトで
の CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 PV入力値 PV PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH HH 

014 上限警報出力値 H H 

015 下限警報出力値 L L 

016 下下限警報出力値 LL LL 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

023 ローカル SP設定値 なし SP 

024 SP設定方式（初期設定 CAS_SET CAS_SET 

026 リモート／ローカル切替 SW R/L_SW R/L_SW 

029 カレント SP出力値 SP SP 

041 偏差警報設定値 DVA_SP DVA_SP 

042 偏差警報出力値 DVA DVA 

086 A/M SW A/M_SW A/M_SW 

093 上位表示MVH出力値、または
MAN時MVHマニュアル操作値

MVH MVH 

095 上位表示MVL出力値、または
MAN時MVLマニュアル操作値

MVL MVL 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜011＞ 基本 PID 001～032 
2 
調節ブロック 
＜011＞ 基本 PID 001～032 

概説 
本計器ブロックは、定値制御とカスケード制御の基本的な PID制御に機能を絞った調
節器です。 

・PV4点警報と偏差警報機能（待機シーケンス可）付 

・定値制御において、マニュアルモードへの切り替え時、SPを PVにトラッキングさ
せることが可能です。 

・カスケード制御で 2次ループ側として使用時に、1次ループのMVに対して（トラ
ッキング機能なしで）バンプレス処理を行うことができます。 

・PID定数のオートチューニング（リミットサイクル法）を実行することができます。
（詳細は、2-36ページの参考の「PID定数の AT（オートチューニング）機能につい
て」を参照） 

ブロック図 

 

 
 

PID演算 

偏差
PVSP

029 

042 偏差警報 偏差警報

041 偏差警報設定値 

SP

013 

014 

015 

016 

PV警報

PV上上限警報

PV下限警報

PV下下限警報

PV上限警報

023LSP 

006 PV 

021 RSP 

026 RSP/LSP切替 SW 

008～012 PV警報設定値/ヒステリシス

017 警報停止 SW

MV 

MV

089マニュアル操作量 

086 A/M切替 

090 MV異常接点入力 

SP 

087 MV 

MV上下限リミッタ
076MVリミット上限値 

077MVリミット下限値 

091 MV異常表示

018 PV異常接点入力 

SP 

025

044 偏差出力

ローカル設定の MAN時
PVトラッキング有無 

035 AT実行 

040

ATタイプ

078 MVリミット上限到達

079 MVリミット下限到達

089 上位表示 MV出力値
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ITEM一覧 
注：警報停止 SWなど、ツールソフトで設定不可（上記項目で－または r/w）の ITEMは、COLD

スタート時に、電源断または停止直前の値をクリアします。HOTスタートのときは、保
持します。また、待機シーケンスも、COLDスタート時に、電源断または停止直前の待機
状態の内部記憶値をクリアします。HOTスタートのときは、保持します。 

*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：基本 PID 011 011 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

 

■ 測定値 PV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力接続
情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00%

0.00 ○ － R － － 送 2 

パラメー
タ 

008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00%

115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00%

100.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00%

0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00%

-15.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～
115.00% 

1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

0 － R/W(O) R/W － R/W 送受 1 



2 調節ブロック 
＜011＞ 基本 PID 001～032 

2-29 

2 

調
節
ブ
ロ
ッ
ク 

*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

発信元指
定接点入
力 

018  PV異常接点発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019 PVE PV異常表示 
0：正常、1：異常→マ
ニュアルモード 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

020  警報制限＊2 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制限

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊2： ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%
に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 

・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以上の値を
設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下の値を設
定したとき、 PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・偏差警報設定値（ITEM041）に 100.00%以上の値を設定したとき、PVが偏差範囲外となっ
ても、警報出力を 1（ON）としません。 

・MVリミット上限値（ITEM076）に 100.00%以上の値を設定したとき、上限に到達しても、
MVリミット上限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、上限リミット機能は動作し
ます。 

・MVリミット下限値（ITEM077）に 0.00%以下の値を設定したとき下限に到達しても、MV
リミット下限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、下限リミット機能は動作します。 

 

■ 設定値 SP 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロック
送受信 

デー
タ長
(バイ
ト) 

アナログ
入力接続
情報 

021  リモート SP発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

022 RSP リモート SP入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ － － － － － 2 

パラメー
タ 

023  ローカル SP設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) W W － 受 2 

 024  SP設定方式（初期設
定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカ
ル可能 
注：0に設定すると、
ITEM026は無効 

0、1 0 － R/W(S) R － － 送受 1 

 025  ローカル設定のMAN
時 PVトラッキング
0：なし、1：あり 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロック
送受信 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入
力・ 
パラメー
タ 

026 R/L リモート／ローカル
切替 SW 
0：ローカル、1：リモ
ート 
注：ITEM024が 1の
ときのみ有効 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

029 SP カレント SP出力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r/w R － － 送 2 

パラメー
タ 

032  1次／2次ループ間の
バンプレス処理（自身
が 2次側として） 
0：なし、1：あり 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 

■ AT（オートチューニング） 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 

データ
範囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロック
送受信 

デー
タ長
(バイ
ト) 

パラメー
タ 

035＊
3 

 AT指令 / AT実行中 
・AT指令として、0：中
止指示、1：実行指示 
・AT実行中フラグとし
て、AT実行中は 1のま
ま。AT終了時、自動的に
0にもどる。 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W W R/W 送受 1 

 036＊
3 

 リミットサイクルMV振
幅 
注：±何%で設定。 

5.00～
50.00 

20.00 － R/W(O) － － － － 2 

 037＊
3 

 リミットサイクルヒステ
リシス 

0～
10.00%

0.20 － R/W(O) － － － － 2 

 038＊
3 

 AT算出ゲイン 0.10～
10.00 

1.00 － R/W(O) － － － － 2 

 039＊
3 

 暫定 AT実行判定偏差 0～
100.00%

10.00 － R/W(O) － － － － 2 

 040＊
3 

 ATタイプ 
（0：標準タイプ、1：時
間短縮タイプ） 

0、1 0 － R/W(O) － － － － 1 

＊3： ループコントロールユニットの Ver.1.50で追加された ITEMです。 

■ 偏差 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

041  偏差警報設定値 
(ヒステリシスは
ITEM012で設定) 

0～115.00% 115.00 
 

－ R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 042 DA 偏差警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

043  偏差警報の待機シー
ケンス 
0：なし、1：あり 
注：COLDスタートで
待機シーケンス再起
動 

0、1 1 － R/W(S) － － － － 1 

アナログ
出力 

044 Y1 偏差出力値（偏差＝
PV－SP） 

±115.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

■ 調節 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

051  PID制御部の処理周期
（0：ITEM004で指定
の周期） 
注：処理周期を”0”以外
に設定した場合、
ITEM004の設定値は、
自動的に”4”に設定変
更されます。 

(0)、1、2、
4、8、16、
32、64、128
秒 

0 － R/W(S) － － － － 2 

 052  調節動作方向 
0：逆（PV増でMV減）、
1：正（PV増でMV増）

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 054 P 比例帯 0.1～
999.9% 

100.0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 055 I 積分時間(0：積分なし) 0～9999秒 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 056 D 微分時間(0：微分なし) 0～9999秒 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点入力
接続情報 

061 
 

 MV出力先ブロックの
レンジ範囲外処理 
(BBB：出力先ブロック
番地、III：ITEM番号、
FFF999…処理しない)
注：接点 ONのとき、
PID制御の積分 
停止 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメー
タ 

062＊
4 

 PV異常検知時MV出
力値遡及時間＊5 
0：機能なし 

0～10 0 － R/W(S) － － － － 2 

 065  2自由度 PIDパラメー
タα 

0.00～1.00 0.65 － R/W(O) － － － － 2 

 066  2自由度 PIDパラメー
タβ 

0.00～1.00 1.00 － R/W(O) － － － － 2 

＊4： ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊5： PV異常検知時、ITEM062で指定した設定値をもとに、以下の秒数前の出力値にMVを戻

します。 
演算周期（ITEM004）が 1秒以下の場合：設定値×1秒。 
演算周期が 2秒の場合：設定値×2秒。 
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■ 操作量 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

076 MH MVリミット上限値 ±320.00% 105.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 077 ML MVリミット下限値 ±320.00% -5.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 078＊
4 

U1 MVリミット上限到
達出力値 
1：上限値以上 
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 079＊
4 

U2 MVリミット下限到
達出力値 
1：下限値以下  
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入
力・ 
パラメー
タ 

086 A/M A/M SW 
0：MAN、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

087 MV MV出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

パラメー
タ 

088  上位表示のMV反転
0：なし、1：あり 
注：反転とは、0～
100％を 100～0％に
変える 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 089  上位表示MV出力値
（AUTO、MAN時と
も） 
またはMAN時マニ
ュアル操作量 

±320.00% 0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

発信元指
定接点入
力 

090  MV異常接点発信元
指定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 091 MVE MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

＊4： ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
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■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

098  MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 

お願い 

 

・パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって基本 PIDブロックのデータ
をモニタソフトに送信する場合、パソコン宛送信端子ブロックの演算周期を、基本
PIDブロックの演算周期（ITEM004）と同じかまたはそれより長く設定してくださ
い。パソコン宛送信端子ブロックの演算周期の方が短いと、COLDスタート直後に、
SP値が一瞬 0になります。 
・基本 PIDブロックでは、PID定数が変更されると、MVのバンプレス処理が働きま
す。 
そのため、もし変数用 ITEM書き込みブロック（形式 172）によって、演算周期ご
とに変数を PID定数に書き込みと、MVが更新されなくなり、その結果 PID制御が
正しく実行されません。 
その場合は、ステップラダーブロック（形式 301）を使用して、ITEM書き込みブロ
ックによる書き込み処理の、時間間隔を空けるようにしてください。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでの
モニタタグ 

b）SCADAソフトで
の CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 PV入力値 PV PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH HH 

014 上限警報出力値 H H 

015 下限警報出力値 L L 

016 下下限警報出力値 LL LL 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

023 ローカル SP設定値 なし SP 

024 SP設定方式（初期設定 CAS_SET CAS_SET 

026 リモート／ローカル切替 SW R/L_SW R/L_SW 

029 カレント SP出力値 SP SP 

035 AT指令 / AT実行中 AT AT 

041 偏差警報設定値 DVA_SP DVA_SP 

042 偏差警報出力値 DVA DVA 

044 偏差出力値 なし DV 

054 比例帯 P P 

055 積分時間(0：積分なし) I I 

056 微分時間(0：微分なし) D D 

076 MVリミット上限値 MH_LMT MH_LMT 

077 MVリミット下限値 ML_LMT ML_LMT 

078 MVリミット上限到達出力値 MHA MHA 

079 MVリミット下限到達出力値 MLA MLA 

086 A/M SW A/M_SW A/M_SW 

089 上位表示MV出力値、または
MAN時マニュアル操作量 

MV MV 

091 MV異常表示 MV_ABN MV_ABN 

098 MV置き針位置 MV_IDX MV_IDX 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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機能の説明 
項目  内容 

点数 1点 

入力範囲 -15.00～+115.00% 

演算機能 なし（開平、一次遅れフィルタ、バイアスなどは、外部のブロックで演算要） 

サンプリング周期 本ブロックの演算周期指定による（0.1、0.2、0.5、1、2秒のいずれか） 
ただし、計装システム全体としての外部入力更新周期は、この演算周期と異なります。（ユーザー
ズマニュアルの 3－2項の「動作の説明」を参照） 

PV（測定値）
入力部 

PV異常接点入力 PV異常接点が ONになると、強制的にマニュアルモードに切り替わり、MV値をその時点でホール
ドします。同時に、モニタソフトに対し、PV異常を伝えます。 
PV異常接点が OFFに戻っても、マニュアルのモードのままです。 
アナログ入力（Ai）ブロックの断線検知出力 ITEMを発信元として指定して使用します。これによ
り、アナログ入力ユニットの断線検知時に、強制的にマニュアルモードに切り替え、同時にモニタ
ソフトに対し、PV異常を伝えることができます。 

 PV補償 なし 

点数 1点 

設定範囲 -15～+115.00% 

リモート／ローカル切替 可能 

ローカルSP変化時のMVバ
ンプレス処理 

リモート SPからローカル SPに切り替わったとき、MVをバンプレス（急変なし）で切替えるため
に、ローカル SP値をリモート SP値に一致させます。 

SP変化率リミッタ なし 

ローカル設定のMAN時 PV
トラッキング 

ローカル SPの場合、マニュアルモードに切り替わったときに、SPを PVにトラッキングさせるこ
とができます。オートに戻したとき、PV＝SPで制御が開始されます。またオートに戻したことに
よるMVの急変がありません。 

SP部 

1次／2次ループ間のバンプ
レス処理 

自身が 2次側のコントローラとしてカスケード制御をする場合、ITEM021指定で入力する 1次側の
コントローラのMVに対する処理を以下のように行います。 
・自身の SPがローカル（LSP）のとき：1次側のコントローラをマニュアルモードに切り替え、1
次側のコントローラのMVに対して自身の LSPを上書きします。 
・自身の SPがリモート（RSP）のとき：1次側のコントローラをオートモードに切り替え、1次側
のコントローラのMVを通常どおり RSPとして入力します。 

制御方式 2自由度 PID 
2自由度パラメータα、βの設定により、偏差微分型、測定値微分型、比例先行型を設定可能。（後
述の参考を参照） 

動作方向 逆動作／正動作切替可能 

1組 
リミットサイクル法による自動設定（AT：オートチューニング）が可能（詳細は、2-36ページの参
考の「PID定数の AT（オートチューニング）機能について」を参照） 

比例帯 0.1～999.9%（0.1%単位） 

積分時間 0～9999秒（1秒単位）0：積分なし 
外部接点から積分停止指示可能 

PID定数 

微分時間 0～9999秒（1秒単位）0：微分なし 

PID制御部 

マニュアルリセット なし 

点数 1点 

出力範囲 -320.00～+320.00% 

出力更新周期 本ブロックの演算周期指定による（0.1、0.2、0.5、1、2秒のいずれか） 

オート／マニュアル切替 可能（モニタソフト、ツールソフト、またはステップラダーブロック／接点接続ブロックからの接
点信号による） 

MV上下限リミッタ 上限：-320.00～+320.00%、下限：-320.00～+320.00% 
注：初期値は、下限-5.00%、上限 105.00%です。バルブの全開、全閉などを確実に行うためです。
ヒータの時間比例 ON/OFF制御などのように、0.00%未満、100.00%を超える出力が意味をもたない
場合は、オーバーシュート防止のため、下限 0.00%、上限 100.00%に設定してください。 

MV変化率リミッタ 
上限 

なし 

プリセットMV切替 なし 

MVホールド なし 

MVトラッキング なし 

MV補償 なし 

MV出力先ブロックのレン
ジ範囲外処理 

MVを接続した先でレンジ範囲外の異常となったとき、PIDの積分を停止し、MVが振り切れない
ようにします。 

MV（操作量）
部 

MV異常接点入力 接点 ONで上位表示します。 

警報 PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）、設定範囲：いずれも-15.00～+115.00% 
ヒシテリシス：0～+115.00% 

 偏差警報 1点（偏差範囲外で ON） 
待機シーケンス付き可能：電源 ONで待機開始（偏差範囲外でも OFF）、偏差内に入った後偏差範
囲外で ON 

状態出力  現在の SP（カレント SP）出力 1点（-15.00～+115.00%）、偏差出力あり、 
MV補償用出力なし 
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PID定数の AT（オートチューニング）機能について 
以下の説明は、基本 PIDブロック（形式 011）および高度 PIDブロック（形式 012）に
共通です。 

■ AT（オートチューニング）機能とは 

操作量MVを強制的に変化させて（リミットサイクル法）、制御対象の特性を観測し、
その観測結果にもとづいて、P、I、D定数を自動演算する機能です。 

ループコントロールユニットでは、基本 PIDブロック（形式 011）および高度 PIDブ
ロック（形式 012）に、この AT機能を実装しています。 

ループコントロールユニットでは、標準の ATと時間短縮の ATの 2つのタイプが可能
です。 

ATタイプ 内容 

標準の AT PVが「暫定 AT実行判
定偏差」外の状態で、
ATを開始した場合 

SPに到達する前に、いったん暫定の ATを実行し、暫
定 PID定数で SPまで近づきます。その後指定のリミ
ットサイクルMV振幅で、リミットサイクルを発生さ
せ、PID定数を算出し、自動格納します。 

 PVが「暫定 AT実行判
定偏差」内の状態で、
ATを開始した場合 

暫定の ATを実行せず、PID制御で SPに近づけた後、
指定のリミットサイクルMV振幅で、リミットサイク
ルを発生させ、PID定数を算出し、自動格納します。

時間短縮の AT 暫定の ATを実行せず、直接、MV上限リミッタと下限リミッタのMV振幅で、
リミットサイクルを発生させ、PID定数を算出し、自動格納します。 

注：なお、（上記いずれのタイプでも）ATによる PID調整の算出結果の、自動格納値
への寄与度を、ユーザ定義で調整することも可能です（AT算出ゲインによる）。 

■ 各 ITEMの説明 
項目 内容 使い方 

ATタイプ 標準タイプ：（AT開始時の PVが、暫定 AT

実行判定偏差外のとき）暫定 ATを実行し、
リミットサイクルMV振幅でリミットサイ
クルを発生させます。 

時間短縮タイプ：暫定 ATを実行しません。
MVリミッタの上下限値でMVを振幅させ
て、リミットサイクルを発生させます。 

デフォルトでは、標準タイプです。 

ATによる所要時間を短くしたい場合、時
間短縮タイプを選択します。 

ただし、その場合、MVリミッタの上下限
値でMVを振幅させるため、リミットサイ
クルによる PVの乱れが大きくなります。
またその場合、振幅を制限するためにMV

リミット上下限値を狭めると、それが適切
な値でない場合、今度はリミットサイクル
が発生しないことがあります。 

AT指令／ 

AT実行中 

AT指令と AT実行中フラグを兼ねます。 

・AT指示として：指定タイプの ATの実行
を指示します。実行を指示すると、SPに
おいてリミットサイクルを発生後、PID定
数を自動演算し、自動格納します。 

・AT実行中フラグとして：AT実行中は 1

のまま、ATが終了すると、自動的に 0に
戻ります。 

AT実行が可能な条件にした上で、実行を
指示します。 

実行指示後、このフラグが 0になってはじ
めてAT結果での PID制御を実行開始しま
す。 

その間、ステップラダーブロックなどを使
用して、必要に応じて、他の制御に対する
インターロックなどをかけてください。
注 1：リモート SPが有効または SP変化率

リミッタが有効な場合に、AT実行
を指示すると、カレント SPをホー
ルドして、ATを実行します。AT

実行終了後、カレント SPのホール
ドを解除します。 

注 2：AT中に AT中止を指示すると、その
時点のMVからバンプレスに PID

制御が開始されます。 
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項目 内容 使い方 

リミットサイ
クルMV振幅 

標準 ATの場合、SPにおいて、リミットサ
イクルを発生させるときのMVの振幅を設
定します。 

時間短縮タイプでは、無効です。 

デフォルトでは、±20%（計 40%）のMV振
幅となります。 

（リミットサイクルを発生されるための）
±20%（計 40%）のMVの変化をさせたく
ないとき、小さくします。 

±20%（計 40%）のMVの変化ではリミッ
トサイクルが発生しない場合、大きくしま
す。 

リミットサイ
クルヒステリ
シス 

SPにおいて、リミットサイクルを発生させ
る場合のヒステリシスを設定します。 

デフォルトでは、逆動作の場合、SP－0.20%

のヒステリシスでMVを ONさせます。 

PVが不安定のため、正常なリミットサイ
クルを発生させることができない場合、こ
の値を大きくします。 

ただし、必要以上に大きくすると、AT精
度が悪化します。 

AT算出ゲイン ATによる PID定数算出のゲインを設定しま
す。 

デフォルトでは、1.00です。 

速応性を重視するときは、小さくします。
安定性を重視するときは、大きくします。

暫定AT実行判
定偏差 

標準 ATの場合、PVが（SP－暫定 AT実行
判定偏差）の範囲内に入ると、暫定 ATが開
始されます。 

時間短縮タイプでは、無効です。 

デフォルトでは、10.00%です。 

暫定 ATが実行されないために、SPへの到
達時間が長くなりすぎる場合、かつ、暫定
ATの実行によるオーバーシュート量が問
題とならない場合、小さくします。 

逆に、暫定 ATの実行によるオーバーシュ
ート量が問題となる場合、大きくします。

■ AT実行が不可の条件 

以下の状態では ATを実行できません。また AT実行中にその状態になると ATを中止
します。 
注：なお、ITEMの変更があった場合も、ATを中止します。 

以下の状態以外では、ATを実行可能です。 
ATの実行が不可の状態
（条件） 

・マニュアル（MAN）モード 

・PV補償中（高度 PIDブロックのみ） 

・PVトラッキング中 

・PV異常発生中 

・MV補償中 

・MV変化率リミッタ機能使用中 

・プリセットMV中 

・MVホールド中 

・MVトラッキング中 

・MV異常発生中 

・積分停止中（積分停止 SWによる）（高度 PIDブロックのみ） 

・2次ループ側で 1次／2次ループ間のバンプレス処理を有効としてい
て、2次ループ側が LSPの場合、自身 1次ループは AT実行不可 

AT中止の条件 ・パラメータ ITEMが書込まれたとき、ATを中止、書き込み終了後は
ATは中止のまま（ループコントロールユニット Ver.2.00以前）。 

・コールドスタート時は、ATを中止 

・ATエラー発生時（コールドスタートまたは再度 AT実行指示とのと
き解除） 

■ AT実行中の ITEM書き込みの制限 

AT実行中は、演算停止指令（ITEM000）、AT指令/AT実行中（ITEM035）、A/M SW

（ITEM086）以外の ITEMへの書き込みは実行できません（基本 PIDブロック、高度
PIDブロックとも：ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 
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● ATエラーについて 

ATは、以下のとき、実行エラーとして、基本 PIDブロック（形式 011）または高度 PID

ブロック（形式 012）の ITEM003に実行エラーコード 15で格納されます。 

・リミットサイクルを発生させることができない 

・リミットサイクルを発生させても、適切な PID定数を算出できない 

● ATタイプによる波形例 

・ 標準タイプの ATの動作 

a）暫定 AT実行判定偏差外で ATを開始したとき 
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b）暫定 AT実行判定偏差内で ATを開始したとき 

 
＊1：・PVが暫定 AT実行判定偏差内の状態で、PID定数が初期値（P＝100%、I＝0s、D＝0s）

のままの場合、PVが SPに到達しリミットサイクルが開始されるまで時間がかかります
ので、ご注意ください。 
・PVが暫定 AT実行判定偏差内の状態で、積分時間 I＝0sの場合、オフセットを取り除
き PVを SPに近づけるために、内部的には積分時間を 240sに変換して PID演算を実行し
ます。 

・ 時間短縮タイプの ATの動作 
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2自由度 PIDパラメータα、βについて 
基本 PIDブロック（形式 011）および高度 PIDブロック（形式 012）では、自動（AT）
または手動で設定した PID定数をもとに、2自由度 PIDを実現することが可能です。 

2自由度 PIDとは、外乱応答と SP変更時の応答の 2つの特性を両立させることができ
る PIDです。ループコントロールユニットの PIDは、この 2自由度 PIDを採用してい
ます。 

αとβの 2つのパラメータをユーザが自由に設定することで、以下のような各種の方
式の PID制御を選択できます。これにより、外乱応答性を変化させずに SP変更時の応
答を変更することができます。 

初期値は、α＝0.65、β＝1.0です。 

 比例先行型β 

1.00 

1.00 α 
0.00 

測定値微分先行型 

初期値 

α＝0.65、β＝1.0 

偏差微分型 

 
・比例先行型（I－PD）：PVに対して比例動作と微分動作がはたらき、偏差に対して
積分動作がはたらく方式です。（測定値微分先行型や偏差微分型にくらべ）SP変更
に対する追従性が低い方式です。SPを変更してもMVにバンプ（急変）が発生しま
せん。また、オーバーシュートが許されないときに有効です。 

・測定値微分先行型：PVに対して微分動作がはたらくため、外乱応答性が高く、（偏
差微分に比べ）SP変更に対する追従性が低い方式です。 

・偏差微分型：偏差に対して微分動作がはたらくため、SP変更に対する追従性が高い
方式です。カスケード制御の 2次側の PIDとして使用するときに有効です。 

 

α、βとも、初期値で、ほとんどのアプリケーションにおいて良好な制御が可能です
が、たとえば以下の場合には、調整が有効です。 

・プログラム制御において傾斜帯から保定帯に移行時に、制御波形がなまり、整定が
おそいとき→αを小さくします。 

・リモート SP制御で、リモート SPに対する追従性がわるとき→αを小さくします。 

 

■ αを変化させたときの SP変更に対する応答性イメージ 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜012＞ 高度 PID 001～032 
2 
調節ブロック 
＜012＞ 高度 PID 001～032 

概説 
本計器ブロックは、高度 PID制御の実現に必要な機能を用意しています。 

・基本 PIDブロックの機能はすべて備えています。 

・基本 PIDブロックの機能に、以下の機能を追加しています。 

SP変化率リミッタ、PV補償、マニュアルリセット／積分停止、 MV補償、MV変
化率リミッタ、MV上下限リミッタ、プリセットMV、MVホールド、MVトラッキ
ング 

・PID定数のオートチューニング（リミットサイクル法）を実行することができます。
（詳細は、2-36ページの「PID定数の AT（オートチューニング）機能について」を
参照） 

おもな用途例 
トラッキング機能を使用したカスケード制御、オーバーライド制御、スミスむだ時間
補償制御、サンプル PI制御、フィードフォワード制御 
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ブロック図 

 

086 

018 

MV上下限ﾘﾐｯﾀ

PVトラッキング SW 

カレント SP（SP）

偏差出力 

 
PID演算 

偏差

PVSP

029

042偏差警報

044

偏差警報 
047 PV補償入力 

046 PV補償入切 SW 

059 積分停止 SW 

041 偏差警報設定値 

SP変化率ﾘﾐｯﾀ

SP

013

014

015

016

PV警報

PV上上限警報 

PV下限警報 

PV下下限警報 

PV上限警報 

023 LSP 

006 PV 

021 RSP 

027 

026 RSP/LSP切替 SW 

008～012 PV警報設定値/ヒステリシス

017 警報停止 SW 

MV
071 MV補償用出力 

MV変化率ﾘﾐｯﾀ

MV（補償後）

074 MV補償入力 

073 MV補償入切 SW 

075 MV変化率リミット値 

078 MVリミット上限到達

079 MVリミット下限到達

076 MVリミット上限値 

077 MVリミット上限値 

MVトラッキング SW 

MVトラッキング入力 

プリセット MV切替 SW 

085 

083 

MVホールド

081 プリセット MV値 

080 

082 MVホールド SW 

087 MV 
MV

089 マニュアル操作量 

A/M切替 

PV異常接点入力 

MV異常接点入力 

091 MV異常表示 

025 

ローカル設定の MAN 時
PVトラッキング有無 

090 

PVSP

035 AT実行 
040

ATタイプ

089 上位表示 MV出力値 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読み
書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 

データ
範囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソフ
トによる 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23
文字 

ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：高度 PID 012 012 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラ
ー（付録「実行エラー
コード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

 

■ 測定値 PV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力結線
情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00%

0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメー
タ 

008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00%

115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00%

100.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00%

0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00%

-15.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～
115.00% 

1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 0 － R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

発信元指
定接点入
力 

018  PV異常接点発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019 PVE PV異常表示 
0：正常、1：異常→マ
ニュアルモード 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

020  警報制限＊2 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制限

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 
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＊2： ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%
に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 

・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以
上の値を設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）と
しません。 

・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下
の値を設定したとき、PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）とし
ません。 

・偏差警報設定値（ITEM041）に 100.00%以上の値を設定したとき、PVが偏差範囲
外となっても、警報出力を 1（ON）としません。 

・MVリミット上限値（ITEM076）に 100.00%以上の値を設定したとき、上限に到
達しても、MVリミット上限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、上限リ
ミット機能は動作します。 

・MVリミット下限値（ITEM077）に 0.00%以下の値を設定したとき下限に到達し
ても、MVリミット下限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、下限リミッ
ト機能は動作します。 

■ 設定値 SP 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読み
書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲

初期
値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソフ
トによる 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ入
力結線情報 

021  リモート SP発信元指
定 

BBBIII 00000
0 

－ R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

022 RSP リモート SP入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ － － － － － 2 

パラメータ 023  ローカル SP設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) W W － 受 2 

 024  SP設定方式（初期設
定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカ
ル可能 
注：0に設定すると、
ITEM026は無効 

0、1 0 － R/W(S) R － － 送受 1 

 025  ローカル設定のMAN
時 PVトラッキング 
0：なし、1：あり 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

接点入力・ 
パラメータ 

026 R/L リモート／ローカル
切替 SW 
0：ローカル、1：リモ
ート 
注：ITEM024が 1の
ときのみ有効 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点入力 027 S2 PVトラッキング SW
0：なし、 
1：あり（ローカル時
のみ有効） 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

パラメータ 028  SP変化率リミット
(0：制限なし) 
注：時間単位は
ITEM030による 

0～115.00%/
時間単位 

0.00 － R/W(O) － W － － 2 

アナログ出
力 

029 SP カレント SP出力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r/w R － － 送 2 

パラメータ 030＊
3 

TMU SP変化率リミット時
間単位 
0：秒、1：分、2：時

0～2 0 － R/W(S) － － － － 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読み
書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲

初期
値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソフ
トによる 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 032 
 

 1次／2次ループ間の
バンプレス処理（自身
が 2次側として） 
0：なし、1：あり 

0、1 0 
 

－ R/W(S) － － － － 1 

＊3：ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能です。 

 

■ AT（オートチューニング） 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

035＊
4 

 AT指令 / AT実行中
・AT指令として、0：
中止指示、1：実行指
示 
・AT実行中フラグと
して、AT実行中は 1
のまま。AT実行正常
終了時、自動的に 0
にもどる。 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

 036＊
4 

 リミットサイクル操
作量振幅 
注：±何%で設定。

5.00～50.00 20.00 － R/W(O － － － － 2 

 037＊
4 

 リミットサイクルヒ
ステリシス 

0～10.00% 0.20 － R/W(O － － － － 2 

 038＊
4 

 AT算出ゲイン 0.10～10.00 1.00 － R/W(O － － － － 2 

 039＊
4 

 暫定 AT実行判定偏
差 

0～100.00% 10.00 － R/W(O － － － － 2 

 040＊
4 

 ATタイプ 
（0：標準タイプ、1：
時間短縮タイプ） 

0、1 0 － R/W(O － － － － 1 

＊4：ループコントロールユニットの Ver.1.50で追加された ITEMです。 

 



2 調節ブロック 
＜012＞ 高度 PID 001～032 

2-46 

2 

調
節
ブ
ロ
ッ
ク 

■ 偏差 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

041  偏差警報設定値(ヒス
テリシスは ITEM012
で設定) 

0～115.00% 115.00 
 

－ R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 042 DA 偏差警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

043  偏差警報の待機シー
ケンス 
0：なし、1：あり 
注：COLDスタートで
待機シーケンス 
再起動 

0、1 1 － R/W(S) － － － － 1 

アナログ 
出力 

044 Y1 偏差出力値(偏差＝
PV－SP) 

±115.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

パラメー
タ 

045  PV補償方式 
0：なし、1：加算、2：
減算、3：置換 

0～3 0 － R/W(S) － － － － 1 

接点入力 046 S3 PV補償入切 SW 
0：切、1：入 

0、1 0 － R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
入力結線
情報 

047 X1 PV補償発信元指定 BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 

■ 調節 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

051  PID制御部の処理周
期 
（0：ITEM04で指定
の周期） 
注：処理周期を î0î以
外に設定した場合、
ITEM004の設定値
は、自動的に î4îに設
定変更されます。 

(0)、1、2、4、
8、16、32、
64、128秒

0 － R/W(S) － － － － 2 

 052  調節動作方向 
0：逆（PV増でMV
減）、 
1：正（PV増でMV
増） 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 054 P 比例帯 0.1～999.9% 100.0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 055 I 積分時間(0：積分な
し) 

0～9999秒 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 056 D 微分時間(0：微分な
し) 

0～9999秒 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 057 MRTマニュアル・リセット
(積分なしの時に使用
可能) 

±320.00% 0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点入力 059 S4 積分停止 SW入力 
0：なし、1：積分停止

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力
接続情報 

061  MV出力先ブロック
のレンジ範囲外処理
(BBB：出力先ブロッ
ク番地、III：ITEM番
号、FFF999…処理し
ない) 
注：接点 ONのとき、
PID制御の積分停止

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメー
タ 

062＊
5 

 PV異常検知時MV出
力値遡及時間＊6 
0：機能なし 

0～10 0 － R/W(S) － － － － 2 

接点入力 065  2自由度PIDパラメー
タα 

0.00～1.00 0.65 － R/W(O) － － － － 2 

 066  2自由度PIDパラメー
タβ 

0.00～1.00 1.00 － R/W(O) － － － － 2 

＊5：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊6：PV異常検知時、ITEM062で指定した設定値をもとに、以下の秒数前の出力値にMVを戻

します。 
演算周期（ITEM004）が 1秒以下の場合：設定値×1秒。 
演算周期が 2秒の場合：設定値×2秒。 

■ 操作量 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
出力 

071 Y2 MV補償用出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

パラメー
タ 

072  MV補償方式 
0：なし、1：加算、2：
減算、 
3：置換 

0～3 0 － R/W(S) － － － － 1 

 073 S5 MV補償入切 SW 
0：切、1：入 

0、1 0 － R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
入力結線
情報 

074 X2 MV補償発信元指定 BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメー
タ 

075  MV変化率リミット
値(0：制限なし) 

0～
115.00%/s 

0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 076 MH MVリミット上限値 ±320.00% 105.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 077 ML MVリミット下限値 ±320.00% -5.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 078 U1 MVリミット上限到
達出力値 
1：上限以上、0：上限
未満 
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 079 U2 MVリミット下限到
達出力値 
1：下限以下、0：下限
以下でない  
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 080 S6 プリセットMV切換
SW 
1：プリセットMV選
択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

パラメー
タ 

081  プリセットMV値 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

接点入力 082 S7 MVホールド SW 
0：なし、1：ホールド

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
入力結線
情報 

083 X3 MVトラッキング発
信元指定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメー
タ 

084 X3 MVトラッキング入
力値 

±320.00% 0.00 ○ － － － － － 2 

接点入力 085 S8 MVトラッキング SW
0：なし、1：あり 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点入
力・パラメ
ータ 

086 A/M A/M SW 
0：MAN、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

087 MV MV出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

パラメー
タ 

088  上位表示のMV反転
0：なし、1：あり 
注：反転とは、0～
100％を 100～0％に
変える 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 089  上位表示MV出力値
（AUTO、MAN時と
も）またはMAN時マ
ニュアル操作量 

±320.00% 0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

発信元指
定接点入
力 

090  MV異常接点発信元
指定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 091 MVE MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る 
＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

098  MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

注 1：PVトラッキング SW、 PV補償入切 SW、警報停止 SWなど、ツールソフトで設定不可（上
記項目で－または r/w）の ITEMは、COLDスタート時に、電源断または停止直前の値をク
リアします。HOTスタートのときは、保持します。また、待機シーケンスも、COLDスタ
ート時に、電源断または停止直前の待機状態の内部記憶値をクリアします。HOTスタート
のときは、保持します。 

 

 

お願い 

 

・パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって高度 PIDブロックのデータ
をモニタソフトに送信する場合、パソコン宛送信端子ブロックの演算周期を、高度
PIDブロックの演算周期（ITEM004）と同じかまたはそれより長く設定してくださ
い。パソコン宛送信端子ブロックの演算周期の方が短いと、COLDスタート直後に、
SP値が一瞬 0になります。 
・高度 PIDブロックでは、PID定数が変更されると、MVのバンプレス処理が働きま
す。 
そのため、もし変数用 ITEM書き込みブロック（形式 172）によって、演算周期ご
とに変数を PID定数に書き込みと、MVが更新されなくなり、その結果 PID制御が
正しく実行されません。 
その場合は、ステップラダーブロック（形式 301）を使用して、ITEM書き込みブロ
ックによる書き込み処理の、時間間隔を空けるようにしてください。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでの
モニタタグ 

b）SCADAソフトで
の CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 PV入力値 PV PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH HH 

014 上限警報出力値 H H 

015 下下限警報出力値 L L 

016 下限警報出力値 LL LL 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

023 ローカル SP設定値 なし SP 

024 SP設定方式（初期設定） CAS_SET CAS_SET 

026 リモート／ローカル切替 SW R/L_SW R/L_SW 

027 PVトラッキング SW なし S2 

029 カレント SP出力値 SP SP 

035 AT指令 / AT実行中 AT AT 

041 偏差警報設定値 DVA_SP DVA_SP 

042 偏差警報出力 DVA DVA 

044 偏差出力値 なし DV 

046 PV補償入切替 SW なし S3 

054 比例帯 P P 

055 積分時間 I I 

056 微分時間 D D 

057 マニュアル・リセット なし MRT 

059 積分停止 SW入力 なし S4 

073 MV補償入切替 SW なし S5 

076 MVリミット上限値 MH_LMT MH_LMT 

077 MVリミット下限値 ML_LMT ML_LMT 

078 MVリミット上限到達出力値 MHA MHA 

079 MVリミット下限到達出力値 MLA MLA 

080 プリセットMV切 SW なし S6 

082 MVホールド SW なし S7 

085 MVトラッキング SW なし S8 

086 A/M SW A/M_SW A/M_SW 

089 上位表示MV出力値、または
MAN時マニュアル操作量 

MV MV 

091 MV異常表示 MV_ABN MV_ABN 

098 MV置き針位置 MV_IDX MV_IDX 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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機能の説明 
項目  内容 

PV（測定値） 

入力部 

点数 1点 

 入力範囲 -15.00～+115.00% 

 演算機能 なし（開平、一次遅れフィルタ、バイアスなどは、外部のブロックで演算要） 

 サンプリング周
期 

本ブロックの演算周期指定による（0.1、0.2、0.5、1、2秒のいずれか） 

ただし、計装システム全体としての外部入力更新周期は、この演算周期と異なり
ます。（ユーザーズマニュアルの 3－2項の「動作の説明」を参照） 

 PV異常接点入力 PV異常接点が ONになると、強制的にマニュアルモードに切り替わり、MV値を
その時点でホールドします。同時に、モニタソフトに対し、PV異常を伝えます。
PV異常接点が OFFに戻っても、マニュアルのモードのままです。 

アナログ入力（Ai）ブロックの断線検知出力 ITEMを発信元として指定して使用
します。これにより、アナログ入力ユニットの断線検知時に、強制的にマニュア
ルモードに切り替え、同時にモニタソフトに対し、PV異常を伝えることができ
ます。 

 PV補償 PV補償入力 SWが 1（ON）のときに、PID制御部に入力する PV信号に演算を
施す機能です。オートモードの場合のみ有効です。 

演算には、以下の 3つのいずれかが可能です。 

加算：PV信号に、外部からの PV補償入力値を加算して、PID制御部に与えます。
減算：PV信号に、外部からの PV補償入力値を減算して、PID制御部に与えます。
置換：PV信号を、外部からの PV補償入力値に置換して、PID制御部に与えます。
PV補償入力 SWが OFFのときに、PV信号に戻ります。 

例：スミスむだ時間補償制御などに使用します（加算型）。 

SP部 点数 1点 

 設定範囲 -15.00～+115.00% 

 リモート／ロー
カル切替 

可能 

 SP変化率リミッ
タ 

可能（0～115.00%／s） 

 ローカル SP変化
時のMVバンプレ
ス処理 

ローカル SPの場合、マニュアルモードに切り替わったときに、SPを PVにトラ
ッキングさせることができます。オートに戻したとき、PV＝SPで制御が開始さ
れます。またオートに戻したことによるMVの急変がありません。 

 PVトラッキング PVトラッキング SWが 1（ON）のとき、SP（設定値）を PV（測定値）の値に
一致させ、かつ一致を継続します。 

OFFのとき、PV（測定値）の値からバンプレス（急変なし）で運転できます。
 1次／2次ループ

間のバンプレス
処理 

自身が 2次側のコントローラとしてカスケード制御をする場合、ITEM021指定で
入力する 1次側のコントローラのMVに対する処理を以下のように行います。
・自身の SPがローカル（LSP）のとき：1次側のコントローラをマニュアルモー
ドに切り替え、1次側のコントローラのMVに対して自身の LSPを上書きしま
す。 

・自身の SPがリモート（RSP）のとき：1次側のコントローラをオートモードに
切り替え、1次側のコントローラのMVを通常どおり RSPとして入力します。

PID制御部 制御方式 2自由度 PID 

2自由度パラメータα、βの設定により、偏差微分型、測定値微分型、比例先行
型を設定可能。（詳細は、基本 PIDブロックの参考を参照してください） 

 動作方向 逆動作／正動作切替可能 

 PID定数 1組 

リミットサイクル法による自動設定（AT：オートチューニング）が可能（詳細は、
2-36ページの「PID定数の AT（オートチューニング）機能について」を参照）

  比例帯 0.1～999.9%（0.1%単位） 

  積分時間 0～9999秒（1秒単位）0：積分なし 

外部接点から積分停止指示可能 

  微分時間 0～9999秒（1秒単位）0：微分なし 

 マニュアルリセ
ット 

-320.00～+320.00%（0.00%単位） 

マニュアルリセット時のバンプレス処理可能 

MV（操作量）部 点数 1点 
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項目  内容 

 出力範囲 -320.00～+320.00% 

 出力更新周期 本ブロックの演算周期指定による（0.1、0.2、0.5、1、2秒のいずれか） 

 オート／マニュ
アル切替 

可能（モニタソフト、ツールソフト、またはステップラダーブロック／接点接
続ブロックからの接点信号による） 

 MV上下限リミ
ッタ 

上限：-320.00～+320.00%、下限：-320.00～+320.00% 

注：初期値は、下限-5.00%、上限 105.00%です。バルブの全開、全閉などを確実
に行うためです。ヒータの時間比例 ON/OFF制御などのように、0.00%未満、
100.00%を超える出力が意味をもたない場合は、オーバーシュート防止のため、
下限 0.00%、上限 100.00%に設定してください。 

 MV変化率リミ
ッタ 

0～115.00%／s 

 プリセットMV

切替 

可能（他ブロックからの接点による） 

プリセットMV切替 SWを ONにすると、 MVがあらかじめ設定しておいたプ
リセットMV設定値（固定値）に切り替わり、継続します。OFFのとき、プリ
セットMV設定値からバンプレス（急変なし）で運転できます。 

オートモード時のみ有効です。 

 MVホールド 可能（他ブロックからの接点による） 

MVホールド SWが 1（ON）のとき、 MVがそのときの値に保持されます。OFF

のとき、MVホールド値からバンプレス（急変なし）でMVに戻ります(オート
モード時のみ有効）。 

 MVトラッキン
グ 

可能（他ブロックからの接点による） 

他のブロックからの入力値にMVを切替え（トラッキングし）ます。MVトラ
ッキング SWが 1（ON）のとき、MVを外部からのMVトラッキング入力の値
に一致させ、かつ一致を継続します。OFFのとき、MVトラッキング入力の値
からバンプレス（急変なし）でMVに戻ります。オートモードの場合のみ有効
です。オート←→マニュアルに切り替えたときも、MVがバンプ（急変）しま
せん。 

 MV補償 可能（他ブロックからの接点による） 

MV補償入力 SWが 1（ON）のときに、PID制御部からのMV信号に演算を施
す機能です。オートモードの場合のみ有効です。マニュアルモードの場合は、
無効です（手動操作にしたがいます）。 

演算には、以下の 3つのいずれかが可能です。 

加算：MVに、外部からのMV補償入力値を加算します。 

減算：MVに、外部からのMV補償入力値を減算します。 

置換：MVを、外部からのMV補償入力値に置換します。 

MV補償入力 SWが OFFのときに、PID制御部からのMVに戻ります。このと
き、MVをバンプレスに変化させます。 

 MV出力先ブロ
ックのレンジ範
囲外処理 

MVを接続した先でレンジ範囲外の異常となったとき、PIDの積分を停止し、
MVが振り切れないようにします。 

 MV異常接点入
力 

MV異常接点が ONになると、モニタソフトに対し、MV異常を伝えます。 

アナログ出力（Ao）ブロックの断線検知出力 ITEMを発信元として指定して使
用します。これにより、アナログ出力ユニットの断線検知時に、モニタソフト
に対し、MV異常を伝えることができます。 

警報 PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）、設定範囲：いずれも-15.00～+115.00% 

ヒステリシス：0～+115.00% 

 偏差警報 1点（偏差範囲外で ON） 

待機シーケンス付き可能：電源 ONで待機開始（偏差範囲外でも OFF）、偏差
内に入った後偏差範囲外で ON 

状態出力  現在の SP（カレント SP）出力 1点（-15.00～+115.00%）、 

偏差出力 1点（-115.00～+115.00%）、 

MV補償用出力 1点（-320.00～+320.00%） 
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PID定数の AT（オートチューニング）機能について 
基本 PIDブロック（形式 011）の 2-36ページの参考の「PID定数の AT（オートチュー
ニング）機能について」を参照してください。 

2自由度 PIDパラメータα、βについて 
基本 PIDブロック（形式 011）および高度 PIDブロック（形式 012）では、自動（AT）
または手動で設定した PID定数をもとに、2自由度 PIDを実現することが可能です。 

2自由度 PIDとは、外乱応答と SP変更時の応答の 2つの特性を両立させることができ
る PIDです。ループコントロールユニットの PIDは、この 2自由度 PIDを採用してい
ます。詳細は、基本 PIDブロック（形式 011）の参考を参照してください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜013＞ ブレンド PID 001～032 
2 
調節ブロック 
＜013＞ ブレンド PID 001～032 

概説 
本計器ブロックは、積算値 PVおよび積算値 RSP間の偏差の累積値（累積偏差）に対
する PID制御を行います。積算値 RSPに対する比率付きのため、流量積算値の比率制
御が可能です。 

・累積偏差の警報付き 

・PVの 4桁→8桁への変換用積算カウンタ付き 

・PV、RSPの瞬時値出力付き 
注：本計器ブロックは、RSP入力タイプのため、一般に流量バッチ仕込み（形式 014）をマスタ

としたスレーブ側として使用します。 

用途 
流量バッチ仕込み（形式 014）をマスタとして、その PVを並列に RSPとして入力。
PVとして容積式流量計（オーバル型など）からの積算値（0～9999）を入力して、複
数の本計器ブロック間で比率制御をする。 
注：積算値 PVは、パルス入力ユニット（形 CS1W-PPS01）で入力したパルスを、Pi4端子（形
式 562）で積算した値を入力します。 

例）液 Aの仕込み量に応じて、液 Bと液 Cの仕込み量の比率を一定にしながら制御 

PID1 
ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ 

PID2 

 
ﾊﾞｯﾁ仕込

PV1
MV1 

MV

PV 
RSP1 

ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ 
RSP2（比率をかける）

PV2MV2 

液 B 

液 C 

液 A 

積算値 
積算値 

積算値 

バッチ積算値
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ブロック図 

043

 
PID演算 

累積偏差 

006PV：積算入力 P1 

014積算カウンタリセット
指令 S1 

036 

037 

038 

039 

累積偏差警報

累積偏差上上限警報

累積偏差下限警報

累積偏差下下限警報

累積偏差上限警報 

031～035 累積偏差警報設定値/ヒステリシス

017 警報停止 SW 

MV

MV

089マニュアル操作量 

086A/M切替 

090MV異常接点入力 

087 MV 

MV上下限リミッタ
076MVリミット上限値 

077MVリミット下限値 

091 MV異常表示

桁シフト 瞬時値変換 016 Y1 瞬時値出力

積算カウンタ 012 Q1 積算値（下位 4桁）

013 Q2 積算値（上位 4桁）

021RSP：積算入力 P2 桁シフト

比率

累積偏差リセット指令 
S2 

044 DVQ 累積偏差

瞬時値変換 029 Y2 瞬時値出力
PVRSP

089 

 

078 MVリミット上限到達

079 MVリミット下限到達

上位表示 MV出力値
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ITEM一覧 
注： 警報停止 SWなど、ツールソフトで設定不可（上記項目で－または r/w）の ITEMは、COLD
スタート時に、電源断または停止直前の値をクリアします。HOTスタートのときは、保持
します。また、待機シーケンスも、COLDスタート時に、電源断または停止直前の待機状態
の内部記憶値をクリアします。HOTスタートのときは、保持します。 

 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － R/W 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：ブレンド PID 013 013 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

 

■ 測定値 PV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

積算値入力
結線情報 

006  P1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

積算値入力 007 P1 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

パラメータ 009  桁シフト 
(10のベキ乗、－3：
×0.001、－2：×0.01、
－1：×0.1、0：×1、
1：×10)*2 

-3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 010  PV瞬時値変換係数 
(瞬時値出力 100％と
きの毎秒当たりのパ
ルス数を設定) 

0～
99999.9999

100.0000－ R/W(S) － － － － 4 

 011  PV瞬時値変換時の移
動平均データ個数 

1～16 16 － R/W(S) － － － － 1 

積算値出力 012 Q1 積算値(下位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w R － － 送 2 

 013 Q2 積算値(上位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w R － － 送 2 

接点入力 014 S1 積算カウンタ・リセッ
ト指令 
(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

パラメータ 015 PR パルスレート（上位表
示用、目盛単位：/パ
ルス） 

0～10.000 1.000 － R/W(S) － － － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ出
力 

016 Y1 瞬時値出力値 0～320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

接点入力 017 
 

 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

パラメータ 020  警報制限*3 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制
限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊2： 桁シフトを-3～-1に設定した場合、瞬時値計算に使われるパルス数は、整数部分のみです。
小数点部分は、次回に加えられます。 

＊3： ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%
に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 

・MVリミット上限値（ITEM076）に 100.00%以上の値を設定したとき、上限に到達しても、
MVリミット上限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、上限リミット機能は動作し
ます。 

・MVリミット下限値（ITEM077）に 0.00%以下の値を設定したとき下限に到達しても、MV
リミット下限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、下限リミット機能は動作します。 

 

■ 設定値 SP 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

積算値入力
結線情報 

021  P2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

積算値入力 022 P2 入力値 0～9999 0 ○ r － － － － 2 

パラメータ 024  桁シフト 
(10のベキ乗、－3：
×0.001、－2：×0.01、
－1：×0.1、0：×1、
1：×10)*2 

-3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 025  SP瞬時値変換係数 
(瞬時値出力 100％と
きの毎秒当たりのパ
ルス数を設定) 

0～
99999.9999

100.0000 － R/W(S) － － － － 4 

 026  SP瞬時値変換時の移
動平均データ個数 

1～16 16 － R/W(S) － － － － 1 

 027 K1 比率 0～3.2000 1.0000 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

アナログ出
力 

029 Y2 カレント SP瞬時値出
力値 

0～320.00% 0.00 ○ r/w R － － 送 2 

パラメータ 031  累積偏差 上上限警報
設定値 

±32000 32000 － R/W(O) R/W W － － 2 

 032  累積偏差 上限警報設
定値 

±32000 32000 － R/W(O) R/W W － － 2 

 033  累積偏差 下限警報設
定値 

±32000 -32000 － R/W(O) R/W W － － 2 

 034  累積偏差 下下限警報
設定値 

±32000 -32000 － R/W(O) R/W W － － 2 

 035  ヒステリシス設定値 0～32000 0 － R/W(S) － W － － 2 
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■ 偏差 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点出力 036 HH 累積偏差 上上限警報
出力値 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 037 H 累積偏差 上限警報出
力値 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 038 L 累積偏差 下限警報出
力値 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 039 LL 累積偏差 下下限警報
出力値 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

040  累積偏差値正規化定
数 

1～32000 10000 － R/W(S) － W － － 2 

 041 S3 累積偏差 HH、LLの
動作モード 
0：通常、1：警報時累
積偏差カウント停止

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 042 S4 AUTOスタート時の
累積偏差動作モード
0：通常、1：リセット

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

接点入力 043 S2 累積偏差リセット指
令 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

044 DVQ累積偏差出力値 ±32000 0 ○ r/w － － － 送 2 

 

■ 調節 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

052  調節動作方向 
0：逆（PV増でMV
減）、 
1：正（PV増でMV
増） 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 054  比例帯 0.1～999.9% 100.0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 055  積分時間(0：積分な
し) 

0～9999秒 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 056  微分時間(0：微分な
し) 

0～9999秒 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 
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■ 操作量 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

076  MVリミット上限値 ±320.00% 105.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 077  MVリミット下限値 ±320.00% -5.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 078 U1 MVリミット上限到
達（1：上限以上） 
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 079 U2 MVリミット下限到
達（1：下限以下） 
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入
力・パラメ
ータ 

086 A/M A/M SW 
0：MAN、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

087 MV MV出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

パラメー
タ 

088  上位表示のMV反転
0：なし、1：あり 
注：反転とは、0～
100％を 100～0％に
変える 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 089  上位表示MV出力値
（AUTO、MAN時と
も） 
またはMAN時マニ
ュアル操作量 

±320.00% 0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

発信元指
定接点入
力 

090  MV異常接点発信元
指定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 091 MVE MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る*1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

098  MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 

お願い 

 

・パソコン宛送信端子ブロック（形式 403）によってブレンド PIDブロックのデータ
をモニタソフトに送信する場合、パソコン宛送信端子ブロックの演算周期を、ブレ
ンド PIDブロックの演算周期（ITEM004）と同じかまたはそれより長く設定してく
ださい。パソコン宛送信端子ブロックの演算周期の方が短いと、COLDスタート直
後に、SP値が一瞬 0になります。 

・ブレンド PIDブロックでは、PID定数が変更されると、MVのバンプレス処理が働
きます。 
そのため、もし変数用 ITEM書き込みブロック（形式 172）によって、演算周期ご
とに変数を PID定数に書き込みと、MVが更新されなくなり、その結果 PID制御が
正しく実行されません。 
その場合は、ステップラダーブロック（形式 301）を使用して、ITEM書き込みブロ
ックによる書き込み処理の、時間間隔を空けるようにしてください。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでの
モニタタグ 

b）SCADAソフトで
の CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 PV入力値 PV P1 

012 積算値 Q1 Q1 Q1 

013 積算値 Q2 Q2 Q2 

014 積算カウンタ・リセット S1 S1 

015 パルスレート PR なし 

016 PV瞬時値出力 Y1 Y1 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

027 比率 K1 K1 

029 カレント SP瞬時値出力 Y2 Y2 

036 累積偏差上上限警報出力値 DHH DHH 

037 累積偏差上限警報出力値 DH DH 

038 累積偏差下限警報出力値 DL DL 

039 累積偏差下下限警報出力値 DLL DLL 

043 累積偏差リセット指令 S2 S2 

044 累積偏差出力値 DEV_Q DEV_Q 

054 比例帯 P P 

055 積分時間(0：積分なし) I I 

056 微分時間(0：微分なし) D D 

076 MVリミット上限値 MH_LMT MH_LMT 

077 MVリミット下限値 ML_LMT ML_LMT 

078 MVリミット上限到達 MHA MHA 

079 MVリミット下限到達 MLA MLA 

086 A/M SW A/M_SW A/M_SW 

089 上位表示MV出力値、または
MAN時マニュアル操作量 

MV MV 

091 MV異常表示 MV_ABN MV_ABN 

098 MV置き針位置 MV_IDX MV_IDX 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜014＞ 流量バッチ仕込み 001～032 
2 
調節ブロック 
＜014＞ 流量バッチ仕込み 001～032 

概説 
タンクなどへのバッチ仕込み処理において、一定の仕込み量に達するまで、バルブを
一定開度で開く操作をするための計器ブロックです。 

4桁の積算値信号（バッチ積算値）を PV値として入力し、仕込み量を操作するバルブ
へのアナログ信号（MV値）を積算値に応じて徐々に増加させ、一定のMV値（定常
設定値）にて保持します。バッチ積算値が一定の仕込み量に到達すると（積算値信号
が定量設定値－プリバッチ設定値に到達すると）、仕込み量を操作するバルブへのア
ナログ信号（MV値）を徐々に減少させながら 0%にし、最終的にバッチ積算値を定量
設定値に一致させます。 

・プリバッチ機能付き 

・仕込み処理専用のプログラムMVの出力機能付き 

・動作タイムミング通知用接点出力付き 

・ローカル SP値またはリモート SP値を、定量設定値（BM）とすることができます。 

・ローカル SP、リモート SP、定量設定値（BM）、バッチ積算値（SM）を、最大 8

桁まで使用可能です（ループコントロールユニット Ver.2.50以降のみ）。 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の積算値がクリアされます。

HOTスタート時には保持されます。 

用途 
タンクのバッチ仕込み処理におけるバルブ操作 

ブロック図 
 

Q1 積算値（下位 4桁）012
積算カウンタ

013 Q2 積算値（上位 4桁）

バッチ
コントローラ 087 MV プログラム出力

039 U1 プリバッチ出力 

036 動作指令 S1 

037 制御中断指令 S2 

瞬時値変換 Y1 瞬時値出力 016

BM SM

カレント
SP 

024 

023 

LSP(上位 4桁) 

LSP(下位 4桁) 

021 RSP(下位 4桁) 

桁シフト006 積算値入力 P1 

035 SMバッチ積算値(下位 4桁)

089 マニュアル操作量 

086 A/M切替 

038 U2 メインバッチ出力 

014 S3 積算カウンタリセット指令

090 MV異常接点入力 

065 SMUバッチ積算値(上位 4桁)

027 RSPU(上位 4桁) 
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メインバッチ出力 U1 

  プリバッチ出力 U2 

0 

初期弁開度 A0 

制御中断指令 S2 

動作指令 S1 

流速制限設定値 A1 

スローダウン設定値 A2 

定常設定値 A3 

プログラム出力 MV 

K1

K1

K2

時間 

バッチ積算値（SM）＝流速制限値（B1）
に達すると、MVを再度 K1で増加開始 

バッチ積算値（SM）＝定量設定値
（BM）－行き過ぎ量（B0）に達する
と、MVを 0%にシャットダウン 

 ① 

②

③

④

⑤

⑥

⑦ 

バッチ積算値 SM 

流量制限値 BI 

時間 0 

定量設定値 BM 
行き過ぎ量 B0 

プリバッチ設定値 BP 

バッチ積算値（SM）＝定量設定値（BM）
－プリバッチ設定値（BP）に達すると、MV
を K2で減少開始 

～～

～
 
～

 
～ ～

n 
n+1 

n+2周期目

1演算周期  
①動作指令 S1が 1(ON)で、仕込み動作か開始されます。次の演算周期で、U1接点（メ
インバッチ出力）が 1(ON)となります。さらに次の演算周期でMV値を A0（初期弁
開度設定値）から K1（上昇傾斜率）で増加させていきます。 

②MV値が A1（流速制限値)に到達すると、その値（開度）で一定に保持します。 

③さらに、SM（バッチ積算値）が、BI（流速制限値）に達すると、U2接点（プリバ
ッチ出力）が 1(ON)となり、MV値を再度 K1（上昇傾斜率）で増加させていきます。 

④MV値が A3（定常設定値)に到達すると、その値（開度）で一定に保持します。これ
で積算（仕込み）動作を行います。 

⑤SM（バッチ積算値）が、BM（定量設定値 ）－BP（プリバッチ設定値）に到達する
と、K2（下降傾斜率）の傾斜率でMV値を減少させます。このとき、 U2接点（プ
リバッチ出力）が 1(ON)→0（OFF)となります。  

⑥MV値がスローダウン設定値（A2）に到達すると、 MV値をその値（開度）で一定
に保持します。  

⑦SM（バッチ積算値 ）が、BM（定量設定値 ）－B0（行き過ぎ量)に達すると、MV

値を 0%にします。このとき、U1接点（メインバッチ出力）が 1(ON)→0（OFF)とな
ります。 

 
注 1：積算（仕込み）動作中に、制御中断指令 S2が 1(ON)となると、 MV値が K2（下降傾斜

率）の傾斜率で A0（初期弁開度設定値）まで減少し、（そのまま）0%となります。この
とき、U1接点（メインバッチ出力）および U2接点（プリバッチ出力）は 0（OFF）。制
御中断指令 S2が 0(OFF)に復帰すると、 MV値を A0（初期弁開度設定値）から K1（上
昇傾斜率）で増加させMV値が定常設定値（A3)に到達すると中断前の状態に戻ります。
このとき、U1接点（メインバッチ出力）および U2接点（プリバッチ出力）は 1（ON）
に戻ります。 



2 調節ブロック 
＜014＞ 流量バッチ仕込み 001～032 

2-64 

2 

調
節
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
注 1：桁シフトを-3～-1に設定した場合、瞬時値計算に使われるパルス数は、整数部分のみです。 

小数点部分は、次回に加えられます。 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク 
名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：流量バッチ仕込
み 

014 014 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

 

■ 積算値入力 P1 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

積算値入
力接続情
報 

006  P1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

積算値入
力 

007 P1 入力値 0～9999 0 ○ － － － － 送 2 

パラメー
タ 

009  桁シフト(10のベキ
乗、－3：×0.001、 
－2：×0.01、－1：×
0.1、0：×1、 
1：×10) (注 1) 

-3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 010  瞬時値変換係数 
(瞬時値出力 100％と
きの毎秒当たりのパ
ルス数を設定) 

0～
99999.9999

1.0000 － R/W(S) － － － － 4 

 011  瞬時値変換時の移動
平均データ個数 

1～16 16 － R/W(S) － － － － 1 

積算値出
力 

012 Q1 積算値(下位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w R － － 送 2 

 013 Q2 積算値(上位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w R － － 送 2 

接点入力 014 S3 積算カウンタ・リセッ
ト指令(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

016 Y1 瞬時値出力値 0～320.00% 0.00 ○ r/w R － － 送 2 

パラメー
タ 

017  パルスレート(上位表
示用：目盛単位/パル
ス) 

0～10.000 1.000 － R/W(S) － － － 送受 2 
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■ 設定値 SP 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力接続
情報 

021  リモート SP 発信元
指定 
BBB:BLOCK番地、
III:ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

022 RSP リモート SP入力値
(下位 4桁) 

0～9999 0 ○ － － － － － 2 

パラメー
タ 

023  ローカル SP設定値値
(下位 4桁) 

0～9999 0 － R/W(O) W W － 受 1 

 024＊
2 

 ローカル SP設定値値
(上位 4桁) 

0～9999 0 － R/W(O) W W － 受 2 

接点入
力・パラメ
ータ 

026 R/L リモート／ローカル
切替 SW 
0：ローカル、1：リモ
ート 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
入力接続
情報 

027＊
2 

 リモート SP発信元指
定 
BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 00000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

028＊
2 

RSP
U 

リモート SP入力値
(上位 4桁) 

0～9999 0 ○ － － － － － 2 

積算値出
力 

029 CSP カレント SP出力値
(下位 4桁) 

0～9999 0 ○ r/w R － － 送 2 

パラメー
タ 

030＊
2 

CSP
U 

カレント SP出力値
(上位 4桁) 

0～9999 0 ○ r/w R － － 送 2 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.50以降で追加された機能です。 

 

■ バッチ・コントローラ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

031  定量 設定値(下位 4
桁) 
(カレント SP値が入
力される) 

0～9999 9999 ○ r/w R － － 送 2 

 032  行過ぎ量 設定値 
(BMから差引く値) 

0～9999 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 033  プリバッチ 設定値 
(BMから差引く値) 

0～9999 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 034  流速制限量 設定値 0～9999 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

アナログ
出力 

035 SM バッチ積算値(下位 4
桁) 

0000～9999 0 ○ r/w R W － 送 2 

接点入力 036 S1 動作指令 (0:リセッ
ト、1:動作) 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

 037 S2 制御中断指令 (1:中
断) 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点出力 038 U1 メインバッチ出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 039 U2 プリバッチ出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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■ プログラム出力 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

041 A0 初期弁開度 設定値 0～320.00 % 0.00 － R/W(O) － － － － 2 

 042 A1 流速制限 設定値 0～320.00 % 10.00 － R/W(O) － － － － 2 

 043 A2 スローダウン 設定値 0～320.00 % 10.00 － R/W(O) － － － － 2 

 044 A3 定常 設定値 0～320.00 % 30.00 － R/W(O) － － － － 2 

 045 K1 上昇傾斜率 0～
320.00 %/s 

1.00 － R/W(O) － － － － 2 

 046 K2 下降傾斜率 0～
320.00 %/s 

1.00 － R/W(S) － － － － 2 

■ バッチ・コントローラ(上位 4桁) 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

061＊
2 

 定量 設定値(上位 4
桁)（カレント SP値が
入力される） 

0～9999 0 ○ R － － － 送 2 

アナログ
出力 

065＊
2 

SMUバッチ積算値(上位 4
桁) 

0～9999 0 ○ r/w R W － 送 2 

接点入
力・パラメ
ータ 

086 A/M A/M SW 
0:MAN、1:AUTO 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

087 MV プログラム出力値 ±320.00 % 0 ○ r/w － － － － 2 

パラメー
タ 

088  上位表示のMV反転
0:なし、1:あり) 
注：反転: 0～100％を
100～0％に変える 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 089  上位表示MV 出力値 ±320.00 % 0.00 ○ R/W(O) R/W － － 送受 2 

発信元指
定接点入
力 

090＊
1 

 MV異常接点発信元
指定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 091＊
1 

MVE MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

＊1：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.50以降で追加された機能です。 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

098  MV 置き針位置 -15.00～
115.00 % 

0.00 ○ R/W(O) R/W － － 送受 2 

 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W － － 送受 2 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）本計器ブロックを CPUユニット
と送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトで
のモニタタグ 

b）SCADAソフトでの
CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 P1入力値 P1 P1 

012 積算値(下位 4桁) Q1 Q1 

013 積算値(上位 4桁) Q2 Q2 

014 積算カウンタ・リセット指令 S3 S3 

016 瞬時値出力値 Y1 Y1 

017 パルスレート(上位表示用：目盛単位/パルス) PR PR 

023 ローカル SP設定値(下位 4桁) なし SP 

024 ローカル SP設定値(上位 4桁) なし SPU_W 

026 リモート／ローカル切替 SW R/L_SW R/L_SW 

029 カレント SP出力値(下位 4桁) SP SP 

030 カレント SP出力値(上位 4桁) SPU SPU 

031 定量 設定値(下位 4桁) なし BM 

032 行過ぎ量 設定値 (BMから差引く値) B0 B0 

033 プリバッチ 設定値 (BMから差引く値) BP BP 

034 流速制限量 設定値 B1 B1 

035 バッチ積算値(下位 4桁) SM SM 

036 動作指令  S1 S1 

037 制御中断指令 S2 S2 

038 メインバッチ出力 U1 U1 

039 プリバッチ出力 U2 U2 

061 定量 設定値(上位 4桁) なし BMU 

065 バッチ積算値(上位 4桁) SMU SMU 

086 A/M  SW  A/M_SW A/M_SW 

089 上位表示MV出力値 MV MV 

091 MV異常表示 MV_ABN MV_ABN 

098 MV 置き針位置 MV_IDX MV_IDX 

099 札掛け OP_MK OP_MK 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 4ブロック送信端子ブロック（形式 404）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜016＞ ファジィ推論 001～032 
2 
調節ブロック 
＜016＞ ファジィ推論  001～032 

概説 
アナログ入力 X1~X8までの最大 8点の入力に対して、ファジィ推論を実行し、アナロ
グ出力を最大 2点出力します。 

これにより、「少し」、「かなり」などのあいまいな言語で表現された熟練者の知識
を、ループコントロールユニットの制御に応用することができます。 

なお、ツールソフト Ver.2.50以降のチューニング画面において、このファジィ推論ユ
ニットのメンバーシップ関数を、グラフィックで表示することができます。 

 

本ファジィ推論の仕様は以下のとおりです。 

・入出力：8入力 2出力 

・ルール形式：8条件 2結論 

・ルール数：最大 64ルール 

・5ラベル（NL、NS、ZR、PS、PL） 

・推論方式：MAX-MIN論理積 

・確定出力演算方式：重心法 

・ルール無適合時出力は、定数または前回値保持を選択可能 

 

メンバーシップ関数の仕様は、以下のとおりです。 

＜条件部＞ 

・分解能：最大 64000 

・連続関数型 最大 4屈曲点（S、Z、Λ、Π型） 

・高さ 0、10000 

＜結論部＞ 

・分解能：最大 64000 

・高さ 10000固定 

用途 
・外乱が多い制御対象など。 

・オムロン製ファジィ推論ユニット形 C200H-FZ001の置き換え 
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ブロック図 

 

016 

031 

ルール無適合時

入力X1 015 

017 

018 

ファジィ推論

032 

入力X2

入力X3

入力X4

Y2 出力

023 

ルール無適合時
027

028

020 

入力X5 019 

021 

022 

024 

入力X6

入力X7

入力X8

S1

S2

036 FT 出力

Y1 出力

035

ルール適合時
読出ルールNo.
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：ファジィ推論 016 016 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 006  操作エラー詳細 
実行エラー表示が 19
のとき、エラーとなっ
ている ITEM No.を表
示 

41～90 
101～164 

0 ○ － － － － － 2 

■ 測定値 PV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力結線
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 009  X3発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 010  X4発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 011  X5発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X6発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X7発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  X8発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

015 X1 X1入力値 ±32000 0 ○ r R － － 送 2 

 016 X2 X2入力値 ±32000 0 － r R － － 送 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 017 X3 X3入力値 ±32000 0 － r R － － 送 2 

 018 X4 X4入力値 ±32000 0 － r R － － 送 2 

 019 X5 X5入力値 ±32000 0 － r R － － 送 2 

 020 X6 X6入力値 ±32000 0 － r R － － 送 2 

 021 X7 X7入力値 ±32000 0 － r R － － 送 2 

 022 X8 X8入力値 ±32000 0 ○ r R － － 送 2 

■ ルール無適合時の出力値設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入
力・ 
パラメー
タ 

023 S1 出力 1用ルール無適
合時の出力値選択
SW 
(0：前回値保持、1：
固定値) 

0、1 0 － R/W(O) － W R/W 送受 1 

 024 S2 出力 2用ルール無適
合時の出力値選択
SW 
(0：前回値保持、1：
固定値) 

0、1 0 － R/W(O) － W R/W 送受 1 

パラメー
タ 

027 A1 出力 1用ルール無適
合時出力値 

±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 028 A2 出力 2用ルール無適
合時出力値 

±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

■ 出力値 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
出力 

031 Y1 Y1出力値 ±32000 0 ○ r R W － 送 2 

 032 Y2 Y2出力値 ±32000 0 ○ r R W － 送 2 

パラメー
タ 

035 FN ルール毎の適合度の
読出ルール No. 

1～64 1  R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

036 FT ルール毎の適合度 
ITEM035で指定した
ルールの適合度 

0～10000 0 ○ － － W － 送 2 
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■ 条件部メンバーシップ関数 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デ
ータ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLDスター
ト時初期化 
○：する 
－：しない ツールソ

フトによ
る 

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

データ
長(バイ
ト) 

パラメータ 入力 1  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 041  入力 1  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 042  入力 1  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 043  入力 1  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 044  入力 1  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 045  入力 1  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 入力 2  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 046  入力 2  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 047  入力 2  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 048  入力 2  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 049  入力 2  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 050  入力 2  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 入力 3  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 051  入力 3  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 052  入力 3  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 053  入力 3  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 054  入力 3  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 055  入力 3  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 入力 4  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 056  入力 4  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 057  入力 4  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 058  入力 4  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 059  入力 4  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 060  入力 4  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 入力 5  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 061  入力 5  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 062  入力 5  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 063  入力 5  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 064  入力 5  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 065  入力 5  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 入力 6  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 066  入力 6  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 067  入力 6  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 068  入力 6  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 069  入力 6  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 070  入力 6  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 入力 7  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 071  入力 7  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 072  入力 7  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 073  入力 7  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 074  入力 7  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 075  入力 7  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 入力 8  横軸座標を:（半角コロン）で区切って指定 

 076  入力 8  NL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 

 077  入力 8  NS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 078  入力 8  ZR 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 079  入力 8  PS 27文字以内  － R/W(O) － － － － 28 

 080  入力 8  PL 20文字以内  － R/W(O) － － － － 21 
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■ 結論部メンバーシップ関数 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLDスタ
ート時初期
化 
○：する 
－：しない ツールソ

フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメータ 出力 1  横軸座標を指定 

 081  出力 1  NL 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 082  出力 1  NS 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 083  出力 1  ZR 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 084  出力 1  PS 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 085  出力 1  PL 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 出力 2  横軸座標を指定 

 086  出力 2  NL 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 087  出力 2  NS 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 088  出力 2  ZR 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 089  出力 2  PS 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 090  出力 2  PL 6文字以内  － R/W(O) － － － － 7 

 

■ ルール： 

IF 入力 1＝＊＊：入力 2=＊＊：入力 3=＊＊：入力 4=＊＊：入力 5=＊＊：入力 6=＊＊：
入力 7=＊＊：入力 8=＊＊ THEN  出力 1=＊＊：出力 2=＊＊ 

*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

101  ルール 1 29文字以内  － R/W(O) － － － － 30 

 102  ルール 2 29文字以内  － R/W(O) － － － － 30 

 ～  ～   －       

 164  ルール 64 29文字以内  － R/W(O) － － － － 30 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
    

a）モニタソフトでの
モニタタグ 

b）SCADAソフトで
の CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定）
000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示  ERR 

015 X1入力値 X1 X1 

016 X2入力値 X2 X2 

017 X3入力値 X3 X3 

018 X4入力値 X4 X4 

019 X5入力値 X5 X5 

020 X6入力値 X6 X6 

021 X7入力値 X7 X7 

022 X8入力値 X8 X8 

023 出力 1用ルール無適合時の出力値選択
SW 

 S1 

024 出力 2用ルール無適合時の出力値選択
SW 

 S2 

027 出力 1用ルール無適合時出力値  A1 

028 出力 2用ルール無適合時出力値  A2 

031 Y1出力値 Y1 Y1 

032 Y2出力値 Y2 Y2 

035 ルール毎の適合度の読出ルール No. FN FN 

036 ルール毎の適合度 FT FT 
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ファジィ推論のパラメータの設定 

■ ルール 

ルールとは、経験やノウハウを、IF（条件部）THEN（結論部）で表現したものです。 
例）IF（車間距離がとても短い）&（スピードがかなり速い）THEN（ブレーキを強く
踏む） 

条件部は、入力 X1～X8に対応する 8条件まで記述可能です。結論部は、出力 Y1、Y2

に対応する 2結論まで記述可能です。 

ルール 1～64を、各々ITEM101～164に設定します。1つのルールごとに、以下を記述
します。 

 

1）条件部： 

入力 X1～X8に対して、使用するラベルを、:（半角コロン）で区切って、順に列挙し
ます。 

例） 

IF（入力 X1に対してラベル NS、同様に入力 X2、X3、X4、X5、X6、X7、X8に対し
て各々ラベル ZR、PL、PL、NS、ZR、PL、PL）の場合、NS:ZR:PL:PL:NS:ZR:PL:PL

と記述します。 
注：ラベルとは、ある対象に対する、上記ルールの例）の中の、「とても短い」「かなり速い」、
「強く」などの状態表記を指します。 
本ファジィ推論では、以下の 5つのラベルを使用します。 
NL：Negative Large(負に大きい) 
NS：Negative Small(負に小さい) 
ZR：Approximately Zero(ほぼゼロ) 
PS：Positive Small(正に小さい) 
PL：Positive Large (正に大さい) 

 

2）結論部： 

出力 1、出力 2に対して、使用するラベルを、:（半角コロン）で区切って、順に列挙
します。 

例） 

THEN（出力 Y 1に対してラベル ZR、出力 Y2に対してラベル PL）の場合、ZR:PLと
記述します。 

 

・条件部処理と結論部処理の間に、/（半角スラッシュ）を記述します。 

例） 

したがって、上記例でのルールの記述は、以下のようにします。 

NS:ZR:PL:PL:NS:ZR:PL:PL/ZR:PL 

 

なお、ラベルの設定がない（空きの）入力および出力に対しては、-と設定することが
必要です。 

入力 X2に対して ZR、入力 X4に対して ZR、出力 Y2に対して PLの場合、 

例えば、ルール 1が、「IF（入力 X1に対して NL、入力 X2に対して PL）、THEN（出
力 Y1に対して ZR）」とした場合、ITEM101に、NL:PL:-:-:-:-:-:-/ZR:-と記述します。 

この記述に沿っていない場合、実行エラー19となります。 
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■ メンバーシップ関数 

各ルールで使用するメンバーシップ関数を設定しておくことが必要です。 

メンバーシップ関数とは、入力または出力がある状態（ラベル）にどの程度適合する
か（属するか）を決定する関数です。 

条件部のメンバーシップ関数と、結論部のメンバーシップ関数があります。 

代表的な条件部のメンバーシップ関数には、S、Z、Λ、Π型があります。各ラベルの
屈曲点の数によって、指定します。 

 

Z S Λ Π  
以下にメンバーシップ関数の設定方法を示します。 

1）条件部メンバーシップ関数 

入力 X1～X8に対する各々の最大 5ラベルの、条件部メンバーシップ関数を設定しま
す。 

入力 X1～X8ごとに、ラベル NL、NS、ZR、PS、PLの各屈曲点を、X軸の値で、ITEM041

～080に設定します（最大 入力 8点×5ラベル＝40設定）。 
注 1：なお、ラベル NL、PLのメンバーシップ関数の屈曲点数は、2または 3です。ラベル NS、

ZR、PSのメンバーシップ関数の屈曲点数は、3または 4です。3つ以上同じ値のときは、
実行エラー19となります。 

注 2：X軸の値は符号 1文字、数字 5文字以内とします（＋符号を付けると,実行エラー19とな
ります）。値は、ゼロサプレスしても、しなくてもかまいません（例：50でも 050でも
OKです）。 
値と値の間を「：（半角コロン）」で仕切ります。 

・ NLの場合 
X軸座標数が 3 の場合 X軸座標数が 2の場合 

例）0:1000:2300 例）0:1000 

 

入力 1000 23000 
0 

適合度 

10000 

 

 

入力 1000 0 
0 

適合度 

10000 
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・ NS、ZR、PSの場合 
X軸座標数が 3の場合 X軸座標数が 4の場合 

例）3000:4000:4500 例）3000:4000:6000:7000 

 

入力 4000 45003000 
0 

適合度 

10000 

 

 

入力 4000 7000 6000 3000
0 

適合度 

10000 

 

例）4000:4000:6000:6000  

 

入力 4000 6000
0 

適合度 

10000 

 

 

・ PLの場合 
X軸座標数が 3の場合 X軸座標数が 2の場合 

例）(X1:X2:X3)=(7000:9000:10000) 例）9000:10000 

 

入力 7000 1000090000
0 

適合度 

10000 

 

 

入力 9000 10000 
0 

適合度 

10000 

 

2）結論部メンバーシップ関数 

出力 Y1、Y2への各々の最大 5ラベルの、結論部メンバーシップ関数を設定します。 

出力 Y1、Y2ごとに、ラベル NL、NS、ZR、PS、PLのシングルトン位置を、Y軸の値
で、ITEM081～090に設定します（2出力×5ラベル＝最大 10設定）。 

 

出力 Y

この値を指定します。

0 
0 

ZR PLPSNSNL ラベル名 

PLPSZRNSNL 

ファジィ出力 

シングルトン位置 
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ファジィ推論の処理の概要 
以下のように、1）条件部処理→2）結論部処理→3）確定演算処理の順に、推論します。 

1）条件部処理 

入力 X1～X8と条件部メンバーシップ関数から、その入力値のラベル（状態）に対す
る適合度を求めます。1つのルールには、入力 X1～X8に対する 1～8個の条件があり
ますが、各条件の適合度のMIN値を求め、それをそのルールの適合度として採用しま
す。 

 

例） 

条件部メンバーシップ関数が、以下の場合 

入力 X1に対する NLの設定  ITEM041に、0:100:500と記述します。 

入力 X2に対する PLの設定  ITEM050に、300:700:1000と記述します。 

 

入力 X1 100 500 0 

度 

MIN値（例：3000）を求め、これ
をルール 1の適合度とします。 

入300 700 10000 
0 

適合度 

適 合 度
3000 

10000 

 
同様に、すべてのルールについて、それぞれに適合度を求め、これらを結論部処理へ
送ります。 

2）結論部処理 

結論部のラベルごとに、条件部処理によって求めた各ルールの適合度を比較して、ラ
ベルごとのMAX値を求めます。そのMAX値を、そのラベルのファジィ出力とします。 

そのとき、結論部メンバーシップ関数の指定として、各ラベルの横軸（シングルトン）
の位置を、出力 Y1、Y2ごとに、横軸 Y1、Y2の値で指定します。 

結論部メンバーシップ関数が以下の場合： 

出力 Y1に対する ZRのシングルトン位置が、3000の場合、 ITEM083に、3000と記
述します。 

他のルールの結論部のラベルに ZRがある場合、それらのルールの適合度の中での
MAX値を、ZRのファジィ出力とします。そのとき、ZRのシングルトン位置は、3000

となります。 

 

出力 Y13000 0 
0 

ラベル ZR 

ルール 2の適合度
5000 

ルール１の適合度 
3000 

MAX値 

5000 

シングルトン位置 
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3）確定演算処理 

出力 1、2ごとに、最大 5ラベルのファジィ出力の重心を求めて、各々Y1、Y2にアナ
ログ出力します。 

例）以下のように、他の結論部メンバーシップ関数のラベルも同様にMAX値を求め、
それらの最大 5ラベルのファジィ出力の重心を求め（重心法）、それ確定出力値
として、Y1に出力します。 

 

出力 Y13000 0 
0 

ラベル PL

ファジィ出力 

ラベル ZR
5000 

Y1へ出力

重心を求める 

シングルトン位置

ラベル NL

 
注：重心法とは、メンバーシップ関数の各ラベルの座標に適合度で重み付けをし、合計した値を
適合度の総和で割ることで、確定出力する方法です。結果は、メンバーシップ関数を図形と
して考えたときの重心位置に相当し、それを最終的な確定出力とします。 

■ 実行エラーコード 

実行エラー発生しているときの出力 1、2は、「ルール無適合時の出力値選択
SW(ITEM:023)にしたがいます。 
コー
ド 

内容 説明 エラー発生時の動
作 

処置 

1 発信元／宛
先指定未定
義 

X発信元指定にて、接続先の相手に接
続できない。 

ファジィ推論ブロ
ックの運転を停止 

発信元指定のブロ
ック番地および
ITEM番号を確認
してください。 

19 操作不適当 ファジィ推論ブロック（形式 016）に
て、メンバーシップ関数やルールに
文法エラーがあり、実行できないと
き。 

①値が符号 1文字、数字 5文字以内
でないとき（＋符号を付けたとき
など）。 

②値と値の間が「：（半角コロン）」
でしきられていないとき。 

③設定した値が不足しているとき。 

④メンバーシップ関数の屈曲点の値
が 3つ以上同じとき。 

⑤メンバーシップ関数の屈曲点の値
が右上がりでないとき 

⑥ルールに指定されたラベル（NL、
NS、ZR、PS、PL）に対応する、メ
ンバーシップ関数が設定されてい
ないとき 

 メンバーシップ関
数、ルールを確認
してください。 

ITEM0006（操作エ
ラー詳細）に発生
要因の ITEM No.が
表示されます。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜031＞ 指示設定 001～032 
2 
調節ブロック 
＜031＞ 指示設定 001～032 

概説 
本計器ブロックは、PV指示機能と SP設定機能を持つ手動設定器です。 

・PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）付き 

・リモート設定機能（リモート／ローカル切替可能）付き 

ブロック図 

 

029 カレント SP（SP)

PV

013 

014 

015 

016 

PV警報

PV上上限警報

PV下限警報

PV下下限警報

PV上限警報
006 PV 

SP

023 LSP 

021 RSP 

026 RSP/LSP切替 SW 

008～012 PV警報設定値/ヒステリシス

017 警報停１止 SW 

018 PV異常接点入力 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：指示設定 031 031 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメー
タ 

008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

100.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

-15.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

0 － R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

発信元指
定接点入
力 

018＊
1 

 PV異常接点発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019＊
1 

PVE PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

020  警報制限＊2 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制
限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊1：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊2：ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%

に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 
・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以上の値を
設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）としません。 
・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下の値を設
定したとき、 PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）としません。 
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■ 設定値 SP 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力接続
情報 

021  リモート SP発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

022 RSP リモート SP入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r － － － － 2 

パラメー
タ 

023  ローカル SP設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) W W － 受 2 

 024  SP設定方式（初期設
定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカ
ル可能 
注：0に設定すると、
ITEM026は無効 

0、1 0 － R/W(S) R － － 送受 1 

接点入
力・パラメ
ータ 

026 R/L リモート／ローカル
切替 SW 
0：ローカル、1：リモ
ート 
注：ITEM024が 1の
ときのみ有効 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

029 CSP カレント SP出力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r/w R － － 送 2 

 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニタタ
グ 

b）SCADAソフトでの
CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示  ERR 

007 PV入力値 PV PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH HH 

014 上限警報出力値 H H 

015 下限警報出力値 L L 

016 下下限警報出力値 LL LL 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

023 ローカル SP設定値 なし SP 

024 SP設定方式（初期設定） CAS_SET CAS_SET 

026 リモート／ローカル切替
SW 

R/L_SW R/L_SW 

029 カレント SP出力値 SP SP 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜032＞ 指示操作 001～032 
2 
調節ブロック 
＜032＞ 指示操作 001～032 

概説 
本計器ブロックは、PV指示機能とMV操作機能を持つ手動設定器です。 

・PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）付き 

・リモート設定機能（リモート／ローカル切替可能）付き 

ブロック図 

 
PV警報設定値/ヒステリシス

MV出力値087 
MV

089 上位表示 MV出力値 

PV

013 

014 

015 

016 

PV警報

PV上上限警報

PV下限警報

PV上限警報
006 PV 

008～012

017 警報停止 SW 083 オート入力 Ｘ 1 

PV下下限警報

089 マニュアル操作量 

086 A/M切替 

MV上下限リミッタ
MVリミット上限値 

MVリミット下限値 

076 

077 

078 MVリミット上限到達

079 MVリミット下限到達

090 MV異常接点入力 

018 PV異常接点入力 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止）

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：指示操作 032 032 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラ
ー（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメータ 008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

100.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

-15.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

0 － R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

発信元指定
接点入力 

018＊
2 

 PV異常接点発信元指定 BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019＊
2 

PVE PV異常表示 
0：正常、1：異常→マニ
ュアルモード 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメータ 020  警報制限＊3 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲を
0.00~100.00%に制限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊3：ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%

に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 
・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以上の値を
設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）としません。 
・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下の値を設
定したとき、 PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・MVリミット上限値（ITEM076）に 100.00%以上の値を設定したとき、上限に到達しても、
MVリミット上限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、上限リミット機能は動作し
ます。 

・MVリミット下限値（ITEM077）に 0.00%以下の値を設定したとき下限に到達しても、MV
リミット下限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、下限リミット機能は動作します。 
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■ 操作量 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

076  MVリミット上限値 ±320.00% 105.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 077  MVリミット下限値 ±320.00% -5.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 078＊
2 

U1 MVリミット上限到
達出力値 
1：上限値以上 
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 079＊
2 

U2 MVリミット下限到
達出力値 
1：下限値以下 
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

アナログ
入力接続
情報 

083  
 

オート入力発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

084 X1 オート入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 送 2 

接点入
力・パラメ
ータ 

086 A/M A/M切替 SW 
0：MAN、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

087 MV MV出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

088  上位表示のMV反転
0：なし、1：あり 
注：反転：0～100％を
100～0％に変える 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 089  上位表示MV出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

発信元指
定接点入
力 

090＊
2 

 MV異常接点発信元
指定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 091＊
2 

MVE MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 － － R － R 送 1 

パラメー
タ 

098  MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニ
タタグ 

b）SCADAソフトでの
CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 PV入力値 PV PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH HH 

014 上限警報出力値 H H 

015 下限警報出力値 L L 

016 下下限警報出力値 LL LL 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

076 MVリミット上限値 MH_LMT MH_LMT 

077 MVリミット下限値 ML_LMT ML_LMT 

078 MVリミット上限到達出
力値 

MHA MHA 

079 MVリミット下限到達出
力値 

MLA MLA 

084 オート入力値 X1 X1 

086 A/M切替 SW A/M_SW A/M_SW 

089 上位表示MV出力値 MV MV 

091 MV異常表示 MV_ABN MV_ABN 

098 MV置き針位置 MV_IDX MV_IDX 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜033＞ 比率設定 001～032 
2 
調節ブロック 
＜033＞ 比率設定 001～032 

概説 
本計器ブロックは、PV指示機能と比率設定機能を持つ比率・バイアス設定器です。 

・比率を外部から設定可能 

・入力バイアス、出力バイアスが可能 

・上位表示用として、比率の工業量設定データと PVの工業量設定データを持ってい
ます。 

● 比率演算式 

1B-1)A(PV-
100
SP1KMV =

MV：出力(－320.00～+320.00％) 

SP：比率設定値(-15～+115.00％) 

PV：基準入力(％) 

K1：比率ゲイン(±10.000) ・・・・SP＝100％に対応する比率を設定。
例)比率レンジが 0～3倍のときは、‘3.000’と設定。 

A1：入力バイアス(±320.00％) 

B1：出力バイアス(±320.00％)  

● 比率の外部設定 

RSP（ITEM021）端子を使用します。 

● 比率の実目盛 

上位表示の SP目盛を実目盛にするときは、上記比率演算式の SPに対応するレンジを
上位パソコン側で設定します。 

ブロック図 

 

比率設定値

006 

比率演算 

PV 

023

021 外部比率設定値（RSP） 

026 Ｒ／Ｌ切替 SW 

ローカル比率設定値（LSP） 

086 Ａ／Ｍ切替 SW 

089 マニュアル操作量 

基準入力値

演算結果

087 MV 出力値

054比率ゲイン 

055入力バイアス 

056出力バイアス 

MV 上下限

リミッタ 

MVリミット上限値 

MVリミット下限値 

076

077

078 MVリミット上限到達

079 MVリミット下限到達

090 MV異常接点入力 

018 PV異常接点入力 

029 カレント SP 出力値
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 
記
号 

データ内容 
データ
範囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止）

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23
文字 

ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：比率設定 033 033 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付
録「実行エラーコード一覧」
を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：
0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

006  基準入力発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：
ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

007 PV 基準入力値 -15.00～
+115.00
% 

0.00 ○ r R － － 送 2 

発信元指定
接点入力 

018＊
2 

 PV異常接点発信元指定 BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019＊
2 

PV
E 

PV異常表示 
0：正常、1：異常→マニュ
アルモード 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメータ 020  警報制限＊3 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲を
0.00~100.00%に制限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

アナログ入
力接続情報 

021  外部比率設定発信元指定 BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

022 RSP 外部比率設定値 -15.00～
+115.00
% 

0.00 ○ r R － － － 2 

パラメータ 023 LSP ローカル比率設定値 -15.00～
+115.00
% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 受 2 

 024  比率設定方式（初期設定）
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカル可能
注：0に設定すると、
ITEM026は無効 

0、1 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

接点入力・ 
パラメータ 

026 R/L リモート／ローカル切替
SW 
0：ローカル、1：リモート
注：ITEM024が 1のときの
み有効 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ出
力 

029 SP カレント SP出力値 -15.00～
+15.00%

0.00 ○ r/w － － － 送 2 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊3：ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%

に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 
・MVリミット上限値（ITEM076）に 100.00%以上の値を設定したとき、上限に到達しても、

MVリミット上限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、上限リミット機能は動作し
ます。 

・MVリミット下限値（ITEM077）に 0.00%以下の値を設定したとき下限に到達しても、MV
リミット下限到達出力は 1（ON）となりません。ただし、下限リミット機能は動作します。 
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■ 比率演算 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

054 K1 比率レンジ(SP＝
100%に対応する信号
比レンジを設定) 

±10.000 1.000 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 055 A1 入力バイアス ±320.00% 0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 056 B1 出力バイアス ±320.00% 0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 

■ 操作量 MV 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

076 MH MVリミット上限値 ±320.00% 105.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 077 ML MVリミット下限値 ±320.00% -5.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

接点出力 078＊
2 

U1 MVリミット上限到
達出力値 
1：上限値以上 
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 079＊
2 

U2 MVリミット下限到
達出力値 
1：下限値以下  
AUTO時のみ有効
（MAN時は常時 0）

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入
力・パラメ
ータ 

086 A/M A/M切替 SW 
0：MAN、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

087 MV 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
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■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

088  上位表示のMV反転
0：なし、1：あり 
注：反転：0～100％を
100～0％に変える 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 089  上位表示MV出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

発信元指
定接点入
力 

090＊
2 

 MV異常接点発信元
指定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 091＊
2 

MVE MV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

098  MV置き針位置 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニ
タタグ 

b）SCADAソフトでの CSV
タグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 基準入力値 PV PV 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

023 ローカル比率設定値 SP SP 

024 比率設定方式（初期設定）CAS_SET CAS_SET 

026 リモート／ローカル切替
SW 

R/L_SW R/L_SW 

029 カレント SP出力値 なし SP 

054 比率レンジ K1 K1 

055 入力バイアス A1 A1 

056 出力バイアス B1 B1 

076 MVリミット上限値 MH_LMT MH_LMT 

077 MVリミット下限値 ML_LMT ML_LMT 

078 MVリミット上限到達出
力値 

MHA MHA 

079 MVリミット下限到達出
力値 

MLA MLA 

086 A/M SW A/M_SW A/M_SW 

089 上位表示MV出力値 MV MV 

091 MV異常表示 MV_ABN MV_ABN 

098 MV置き針位置 MV_IDX MV_IDX 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜034＞ 指示 001～032 
2 
調節ブロック 
＜034＞ 指示 001～032 

概説 
本計器ブロックは、PV指示計です。 

・PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）付き 

ブロック図 
 

PV

013

014

015

016

PV警報

PV上上限警報

PV下限警報

PV上限警報
006 

008～012 PV警報設定値/ヒステリシス

017 警報停止 SW 

PV 

PV下下限警報

018 PV異常接点入力 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － R/W － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：指示 034 034 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメー
タ 

008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

115.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

100.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

-15.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 
パラメー
タ 

017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 
 

0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

発信元指
定接点入
力 

018＊
2 

 PV異常接点発信元指
定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点出力 019＊
2 

PVE PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

パラメー
タ 

020  警報制限＊3 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制
限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
＊3：ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%

に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 
・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以上の値を
設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下の値を設
定したとき、 PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信端子ブロック（形式 403/404）によって本計器ブロックをモニタソ

フト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニ
タタグ 

b）SCADAソフトでの CSV
タグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 PV入力値 PV PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH HH 

014 上限警報出力値 H H 

015 下限警報出力値 L L 

016 下下限警報出力値 LL LL 

017 警報停止 SW ALM_OFF AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN PV_ABN 

099 札掛け OP_MK OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜045＞ ES100X調節計端子 065～096 
3 
外部調節計ブロック 
＜045＞ E S100X調節計端子 065～096 

概説 
ループコントロールユニットとシリアル通信接続された外部調節計 ES100X（定値制御
タイプデジタル調節計）の、SP、PV、MVなどのモニタ、SP、PIDなどの設定をする
計器ブロックです。 

 
ES100X 1台のとき 

 

RS-232Cシリアル通信

SP,PV,MV など
のモニタ 

SP、PID など
の設定 

外部調節計 ES100X 

（RS-232Cシリアル通信機能付き）

ES100 調節計端子
ブロック 

（形式 045） 

ループコントロールユニット 

 

ES100X 複数台のとき 

 

RS-232C→485変換器 

RS-485シリアル通信 

RS-232Cシリアル通信

#1 #2 #32 

外部調節計 ES100X 

（RS-422A/485シリアル通信機能付き） 

ES100 調節計端子
ブロック（形式

045） #2 

ループコントロールユニット 

ES100 調節計端子

ブロック（形式
045） #1 

ES100 調節計端子

ブロック（形式
045） #32 

 

■ 対象調節計形式 

定値制御タイプデジタル調節計 形 ES100X-□□□01□（RS-232Cシリアル通信機能
付） 

 または 

 形 ES100X-□□□04□（RS-422/485シリアル通信機能付） 

■ 本計器ブロックに対する ES100X通信台数 

1つの ES100X調節計端子ブロックが、1台の ES100Xをモニタ／設定。 

■ ループコントロールユニットに対する ES100X接続台数 

・RS-232C接続の ES100Xの場合：1台のループコントロールユニットで、1台の ES100X

を接続可能 

・RS-422A/485接続の ES100Xの場合：1台のループコントロールユニットで、最大 32

台の ES100Xを接続可能（複数の ES100Xの中での識別は、ITEM006の対象 ES100X

のユニット No.指定による） 

■ ループコントロールユニットと ES100X間の接続方法 

ループコントロールユニットの RS-232Cポートと、ES100Xの RS-232C端子または
RS-422A/485端子と接続 
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■ データ交換内容 

● 操作機能（本計器ブロック→ES100X） 

RUN/STOP切替、A/M切替、AT実行、ES100Xパラメータ設定モード切替 

● 設定機能（本計器ブロック→ES100X） 

LSP（ローカル SP）、PID定数、MV（操作量）リミット下限値/上限値、マニュアル
モード時のMV（操作量）、その他：本計器ブロック内独自で、リモート SPを入力し
て ES100Xに出力 

● 表示機能（ES100X→本計器ブロック） 

PV、カレント SP、MV、RUN/STOP状態、A/M状態、リモート（シリアル通信による
設定）/ローカル（フロントパネルのキーによる設定）のパラメータ設定モード、AT

実行中、スケーリング設定（スケーリング上限値/下限値、小数点位置） 

その他：本計器ブロック独自で、PV値をもとにした警報出力（偏差、HH、H、L、LL）、
MVリミット上限/下限到達出力が可能。 

■ データ更新周期（設定変更およびモニタ周期） 

本計器ブロックの演算周期が 0.1秒の場合、ES100X 1台に対して、データ更新周期
は約 1秒。 

複数の ES100X調節計接続端子ブロックを使用時は、1台当たりの更新周期は約 1秒×
ES100X接続台数 

ただし、割込転送機能により、他の ES100X調節計端子ブロック実行中に、割り込ん
で、書き込みすることも可能。 

■ ES100X側の必要な条件 

・カスケード/標準：標準とすること（仕様設定モード C033を 0：標準とする） 
注：ただし、カスケードに設定して 1次ループの PIDを対象とすることは可能です。 

・SPモード：ローカル SPとすること（ES100X側のオペレーションモードで P008を
0：ローカル SPとする） 
注 1： ES100Xがリモート SP（RSP）となっていた場合でも、本計器ブロックのはじめの演

算周期で、本計器ブロックから ES100Xの SPモードを強制的にローカル SP（LSP）
に変更します。 

注 2： リモート SP（RSP）の場合、リモート SPの読み出しは、可能です。 

・パラメータ設定モード：リモート（シリアル通信による設定）とすること 

（ES100X側のオペレーションモードで P007を 1：リモートとする） 
注 1： ES100Xの以下のパラメータ変更をする場合は、ES100X側のパラメータ設定モード

（P007）が「リモート（シリアル通信による設定）」であることが必要です。 
SP（ITEM029）、上位表示MV（ITEM089）、MV上限リミット設定値（ITEM052）、
MV下限リミット設定値（ITEM053）、比例帯（ITEM056）、積分時間（ITEM057）、
微分時間（ITEM058） 

注 2： ES100Xに対する以下の指令は、ES100X側のパラメータ設定モードにかかわりなく変
更できます。 
運転指令（ITEM080）、A/M SW（ITEM081）、パラメータ設定モード（ITEM082）、
AT SW（ITEM083） 

・バンク No.：バンク No.を 0とすること（ES100X側のオペレーションモードで P006

を 0とすること） 
注：バンク No.0以外の場合でも、バンク No.0のデータを読み書きします。 
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・PID組 No.：PID組 No.を 1とすること（ ES100X側のバンクモードでバンク No.0

の PID組 No.を 1とする） 
注：PID組 No 1以外の場合、P、I、D、MVリミット上限設定値、MVリミット下限設定値

を設定できません。 

・通信条件：データ長 7ビット、偶数パリティ、2ストップビット 
注：上記通信条件以外の場合、すべてのデータの読み書きが不可となります。 

・ツールソフトから、本計器ブロックの「初設設定データ」（ITEM一覧の読み書き方
法で、「ツールソフトによる」が「R/W(S)」のデータ）のダウンロードを行った場
合、ES100Xとの通信が停止します。（参考：他の計器ブロックでは、自動的に COLD

スタートとなります。）再開させるには、HOTスタートまたは COLDスタートを行
ってください。 
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ブロック図 
 ES100X調節計端子

PV下下限警報設定値

パラメータ設定モード 

026 D（微分時間）読出値

025 I（積分時間）読出値
024 P（比例帯）読出値

029 

偏差警報 

SP

046 

047 

048 

049 

偏差警報

偏差

マニュアル操作量
（上位表示 MV出力値） 

PV警報

PV上上限警報 

PV下限警報 

PV下下限警報 

PV上限警報 

051 089

PV 

SP 

ローカル SP 

通
信 

LSP
072

070RSP 

084

ES100X 

本ブロック内RSP/LSP切替 SW

042 PV下限警報設定値

050 

045 

警報停止 SW 

カレント SP設定値

041 PV上限警報設定値

040 PV上上限警報設定値

039 偏差警報設定値

044 警報ヒステリシス設定値

021 PV読出値 

038 偏差出力（PV－SP）

043

023 

MV設定

MV読出値 

022 SP読出値 

081 A/M切替 

083 AT指令 

082 ES100Xパラメータ設定モード切替

053 ML（MVリミット下限設定値）

052 MH（MVリミット上限設定値）

012 スケーリング下限値設定値

011 スケーリング上限値設定値

058 D（微分時間）設定値

057 I（積分時間）設定値

056 P（比例帯）設定値

031 

032 

033 

035 

A/M状態 

AT中 

有効 PID組 No.

ES100Xパラメータ設定モード

030 運転状態 

080 運転指令 

014 スケーリング小数点位置設定値

MLL 

MLH 

MV 

MV 

AT 

A／M 

P 

D 

I 

 
RUN／STOP 

 
 

コントローラ 
ステータス 

スケーリング下限値 

スケーリング上限値 

スケーリング小数点位置 

006 対象 ES100Xユニット No.

007 割込転送許可

027 MH読出値

028 ML読出値

054 MVリミット上限到達

055 MVリミット下限到達
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：ES100X調節計
端子 

045 045 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 1 － R/W(S) － － － － 2 

 

 

■ 調節計間通信 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

006  対象 ES100Xのユニ
ット No. 
(0～99 調節計 32台
まで接続可能) 

0～99 0 － R/W(S) － － － － 2 

 007  割込転送許可 
（0:禁止/1:許可) 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 008  通信速度（kビット/s）
(0:1.2、1:2.4、2:4.8、
3:9.6、4:19.2) 

0～4 3 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 009  調節計エラーレベル
表示 

0～3 注 ○ － － － － 送 2 

 010  レスポンスコード
（ES100X宛コマンド
のレスポンスコード）

0000Hex～
2714Hex 

注 ○ － － － － 送 2 
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■ データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読
出、読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：
運転データ 

Item分類 ITEM 記号 データ内容  データ範囲 初期値

COLDス
タート時
初期化
○：する
－：しないツール

ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

データ長
(バイト)

パラメータ 011  スケーリング下
限値 

 -1999～9998 注 ○ － － － － － 2 

 012  スケーリング上
限値 

 -1998～9999 注 ○ － － － － － 2 

 014  スケーリング小
数点位置 

 0～3 注 ○ － － － － － 2 

 021 PV 測定値  -10.00～
110.00% 

注 ○ r － － － 送 2 

 022 SP 設定値  0.00～
100.00% 

注 ○ r － － － － 2 

 023 MV 操作出力値 -5.00～
105.00% 

注 ○ r － － － － 2 

 024  比例帯 0.0～999.9% 注 ○ － － － － 送 2 

 025  積分時間 

ES100X
からの
読出値

0～9999秒 注 ○ － － － － 送 2 

 026  微分時間  0～9999秒 注 ○ － － － － 送 2 

 027  MVリミット上
限値 

 -4.90～
105.00% 

注 ○ － － － － 送 2 

 028  MVリミット下
限値 

 -5.00~104.90
% 

注 ○ － － － － 送 2 

 029 CSP カレント SP設
定値 

本ブロ
ック内
LSPま
たは
RSP 

0.00~100.00
% 

注 ○ r － － － 送 2 

接点出力 030 RUN 運転状態表示 
0：STOP、1：RUN

0、1 注 ○ － － － R 送 1 

 031 A/M A/M状態表示 
0：MAN、1：
AUTO 

ES100X
からの
読出値 0、1 注 ○ － － － R 送 1 

 032 RMT ES100パラメー
タ設定モード 
0：ローカル（フ
ロントパネルに
よる設定）モー
ド 
1：リモート（シ
リアル通信によ
る設定）モード 

 0、1 注 ○ － － － R 送 1 

 033 AT AT中 
0：AT非実行中
（正常終了含
む） 
1：AT実行中 

 0、1 注 ○ － － － R 送 1 

パラメータ 035  有効 PID組 No. ES100X
からの
読出値

1~8 注 ○ － － － － － 2 

 038  偏差出力値(偏
差=PV-SP) 

本ブロ
ック内
演算結
果 

±110.00% 0.00 ○ － － － － － 2 

 039  偏差警報設定値 本ブロ
ック内
設定 

0~110.00% 110.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 040  PV上上限警報
設定値 

 -10.00~110.0
0％ 

110.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 041  PV上限警報設
定値 

 -10.00~110.0
0% 

100.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 042  PV下限警報設
定値 

 -10.00~110.0
0％ 

0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 
読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読
出、読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：
運転データ 

Item分類 ITEM 記号 データ内容  データ範囲 初期値

COLDス
タート時
初期化
○：する
－：しないツール

ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

データ長
(バイト)

 043  PV下下限警報
設定値 

 -10.00~110.0
0% 

-10.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 044  ヒステリシス設
定値 

 0.00~110.00
% 

1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 045 DVA 偏差警報値 本ブロ
ック内
演算結
果 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 046 HH PV上上限警報
値 

 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 047 H PV上限警報値  0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 048 L PV下限警報値  0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 049 LL PV下下限警報
値 

 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

接点入力 050 AS 警報停止 SW 
0：警報、1：停
止 

ES100X
への書
込値 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ 
出力 

051  MV設定  -5.00～
105.00% 

注 ○ r/w － － － － 2 

パラメータ 052  MVリミット上
限値設定値 

 -4.90~105.00
% 

注 ○ R/W(O) － W － 受 2 

 053  MVリミット下
限値設定値 

 -5.00~104.90
% 

注 ○ R/W(O) － W － 受 2 

接点出力 054 MHA MVリミット上
限到達 
出力値 
1：上限値以上 
AUTO時のみ有
効（MANは常時
0） 

本ブロ
ック内
演算結
果 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 055 MLA MVリミット下
限到達 
出力値 
1：下限値以下 
AUTO時のみ有
効（MANは常時
0） 

 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

パラメータ 056  P（比例帯）設定
値 

ES100X
への書
込値 

0.0~999.9% 注 ○ R/W(O) － W － 受 2 

 057  I（積分時間）設
定値 
（0：積分なし） 

 0～9999秒 注 ○ R/W(O) － W － 受 2 

 058  D（微分時間）
設定値 
（0：微分なし） 

 0～9999秒 注 ○ R/W(O) － W － 受 2 

アナログ入
力接続情報 

070  リモート SP発
信元指定 

本ブロ
ック内
設定 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

071  リモート SP入
力値 

ES100
への書
込値 

0.00～
100.00% 

0.00 ○ － － － － － 2 

パラメータ 072  ローカル SP設
定値 

 0.00～
100.00% 

注 ○ R/W(O) － W － 受 2 

接点入力 080 RUN ES100X運転指
令 
0：STOP、1：RUN 

0、1 注 ○ R/W(O) － － R/W 受 1 

 081 A/M A/M SW 
0：MAN、1：
AUTO 

ES100
への書
込値 

0、1 注 ○ R/W(O) － － R/W 受 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 
読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読
出、読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：
運転データ 

Item分類 ITEM 記号 データ内容  データ範囲 初期値

COLDス
タート時
初期化
○：する
－：しないツール

ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

データ長
(バイト)

 082 RMT ES100パラメー
タ設定モード切
替 
0：ローカル（フ
ロントパネルに
よる設定）モー
ド、1：リモート
（シリアル通信
による設定）モ
ード 

 0、1 注 ○ R/W(O) － － R/W 受 1 

 083 AT AT指令 
0：AT中止指令、
1：AT実行指令 

 0、1 注 ○ R/W(O) － － R/W 受 1 

接点入力・ 
パラメータ 

084 R/L 本ブロック内
RSP／LSP切替
SW 
0：ローカル SP、
1：リモート SP 
注：ITEM085が
1（RSP/LSP切替
可能）のときの
み有効 

本ブロ
ック内

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

パラメータ 085  SP設定方式（初
期設定） 
0：LSPのみ、1：
RSP/LSP切替可
能（0にすると、
ITEM084は無
効） 

 0、1 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

 088  上位表示のMV
反転 
0：なし、1：あ
り 
注：反転とは、0
～100%を 100～
0%に変える 

 0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 089 MV 上位表示MV出
力値 

 -5.00~105.00
% 

注 ○ R/W(O) － W － 送受 2 

 098  MV置き針位置  -5.00~105.00
% 

0.00 ○ R/W(O) － W － 送受 2 

 099  札掛け  0~15 0 ○ R/W(O) － W － 送受 2 

注： 
・ES100Xを複数接続する場合、通信速度設定（ITEM008）は、ブロック番地がもっとも小さい

ES100X調節計端子ブロックの ITEM008が有効となります。なお、通信速度変更時は、ルー
プコントロールユニット（PLC本体）の運転開始時に有効となります。 
・ES100Xのデータを読み出すとき、PVおよび SPの値は、スケーリング下限値（ITEM012）/
上限値（ITEM012）にしたがって、ループコントロールユニット内部のデータ 0.00～100.00%
に変換されます。 
逆に、ES100Xにデータを書き込むときは、ループコントロールユニット内部のデータ 0.00～
100.00%を、スケーリング下限値（ITEM012）/上限値（ITEM012）にしたがってスケーリング
した値を、書き込みます。 

・ループコントロールユニットの運転開始時（HOTスタート、COLDスタートいずれも）には、
安全のため、本計器ブロックの設定 ITEMではなく、ES100X内のデータを読み出し、それを
本計器ブロックの ITEMの初期値とします。対象 ITEMは、上記の「■ITEM一覧」で、「注」
として初期値が記入されていない ITEMです。 
・ES100Xのデータ読み書きのタイミング 

ES100X調節計端子ブロックは、1演算周期に 1ブロックのみ実行されます。 
したがって、n個の ES100X調節計端子ブロックを使用している場合、1つの ES100X調節計
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端子ブロックは、n演算周期に 1回実行されます。 
1)ES100X→ループコントロールユニットへの読み出し： 

ES100X調節計端子ブロックが実行されるタイミングで読み出されます。 
2)ループコントロールユニット→ES100Xへの書き込み： 
・割込転送許可フラグ（ITEM007）が 0（OFF）のとき 
ES100X調節計端子ブロックが実行されるタイミングで書き込まれます。 
・割込転送許可フラグ（ITEM007）が 1（ON）のとき 
その ES100X調節計端子ブロックは、他の ES100X調節計端子ブロックが実行される演算
周期であっても、割り込んで書き込みが実行されます。ただし、リモート SP設定（ITEM084
および 085がともに 1）の場合は、SPは、その ES100X調節計端子ブロックが実行される
タイミングのみで ES100Xに書き込まれます。 

・ES100Xのデータ更新周期 
1台の ES100Xとの全データの読み書きには、ES100X調節計端子ブロックを複数回実行する
ことが必要です。 
したがって、ES100X 1台に対するデータ更新周期は、演算周期が 0.1秒（初期値）の場合、
約 1秒です。演算周期が長くなると、演算周期に比例して倍数で長くなります。 
そのため、n台の ES100Xを接続している場合、ES100X 1台に対するデータ更新周期は、約 n
秒です。 
・エラーレスポンスコード（ITEM010） 

ES100Xとの通信は正常に実行されている場合で、ES100X宛に通信コマンドを発行して受信
したレスポンスエラーコードを表示します。 
詳細は、ES100X「通信編 ユーザーズマニュアル」を参照してください。 
・調節計エラーレベル 0～3表示（ITEM009） 

ES100X宛の変数読み出しコマンドによって読み出せる以下のエラーグループに応じて、
ES100Xのエラーレベルを 0～3に分けたものです。 
0：エラーなし 
1：グループ 0、1（校正データエラー、内部電圧エラーなど） 
2：グループ 2、3（PVエラーなど） 
3：グループ 9（モータキャリブレーション設定エラーなど） 
詳細は、ES100X「通信編 ユーザーズマニュアル」を参照してください。 
・本計器ブロック固有の実行エラー一覧 
コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

29 外部接続機器
受信異常 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、ES100X調節計からの受
信データの通信フレームエラーが、発
生した（FCSチェックエラーまたはフ
レームエラーが 3回連続で発生し
た）。 

発生している
ES100Xとの通信を
やめ、他の ES100X
との通信処理へ移行
する。 

・伝送経路をチェックして
ください。 
・通信条件（データ長 7ビ
ット、偶数パリティ、2
ストップビットである
か）をチェックしてくだ
さい。 

30 レスポンスタ
イムアウト 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、調節計へのデータ送信後、
レスポンスが返ってこない（5秒後内
にレスポンスが返ってこないことが
3回発生した）。 

発生している
ES100Xとの通信を
やめ、他の ES100X
との通信処理へ移行
する。 

・伝送経路をチェックして
ください。 
・通信条件（データ長 7ビ
ット、偶数パリティ、2
ストップビットである
か）をチェックしてくだ
さい。 
・他の ES100X側の必要条
件（パラメータ設定モー
ドなど）をチェックして
くだい。 

31 調節計ユニッ
ト No.重複 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、対象ユニット No.
（ITEM006）が、他の ES100X調節計
接続ブロックと重複している。 
設定した対象ユニット No.が実際の
ES100Xの設定ユニット No.にないと
きは、レスポンスタイムアウト（30）
となる。 

ES100Xとの通信を
停止する。 

対象ユニット No.
（ITEM006）が重複しない
ように設定してください。
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ES100Xとの接続方法（ハード） 

■ RS-232Cによるループコントロールユニットと ES100X間の 1：1接続時 

● システム構成 

 

RS-232Cポート 

（D-SUB9ピンオス） 

●ループコントロールユニット 

CS1 CPUユニット 

●ES100X（RS-232Cシリアル通信機能付き） 

形 ES100□-□□□□01□□ 

RS-232C 
15m （ループコントロールユニットに標準付属） 

プラグ：XM2A-0901 フード：XM2S-0911-E 

 

● 配線 

 
 RS-232C 

信号名 
ピン 

No. 
FG 1 
SD 2 
RD 3 
RS 4 
CS 5 
5V 6 
DR 7 
ER 8 
SG 9 

 

(ケーブルのコネクタ形状：オス)

 

シールド線 

 
 
 
 RS-232C 
信号名 端子 

SD 17 
RD 16 
SG 15 

 端子台 

D-SUB9ピン メス 

(ケーブルのコネクタ形状：オス)

ES100ループコントロールユニット

 

● RS-232C用推奨ケーブル 

UL2464 AWG28×5P IFS-RVV-SB（UL品） （藤倉電線製） 

AWG28×5P IFVV-SB（非 UL品） 

UL2464-SB（MA）5P×28AWG（7/0.127）（UL品） （日立電線製） 

CO-MA-VV-SB 5P×28AWG（7/0.127）（非 UL品） 

● 適合コネクタ 

・ ループコントロールユニット側の RS-232C9ピン用適合コネクタ 
品名 形式 仕様 

プラグ XM2A-0901 9pinオス 

フード XM2S-0911-E 9pinミリネジ用
組み合わせて使用 
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■ RS-232C／RS-485変換によるループコントロールユニットと ES100X間の

1：N（N＝1～31）接続時 

● システム構成 
 

RS-232Cポート 

（D-SUB9ピンメス） 

RS-232Cポート 

(D-SUB9ピンオス)

●ループコントロールユニット 

CS1 CPUユニット 

RS-232C/422A変換ユニット 

形 NT-AL001 

RS-485 2線式（最大 500m） 
RS-232C 

（最大 15m） 

（ループコントロールユニットユニットに標準付属）

プラグ：XM2A-0901 フード： XM2S-0911-E 

●ES100X（RS-422A/485シリアル通信機能付き）
 形 ES100□-□□□□04□□ 

 最大 32台  

● 配線 
 

RS-232C 

信号名 
ピン 
No. 

FG 1 
SD 2 
RD 3 
RS 4 
CS 5 
+5V 6 
DR 7 
ER 8 
SG 9 

D-SUB9ピン メス 
RS-485 
信号名 端子 

SG 15 
RDB 17 
RDA 16 

  
  

端子台 

RS-485 
信号名 端子 

SG 15 

RDB－ 17 

RDA＋ 16 

  

  
端子台 

RS-485 
信号名 ピン

No. 
GRD 1 
SG 2 

SDB 3 
SDA 4 
RDB 5 
RDA 6 

端子台 シールド線 

シールド線 

形 XW2Z-070T-1 
（0.7m） 
形 XW2Z-200T-1 
（2m） 注：2線式／4線式の選択を、2線式

（RS-485）とするため、 
ディップスイッチを以下とします。
SW1-3:ON、SW1-4：ON 
（2線式、RS-485） 

（ケーブルのコネクタ形状：オス）
（ケーブルのコネクタの
形状：オス） 

RS-232C 
ピン 
No. 

信号名 

1 未使用 

2 SD 
3 RD 
4 RS 
5 CS 
6 +5V 
7 DR 
8 ER 
9 SG 

D-SUB9ピン メス 

ループコントロールユニット 

ES100X （ユニット No.30）

ES100X （ユニット No.0）

形 NT-AL001 

RS-232C/RS-422A変換ユニット 

 
 

お願い 

 

・ループコントロールユニットの RS-232Cポートの 6番ピンの+5V電源は、形
NT-AL001以外の機器には接続しないでください。外部機器およびループコントロ
ールユニットが故障する恐れがあります。 
・形 NT-AL001の 2線式／4線式の選択を、2線式（RS-485）としてください。 
ディップスイッチを以下とします。 
 SW1-3:ON、SW1-4：ON（2線式、RS-485） 
 

● ループコントロールユニット－NT-AL001間の RS-232C用推奨ケーブル 
品名 形式 長さ 

形 NT-AL001接続用ケーブル 形 XW2Z-070T-1 0.7m 

 形 XW2Z-200T-1 2.0m 

参考：適合コネクタ 
ループコントロールユニット側および形 NT-AL001の RS-232C9ピン用適合コネクタは、
以下のとおりです。 
品名 形式 仕様 

プラグ XM2A-0901 9pinオス 

フード XM2S-0911-E 9pinミリネジ用 

組み合わせて使用 
（ループコントロールユニットに
各 1個標準付属） 

● RS-485用推奨ケーブル 

CO-HC-ESV-3P×7/0.2（平河ヒューテック製） 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSV
タグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

009 調節計エラーレベル表示 ERR1 

010 レスポンスコード RES 

021 PV（測定値） PV 

024 P（比例帯） P 

025 I（積分時間） I 

026 D（微分時間） D 

027 MVリミット上限値 MH 

028 MVリミット下限値 ML 

029 SP（設定値） SP 

030 運転状態表示 RUN 

031 A/M状態表示 A/M_SW 

032 ES100Xパラメータ設定モード RMT 

033 AT中 AT 

039 偏差警報設定値 DVA_SP 

040 PV上上限警報設定値 HH_SP 

041 PV上限警報設定値 H_SP 

042 PV下限警報設定値 L_SP 

043 PV下下限警報設定値 LL_SP 

045 偏差警報設定値 DVA 

046 PV上上限警報値 HH 

047 PV上限警報値 H 

048 PV下限警報値 L 

049 PV下下限警報値 LL 

050 警報停止 SW AOF 

052 MVリミット上限値 MH 

053 MVリミット下限値 ML 

054 MVリミット上限到達出力値 MHA 

055 MVリミット下限到達出力値 MLA 

056 P（比例帯） P 

057 I（積分時間） I 

058 D（微分時間） D 

072 SP（設定値） SP 

080 ES100X運転指令 RUN 

081 A/M SW A/M_SW 

082 ES100Xパラメータ設定モード RMT 

083 AT指令 AT 

084 本ブロック内 RSP/LSP切替 SW R/L_SW 

085 SP設定方式 CAS_SET 

089 操作出力量 MV 

098 MV置き針位置 MV_IDX 

099 札掛け OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜110＞ 4点警報指示 100～349 
4 
警報・信号制限・記憶ブロック 
＜110＞ 4点警報指示 100～349 

概説 
本計器ブロックは、4点警報付き PV指示計です。 

・PV警報 4点（上上限、上限、下限、下下限）付き 

・機能は、指示ブロック（形式 034）と同一です。 

用途 
演算ブロックの一種としてブロック番地 100～349に割り付けられます。（指示ブロッ
ク（形式 034）は、調節ブロックの一種としてブロック番地 001～032に割り付けられ
ます。） 

したがって、市販の SCADAソフトで読み書きする場合で、かつ調節ブロックを最大
32個すでに使用済みの場合に、使用します。 
注：パソコン宛 1ブロック送信端子／パソコン宛 4ブロック送信端子（形式 403／404）の送信
対象とはなりません。したがって、モニタソフトで使用する場合は、指示ブロック（形式
034）を使用してください。 

ブロック図 
 

PV

013

014

015

016

PV警報

PV上上限警報 

PV下限警報 

PV上限警報 
006 

008～012 PV警報設定値/ヒステリシス

017 警報停止 SW 

PV

PV下下限警報 

018 PV異常接点入力 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：4点警報指示 110 110 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

006  PV発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 PV PV入力値 -15.00～
+115.00% 

0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

008  上上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

115.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 009  上限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

100.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010  下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 011  下下限警報設定値 -15.00～
+115.00% 

-15.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012  ヒステリシス設定値 0～115.00% 1.00 － R/W(S) － W － － 2 

接点出力 013 HH 上上限警報出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 014 H 上限警報出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 015 L 下限警報出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 016 LL 下下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 
パラメー
タ 

017 
 

S1 
 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

発信元指
定接点入
力 

018  PV異常接点発信元指
定 

BBBIII 000000 － － － － － － 4 

接点出力 019  PV異常表示 
0：正常、1：異常 

0、1 0 ○ － － － － 送 1 

パラメー
タ 

020  警報制限＊2 
0：なし、1：あり 
注：警報設定値の範囲
を 0.00~100.00%に制
限 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

＊2： ITEM020（警報制限）が 1（ON）の場合、以下のように、警報設定値の範囲を 0.00～100.00%
に制限します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能）。 

・上上限警報設定値（ITEM008）または上限警報設定値（ITEM009）に 100.00%以上の値を
設定したとき、PVが警報設定値を上回っても、警報出力を 1（ON）としません。 

・下下限警報設定値（ITEM011）または下限警報設定値（ITEM010）に 0.00%以下の値を設
定したとき、PVが警報設定値を下回っても、警報出力を 1（ON）としません。 
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■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) － W － 送受 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 PV入力値 PV 

008 上上限警報設定値 HH_SP 

009 上限警報設定値 H_SP 

010 下限警報設定値 L_SP 

011 下下限警報設定値 LL_SP 

013 上上限警報出力値 HH 

014 上限警報出力値 H 

015 下限警報出力値 L 

016 下下限警報出力値 LL 

017 警報停止 SW AOF 

019 PV異常表示 PV_ABN 

099 札掛け OP_MK 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜111＞ 上下限警報 100～349 
4 
警報・信号制限・記憶ブロック 
＜111＞ 上下限警報 100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ信号の上下限警報を行います。 

・ヒステリシス設定付 

・上限設定値を下限設定値より小さく設定できます。 

ブロック図 
 

U2 下限警報013 

007 入力 X1 

U1 上限警報012 

入力 X1

A3

A2

1 

0 

A1

1 

0 

A3

009上限設定値 A1 

010下限設定値 A2 

011ヒステリシス設定値 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：上下限警報 111 111 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

008 X1 入力値 ±320.00%  ○ r R － － 送 2 

パラメー
タ 

009 A1 上限警報設定値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 010 A2 下限警報設定値 ±320.00% -320.00 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 011 A3 ヒステリシス設定値 0～320.00% 1.00 － R/W(S) － W － 送受 2 

接点出力 012 U1 上限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 013 U2 下限警報出力値 0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 4ブロック送信端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでの
モニタタグ 

b）SCADAソフトでの
CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 なし MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

008 入力値 PV X1 

009 上限設定値 H_SP A1 

010 下限設定値 L_SP A2 

011 ヒステリシス設定値 なし A3 

012 上限警報出力値 H U1 

013 下限警報出力値 L U2 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜112＞ 偏差警報 100～349 
4 
警報・信号制限・記憶ブロック 
＜112＞ 偏差警報 100～349 

概説 
本計器ブロックは、二つのアナログ信号間の偏差警報（比較）を行います。 

（入力 X2－基準入力 X1）が、偏差上限設定値以上で、偏差上限警報が 1（ON）。偏
差下限設定値以下で偏差下限警報が 1（ON）となります。 

・ヒステリシス設定付 

・偏差上限設定値を偏差下限設定値より小さく設定できます。 

ブロック図 
 

U2 下限警報015 

007 基準入力 X1 U1 上限警報014 

偏差（基準入力 X2ー入力 X1）

A3

A2

1 

0 

A1

1 

0 

A3

008 入力 X2 

 0 

011偏差上限設定値 A1 

012偏差下限設定値 A2 

013ヒステリシス設定値 A3 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：偏差警報 112 112 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定  
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

009 X1 基準入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 010 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － W － 送 2 

パラメー
タ 

011 A1 偏差上限設定値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 A2 偏差下限設定値 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013 A3 ヒステリシス設定値 0～320.00% 1.00 － R/W(S) － W － 送受 2 

接点出力 014 U1 偏差上限警報出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 015 U2 偏差下限警報出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

009 基準入力値 X1 

010 入力値 X2 

011 偏差上限設定値 A1 

012 偏差下限設定値 A2 

013 ヒステリシス設定値 A3 

014 偏差上限警報出力値 U1 

015 偏差下限警報出力値 U2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜113＞ 変化率演算・警報 100～349 
4 
警報・信号制限・記憶ブロック 
＜113＞ 変化率演算・警報 100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ信号の変化率を出力すると同時に、変化率の上下限警報
も行います。 

変化率は、1秒、1分、1時間あたり、入力 X1が何%変化したかを出力します。変化
の判断は、入力 X1の値と、記憶してある H×N秒前のデータを比較します。 

正方向の変化率設定値 A1より大であれば、出力 U1が 1（ON）になります。 

負方向の変化率設定値 A2より小であれば、出力 U2が 1（ON）になります。 

各設定値は、それぞれヒステリシス A3を持っています。 

ブロック図 
 

U2 負方向警報017 

007入力 X1 

U1 正方向警報016 

 
変化率演算 

変化率警報 

Y1出力（変化率）015 

009サンプリング周期 H 

010サンプル数 N 

012正方向変化率設定値 A1 

013負方向変化率設定値 A2 

014ヒステリシス設定値 A3 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1  － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：変化率演算・警
報 

113 113 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1 

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 H サンプリング周期(0:
演算周期) 

0～320秒 0 － R/W(S) － W － 送受 2 

 010 N サンプル数 1～8 8 － R/W(S) － W － 送受 1 

 011  変化率の単位(0:%/s、
1:%/min、2:%/h) 

0～2 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

 012 A1 正方向変化率警報設
定値 

0～320.00 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013 A2 負方向変化率警報設
定値 

0～320.00 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 014 A3 ヒステリシス設定値 0～320.00 1.00 － R/W(S) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

015 Y1 変化率出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

接点出力 016 U1 正方向警報出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 017 U2 負方向警報出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 サンプリング周期 H 

010 サンプル数 N 

011 変化率の単位 TM 

012 正方向変化率警報設定値 A1 

013 負方向変化率警報設定値 A2 

014 ヒステリシス設定値 A3 

015 変化率出力値 Y1 

016 正方向警報出力値 U1 

017 負方向警報出力値 U2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜115＞ 上下限リミッタ 100～349 
4 
警報・信号制限・記憶ブロック 
＜115＞ 上下限リミッタ 100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ信号の上下限制限を行います。 

ブロック図 
 

Y1 出力007 入力 X1 011 

入力 X1 

A1 上限リミット 

A2 下限リミット 

出力 Y1 

009 上限リミット値 A1 

010 下限リミット値 A2 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：上下限リミッタ 115 115 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 A1 上限リミット値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010 A2 下限リミット値 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

011 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 



4 警報・信号制限・記憶ブロック 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 上限リミット値 A1 

010 下限リミット値 A2 

011 出力値 Y1 

 



4 警報・信号制限・記憶ブロック 
＜116＞ 偏差リミッタ 100～349 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜116＞ 偏差リミッタ 100～349 
4 
警報・信号制限・記憶ブロック 
＜116＞ 偏差リミッタ  100～349 

概説 
本計器ブロックは、2個のアナログ信号の偏差（X2－X1）を演算し、その上下限範囲
を制限して、出力します。 

ブロック図 
 

Y1 出力 013 

偏差（基準入力 X2ー入力 X1） 

007 入力 X1 
A1 上限リミット

A2 下限リミット

出力 Y1

008 基準入力 X2 

011 上限リミット値 A1 

012 下限リミット値 A2 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：偏差リミッタ 116 116 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

009 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 010 X2 基準入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

011 A1 上限リミット値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 A2 下限リミット値 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

013 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

009 入力値 X1 

010 基準入力値 X2 

011 上限リミット値 A1 

012 下限リミット値 A2 

013 出力値 Y1 

 



4 警報・信号制限・記憶ブロック 
＜118＞ アナログ記憶 100～349 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜118＞ アナログ記憶 100～349 
4 
警報・信号制限・記憶ブロック 
＜118＞ アナログ記憶  100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ信号の最大値、最小値または瞬時値の記憶を行い、その
値を出力します。 

・最大値を記憶して出力 

・最小値を記憶して出力 

・瞬時値を記憶して出力 

・記憶値のリセット機能付き 

 

記憶の種類が瞬時値記憶の場合、リセット SW（S1）が 1（ON）→0（OFF）に立ち下
がったときの瞬時値が記憶され Y1に出力されます。 

記憶の種類が最大値または最小値の場合、リセット SW（S1）が 0（OFF）の時に最大
値または最小値が記憶され、Y1に出力されます。リセット SW（S1）が 1（ON）の時
に、記憶されません。 

リセット SW（S1）が 1（ON）の時に、入力 X1=出力 Y1となります。 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の記憶値がクリアされます。HOTスター
ト時には保持されます。 

用途 
ピークホールド、接点立ち下がり時のホールドなど 

ブロック図 
 

Y1 出力010 007 入力 X1 

記憶 

・最大値 

・最小値 

・瞬時値

009 S1 リセット

・最大値 

・最小値 

・瞬時値 

 のいずれか
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：アナログ記憶 118 118 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1 

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

 006  記憶の種類(1:最大
値、2:瞬時値、3:最小
値) 

1～3 2 － R/W(S) － － － 送受 1 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、
III:ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

接点入
力・ 
パラメー
タ 

009 S1 リセット SW 
1でリセット。
ITEM006＝2のとき、
1→0で記憶。
ITEM006＝1、3のと
き、1で記憶、0で記
憶なし。 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

010 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

006 記憶の種類 KN 

008 入力値 X1 

009 リセット SW S1 

010 出力値 Y1 

 



5 数値演算ブロック 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜121＞ 加減算 100～349 
5 
数値演算ブロック 
＜121＞ 加減算  100～349 

概説 
本計器ブロックは、4個までのアナログ入力信号の加算を行います。 

Y1＝K1×X1 + K2×X2 + K3×X3 + K4×X4 + A1 

ゲインおよびバイアスが可能 

内部演算：倍精度(32ビット) 
注：演算式には、100%を 1.0として、計算してください。 
例）X1＝20%、X2＝－10%、X3＝70%、X4＝－30%、K1＝1.0、K2＝5.0、K3＝0.5、 

K4＝－0.5、A1＝－40%の場合、 
Y1＝｛1.0×0.2＋5.0×（－0.1）＋0.5×0.7＋（－0.5）×（－0.3）－0.4｝×100% 
＝｛0.2－0.5＋0.35＋0.15－0.4｝×100% 
＝－20% 

ブロック図 
 

020 
008 入力 X2 

加減算演算*1

007 入力 X1 

010 入力 X4 

009 入力 X3 

*1：Y1＝K1×X1 + K2×X2 + K3×X3+ K4×X4 + A1

015 

016 

017 

018 

019 

ゲイン K1 

ゲイン K2 

ゲイン K3 

ゲイン K4 

バイアス A1 

Y1 出力
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：加減算 121 121 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 009  X3発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 010  X4発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

011 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 012 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 013 X3 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 014 X4 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

015 K1 ゲイン K1 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 016 K2 ゲイン K2 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 017 K3 ゲイン K3 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 018 K4 ゲイン K4 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 019 A1 バイアス A1 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

020 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 



5 数値演算ブロック 
＜121＞ 加減算 100～349 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

011 入力値 X1 X1 

012 入力値 X2 X2 

013 入力値 X3 X3 

014 入力値 X4 X4 

015 ゲイン K1 K1 

016 ゲイン K2 K2 

017 ゲイン K3 K3 

018 ゲイン K4 K4 

019 バイアス A1 A1 

020 出力値 Y1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜122＞ 乗算 100～349 
5 
数値演算ブロック 
＜122＞ 乗算 100～349 

概説 
本計器ブロックは、2個のアナログ入力信号の乗算を行います。 

Y1＝（K1×X1+ A1）（K2×X2 + A2）+ A3 

ゲインおよびバイアスが可能 

内部演算：倍精度(32ビット) 
注：演算式には、100%を 1.0として、計算してください。X2入力がない場合、A2=100.00%とし
てください。 

ブロック図 
 

Y1 出力016 乗算演算*1

007 入力 X1

008 入力 X2

*1：Y1＝（K1×X1 + A1)（K2×X2 + A2) + A3

011 

012 

013 

014 

015 

ゲイン K1 

ゲイン K2 

バイアス A1 

バイアス A2 

バイアス A3 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：乗算 122 122 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

009 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 010 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － －  送 2 

パラメー
タ 

011 K1 ゲイン K1 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 K2 ゲイン K2 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013 A1 バイアス A1 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 014 A2 バイアス A2 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 015 A3 バイアス A3 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

016 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

009 入力値 X1 X1 

010 入力値 X2 X2 

011 ゲイン K1 K1 

012 ゲイン K2 K2 

013 バイアス A1 A1 

014 バイアス A2 A2 

015 バイアス A3 A3 

016 出力値 Y1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜123＞ 除算 100～349 
5 
数値演算ブロック 
＜123＞ 除算 100～349 

概説 
本計器ブロックは、2個のアナログ入力信号の除算を行います。 

Y1=
K1×X1+A1
K2×X2+A2

+A3
 

・ゲインおよびバイアスが可能 

・内部演算：倍精度(32ビット) 
注：演算式には、100%を 1.0として、計算してください。X2入力がない場合、A2=100.00%とし
てください。 

ブロック図 
 

Y1 出力016 除算演算*1

007 入力 X1 

008 入力 X2 

011 

012 

013 

014 

015 

ゲイン K1 

ゲイン K2 

バイアス A1 

バイアス A2 

バイアス A3 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：除算 123 123 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

009 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 010 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

011 K1 ゲイン K1 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 K2 ゲイン K2 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013 A1 バイアス A1 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 014 A2 バイアス A2 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 015 A3 バイアス A3 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

016 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

009 入力値 X1 X1 

010 入力値 X2 X2 

011 ゲイン K1 K1 

012 ゲイン K2 K2 

013 バイアス A1 A1 

014 バイアス A2 A2 

015 バイアス A3 A3 

016 出力値 Y1 
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形式 ブロック名 ブロック番地  

＜126＞ 算術演算 100～349 
5 
数値演算ブロック 
＜126＞ 算術演算 100～349 

概説 
工業単位での各種の演算が可能です。しかも、四則演算以外の平方根、三角関数、指
数、対数などの特殊演算も可能です。 
注： 他の数値演算ブロック（加減算、乗算、除算）が 0～100%の%単位で演算処理をしている

のに対して、本計器ブロックでは、いったん入力 X1～8を工業単位（実数）にスケーリン
グして、工業単位で演算処理をします。 

 

条件式の成立/不成立、または接点入力 S1の ON/OFFにしたがって、2つの演算式（Then

演算式/Else演算式）を切り替えて実行し、演算結果 Y0を出力します。 

条件式なしで、常時、1つの演算式（Then演算式）のみを実行することも可能です。 

 

・最大 8個までのアナログ入力信号 X1～X8を、浮動小数点（実数）データにスケー
リングした上で、条件式および演算式に、使用可能です。 

・各種演算子（四則演算、三角関数演算など）、浮動小数点定数 A1～A8、中間バッフ
ァ B1～B4も、条件式および演算式に使用可能です（条件式および演算式の合計文
字数は、32文字以内の条件です）。 

・条件式には、比較演算子（＜、＞など）が必須です。 

・中間バッファ B1～B4に、指定した演算結果を格納することも可能です。 

・入力 X1～X8の発信元のデータが、本ユニット内正規化データか浮動小数点かを自
動判別します（浮動小数点データの場合、スケーリング機能を無効とします）。こ
れにより、発信元のデータとして、正規化データばかりでなく、浮動小数点データ
も指定可能です（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

なお、 入力 X1～X8の発信元のデータが浮動小数点データの場合、X1～X8入力値
（ITEM021～028）は、0固定表示となります。 
注：演算結果 Y0の出力データ形式は、ループコントロールユニット内部のデータ（0.00～

100.00%の固定小数点）に正規化した値 Y1、および浮動小数点データ Y2/Y3の両方が可
能です。 
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ブロック図 
 

演算リセッ 
ト指令 S2 

012 入力 X2 

011 入力 X1 

014 入力 X4 

013 入力 X3 

016 入力 X6 

015 入力 X5 

018 入力 X8 

017 入力 X7 

接点入力 
S1 

061 

062 

 
条件式＊1＊2 
（ITEM070） 

＊1：条件式なしの場合は、Then演算式のみを実行します。 
＊2：入力 X1～X8、A1～A8（定数）、B1～B4（中間バッファ）、 

演算子を使用可能。条件式には比較演算子が必要。 

  Y0 
（演算結果） 

接点入力 

Then/Else演算式の切替方法

算術演算

指定

条件判定

条件判定モード（ITEM010）
0：条件式による、1：接点入力による 

Then演算式＊2
（ITEM081） 

Else演算式＊2
（ITEM082） 

1（または成立）のとき

0（または不成立）のとき

093 Y1 正規化出力

095 Y3 浮動小数点
   出力下位 

094 Y2 浮動小数点
   出力上位 

Y0 演算結果

U0 条件判定結果080 

出
力
逆
ス
ケ
ー
リ
ン
グ 

入
力
ス
ケ
ー
リ
ン
グ 

083 

 

説明 
ITEM010の条件判定モードによって、Then演算式/Else演算式の切替方法を指定します。 

■ 1）ITEM010の条件判定モードが 0（条件式にしたがう）の場合 

・条件式が成立したとき（条件判定出力が 1のとき）、Then演算式を実行します。 

・条件が成立していないとき（条件判定出力が 0のとき）、Else演算式を実行します。 

条件式：比較演算子を使用した式。32文字以内記述します。 

Then演算式：演算結果 Y0＝の右辺の式を、32文字以内記述します。 

Else演算式：演算結果 Y0＝の右辺の式を、32文字以内記述します。 
注： 条件式が空（なし）の場合、または条件式に比較演算子が含まれない場合は、無条件に Then
演算式を実行します。 

■ 2）ITEM010の条件判定モードが 1（接点入力 S1にしたがう）の場合 

・接点入力 S1が 1のとき（条件判定出力が 1のとき）、Then演算式を実行します。 

・接点入力 S1が 0のとき（条件判定出力が 0のとき）、Else演算式を実行します。 

Then演算式：演算結果 Y0＝の右辺の式を、32文字以内記述します。 

Else演算式：演算結果 Y0＝の右辺の式を、32文字以内記述します。 

 

条件式で使用可能な比較演算子は、以下のとおりです（条件式のみで使用可能）。 

＝、＞、＜、＜＞、＞＝、＜＝ 
注：条件式における比較演算子＝の使用上の留意点： 
演算式の内部演算は、浮動小数点演算（単精度）を行っているため、スケーリング時の割り
算、演算子／による割り算、数学関数などで、浮動小数点の誤差が発生します。したがって、
比較演算子＝を使用するときは、上記内容を考慮して使用するか、または条件に「大小関係」
を組み合わせて＞＝、＜＝を使用してください。 
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条件式および演算式で使用可能な演算子は、以下のとおりです。 
記号 演算子  記号 演算子 

＋ 加算  EXP（x） EXP（指数） 

－ 減算  LN（x） 自然対数 

＊ 乗算  LOG（x） 常用対数（log10） 

／ 除算  P10（x） 10のべき乗 

ABS（x） 絶対値  SQRT（x） 平方根 

ACOS（x） ACOS    

ASIN（x） ASIN    

ATAN（x） ATAN    

COS（x） COS    

SIN（x） SIN    

TAN（x） TAN    

注：引数 xには、定数、アナログ入力信号 X1～X8、定数 A1～A8、バッファ B1～B4、演算結果
Y0を使用可能。 

■ 設定例 

ITEM 項目 データ 

010 条件判定モード 0（：条件式による） 

070 条件式 (X1+X2+X3+X4+A5+A6+A7+A8)/A1>=A2 

071 中間バッファ B1= LN(X1)+EXP(X2) 

072 中間バッファ B2= B2+SQRT(Y0) 

073 中間バッファ B3= B2+X1*(-1.2345E-9) 

074 中間バッファ B4= SQRT(A8*(X1+X2)+A7) 

081 Then演算式 Y0= X1+B3+B4 

082 Else演算式 Y0= X2+B3-B4 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：算術演算 126 126 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付
録「実行エラーコード一覧」を
参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：
0.5、 
4：1、5：2 

0～5 4 － R/W(S) － － － － 2 

接点入力 010  条件判定モード 
0：条件式による（ITEM070：
ブランクの場合は Then式実
行） 
1：接点入力による（ITEM061）

0、1 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

アナログ
入力接続
情報 

011  X1発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X2発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X3発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  X4発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  X5発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  X6発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  X7発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  X8発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

021 X1 X1入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 X2 X2入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 X3 X3入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 X4 X4入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 X5 X5入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 026 X6 X6入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027 X7 X7入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 028 X8 X8入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

031  X1スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁 

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 032  X1スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁 

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 033  X2スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 034  X2スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 035  X3スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 036  X3スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 037  X4スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 038  X4スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 039  X5スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 040  X5スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 041  X6スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 042  X6スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 043  X7スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 044  X7スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 045  X8スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 046  X8スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 051  A1 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 

 052  A2 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 

 053  A3 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 

 054  A4 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 

 055  A5 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 

 056  A6 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 

 057  A7 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 058  A8 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁 

10文字以内  － R/W(O) － － － － 12 

接点入力 061 S1 接点入力 0、1  ○ － － － R/W 送受 1 

 062 S2 演算リセット指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

パラメー
タ 

070  条件式 32文字以内  － R/W(S) － － － － 34 

 071  B1中間バッファ 32文字以内  － R/W(S) － － － － 34 

 072  B2中間バッファ 32文字以内  － R/W(S) － － － － 34 

 073  B3中間バッファ 32文字以内  － R/W(S) － － － － 34 

 074  B4中間バッファ 32文字以内  － R/W(S) － － － － 34 

接点出力 080 U0 条件判定結果 
0：条件不成立または接点入力
OFF、1：条件成立または接点
入力 ON 

0、1  ○ － － － R 送 1 

パラメー
タ 

081  Then演算式 32文字以内  － R/W(S) － － － － 34 

 082  Else演算式 32文字以内  － R/W(S) － － － － 34 

アナログ
出力 

083 Y0 演算結果（Then演算式または
Else演算式の演算結果） 

浮動小数点  ○ r － － － － 4 

パラメー
タ 

091  出力値逆スケーリング上限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁 

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

 092  出力値逆スケーリング下限 
浮動小数点、符号＋数字 5桁＋
小数点＋E＋符号＋数字 1桁 

10文字以内  － R/W(S) － － － － 12 

アナログ
出力 

093 Y1 正規化出力値（Y0の逆スケー
リング後の値） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 094 Y2 浮動小数点出力値（Y0の上位）0～65535 0 ○ r － － － 送 2 

 095 Y3 浮動小数点出力値（Y0の下位）0～65535 0 ○ r － － － 送 2 

注： 
・正規化出力 Y1（ITEM093）とは、演算結果 Y0（ITEM083）を、出力逆スケーリング下限値～
上限値（浮動小数点データ：ITEM091/092）に対して 0～100%（固定小数点データ）に逆スケ
ーリングをした値です。この変換のとき、Y1の小数点以下 3桁目の値を四捨五入します。 

・浮動小数点データ上位 Y2／下位 Y3（ITEM094/095）は、IEEE754規格のフォーマット（ビッ
ト 00～22：仮数部、ビット 23～30：指数部、ビット 31：符号）です。そのため、CPU間 Ao
端子ブロック（形式 454）などによって CPUユニットの I/Oメモリに出力して、CPUユット
のラダープログラム上の浮動小数点変換・演算命令によって処理することも可能です。また、
CX-Programmerの I/Oメモリ編集画面にて「浮動小数点」データ形式に指定することで、小数
点データとしてモニタすることが可能です。 
・演算リセット指令 S2（ITEM062）が 1(ON)のとき、演算処理の前で、演算結果 Y0、正規化出
力 Y1、および浮動小数点出力 Y2、Y3をゼロクリアします（ループコントロールユニット
Ver.2.50以降の場合、演算リセット指令 S2が 1（ON）の間、演算結果 Y0は 0のまま）。 
例）Then演算式または Else演算式において、Y0を参照（入力）して積算をする場合に、積
算値をゼロクリアするときに使用します。 

・浮動小数点のデータ範囲は、以下の範囲で、かつ各 ITEMのデータ範囲であることが必要です。 
対象 ITEM：X1～X8に対するスケーリング上限値／スケーリング下限値、定数 A1～A8、条
件式、中間バッファ B1～B4、Then演算式、Else演算式、出力スケーリング上限値／下限値 
範囲：-3.402823×1038～-1.401298×10－45、+1.401298×10－45～+3.402823×1038 
・浮動小数点データは、以下のいずれの書式で記述してもかまいません（x＝0～9）。 

xxx、x.x、xxxxx.xxxxx、+x.xxxxEx、x.xxxx+Ex、+x.xxxxExx、x.xxxx+Exx、x.xxxxE-x、x.xxxxE-xx、
-x.xxxxE-x、-x.xxxxE-xx 
いずれも Eの左が仮数、右が 10の指数です。 
例）+1.2345E7は、+1.2345×107を示します。 
・演算式の各 ITEMの実行順序は、以下のとおりです。 

B1式→B2式→B3式→B4式→条件式→Then演算式または Else演算式 
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・ループコントロールユニットを COLDスタートしたとき、B1～B4、条件判定結果 U0、演算
結果 Y0は、0クリアされます。したがって、後で式が実行される中間バッファを割り算の分
母に使用すると、ゼロ除算（実行エラー10）となりますので、ご注意ください。 
・入力 Xnの発信元のデータがループコントロールボード内部のデータ（0.00～100.00%の固定
小数点）の場合、必ず、Xnスケーリング値（ITEM031～046）を、下限値 0.00、上限値 100.00
と設定してください。 
もし Xnスケーリング値がブランクのときは、下限値 0、上限値 10000の動作となります。し
たがって、もし Xnスケーリング値をブランクのままで使用すると、例えば、Xn ＝30.00%の
場合、3000.0として算術演算されてしまいます。 
ただし、入力 Xnの発信元のデータが積算値などの整数の場合で、かつ下限値 0、上限値 10000
でよい場合は、Xnスケーリング値がブランクでも使用できます。例えば、Xn ＝3000の場合、
3000として算術演算されます。 
・本計器ブロックにおける実行エラー 
実行エラーが発生したとき、本計器ブロックの運転を停止します（演算子の引数および演算結
果を確認して、条件式または演算式を修正してください）。 
本計器ブロック特有の実行エラーは以下のとおりです。 
・条件式または演算式の中で使用されている定数 A1～A8、中間バッファ B1～B4が、未定
義のままのとき、実行エラー3（変数値エラー）が、発生します（ただし、使用しない A1
～A8、B1～B4は、未定義のままでもかまいません）。 

・条件式または演算式に文法エラーがある、または Then演算式または Else演算式が未定義、
または出力スケーリング上限、下限が未定義のとき、実行エラー19（操作不適当）が発生
します。 
・演算子における実行エラーは以下のとおりです。 

記号 演算子 実行エラー 

＋ 加算 なし 

－ 減算 なし 

＊ 乗算 なし 

／ 除算 0除算をしたとき、実行エラー10（演算過程「0」除算）が発生しま
す。 

ABS（x） 絶対値 xが負で、かつ計算結果が正の限界値（単精度浮動小数点の変数の範
囲）を超えているとき、実行エラー11（制限値外演算）が発生します。

ACOS（x） ACOS xが-1.0～+1.0の範囲を超えているとき、実行エラー12（定義域外引
数）が発生します。 

ASIN（x） ASIN xが-1.0～+1.0の範囲を超えているとき、実行エラー12（定義域外引
数）が発生します。 

ATAN（x） ATAN なし 

COS（x） COS なし 

SIN（x） SIN なし 

TAN（x） TAN なし 

EXP（x） EXP（指数） 計算結果が正の限界値（単精度浮動小数点の変数の範囲）を超えてい
るとき、実行エラー11（制限値外演算）が発生します。 

LN（x） 自然対数 xが 0.0のとき、実行エラー11（制限値外演算）が発生します。 

xが負のとき、実行エラー12（定義域外引数）が発生します。 

LOG（x） 常用対数 xが 0.0のとき、実行エラー11（制限値外演算）が発生します。 

xが負のとき、実行エラー12（定義域外引数）が発生します。 

P10（x） 10のべき乗 なし 

SQRT（x） 平方根 xが負のとき、実行エラー12（定義域外引数）が発生します。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

010 条件判定モード S0 

021 入力値 X1 

022 入力値 X2 

023 入力値 X3 

024 入力値 X4 

025 入力値 X5 

026 入力値 X6 

027 入力値 X7 

028 入力値 X8 

061 接点入力 S1 

062 演算リセット指令 S2 

080 条件判定結果 U0 

093 正規化出力値 Y1 

094 浮動小数点出力値（Y0の上位） Y2 

095 浮動小数点出力値（Y0の下位） Y3 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜127＞ レンジ変換 100～349 
5 
数値演算ブロック 
＜127＞ レンジ変換 100～349 

概説 
入力 0%／100%時、出力 0%／100%時の値を指定するだけで、アナログ信号を簡単に
レンジ変換します。最大 8点のアナログ信号を簡単にレンジ変換できます。 

おもな用途例 
計器ブロックと計器ブロックの間で使用します。 

レンジ変換のために、演算器のように係数とバイアスを計算する必要がありません。 

ブロック図 
 

入力
上:0% 
下:100%

入力X1

入力X2

入力X3

入力X4

入力X5

012 

011 

013 

014 

016 

015 

017 

018 

入力X6

入力X7

入力X8

072 

071 

073 

074 

076 

075 

077 

078 

Y1 出力

Y2 出力

Y3 出力

Y4 出力

Y5 出力

Y6 出力

Y7 出力

Y8 出力

033

031

035

037

041

039

043

045

034

032

036

038

042

040

044

046

053

051

055

057

061

059

063

065

054

052

056

058

062

060

064

066

レンジ変換
出力

上:0% 
下:100%
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分
類 

ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLDス
タート時
初期化 
○：する
－：しないツールソフ

トによる 
モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文
字 

ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：レンジ変換 127 127 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラー
コード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

011  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X3発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  X4発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  X5発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  X6発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  X7発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  X8発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

021 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 X3 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 X4 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 X5 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 026 X6 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027 X7 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 028 X8 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

031  入力レンジ 0%   
(入力値 X1) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 032  入力レンジ 100% (入
力値 X1) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 033  入力レンジ 0%   
(入力値 X2) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 034  入力レンジ 100% (入
力値 X2) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 035  入力レンジ 0%   
(入力値 X3) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 036  入力レンジ 100% (入
力値 X3) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分
類 

ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLDス
タート時
初期化 
○：する
－：しないツールソフ

トによる 
モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バイ
ト) 

 037  入力レンジ 0%   
(入力値 X4) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 038  入力レンジ 100% (入
力値 X4) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 039  入力レンジ 0%   
(入力値 X5) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 040  入力レンジ 100% (入
力値 X5) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 041  入力レンジ 0%   
(入力値 X6) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 042  入力レンジ 100% (入
力値 X6) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 043  入力レンジ 0%   
(入力値 X7) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 044  入力レンジ 100% (入
力値 X7) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 045  入力レンジ 0%   
(入力値 X8) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 046  入力レンジ 100% (入
力値 X8) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 051  出力レンジ 0%   
(出力値 Y1) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 052  出力レンジ 100% (出
力値 Y1) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 053  出力レンジ 0%   
(出力値 Y2) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 054  出力レンジ 100% (出
力値 Y2) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 055  出力レンジ 0%   
(出力値 Y3) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 056  出力レンジ 100% (出
力値 Y3) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 057  出力レンジ 0%   
(出力値 Y4) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 058  出力レンジ 100% (出
力値 Y4) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 059  出力レンジ 0%   
(出力値 Y5) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 060  出力レンジ 100% (出
力値 Y5) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 061  出力レンジ 0%   
(出力値 Y6) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 062  出力レンジ 100% (出
力値 Y6) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 063  出力レンジ 0%   
(出力値 Y7) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 064  出力レンジ 100% (出
力値 Y7) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

 065  出力レンジ 0%   
(出力値 Y8) 

±320.00% 0.00 － R/W(S) － － － － 2 

 066  出力レンジ 100% (出
力値 Y8) 

±320.00% 100.00 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
出力 

071 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 072 Y2 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 073 Y3 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 074 Y4 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 075 Y5 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 076 Y6 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 077 Y7 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 078 Y8 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの
CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定）
000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

021 入力値 X1 

022 入力値 X2 

023 入力値 X3 

024 入力値 X4 

025 入力値 X5 

026 入力値 X6 

027 入力値 X7 

028 入力値 X8 

071 出力値 Y1 

072 出力値 Y2 

073 出力値 Y3 

074 出力値 Y4 

075 出力値 Y5 

076 出力値 Y6 

077 出力値 Y7 

078 出力値 Y8 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜131＞ 開平 100～349 
6 
関数ブロック 
＜131＞ 開平 100～349 

概説 
本計器ブロックは、開平演算を行います。 

 Y1=K1  X1 
 

X1が入力ドロップアウト設定値以下または負のとき、Y1＝K1×X1  

・入力ドロップアウト機能付き 

・使用方法：差圧式流量計の 2乗信号開平のときは K1＝1にして下さい。流量スパン
を変えたいときは、K1を変更して下さい。 

注：演算式には、100%を 1.0として、計算してください。 

ブロック図 
 

011007 入力 X1

開平演算

009 ゲイン K1 

010 入力ドロップアウト 
設定値 A1 

Y1 出力 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止
解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名 
（英文）

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：開平 131 131 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラ
ー 
（付録「実行エラーコー
ド一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 K1 ゲイン ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010 A1 入力ドロップアウト設
定値 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

011 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 X1 

009 ゲイン K1 

010 入力ドロップ設定値 A1 

011 出力値 Y1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜132＞ 絶対値 100～349 
6 
関数ブロック 
＜132＞ 絶対値  100～349 

概説 
本計器ブロックは、入力の絶対値を出力します。 

   Y1=|X1| 

ブロック図 
 

Y1 出力 

入力 X1

入力 X1 007 009 

出力 Y1

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：絶対値 132 132 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

アナログ
出力 

009 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 X1 

009 出力値 Y1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜133＞ 非線形（不感帯） 100～349 
6 
関数ブロック 
＜133＞ 非線形（不感帯） 100～349 

概説 
本計器ブロックは、非線形演算を行います。 

 

3つのゲイン（K1、K2、K3）を設定可能 

K2＝0にすることで、ギャップ付き（不感帯）とすることが可能。 

用途 
非線形制御 

ブロック図 
 

入力 X1 

入力 X1 013 

出力 Y1

折れ点設定値
A1 

－A1

K3

K2

K1

0

009ゲイン K1 

010ゲイン K2 

011ゲイン K3 

012折れ点設定値 A1 

Y1出力007
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：非線形（不感帯）133 133 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 K1 ゲイン K1 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010 K2 ゲイン K2 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 011 K3 ゲイン K3 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 A1 折れ点設定値 0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

013 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 X1 

009 ゲイン K1 K1 

010 ゲイン K2 K2 

011 ゲイン K3 K3 

012 折れ点設定値 A1 

013 出力値 Y1 

 



6 関数ブロック 
＜134＞ ドロップアウト 100～349 

2-151 

6 

関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜134＞ ドロップアウト 100～349 
6 
関数ブロック 
＜134＞ ドロップアウト 100～349 

概説 
本計器ブロックは、入力信号の零点付近で出力を 0％にするドロップアウト演算を行い
ます。 

ブロック図 
 

Y1 出力

入力 X1 

入力 X1 007 010 

出力 Y1

      △ 

ドロップアウト
設定値 A1（この
とき出力 Y1≠0

です） 

入力 

出力 

009ドロップアウト 

設定値 A1 
 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：ドロップアウト 134 134 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － R － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 A1 ドロップアウト設定
値 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

010 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 



6 関数ブロック 
＜134＞ ドロップアウト 100～349 

2-152 

6 

関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 X1 

009 ドロップアウト設定値 A1 

010 出力値 Y1 

 



6 関数ブロック 
＜135＞ 折れ線リニアライザ 100～349 

2-153 

6 

関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜135＞ 折れ線リニアライザ 100～349 
6 
関数ブロック 
＜135＞ 折れ線リニアライザ  100～349 

概説 
本計器ブロックは、15折れ線形リニアライザです。 

・15折れ線（16折れ点）が可能 

・信号入力値が設定値範囲外のとき、出力 Y1は B0または最終 Bnの値になり、上下
限制限機能と兼用できます。 

・設定値は、A1＜A2＜A3＜・・・＜Anにして下さい。たとえば、A1＜A2＜A3＞A4・・・
＞Anとしたときは、以降 A4の一定値出力となります。 

・An-An-1が、320.00(％)以内になるように設定してください。超えると、その区間に入
ったとき、実行セラー（エラーコード：71）となります。 

用途 
・非線形の静特性をもつ制御対象に対する制御（可変ゲイン制御など） 

・非線形の特性をもつ操作端の補正 

ブロック図 
 

Y1 出力

入力 X1 

入力 X1 006 008 

出力 Y1

A1 A2 A3 A4 A5 A6･･･A15

B1

B2

B3

B4
B5

B6

B15

A0

B0009～ A0～A15 

010～ B0～B15 

 
 



6 関数ブロック 
＜135＞ 折れ線リニアライザ 100～349 

2-154 

6 

関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：折れ線リニアラ
イザ 

135 135 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

006  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

アナログ
出力 

008 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 A0 入力 A0 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 010 B0 出力 B0 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 011 A1 入力 A1 ±320.00% -280.00 － R/W(O) － W － － 2 

 012 B1 出力 B1 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 013 A2 入力 A2 ±320.00% -240.00 － R/W(O) － W － － 2 

 014 B2 出力 B2 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 015 A3 入力 A3 ±320.00% -200.00 － R/W(O) － W － － 2 

 016 B3 出力 B3 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 017 A4 入力 A4 ±320.00% -160.00 － R/W(O) － W － － 2 

 018 B4 出力 B4 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 019 A5 入力 A5 ±320.00% -120.00 － R/W(O) － W － － 2 

 020 B5 出力 B5 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 021 A6 入力 A6 ±320.00% -80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 022 B6 出力 B6 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 023 A7 入力 A7 ±320.00% -40.00 － R/W(O) － W － － 2 

 024 B7 出力 B7 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 025 A8 入力 A8 ±320.00% 40.00 － R/W(O) － W － － 2 

 026 B8 出力 B8 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 027 A9 入力 A9 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 028 B9 出力 B9 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 029 A10 入力 A10 ±320.00% 120.00 － R/W(O) － W － － 2 

 030 B10 出力 B10 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 031 A11 入力 A11 ±320.00% 160.00 － R/W(O) － W － － 2 

 032 B11 出力 B11 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 033 A12 入力 A12 ±320.00% 200.00 － R/W(O) － W － － 2 

 034 B12 出力 B12 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 035 A13 入力 A13 ±320.00% 240.00 － R/W(O) － W － － 2 

 036 B13 出力 B13 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 037 A14 入力 A14 ±320.00% 280.00 － R/W(O) － W － － 2 

 038 B14 出力 B14 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 039 A15 入力 A15 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 040 B15 出力 B15 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 



6 関数ブロック 
＜135＞ 折れ線リニアライザ 100～349 

2-155 

6 

関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 入力値 X1 X1 

008 出力値 Y1 

 



6 関数ブロック 
＜136＞ 温度圧力補正 100～349 

2-156 

6 

関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜136＞ 温度圧力補正 100～349 
6 
関数ブロック 
＜136＞ 温度圧力補正  100～349 

概説 
本計器ブロックは、差圧式流量計により気体を測定するとき、温度圧力補正演算を行
う演算器です。 

Y1=K1×X1
K2×X2+A2
K3×X3+A3

 
・内部演算：倍精度(32ビット) 

・温度補正のみまたは圧力補正のみも可能。 

・流量信号 X1は、開平してリニア信号にしてから入力して下さい。 
注：演算式には、100%を 1.0として計算してください。√内が負数となるときは、出力が 0と
なります。 

ブロック図 
 

Y1 出力 018 008 圧力 X2 温度圧力補正

007 流量 X1 

009 温度 X3 

013 ゲイン K1 

014 ゲイン K2 

015 ゲイン K3 

016 バイアス A2 

017 バイアス A3 

 
 



6 関数ブロック 
＜136＞ 温度圧力補正 100～349 

2-157 

6 

関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解
除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：温度圧力補正 136 136 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー
（付録「実行エラーコー
ド一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：
ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：
ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 009  X3発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：
ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

010 X1 流量入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 011 X2 圧力入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 012 X3 温度入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

013 K1 ゲイン K1 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 014 K2 ゲイン K2 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 015 K3 ゲイン K3 ±10.000 1.000 － R/W(O) － W  送受 2 

 016 A2 バイアス A2 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 017 A3 バイアス A3 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

018 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

010 流量入力値 X1 X1 

011 圧力入力値 X2 X2 

012 温度入力値 X3 X3 

013 ゲイン K1 K1 

014 ゲイン K2 K2 

015 ゲイン K3 K3 

016 バイアス A2 A2 

017 バイアス A3 A3 

018 出力値 Y1 

 



7 時間関数ブロック 
＜141＞ 一次遅れフィルタ 100～349 

2-158 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜141＞ 一次遅れフィルタ 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜141＞ 一次遅れフィルタ 100～349 

概説 
本計器ブロックは、測定値の脈動等を減らすときに必要な一次遅れ演算を行います。 

・リセット指令 S1＝1（ON）のとき、入力＝出力になります。 

Y1(s)=
X1(s)
1+Ts

 
注：演算式には、100%を 1.0として、計算してください。 
注： COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の内部記憶値がクリアされま
す。HOTスタート時には保持されます。 

用途 
PV入力に対するフィルタ（ノイズ、脈動などの除去） 

ブロック図 

 

Y1 出力011 一次遅れフィルタ

007 入力 X1

010 リセット指令 S1 

009 時定数 T 

 
 
 

T（時定数） 

1 

1 

ステップのとき 

Y1 
 

0.632 

時間 

X1 
 

時間 

 

 



7 時間関数ブロック 
＜141＞ 一次遅れフィルタ 100～349 

2-159 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：一次遅れフィル
タ 

141 141 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 T 時定数(0：遅れなし) 0～999.9s 0.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点入力 010 S1 リセット指令(1：
Y1=X1) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

011 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 時定数 T 

010 リセット指令 S1 

011 出力値 Y1 

 



7 時間関数ブロック 
＜143＞ 変化率リミッタ（等速応答） 100～349 

2-160 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜143＞ 変化率リミッタ（等速応答） 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜143＞ 変化率リミッタ（等速応答） 100～349 

概説 
本計器ブロックは、測定値の脈動等を減らすときに使用します。 

・リセット指令 S1＝1（ON）のとき、入力＝出力になります。 

・変化率の時間単位を、秒、分、または時から選択できます（ループコントロールユ
ニット Ver.2.50以降のみ）。 

注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の内部記憶値がクリアされます。
HOTスタート時には保持されます。 

ブロック図 
 

変化率

Y1 出力012 

011 

007 流量 X1 

リセット指令 S1 

時間

入力 X1

出力 Y1 
変化率

時間

009 正方向変化率設定値 A1 

010 負方向変化率設定値 A2 

 
 



7 時間関数ブロック 
＜143＞ 変化率リミッタ（等速応答） 100～349 

2-161 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解
除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：変化率リミッタ（等
速応答） 

143 143 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー
（付録「実行エラーコー
ド一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：
ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメータ 009 A1 正方向変化率設定値 
注：時間設定は ITEM013
による 
（0.00時は、変化率制限
なし） 

0.00～
320.00%/時
間単位 

320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010 A2 負方向変化率設定値 
注：時間設定は ITEM013
による 
（0.00時は、変化率制限
なし） 

0.00～
320.00%/時
間単位 

320. 00 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点入力・ 
パラメータ 

011 S1 リセット指令(1：Y1=X1) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ出
力 

012 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ － － － － 送 2 

パラメータ 013＊
2 

TMU 時間単位 
0：秒、1：分、2：時 

0～2 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

＊2：ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能です。 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 正方向変化率設定値 A1 

010 負方向変化率設定値 A2 

011 リセット指令 S1 

012 出力値 Y1 

013 時間単位 TMU 

 



7 時間関数ブロック 
＜145＞ 移動平均 100～349 

2-162 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜145＞ 移動平均 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜145＞ 移動平均 100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ信号の移動平均演算を行います。 

・データ・サンプリング方法は、一定時間間隔で収集する方式以外に、外部接点がオ
ンになる都度、1データづつ収集する方式も可能です。これにより、バッチ式分析計
などの出力信号の移動平均演算も容易に実現できます。 

注： COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の内部記憶値がクリアされま
す。HOTスタート時には保持されます。 

ブロック図 

 

Y1 出力013 

011 

移動平均演算
007 入力 X1

リセット指令 S1 

012 外部同期接点 S2 

・時間サンプリング
・接点サンプリング

 

概要 
移動平均演算は、新しいデータを 1個追加したとき、最も古いデータを 1個捨てて、
サンプル値 N個のデータを平均して出力する演算方式です。 

 



7 時間関数ブロック 
＜145＞ 移動平均 100～349 

2-163 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：移動平均 145 145 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1 

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

 006 M サンプリング方法 
0：時間、1：外部接点
S2に同期 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

アナログ入力
接続情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入力 008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメータ 009 H サンプリング周期 
0：演算周期でサンプ
リング、 
1～9999：1～9999sて
サンプリング 
注：ITEM006（サンプ
リング方法）が 1（外
部接点 S2に同期）の
ときは無関係 

0、1～9999s 0 － R/W(S) － W － 送受 2 

 010 N サンプル数 1～20 16 － W(S) － － － 送受 1 

接点入力 011 S1 リセット指令(1：
Y1=X1) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 012 S2 外部同期接点(微分命
令使用) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ出力 013 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 サンプリング周期 H 

010 サンプル数 N 

011 リセット指令 S1 

012 外部同期接点 S2 

013 出力値 Y1 

 



7 時間関数ブロック 
＜147＞ 進み遅れ演算 100～349 

2-164 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜147＞ 進み遅れ演算 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜147＞ 進み遅れ演算  100～349 

概説 
本計器ブロックは、制御信号の進み遅れ演算に使用します。 

Y1(s)=K
1+T1s
1+T2s

X1(s)

 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の内部記憶値がクリアされます。

HOTスタート時には保持されます。 

用途 
フィードフォワード制御、非干渉制御など（外乱の影響を相殺するときに使用） 

ブロック図 
 

Y1 出力013 
進み遅れ演算

007 入力 X1 

012 リセット指令 S1 

009 ゲイン K 

010 進み時定数 T1 

011 遅れ時定数 T2 

 
 
 

K・ 

T1 

T2 

T1＞T2 
T1＝T2 

T1＜T2 

1 

T1＜T2 

T1＞T2 

T1＝T2 

時間 

時間 

入力 X1 

出力 Y1 

 

 



7 時間関数ブロック 
＜147＞ 進み遅れ演算 100～349 

2-165 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：進み遅れ演算 147 147 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 K ゲイン ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010 T1 進み時定数(0:進みな
し) 

0～999.9s 1.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 011 T2 遅れ時定数(0:遅れな
し) 

0～999.9s 10.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点入力 012 S1 リセット指令
(1:Y1=X1) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

013 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 ゲイン K1 

010 進み時定数 T1 

011 遅れ時定数 T2 

012 リセット指令 S1 

013 出力値 Y1 

 



7 時間関数ブロック 
＜148＞ むだ時間演算 001～032 

2-166 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜148＞ むだ時間演算 001～032 
7 
時間関数ブロック 
＜148＞ むだ時間演算  001～032 

概説 
本計器ブロックは、むだ時間と一次遅れ演算を行います。 

Y1(s)=
1+T･s
e-Ls

X1(s)
 

・記憶するデータのサンプル数を N個とし、サンプリング周期 H秒ごとに新しいデー
タを収集します。出力信号は、むだ時間 L秒(＝H×N秒)前のデータを出力します。
つまり、入力信号を L秒間だけ遅らせて出力します。 

・遅れ時定数を設定すると L秒経過後一次遅れ演算を行います。 
注：・演算周期（ITEM004）よりも、サンプリング周期（ITEM010）が優先されます。 
  ・COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の内部記憶値がクリアされま

す。HOTスタート時には保持されます。 

ブロック図 
 

Y1 出力013 
むだ時間演算

007 入力 X1 

012 リセット指令 S1 

009遅れ時定数 T 

010サンプリング周期 H 

011サンプル数 N 

 
 
 

1 

1 
0.632 

L（むだ時間） T（時定数） 

ステップのとき 

Y1 

時間 

X1 

時間 

 

 



7 時間関数ブロック 
＜148＞ むだ時間演算 001～032 
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7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：むだ時間演算 148 148 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 T 遅れ時定数(0:遅れな
し) 

0～999.9s 0.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010 H サンプリング周期(0:
演算周期) 

0～9999s 0 － R/W(S) － W － 送受 2 

 011 N サンプル数(0:むだ時
間なし) 

0～20 20 － R/W(S) － － － 送受 1 

接点入力 012 S1 リセット指令
(1:Y1=X1) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

013 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 遅れ時定数 T 

010 サンプリング周期 H 

011 サンプル数 N 

012 リセット指令 S1 

013 出力値 Y1 

 



7 時間関数ブロック 
＜149＞ むだ時間補償 100～349 

2-168 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜149＞ むだ時間補償 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜149＞ むだ時間補償  100～349 

概説 
本計器ブロックは、スミスのむだ時間補償 PID制御に使用します。 

Y1(s)=K
1-e-Ls

1+T･s
X1(s)

 
・むだ時間が多く、しかも、むだ時間があまり変化しないプロセスに応用されます。 

・むだ時間 Lと時定数 Tは、プロセス（制御対象）のむだ時間・時定数と同じ値に設
定して下さい。 

注： COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の内部記憶値がクリアされま
す。HOTスタート時には保持されます。 

用途 
スミスむだ時間補償制御 

ブロック図 
 

014 
013 

むだ時間補償演算
007 入力 X1 

リセット指令 S1 

010遅れ時定数 T 

011サンプリング周期 H 

012サンプル数 N 

009ゲイン K 

Y1出力
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：むだ時間補償 149 149 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 K ゲイン ±10.000 1.000 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010 T 遅れ時定数(0:遅れな
し) 

0～999.9s 0.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 011 H サンプリング周期(0:
演算周期) 

0～9999s 0 － R/W(S) － W － 送受 2 

 012 N サンプル数(0:むだ時
間なし) 

0～20 20 － R/W(S) － W － 送受 1 

接点入力 013 S1 リセット指令
(1:Y1=X1) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

014 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 ゲイン K 

010 遅れ時定数 T 

011 サンプリング周期 H 

012 サンプル数 N 

013 リセット指令 S1 

014 出力値 Y1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜150＞ 積算（瞬時値入力用） 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜150＞ 積算（瞬時値入力用） 100～349 

概説 
本計器ブロックは、流量信号などの瞬時のアナログ信号をループコントロールユニッ
トで積算（積分）する場合に、使用します。積算値は、00000000～99999999の 8桁ま
で可能です。バッチ制御も可能です。 

・設定した時間単位（TU：秒、分、時、日のいずれか）の間アナログ信号入力が 100%

の値を継続したと仮定した場合、積算値 Q2/Q1が、設定した値（積算率：QR）とな
ります。 

積算（積分）処理は、実際のアナログ信号入力の 0～100%に応じて積算され、それ
に比例した積算値 Q2/Q1が常時出力されます。 

 
・積算値は、上位 4桁と下位 4桁に分割して出力します。必要に応じて上位コンピュ
ータで統合して表示してください。 

・積算値出力 Qnを他のブロックのアナログ入力として使用すると、9999カウントは、
99.99％として処理されます。 

・リセット指令 S1を 1（ON）にすると、積算値(Q1、Q2)は 0カウントに戻ります。 

・バッチコントローラリセット指令 S3が入力されると、バッチ積算値（Q3）が 0カ
ウントとなり、定量設定値到達（U1）が 0（OFF）にリセットされます。 

・積算中断指令により、すべてのカウント動作を停止します。 

・マイナス入力は、0％入力と見なします。 
注： COLDスタート時に、積算結果の内部記憶値がクリアされます。HOTスタート時には保持

されます。 
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用途 
アナログ値に変換された瞬時の流量信号を積算（積分）するときに、使用します。 

ブロック図 
 

0 

バッチ積算値 Q3 

積算中断指令 S2 

定量到達 U1 

リセット指令 S3 

定量設定値 

Q1 積算値（下位 4桁）

Q2 積算値（上位 4桁）

バッチ 

コントローラ 
022 Q3 バッチ積算値

023 バッチコントローラ
リセット指令 S3 

015 積算中断指令 S2 

024 U1 定量到達
定量設定値 定量設定値 

積算率 QR 

012

014 

積算率設定007 入力 X1 

積算カウンタリ
セット指令 S1 

積算カウンタ

013

009

時間単位 TU 010

021 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：積算(瞬時値入
力用） 

150 150 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

■ 瞬時値入力 X1 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 QR 積算率  
TU設定時間の間、入
力が 100％であると
仮定したとき、 
表示したい積算値を
設定して下さい。 
例)0～1500m3／hの
とき、TU：2、QR：
1500と設定 

0～10000.00 100.00 － R/W(O) － W － － 2 

 010 TU 時間単位(0:S、1:min、
2:h、3:day) 

0～3 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

積算値出
力 

012 Q1 積算値(下位 4桁) 0～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

 013 Q2 積算値(上位 4桁) 0～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

接点入力 014 S1 積算カウンタ・リセッ
ト指令(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 015 S2 積算中断指令(1:中断) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 
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■ バッチ・コントローラ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

021  定量設定値 0000～9999 9999 － R/W(O) － W － 送受 2 

積算値出
力 

022 Q3 バッチ積算値 0000～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

接点入力 023 S3 バッチ・コントロー
ラ・リセット指令 
(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 024 U1 定量設定値到達 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

010 時間単位 TU 

012 積算値（下位 4桁） Q1 

013 積算値（上位 4桁） Q2 

014 積算カウンタ・リセット指令 S1 

015 積算中断指令 S2 

021 定量設定値 BM 

022 バッチ積算値 Q3 

023 バッチ・コントローラ・リセット指令 S3 

024 定量設定値到達 U1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜151＞ 稼働時間積算 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜151＞ 稼働時間積算  100～349 

概説 
本計器ブロックは、ポンプ等の機械類の稼働時間を積算し、単位時間パルス接点を出
力します。 

・時間の積算単位は、単位時間パルス数です。 

・時間積算値は、動作入力 S1が 1（ON）の時に、パルス単位毎にカウントします。演
算周期には、依存しません。 

注：・ITEM004の演算周期は、ITEM007のパルス単位よりも短く設定してください。 
・COLDスタート時に、積算結果の内部記憶値がクリアされます。HOTスタート時には保持
されます。 

ブロック図 
 

008

010 動作入力 S1 

パルス変換

009

時間積算

012 リセット S3 

011 積算停止 S2 

013 U1 単位パルス

007 パルス単位 

Q1時間積算値（下位 4桁）

Q2時間積算値（上位 4桁）

0 

バッチ積算値 Q3 

積算中断指令 S2 

定量到達 U1 

リセット指令 S3 

定量設定値 

動作入力  S1 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：稼動時間積算 151 151 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

 007  パルス単位 
(0:s、1:10s、2:min、
3:10min、4:h) 

0～4 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

積算値出
力 

008 Q1 時間積算値(下位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

 009 Q2 時間積算値(上位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

接点入力 010 S1 動作入力 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 011 S2 積算停止 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 012 S3 リセット 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 013 U1 単位パルス出力(1演
算周期間オン) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 パルス単位 PT 

008 時間積算値（下位 4桁） Q1 

009 時間積算値（上位 4桁） Q2 

010 動作入力 S1 

011 積算停止 S2 

012 リセット S3 

013 単位パルス出力 U1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜153＞ 時系列データ統計 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜153＞ 時系列データ統計 100～349 

概説 
アナログ信号の時系列データを最大 400個記憶し、その平均値算出や標準偏差値算出
などの統計演算を行います。 

 

・可能な統計演算の種類は、以下のとおりです。 

平均値 Y1＝X1(k)／N 

最小値 Y2＝X1(k)の中の最小値 

最大値 Y3＝X1(k)の中の最大値 

レンジ Y5（上位）、Y4（下位）＝Y3－Y2 

 標準偏差    Y9＝   Y8（上位）、Y7（下位） 
 

平均偏差 Y6＝｜Y1－X1(k)｜／N 

分散 Y8（上位）、Y7（下位）＝{Y1－X1(k)}2／N 
注：X1(k)とは、統計演算の対象とする入力の時系列データ。k＝A～A+N-1（A：範囲始点デ
ータ No.、N：サンプリングデータ数）。 

・ITEM011でサンプリングデータ数 N（1～400）を指定します。データ数 Nに達する
と、新しいデータを 1つ追加するごとに、古いデータを 1つ捨てて、統計演算を実
行します。 

なお、統計演算の対象とするデータの始点を最新のデータとせず、少し前のデータ
とすることも可能です。範囲始点データ No.（ITEM010）で指定します。 

 

最新データ 

No.1

時間 

サンプリング数 N個のデータ 

サンプリング数 N個のデータ

入力データ 

  X1 

始点 データ 

No.A 

終点 データ 

No.A+N-1（注）

 
内部的には上記のようにデータ No.1～400のサンプリングデータをもちます。 

ただし、ITEM041～240でサンプリングデータをモニタする場合、または直接バッファ
入力で No.1～400のデータを設定する場合は、バンク切替をすることが必要です（バ
ンク No.0と 1のバンク切替は、FINSコマンドや拡張 CPU間 Ai端子などによって
ITEM040を変更することにより可能です）。なお、バンクをまたがったデータの統計
演算は可能です。 
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No.200 

ITEM040による切替

バンク 0バンク 1

No.201 No.400 No.1 

バンクをまたがった統計演算も可能

時間 

入力データ 

  X1 

 
注：A：範囲始点データ No.、N：サンプリングデータ数としたとき、A+N-1≦400であることが
必要です。 A+N-1＞400のとき、パラメータ不適当（実行エラーコード 71）となります。 

 

データのサンプリング方式は、以下の 3つの方式から選択できます。ITEM006（サン
プリング方式）で選択します。 

・一定時間間隔（1～9999s）で収集する方式（0：サンプリング周期） 

・外部同期接点が 0（OFF）→1（ON）になる都度収集する方式（1：外部接点に同期） 
・ITEM041～240に設定した値をサンプリングデータとする方式（2：直接バッファ入
力方式） 

用途 
一定であるべきプロセス値（温度、流量など）のバラツキの分析。 

ブロック図 

 

Y1 平均値 021 

012 

時系列データ統計007 

直接バッ
ファ入力

入力 X1 

No.201～400 

バンク 1 

注：バンクをまたがった統計演算可能

バンク 0 

No.1～200 

リセット指令 S1 

013 

N個のデータを統計演算 

注：立上り時にサンプリング 

外部同期接点 S2 

・演算周期サンプリ
ング 

・接点サンプリング
・直接バッファ入力

Y2 最小値 022 

240 

041 

023 Y3 最大値 

Y4 レンジ下位 4桁024 

Y5 レンジ上位 4桁025 

026 Y6 平均偏差 

Y7 分散（下位 4桁）027 

Y8 分散（上位 4桁）028 

029 Y9 標準偏差 

040 

0：No.1～200 

1：No.201～400 

バンク切替 SW 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：す
る 
－：し
ない 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：時系列データ統計 153 153 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録
「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1 

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

 006  サンプリング方法 
0： サンプリング周期ごと、 
1：外部同期接点に同期（ITEM013
が 0→1毎に都度サンプリング）、
2：直接バッファ入力（ITEM041
～240に設定した値をサンプリン
グデータとする） 

0～2 0 － R/W(S)    － 1 

アナログ入力
接続情報 

007  X1発信元指定 
（BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入力 008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメータ 009  サンプリング周期 
0：演算周期でサンプリング、 
1～9999：1～9999sでサンプリン
グ 
注：いずれも、ITEM006（サンプ
リング方法）が 1（外部同期接点
に同期）または 2（直接バッファ
入力）のときは、無関係 

0、1～9999s 0 － R/W(S) －   送受 2 

 010  範囲始点データ No. 1～400 1 － R/W(S) － － － 送受 2 

 011  サンプル数 1～400 100 － R/W(S) － － － 送受 2 

接点入力 012 S1 リセット指令 
1：ITEM041～240すべてに X1の
値をセット 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 013 S2 外部同期接点 
0→1：サンプリング実行 
（ITEM006が 1とのときのみ有
効） 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

パラメータ 021 Y1 平均値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 Y2 最小値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 Y3 最大値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 Y4 レンジ（＝最大値－最小値）下位
4桁 

0～99.99% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 Y5 レンジ（＝最大値－最小値）上位
4桁 

0～9999% 0 ○ r － － － 送 2 

 026 Y6 平均偏差 0～320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027  分散（下位 4桁） 0～99.99% 0.00 ○ － － － － 送 2 

 028  分散（上位 4桁） 0～9999% 0 ○ － － － － 送 2 

 029 Y9 標準偏差 0～320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 040  バンク No. 
0：データ No.1～200、 
1：データ No.201～400 

0、1 0 ○ R/W(O) － － － － 2 

 041  最新データ 
バンク切替 SW=0のとき：No.1
バンク切替 SW=1のとき：No.201

±320.00% 0.00 ○ － － R/W － － 2 

 ～  ～   －       

 240  最古データ 
バンク切替 SW=0のとき：No.200
バンク切替 SW=1のとき：No.400

±320.00% 0.00 － － － R/W － － 2 
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注：サンプリング方法（ITEM006）を、2（直接バッファ入力）から、0（演算周期）または 1（外
部接点に同期）に変更したとき、バッファ ITEM041～210の内容は初期化されず、その時点
のバッファの値からサンプリングが開始されます。バッファを初期化する場合は、リセット
指令（ITEM012）を 1（ON）にしてください。 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって、本計器ブロックを CPUユ
ニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 

009 サンプリング周期 H 

010 範囲始点データ No. A 

011 サンプル数 N 

012 リセット指令 S1 

013 外部同期接点 S2 

021 平均値 Y1 

022 最小値 Y2 

023 最大値 Y3 

024 レンジ（下位 4桁） Y4 

025 レンジ（上位 4） Y5 

026 平均偏差 Y6 

027 分散（下位 4桁） Y7 

028 分散（上位 4桁） Y8 

029 標準偏差 Y9 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜155＞ 台形プログラム 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜155＞ 台形プログラム 100～349 

概説 
本計器ブロックは、傾斜と保定値を組み合わせる、ウェイト機能付きの台形プログラ
ム設定器です。 

・ウェイト機能付き 

出力 Y1が傾斜工程から保定値工程に移行しているにもかかわらず、参照入力 X1が
保定値 A±ウェイト幅の値に達しないとき、保定時間の計測を停止します。同時に、
出力 Y1の値を保定値 Aに保持（ホールド）します。参照入力 X1が出力 Y1±ウェ
イト幅に入ると、保定の工程に移行し保定時間の計測を開始します。なお、ウェイ
ト最大時間を経過しても、参照入力 X1が出力 Y1±ウェイト幅に入らない場合は、
保定工程に移行し保定時間の計測を開始します。 

ウェイト中に、ステップ移行指令 S3を 0（OFF）→1（ON）にすると、ウェイト動
作を解除し、保定工程に移行し保定時間の計測を開始します。 

・ウェイト幅、ウェイト最大時間をステップ共通で設定 

・スタート時に、設定値を参照入力値 X1に一致させる機能付き 

・工程出力付き（工程は、傾斜と保定を区別した状態） 

・プログラム全体の経過時間出力付き 

工程出力(ITEM011)に ITEM書き込みブロックでデータを書き込むと、任意の工程に
移行させることが可能。（ただし、動作指令 S1が 1（ON）のときにのみ ITEM書き
込みが有効です。） 

現在より小さい工程に戻ることもできます（ただし、参照入力からスタートした場
合は、参照入力によるスタート点以前には戻れません）。 

 

動作指令 S1が 0（OFF）のときは、出力 Y1=0。動作指令 S1が 0（OFF）→1（ON）の
ときに、出力 Y1=A0からスタートします（参照入力 X1が発信元指定され、かつ参照
入力 X1が上がり勾配の傾斜・保定値と一致する値がある場合、その値からスタートし
ます）。動作指令 S1が 1（ON）の間、最大 15ステップ（1ステップ＝傾斜＋保定値）
を、出力 Y1に出力します。 
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ブロック図 

 

Y1プログラム出力

014ステップ移行指令 S3 

015 

008 

012

006参照入力 X1 

動作指令 S1 
プログラム設定

013時間軸停止指令 S2 

017 

016 U2 最終段到達

U3 保定中

U1 X1入力異常

009 

011 

Y2 経過時間出力

Y3 工程出力（＊1）

019 U4 ウェイト中

 

 

工程 Y3  工程 Y3 

停止 0  K5 9 
K1 1  T5 10 
T1 2  K6 11 
K2 3  T6 12 
T2 4  K7 13 
K3 5  T7 14 
T3 6  K8 15 
K4 7  T8 16 
T4 8  

～
 

～
 

   K15 29 
   T15 30 

＊1：工程出力 Y3の値（工程とは、傾斜と保定を区別
した状態） 

 

● 初期値 A0からスタートする場合 

 

0

出力 Y1

保定中 U1 

動作指令 S1 

A0 

最終段到達 U2 

A4 

A1 

A2 

A3 

K1

K2

K3

K4 

T1 T2 T3 T4 時間0
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● 参照入力 X1からスタートする場合 

参照入力 X1と立ち上がり勾配との一致点からスタートします。 
注：参照入力 X1からスタートする条件は、参照入力 X1が最初の（立ち下がる前の）立ち上が
り勾配の傾斜・保定値と一致した場合です。ただし、立ち下がり勾配、およびいったん立ち
下がった後の立ち上がり勾配では、一致と認識されません。一致と認識されない場合、出力
Y1は、0（OFF）の値のままです。 

 

0 

出力 Y1

保定中 U1

動作指令 S1

A0 

最終段到達 U2

A4 

A1 

A2 

A3 

K1 

K2

K3

K4

T1 T2 T3 T4 時間 0

参照入力 X1

 

● 参照入力 X1をもとにウェイト動作をする場合 

出力 Y1が傾斜工程から保定値工程に移行しているにもかかわらず、参照入力 X1が出
力 Y1±ウェイト幅の値に達しないとき、保定工程に移行せず、保定時間の計測を停止
します。参照入力 X1が出力 Y1±ウェイト幅の値に達すると、保定工程に移行し保定
時間の計測を開始します。 

ウェイト中にウェイト動作を解除したい場合は、ステップ移行指令 S3を 0（OFF）→1

（ON）とします。 
注 1：ウェイト幅を 0.00%に設定すると、ウェイト動作なしとなります。したがって、ウェイト

幅は、0.01～320.00%の範囲で設定します。 
注 2：Y2（経過時間）は、ウェイト中でも継続して増加します。Y2（経過時間）は、S2（時間

軸停止指令）が 1（ON）の場合のみ停止します。 
参照入力 X1が Y1±ウェイト幅内にはいるまで、出力 Y1は保定工程へ移行せず、時間計測
を停止します。ウェイト後、ステップ 2の保定時間 T2が確保されます。 

出力 Y1 

A1 

A2 

参照入力 X1

時間 

ステップ 2 ステップ 3 

ウェイト幅

時間経過停止
（ウェイトし
た時間） 

時間経過再開

保定時間 T2 

ウェイト後の保定時間 T2ウェイト中

ウェイト中 U4 

ウェイト後のステップ 3 

K2

保定工程傾斜工程
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● ウェイト最大時間を超えても、参照入力が Y1±ウェイト幅に入らない場合 

ウェイト最大時間を超えても、参照入力 X1が出力 Y1±ウェイト幅に入らない場合、
強制的にウェイト動作を終了し、保定工程に移行し、時間計測を開始します。 

出力 Y1 

A1 

A2 

参照入力 X1

時間 

ウェイト幅

時間経過停止
（ウェイトし
た時間） 

時間経過再開 

ウェイト最大時間

保定時間 T2 

ウェイト中 U4 

ウェイト後の保定時間 T2 

ステップ 2 ステップ 3 

ウェイト後のステップ 3保定工程傾斜工程

K2

ウェイト中 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：
停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：台形プログラム 155 155 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録
「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ接続
情報 

006  X1発信元指定(BBB：BLOCK番
地、 
III：ITEM番号)  
結線するとスタート時 X1＝Y1
になります。 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

007 X1 参照入力値 
(スタート点外部設定用入力) 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

アナログ 
出力 

008 Y1 プログラム出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 009 Y2 経過時間出力値 0～3200.0 0.0 ○ r/w － － － 送 2 

パラメータ 010 H0 経過時間単位(0：秒、1：分、2：
時間) 

0～2 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

アナログ 
出力 

011 Y3 工程出力値（工程は、傾斜と保
定を区別した状態） 

0～30 0 ○ r/w － W － 送受 2 

接点入力 012 S1 動作指令(0：リセット、1：動作) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 013 S2 時間軸停止指令(1:停止) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 014 S3 ステップ移行指令 
(0→1：保定工程中の場合、次の
ステップの傾斜工程の先頭にジ
ャンプ。ジャンプ終了後システ
ムで自動リセット） 
注：ウェイト中に 0→1にする
と、ウェイトが解除され、保定
工程に移行します。 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 015 U1 X1入力異常(1:異常・・・参照
入力 X1が、上がり勾配の傾斜・
保定値と一致しないとき、出力
＝0) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 016 U2 最終段到達 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 017 U3 保定中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 019＊
2 

U4 ウェイト中（0：非ウェイト中、
1：ウェイト中） 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

初期ステップ             

パラメータ 020 A0 初期値（ただし、X1の発信元が
指定されている場合は、参照入
力 X1が優先され、この値は無
効） 

±320.00% 0.00 － R/W(O) － － － 送受 1 

第 1ステップ             

パラメータ 021 K1 傾斜 ±115.00%
／H1 

1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 022 H1 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 023 A1 保定値 ±320.00% 100.00 － R/W(O) － W － － 2 

 024 T1 保定時間 0～3200.0 100.0 － R/W(O) － W － － 2 

 025 J1 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

第 2ステップ             

パラメータ 026 K2 傾斜 ±115.00%
／H2 

1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 027 H2 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 028 A2 保定値 ±320.00% 200.00 － R/W(O) － W － － 2 

 029 T2 保定時間 0～3200.0 100.0 － R/W(O) － W － － 2 

 030 J2 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 3ステップ             

パラメータ 031 K3 傾斜 ±115.00%
／H3 

1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 032 H3 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 033 A3 保定値 ±320.00% 300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 034 T3 保定時間 0～3200.0 100.0 － R/W(O) － W － － 2 

 035 J3 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 4ステップ             

パラメータ 036 K4 傾斜 ±115.00%
／H4 

-1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 037 H4 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 038 A4 保定値 ±320.00% 150.00 － R/W(O) － W － － 2 

 039 T4 保定時間 0～3200.0 100.0 － R/W(O) － W － － 2 

 040 J4 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 5ステップ             

パラメータ 041 K5 傾斜 ±115.00%
／H5 

-1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 042 H5 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 043 A5 保定値 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 044 T5 保定時間 0～3200.0 10.0 － R/W(O) － W － － 2 

 045 J5 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 6ステップ             

パラメータ 046 K6 傾斜 ±115.00%
／H6 

-1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 047 H6 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 048 A6 保定値 ±320.00% -150.00 － R/W(O) － W － － 2 

 049 T6 保定時間 0～3200.0 10.0 － R/W(O) － W － － 2 

 050 J6 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 7ステップ             

パラメータ 051 K7 傾斜 ±115.00%
／H7 

-1.00 － R/W(O) － W － － 2 

 052 H7 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 053 A7 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 054 T7 保定時間 0～3200.0 10.0 － R/W(O) － W － － 2 

 055 J7 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 8ステップ             

パラメータ 056＊
2 

K8 傾斜 ±115.00%
／H8 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 057＊
2 

H8 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 058＊
2 

A8 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 059＊
2 

T8 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 060＊
2 

J8 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 9ステップ             

パラメータ 061＊
2 

K9 傾斜 ±115.00%
／H9 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 062＊
2 

H9 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 063＊
2 

A9 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 064＊
2 

T9 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 065＊
2 

J9 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 10ステップ             

パラメータ 066＊
2 

K10 傾斜 ±115.00%
／H10 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 067＊
2 

H10 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 068＊
2 

A10 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 069＊
2 

T10 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 070＊
2 

J10 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 11ステップ             

パラメータ 071＊
2 

K11 傾斜 ±115.00%
／H11 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 072＊
2 

H11 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 073＊
2 

A11 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 074＊
2 

T11 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 075＊
2 

J11 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 12ステップ             

パラメータ 076＊
2 

K12 傾斜 ±115.00%
／H12 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 077＊
2 

H12 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 078＊
2 

A12 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 079＊
2 

T12 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 080＊
2 

J12 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 13ステップ             

パラメータ 081＊
2 

K13 傾斜 ±115.00%
／H13 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 082＊
2 

H13 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 083＊
2 

A13 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 084＊
2 

T13 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 085＊
2 

J13 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 14ステップ             

パラメータ 086＊
2 

K14 傾斜 ±115.00%
／H14 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 087＊
2 

H14 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 088＊
2 

A14 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 089＊
2 

T14 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 090＊
2 

J14 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

第 15ステップ             

パラメータ 091＊
2 

K15 傾斜 ±115.00%
／H15 

0 － R/W(O) － W － － 2 

 092＊
2 

H15 傾斜の時間単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

 093＊
2 

A15 保定値 ±320.00% -300.00 － R/W(O) － W － － 2 

 094＊
2 

T15 保定時間 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 095＊
2 

J15 保定時間の単位 
(0:秒[小数点以下無効]、1:分、
2:時間) 

0～2 0 － R/W(O) － － － － 1 

ウェイト設定             

パラメータ 096＊
2 

 ウエイト幅（0：ウエイト動作な
し） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 097＊
2 

 ウェイト最大時間（0.0：時間制
限なし） 
注：この時間単位は、各ステッ
プの傾斜の時間単位と同一で
す。 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

＊2：ループコントロールユニットの Ver.1.50で追加された ITEMです。 
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注： 
・ステップ移行指令 S3は、保定中のみ有効です。傾斜中は無効です。 
ステップ移行指令 S3を保定工程中に 0→1にすると、次のステップの傾斜工程の先頭に移
行します。 
ステップ移行指令 S3を傾斜工程中に 0→1にしても、その時点では次のステップへ移行し
ません。その傾斜工程の最後値に到達した時点で、次のステップに移行します。 
・下がり勾配（保定値が前より下がる）時にもかかわらず、Kxを「－」（負数）でなく、
「＋」（正数）のデータを設定した場合、そのステップで最終段到達 U2が 1（ON）とな
ります。上がり勾配時も同様です。 
・終了させる場合は、傾斜 Knを 0.00%／Hnにしてください。 
・HOTスタート時には電源断直前または停止直前の工程途中（経過時間）からスタートしま
す。 

参 考 

 

動作中（動作指令 S1が 1の間）に、以下の ITEM020～097を変更可能です。変更す

ると、すぐに動作に反映されます。 

初期値 A0、ステップ毎の傾斜 K□、ステップ毎の傾斜時間単位 H□、ステップ毎の保

定値 A□、ステップ毎の保定時間 T□、ステップ毎の保定時間の単位 J□、ステップ

共通のウェイト幅、ステップ共通のウェイト最大時間 

 

お願い 

 

動作中（動作指令 S1が 1の間）は、以下の ITEMは変更しないでください。 

ITEM004（演算周期）、ITEM010（経過時間単位） 

変更したい場合は、動作指令 S1をいったん 0（OFF）にしてから変更してください。

変更後、動作指令 S1を 1（ON）にして再スタートさせてください。 

 

 



7 時間関数ブロック 
＜155＞ 台形プログラム 100～349 

2-189 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって、本計器ブロックを CPUユ
ニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 参照入力値 X1 

008 プログラム出力値 Y1 

009 経過時間出力値 Y2 

010 経過時間単位 H0 

011 工程出力値 Y3 

012 動作指令 S1 

013 時間軸停止指令 S2 

014 ステップ移行指令 S3 

015 X1入力異常 U1 

016 最終段到達 U2 

017 保定中 U3 

019 ウェイト中 U4 

020 初期値 A0 

096 ウェイト幅 WB 

097 ウェイト最大時間 WT 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜156＞ 折れ線プログラム 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜156＞ 折れ線プログラム 100～349 

概説 
本計器ブロックは、時間と出力を折れ線で設定する折れ線プログラム設定器です。 

・スタート時に、設定値を参照入力値 X1に一致させる機能付き 

・ステップ出力付き 

・プログラム全体の時間軸出力付き 

・ステップ出力(ITEM011)または時間軸出力（ITEM009）に ITEM書き込みブロックで
データを書き込むと、任意のステップ（折れ点）または時間軸上に移行させること
が可能。（ただし、動作指令 S1が 1（ON）のときにのみ ITEM書き込みが有効です。） 
現在より小さいステップに戻ることもできます（ただし、参照入力からスタートし
た場合は、参照入力によるスタート点以前には戻れません）。 

 

動作指令 S1が 0（OFF）のときは、出力 Y1=0。動作指令 S1が 0（OFF）→1（ON）の
ときに、出力 Y1=B0からスタートします（参照入力 X1が発信元指定され、かつ参照
入力 X1が第 1折れ線と一致する値がある場合、一致点からスタートします）。 

ブロック図 

折れ線プログラム

015

016 U2 最終折れ点到達

U1 X1入力異常

013 動作指令 S1 

014 時間軸停止指令 S2 

Y1プログラム出力008006 参照入力 X1 

009

011

Y2時間軸出力

Y3ステップ出力
（0～15） 

 

 
 

■ 初期値 B0からスタートする場合 

0 
0 

出力 Y1 

最終折れ点到達 U2 

B0 

B1 

A2A1 A3

B3 

動作指令 S1 

A4 A6A5

時間 

時間停止指令 S2 

最終折れ点 
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■ 参照入力 X1からスタートする場合 

参照入力 X1と第 1折れ線（B0－B1間）との一致点からスタートします。 
注：参照入力 X1からスタートする条件は、参照入力 X1が第 1折れ線（B0－B1間）と一致し
た場合です。 
第 2折れ線以降で一致しても、一致と認識されません。一致と認識されない場合、出力 Y1
は、0（OFF）の値のままです。 

 

始めの折れ線 B0－B1間と一致した場合、その値からスタート 

0
0 

出力 Y1 

最終折れ点到達 U2 

B0 

B1 

A2 A4A1 A3 A6 A5

B3 

動作指令 S1 

参照入力 X1 

時間

 

 
 



7 時間関数ブロック 
＜156＞ 折れ線プログラム 100～349 

2-192 

7 

時
間
関
数
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デ
ータ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：
停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：折れ線プログラム 156 156 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」
を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ接
続情報 

006  X1発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番
号)  
結線するとスタート時 X1＝Y1
になります。 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

007 X1 参照入力値(スタート点外部設
定用入力) 

±320.00% 0 ○ r － － － 送 2 

アナログ出
力 

008 Y1 プログラム出力値 ±320.00% 0 ○ r/w － － － 送 2 

 009 Y2 時間軸出力値 0～3200.0 0.0 ○ r/w － － － 送受 2 

アナログ出
力 

011 Y3 ステップ出力値（0：終了[表示
のみ]） 

0～15 0 ○ r/w － W － 送受 2 

パラメータ 012 H1 時間軸単位(0:秒、1:分、2:時間) 0～2 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

接点入力 013 S1 動作指令(0:リセット、1:動作) 0、1 0 ○ R/W(O) － － － 送受 1 

 014 S2 時間軸停止指令(1:停止) 0、1 0 ○ R/W(O) － － － 送受 1 

接点出力 015 U1 X1入力異常 
(1:異常・・参照入力 X1が、第
1折れ線 
B0－B1間と一致しないとき、
出力＝0) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 016 U2 最終折れ点到達（入力済み折れ
点の最後到達） 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

パラメータ 022 B0 初期値（ただし、X1の発信元が
指定されている場合は、参照入
力 X1が優先され、この値は無
効） 

±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 023 A1 時間幅 A1 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 024 B1 出力 B1 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 025 A2 時間幅 A2 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 026 B2 出力 B2 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 027 A3 時間幅 A3 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 028 B3 出力 B3 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 029 A4 時間幅 A4 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 030 B4 出力 B4 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 031 A5 時間幅 A5 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 032 B5 出力 B5 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 033 A6 時間幅 A6 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 034 B6 出力 B6 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 035 A7 時間幅 A7 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 036 B7 出力 B7 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 037 A8 時間幅 A8 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 038 B8 出力 B8 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 039 A9 時間幅 A9 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 040 B9 出力 B9 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 041 A10 時間幅 A10 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 042 B10 出力 B10 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 043 A11 時間幅 A11 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デ
ータ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

デー
タ長
(バイ
ト) 

 044 B11 出力 B11 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 045 A12 時間幅 A12 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 046 B12 出力 B12 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 047 A13 時間幅 A13 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 048 B13 出力 B13 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 049 A14 時間幅 A14 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 050 B14 出力 B14 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － － 2 

 051 A15 時間幅 A15 0～320.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 052 B15 出力 B15 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － － 2 

注： 
・時間 Anを「0」に設定すると、終了します。（ITEM016：U2が ONとなります） 
時間軸出力 Y2（ITEM009）が 3200.0に到達した時点で終了となります。 

・HOTスタート時には電源断直前または停止直前の折れ線途中（経過時間）からスタートし
ます。 

お願い 

 

動作中（動作指令 S1が 1の間）は、以下の ITEMは変更しないでください。 

ITEM004（演算周期）、ITEM012（時間軸単位）、ITEM022～052（折れ線パターン

の設定値。実行中または以前のステップの値）。 

変更したい場合は、動作指令 S1をいったん 0（OFF）にしてから変更してください。

変更後、動作指令 S1を 1（ON）にして再スタートさせてください。 

ただし、ITEM022～052（折れ線パターンの設定値）の場合、動作中（動作指令 S1が

1の間）でも、実行中のステップより先のステップの設定値を変更することは可能で

す。 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 参照入力値 X1 

008 プログラム出力値 Y1 

009 時間軸出力値 Y2 

011 ステップ出力値 Y3 

012 時間軸単位 H1 

013 動作指令 S1 

014 時間軸停止指令 S2 

015 X1入力異常 U1 

016 最終折れ点到達 U2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜157＞ 折れ線プログラム 2 100～349 
7 
時間関数ブロック 
＜157＞ 折れ線プログラム 2 100～349 

概説 
本計器ブロックは、時間と出力を折れ線で設定するウェイト機能付きの折れ線プログ
ラム設定器です。 

・ウェイト機能付き 

・ウェイト動作ありのステップの場合、参照入力 X1が出力 Y1±（そのステップの）
ウェイト幅の値に達しないとき、次のステップに移行せず、時間計測を停止しま
す。同時に、出力 Y1の値をそのステップの最終値に保持（ホールド）します。
参照入力 X1が出力 Y1±ウェイト幅に入ると、次のステップに移行し時間計測を
開始し、同時に出力 Y1の折れ線変化を開始します。なお、ウェイト最大時間を
経過しても、参照入力 X1が出力 Y1±ウェイト幅に入らない場合は、時間計測を
開始し、かつ出力 Y1の折れ線変化を開始します。 

・ウェイト中に、ステップ移行指令 S4を 0（OFF）→1（ON）にすると、ウェイト
動作を解除し、次のステップに移行し時間計測を開始します。 

・あるステップ実行中にウェイト移行指令 S3を 0（OFF）→1（ON）にすると、そ
のステップの最終値にジャンプします。そのステップがウェイト動作ありの場合
は、ウェイト動作に入ります。 

・ウェイト幅、ウェイト最大時間をステップ単位で設定 

・ステップごとに、時間幅を設定 

・ステップごとに、時間単位（秒、分、時間）を指定可能 

・スタート時に、設定値を参照入力値 X1に一致させる機能付き 

・ステップ出力付き 

・プログラム全体の経過時間出力付き 

・ステップ出力(ITEM011) に ITEM書き込みブロックでデータを書き込むと、任意の
ステップの先頭に移行させることが可能。（ただし、動作指令 S1が 1（ON）のとき
にのみ ITEM書き込みが有効です。） 

現在より小さいステップに戻ることもできます（ただし、参照入力からスタートし
た場合は、参照入力によるスタート点以前には戻れません）。 

・参照入力 X1が発信元指定されていても、参照入力 X1からスタートさせず、初期値
B0からスタートさせることが可能です（参照入力無効 SWによります。ループコン
トロールユニット Ver.2.50以降のみ）。 

・ステップ完了後でも、保定値は変更可能です。ただし、参照入力 X1による開始ステ
ップ以前のデータを変更しても反映されません（ループコントロールユニット
Ver.2.50以降のみ）。 

 

①動作指令 S1が 0（OFF）のときは、出力 Y1は 0です。 

②動作指令 S1が 0（OFF）→1（ON）のとき、以下のとおりです。 

・参照入力 X1が発信元指定されていなければ、出力 Y1は B0からスタートします。 

・参照入力 X1が発信元指定されていても、参照入力無効 SWが 1（ON）の場合、出
力 Y1は B0からスタートします。 

・参照入力 X1が発信元指定されていて、参照入力無効 SWが 0（OFF）の場合、参照
入力 X1が上り勾配のステップと一致する値があると、出力 Y1はその一致点からス
タートします。 
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ブロック図 

折れ線プログラム 2

015 

016 U2 最終折れ点到達

U1 X1入力異常

013動作指令 S1 

014時間軸停止指令 S2 

Y1プログラム出力008 006参照入力 X1 

009 

011 

Y2経過時間出力

Y3ステップ出力
（0～30） 

017ウェイト移行指令 S3 

018ステップ移行指令 S4 

019 U10 ウェイト中

221 U11 ステップ 1実行中

250 U40 ステップ 30実行中
020参照入力無効 SW S5 

 

 

■ 初期値 B0からスタートする場合 

0
0

出力 Y1

最終折れ点到達 U2 

B0

B1

A2A1 A3

B3

動作指令 S1 

A4 A6 A5 
時間

時間停止指令 S2 

最終折れ点
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■ 参照入力 X1からスタートする場合 

参照入力 X1と立ち上がり勾配との一致点からスタートします。 
注：参照入力 X1からスタートする条件は、参照入力 X1が最初の（立ち下がる前の）立ち上が
り勾配と一致した場合です。 
立ち下がり勾配、およびいったん立ち下がった後の立ち上がり勾配では、一致と認識されま
せん。一致と認識されない場合、出力 Y1は、0（OFF）の値のままです。 

上り勾配のステップと一致した場合、その値からスタート 

0
0 

出力 Y1 

最終折れ点到達 U2 

B0 

B1 

A2 A4A1 A3 A6 A5

B3 

動作指令 S1 

参照入力 X1

時間

 

 

■ 参照入力 X1をもとにウェイト動作をする場合 

各ステップの最終時点で、参照入力 X1が出力 Y1±（そのステップの）ウェイト幅の
値に達しないとき、次のステップに移行せず、出力 Y1をホールドします。参照入力
X1が出力 Y1±そのステップのウェイト幅の値に達すると、次のステップに移行しま
す。 

ウェイト中にウェイト動作を解除したい場合は、ステップ移行指令 S4を 0（OFF）→1

（ON）とします。 

 

お願い 

 

ウェイト動作は、ウェイト動作ありのステップの最終値で保持する機能です。したが

って、傾斜ステップから保定ステップに移行するときにウェイト動作を有効にするた

めには、保定ステップではなく、傾斜ステップにウェイト動作を設定する点にご注意

ください。 

 
注 1：ウェイト幅を 0.00%に設定すると、ウェイト動作なしとなります。したがって、ウェイト

幅は、0.01～3200.00%の範囲で設定します。 
注 2：ステップ移行指令 S4を 0（OFF）→1（ON）としたとき、ウェイト動作は解除されます。 
注 3：Y2（経過時間）は、ウェイト中でも継続して増加します。Y2（経過時間）は、S2（時間

軸停止指令）が 1（ON）の場合のみ停止します。 
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● 傾斜ステップ（ウェイト動作あり）から、保定ステップへ移行するとき 
参照入力 X1が Y1±（ステップ 2の）ウェイト幅内にはいるまで、出力 Y1はステップ 3へ
移行せず、ステップ 2 の最終値のままウェイトします。ウェイト後、ステップ 3 の設定時
間 A3が確保されます。 

出力 Y1 

B1 

A2 A3

B2 

参照入力 X1

時間 

ステップ 2
（ウェイト動作あり）

ステップ 3

ステップ 4 

ステップ 2のウェイト幅

時間経過停
止（ウェイト
した時間）

時間経過再開

ステップ 3の設定時間 A3

ウェイト後のステップ 3の設定時間 A3 ウェイト中

ウェイト中 U10 

 

 

● 傾斜ステップ（ウェイト動作あり）から、傾斜ステップへ移行するとき 
参照入力 X1が Y1±（ステップ 2の）ウェイト幅内にはいるまで、出力 Y1はステップ 3へ移
行せず、ステップ 2の最終値のままウェイト(値をホールド）します。ウェイト後、ステップ 3
の勾配が開始され、設定時間 A3が確保されます。以降の動作がウェイトした時間分だけずれ
ます。 

出力 Y1 

B1 

A2 A3

B2 

参照入力 X1

時間 

ステップ 2
（ウェイト動作あり）

ステップ 3

ステップ 4 
ステップ 2のウェイト幅

時間経過停
止（ウェイト
した時間）

時間経過再開

ステップ 3の設定時間 A3

ウェイト後のステップ 3の設定時間 A3 ウェイト中 

ウェイト中 U10 
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■ ウェイト移行指令 S3により、自ステップのウェイト動作にジャンプする場合 

ウェイト幅内に入る必要はあるが、ウェイト動作に入るまでステップの設定時間分を
待ちたくない場合、ウェイト移行指令 S3を 0（OFF）→1（ON）にします。ウェイト
移行指令 S3が 0（OFF）→1（ON）になると、そのステップの最終値にジャンプしま
す（これにより参照入力 X1がはやくウェイ幅に近づくようにします）。自ステップが
ウェイト動作ありの場合は、そこからウェイト動作が開始されます。 
注：ウェイト移行指令 S3の機能は、そのステップの最終値へのジャンプです。したがって、自
ステップがもしウェイト動作なしの場合は、そのまま次のステップに移行します。 

ステップ 2実行中に、ウェイト移行指令 S3が 0（OFF）→1（ON）になると、ステップ 2
は、その最終値 B2にジャンプします。 
(1)もし、ステップ 2がウェイト動作ありの場合、B2のまま、参照入力 X1 が近づくのを待
ちます。参照入力 X1が出力 Y1±ウェイト幅にはいると、ステップ 3に移行します。 
(2)ステップ 2がウェイト動作なしの場合、そのままステップ 3に移行します。 

出力 Y1 

B1 

A2 A3

B2 

時間

ステップ 2
（ウェイト動作あり）

ステップ 3

ステップ 4 
ステップ 2のウェイト幅

時間経過停
止（ウェイト
した時間）

時間経過再開

ステップ 3の設定時間 A3

ウェイト後のステップ 3の設定時間 A3 ウェイト中 

ウェイト移行指令 S3 

＊1：ウェイト移行指令 S3の 0（OFF）→1（ON）の立ち上りで、そのステップの最終値に
ジャンプし、ジャンプ後すぐに、システムによって S3は、自動的に 1（ON）→0（OFF）
となります。 

＊1 

ウェイト中 U10 

参照入力 X1
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■ ウェイト最大時間を超えても、参照入力が Y1±ウェイト幅に入らない場合 

ウェイト最大時間を超えても、参照入力 X1が出力±ウェイト幅に入らない場合、強制
的にウェイト動作を終了し、次のステップに移行し、時間計測を開始します。 

出力 Y1 

B1 

A2 A3

B2 

参照入力 X1

時間 

ステップ 2
ステップ 4 ウェイト幅

時間経過停止 
（ウェイトした
時間） 

時間経過再開 

ウェイト最大時間 

ステップ 3の設定時間 A3 

ウェイト中 U10 

ウェイト後のステップ 3の設定時間 A3  

ステップ 3
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読
出、読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：
運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：す
る 
－：し
ない 

ツール
ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止）0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文
字 

ブロッ
ク名
（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：折れ線プログラム 2 157 157 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1 

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ接
続情報 

006  X1発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号) 
結線するとスタート時X1＝Y1になり
ます。 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

007 X1 参照入力値(スタート点外部設定用入
力) 

±320.00% 0 ○ r － － － 送 2 

アナログ出
力 

008 Y1 プログラム出力値 ±320.00% 0 ○ r/w － － － 送 2 

 009 Y2 経過時間出力値 0～3200.0 0.0 ○ r/w － － － 送 2 

アナログ出
力 

011 Y3 ステップ出力値（0：終了[表示のみ]）0～30 0 ○ r/w － W － 送受 2 

パラメータ 012 H1 経過時間単位(0:秒、1:分、2:時間) 0～2 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

接点入力 013 S1 動作指令(0:リセット、1:動作) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 014 S2 時間軸停止指令(1:停止) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 015 U1 X1入力異常 
(1:異常・・参照入力 X1が、最初の上
り勾配と一致しないとき、出力＝0) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 016 U2 最終折れ点到達（入力済み折れ点の最
後到達） 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

接点入力 017 S3 ウェイト移行指令 
(0→1:そのステップの最終出力値にジ
ャンプ。ジャンプ終了後システムで自
動リセット。ジャンプ後、自ステップ
がウェイト動作ありの場合、ウェイト
動作に入ります。） 
注：この指令はウェイト動作中は、無
効。（ただし、1のままにしておくと、
ウェイト終了後、受けられます。）

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 018 S4 ステップ移行指令 
(0→1:次のステップの先頭にジャン
プ。ジャンプ終了後システムで自動リ
セット） 
注：ウェイト中に 0→1にすると、ウ
ェイトが解除され、次のステップに移
行します。 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 019 U10 ウェイト中 
（0：非ウェイト中、1：ウェイト中）

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 020*2 S5 参照入力無効 SW（0：有効、1：無効）0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

パラメータ 022 B0 初期値（ただし、X1の発信元が指定
されている場合は、参照入力 X1が優
先され、この値は無効） 

±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 023 A1 ステップ 1 時間幅 A1、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 024 B1 ステップ 1 出力値 B1 ±320.00% 10.00 － R/W(O) － W － － 2 

 025 J1 ステップ 1 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 026 A2 ステップ 2 時間幅 A2、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 027 B2 ステップ 2 出力値 B2 ±320.00% 20.00 － R/W(O) － W － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読
出、読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：
運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：す
る 
－：し
ない 

ツール
ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

デー
タ長
(バイ
ト) 

 028 J2 ステップ 2 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 029 A3 ステップ 3 時間幅 A3、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 030 B3 ステップ 3 出力値 B3 ±320.00% 30.00 － R/W(O) － W － － 2 

 031 J3 ステップ 3 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 032 A4 ステップ 4 時間幅 A4、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 033 B4 ステップ 4 出力値 B4 ±320.00% 40.00 － R/W(O) － W － － 2 

 034 J4 ステップ 4 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 035 A5 ステップ 5 時間幅 A5、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 036 B5 ステップ 5 出力値 B5 ±320.00% 50.00 － R/W(O) － W － － 2 

 037 J5 ステップ 5 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

パラメータ 038 A6 ステップ 6 時間幅 A6、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 039 B6 ステップ 6 出力値 B6 ±320.00% 60.00 － R/W(O) － W － － 2 

 040 J6 ステップ 6 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 041 A7 ステップ 7 時間幅 A7、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 042 B7 ステップ 7 出力値 B7 ±320.00% 70.00 － R/W(O) － W － － 2 

 043 J7 ステップ 7 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 044 A8 ステップ 8 時間幅 A8、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 045 B8 ステップ 8 出力値 B8 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 046 J8 ステップ 8 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 047 A9 ステップ 9 時間幅 A9、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 048 B9 ステップ 9 出力値 B9 ±320.00% 90.00 － R/W(O) － W － － 2 

 049 J9 ステップ 9 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 050 A10 ステップ 10 時間幅 A10、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 051 B10 ステップ 10 出力値 B10 ±320.00% 100.00 － R/W(O) － W － － 2 

 052 J10 ステップ 10 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 053 A11 ステップ 11 時間幅 A11、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 054 B11 ステップ 11 出力値 B11 ±320.00% 90.00 － R/W(O) － W － － 2 

 055 J11 ステップ 11 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 056 A12 ステップ 12 時間幅 A12、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 057 B12 ステップ 12 出力値 B12 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 058 J12 ステップ 12 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 059 A13 ステップ 13 時間幅 A13、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 060 B13 ステップ 13 出力値 B13 ±320.00% 70.00 － R/W(O) － W － － 2 

 061 J13 ステップ 13 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 062 A14 ステップ 14 時間幅 A14、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 063 B14 ステップ 14 出力値 B14 ±320.00% 60.00 － R/W(O) － W － － 2 

 064 J14 ステップ 14 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 065 A15 ステップ 15 時間幅 A15、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 066 B15 ステップ 15 出力値 B15 ±320.00% 50.00 － R/W(O) － W － － 2 

 067 J15 ステップ 15 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 068 A16 ステップ 16 時間幅 A16、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 069 B16 ステップ 16 出力値 B16 ±320.00% 40.00 － R/W(O) － W － － 2 

 070 J16 ステップ 16 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 071 A17 ステップ 17 時間幅 A17、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 072 B17 ステップ 17 出力値 B17 ±320.00% 30.00 － R/W(O) － W － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読
出、読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：
運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：す
る 
－：し
ない 

ツール
ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

デー
タ長
(バイ
ト) 

 073 J17 ステップ 17 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 074 A18 ステップ 18 時間幅 A18、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 075 B18 ステップ 18 出力値 B18 ±320.00% 20.00 － R/W(O) － W － － 2 

 076 J18 ステップ 18 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 077 A19 ステップ 19 時間幅 A19、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 078 B19 ステップ 19 出力値 B19 ±320.00% 10.00 － R/W(O) － W － － 2 

 079 J19 ステップ 19 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 080 A20 ステップ 20 時間幅 A20、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 081 B20 ステップ 20 出力値 B20 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 082 J20 ステップ 20 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 083 A21 ステップ 21 時間幅 A21、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 084 B21 ステップ 21 出力値 B21 ±320.00% 10.00 － R/W(O) － W － － 2 

 085 J21 ステップ 21 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

パラメータ 086 A22 ステップ 22 時間幅 A22、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 087 B22 ステップ 22 出力値 B22 ±320.00% 20.00 － R/W(O) － W － － 2 

 088 J22 ステップ 22 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 089 A23 ステップ 23 時間幅 A23、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 090 B23 ステップ 23 出力値 B23 ±320.00% 30.00 － R/W(O) － W － － 2 

 091 J23 ステップ 23 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 092 A24 ステップ 24 時間幅 A24、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 093 B24 ステップ 24 出力値 B24 ±320.00% 40.00 － R/W(O) － W － － 2 

 094 J24 ステップ 24 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 095 A25 ステップ 25 時間幅 A25、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 096 B25 ステップ 25 出力値 B25 ±320.00% 50.00 － R/W(O) － W － － 2 

 097 J25 ステップ 25 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 098 A26 ステップ 26 時間幅 A26、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 099 B26 ステップ 26 出力値 B26 ±320.00% 60.00 － R/W(O) － W － － 2 

 100 J26 ステップ 26 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 101 A27 ステップ 27 時間幅 A27、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 102 B27 ステップ 27 出力値 B27 ±320.00% 70.00 － R/W(O) － W － － 2 

 103 J27 ステップ 27 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 104 A28 ステップ 28 時間幅 A28、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 105 B28 ステップ 28 出力値 B28 ±320.00% 80.00 － R/W(O) － W － － 2 

 106 J28 ステップ 28 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 107 A29 ステップ 29 時間幅 A29、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 108 B29 ステップ 29 出力値 B29 ±320.00% 90.00 － R/W(O) － W － － 2 

 109 J29 ステップ 29 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

 110 A30 ステップ 30 時間幅 A30、0.0：終了 0～3200.0 200.0 － R/W(O) － W － － 2 

 111 B30 ステップ 30 出力値 B30 ±320.00% 100.00 － R/W(O) － W － － 2 

 112 J30 ステップ 30 時間単位（0：秒[小数点
以下無効]、1：分、2：時間） 

0～2 0 － R/W(O) － W － － 1 

＊2：ループコントロールユニット Ver.2.50 以降で追加された機能です。 
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■ ウエイト設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメータ 121  ステップ 1 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 122  ステップ 1 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 123  ステップ 2 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 124  ステップ 2 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 125  ステップ 3 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 126  ステップ 3 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 127  ステップ 4 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 128  ステップ 4 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 129  ステップ 5 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 130  ステップ 5 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 131  ステップ 6 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 132  ステップ 6 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 133  ステップ 7 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 134  ステップ 7 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

パラメータ 135  ステップ 8 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 136  ステップ 8 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 137  ステップ 9 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 138  ステップ 9 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 139  ステップ 10 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 140  ステップ 10 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 141  ステップ 11 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 142  ステップ 11 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 143  ステップ 12 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 144  ステップ 12 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 145  ステップ 13 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 146  ステップ 13 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 147  ステップ 14 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 148  ステップ 14 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 149  ステップ 15 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 150  ステップ 15 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 151  ステップ 16 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 152  ステップ 16 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 153  ステップ 17 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 154  ステップ 17 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 155  ステップ 18 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 156  ステップ 18 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 157  ステップ 19 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 158  ステップ 19 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 159  ステップ 20 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 160  ステップ 20 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 161  ステップ 21 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 162  ステップ 21 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 163  ステップ 22 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 164  ステップ 22 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 165  ステップ 23 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 166  ステップ 23 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 167  ステップ 24 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 168  ステップ 24 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 169  ステップ 25 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 170  ステップ 25 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 171  ステップ 26 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 172  ステップ 26 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 173  ステップ 27 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 174  ステップ 27 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 175  ステップ 28 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 176  ステップ 28 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 177  ステップ 29 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 178  ステップ 29 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 

 179  ステップ 30 ウエイ
ト幅（0.00：ウエイト
動作なし） 

0～320.00% 0.00 － R/W(O) － W － － 2 

 180  ステップ 30 ウェイ
ト最大時間（0.0：時
間制限なし） 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － － 2 
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■ ステップ実行中フラグ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点出力 221 U11 ステップ 1実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 222 U12 ステップ 2実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 223 U13 ステップ 3実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 224 U14 ステップ 4実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 225 U15 ステップ 5実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 226 U16 ステップ 6実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 227 U17 ステップ 7実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 228 U18 ステップ 8実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 229 U19 ステップ 9実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 230 U20 ステップ 10実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 231 U21 ステップ 11実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 232 U22 ステップ 12実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 233 U23 ステップ 13実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 234 U24 ステップ 14実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 235 U25 ステップ 15実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 236 U26 ステップ 16実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 237 U27 ステップ 17実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 238 U28 ステップ 18実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 239 U29 ステップ 19実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 240 U30 ステップ 20実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 241 U31 ステップ 21実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 242 U32 ステップ 22実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 243 U33 ステップ 23実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 244 U34 ステップ 24実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 245 U35 ステップ 25実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 246 U36 ステップ 26実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 247 U37 ステップ 27実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 248 U38 ステップ 28実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 249 U39 ステップ 29実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

 250 U40 ステップ 30実行中フラグ 0、1 0 － － － － R － 1 

注： 
・時間幅 Anを「0」に設定すると、終了します。（ITEM016：U2が ONとなります） 
経過時間出力 Y2（ITEM009）が 3200.0に到達した時点で終了となります。 

・HOTスタート時には電源断直前または停止直前の折れ線途中（経過時間）からスタートし
ます。 

 

参 考 

 

動作中（動作指令 S1が 1の間）に、以下の ITEM022～180を変更可能です。変更す

ると、すぐに動作に反映されます。 

初期値 B0、ステップ毎の時間幅 A□、ステップ毎の最終出力 B□、ステップ毎の時間

単位 J□、ステップ毎のウェイト幅、ステップ毎のウェイト最大時間 

 

お願い 

 

動作中（動作指令 S1が 1の間）は、以下の ITEMは変更しないでください。 
ITEM004（演算周期）、ITEM012（経過時間単位） 
変更したい場合は、動作指令 S1をいったん 0（OFF）にしてから変更してください。
変更後、動作指令 S1を 1（ON）にして再スタートさせてください。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 4ブロック送信端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでの
モニタタグ 

b）SCADAソフトでの
CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 なし MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 参照入力値 X1 X1 

008 プログラム出力値 なし Y1 

009 経過時間出力値 なし Y2 

011 ステップ出力値 なし Y3 

012 経過時間単位 なし H1 

013 動作指令 S1 S1 

014 時間軸停止指令 S2 S2 

015 X1入力異常 U1 U1 

016 最終折れ点到達 U2 U2 

017 ウェイト移行指令 S3 S3 

018 ステップ移行指令 S4 S4 

019 ウェイト中 U10 U10 

020 参照入力無効 SW S5 S5 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜161＞ 指定順位選択 100～349 
8 
信号選択・切換ブロック 
＜161＞ 指定順位選択  100～349 

概説 
本計器ブロックは、最大 8点の入力を大きい値から順位を指定し、指定された順位の
データを選択するブロックです。 

同一数値内での順位は不定です。 

用途 
ハイ・セレクタ、ロー・セレクタ、特定順のセレクタ制御などに使用します。 

ブロック図 
 

Y1 出力007 011 入力 X1 
選択
・最大値 
・最小値 
・指定順位 

031 U1（X1選択中）

・最大値
・最小値 
・指定順位 
 のいずれか

012 入力 X2 

013 入力 X3 

014 入力 X4 

015 入力 X5 

016 入力 X6 

017 入力 X7 

018 入力 X8 

032 U2（X2選択中）

033 U3（X3選択中）

034 U4（X4選択中）

035 U5（X5選択中）

036 U6（X6選択中）

037 U7（X7選択中）

038 U8（X8選択中）

006 順位
（最大／最小／
指定順位） 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解
除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：指示順位選択 161 161 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー
（付録「実行エラーコード
一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

 006  X順位 
(1：最大値、8：最小値、2
～7：指定順位(大きい順))

1～8 8 － R/W(O) － W － － 1 

アナログ出力 007 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

アナログ入力
接続情報 

011  X1発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X2発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X3発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  X4発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  X5発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  X6発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  X7発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  X8発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入力 021 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 X3 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 X4 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 X5 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 026 X6 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027 X7 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 028 X8 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

接点出力 031 U1 X1選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 032 U2 X2選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 033 U3 X3選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 034 U4 X4選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 035 U5 X5選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 036 U6 X6選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 037 U7 X7選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 038 U8 X8選択中 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

注：ITEM011および 012は、接続必須です。ITEM013～016は、接続しないでもかまいません（そ
の場合、入力値は、-320.00%となります）。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 出力値 Y1 

021 入力値 X1 X1 

022 入力値 X2 X2 

023 入力値 X3 X3 

024 入力値 X4 X4 

025 入力値 X5 X5 

026 入力値 X6 X6 

027 入力値 X7 X7 

028 入力値 X8 X8 

031 X1選択中 U1 

032 X2選択中 U2 

033 X3選択中 U3 

034 X4選択中 U4 

035 X5選択中 U5 

036 X6選択中 U6 

037 X7選択中 U7 

038 X8選択中 U8 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜162＞ 入力選択 100～349 
8 
信号選択・切換ブロック 
＜162＞ 入力選択 100～349 

概説 
本計器ブロックは、8点のアナログ入力信号の中から、接点信号で指定したものを 1

つ選択するブロックです。 

定数選択（形式 165）と異なり、（固定値ではなく）変換するアナログ値から選択しま
す。 

用途 
マルチプレクサとしての使用 

ブロック図 
 

Y1 出力 007

011 入力 X1

入力 X1～X8の
いずれか 

031 S1 （X1選択指令）

入力選択 

 
S1～S8によ
って指定され
た入力信号を
出力 

012 入力 X2

013 入力 X3

014 入力 X4

015 入力 X5

016 入力 X6

017 入力 X7

018 入力 X8

032 S2 （X2選択指令）

033 S3 （X3選択指令）

034 S4 （X4選択指令）

035 S5 （X5選択指令）

036 S6 （X6選択指令）

037 S7 （X7選択指令）

038 S8 （X8選択指令）

 
選択指令が 1（ON）で選択。複数が 1（ON）の場合は、S1～S8の内、若い番号が有効です。 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デ
ータ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、
1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：入力選択 162 162 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一
覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：
0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ出力 007 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

アナログ入力
接続情報 

011  X1発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X2発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X3発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  X4発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  X5発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  X6発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  X7発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  X8発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入力 021 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 X3 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 X4 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 X5 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 026 X6 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027 X7 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 028 X8 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

接点入力 031 S1 X1選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 032 S 2 X2選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 033 S 3 X3選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 034 S 4 X4選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 035 S 5 X5選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 036 S 6 X6選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 037 S 7 X7選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 038 S 8 X8選択指令… ‘1’で選択 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

注 1：ITEM011および 012は、接続必須です。ITEM013～016は、接続しないでもかまいません
（その場合、入力値は、-320.00%となります）。 

注 2：X1～X8の選択指令は立上りでなく、1（ON）の状態時、選択となります。複数 1（ON）
となった場合は、ITEM番号が最も小さい ITEMの選択指令が有効となります。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 出力値 Y1 

021 入力値 X1 X1 

022 入力値 X2 X2 

023 入力値 X3 X3 

024 入力値 X4 X4 

025 入力値 X5 X5 

026 入力値 X6 X6 

027 入力値 X7 X7 

028 入力値 X8 X8 

031 X1選択指令 S1 

032 X2選択指令 S2 

033 X3選択指令 S3 

034 X4選択指令 S4 

035 X5選択指令 S5 

036 X6選択指令 S6 

037 X7選択指令 S7 

038 X8選択指令 S8 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜163＞ 3回路 3入力切換 100～349 
8 
信号選択・切換ブロック 
＜163＞ 3回路 3入力切換 100～349 

概説 
本計器ブロックは、3個のアナログ入力信号から 1個を選択して出力します。この機能
を 3組持ちます。 

・3個のアナログ信号の切換え以外に、直前値のホールドも可能 

用途 
測定部や測定対象の異なるセンサの切換え 

ブロック図 
 

S1 （接点①選択指令） 

014入力 X4 

015入力 X5 

016入力 X6 

017入力 X7 

018入力 X8 

019入力 X9 

011入力 X1 

012入力 X2 

013入力 X3 

031

032

033

034

S2 （接点②選択指令） 

S3 （接点③選択指令） 

S4 （選択なし保持） 

Y1 出力

① 

② 

③ 

○ 006 

Y2 出力

① 

② 

③ 

○ 007 

Y3 出力

① 

② 

③ 

○ 008 

(保持)

(保持)

(保持)

 
接点選択指令 S1が 1（ON）の場合、入力 X1、X4、X7が選択され、各々Y1、Y2、Y3

に出力されます。 

接点選択指令 S2が 1（ON）の場合、入力 X2、X5、X8が選択され、各々Y1、Y2、Y3

に出力されます。 

接点選択指令 S3が 1（ON）の場合、入力 X3、X6、X9が選択され、各々Y1、Y2、Y3

に出力されます。 

接点選択指令 S4が 1（ON）の場合、入力 X1～X9は選択されません。その場合の出力
Y1、Y2、Y3は、直前の値を保持します。 
注： 
・接点選択指令 S1～S4の操作には、ステップラダーブロック（形式 301）の OUTコマンドまた
は SETコマンドを使用します。 

・接点選択指令 S1～S3を 2つ以上同時に 1（ON）にした場合、エラー（実行エラーコード 19：
操作不適当）となります。そのとき、エラー発生直前の出力値が保持されます。 
・接点選択指令 S4（選択なし）は、S1～S3と同時に 1（ON）とされた場合、S1～S3よりも優
先されます。 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解
除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：3回路 3入力切換 163 163 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー
（付録「実行エラーコード
一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ出力 006 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 007 Y2 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 008 Y3 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

アナログ入力
接続情報 

011  X1発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X2発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X3発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  X4発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  X5発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  X6発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  X7発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  X8発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 019  X9発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：
ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入力 021 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 X3 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 X4 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 X5 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 026 X6 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027 X7 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 028 X8 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 029 X9 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

接点入力 031 S1 S1選択指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 032 S2 S2選択指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 033 S3 S3選択指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 034 S4 選択なし保持指令・・・ON
のとき、出力値を保持 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 



8 信号選択・切換ブロック 
＜163＞ 3回路 3入力切換 100～349 

2-216 

8 

信
号
選
択
・
切
換
ブ
ロ
ッ
ク 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

006 出力値 Y1 Y1 

007 出力値 Y2 Y2 

008 出力値 Y3 Y3 

021 入力値 X1 X1 

022 入力値 X2 X2 

023 入力値 X3 X3 

024 入力値 X4 X4 

025 入力値 X5 X5 

026 入力値 X6 X6 

027 入力値 X7 X7 

028 入力値 X8 X8 

029 入力値 X9 X9 

031 S1選択指令 S1 

032 S2選択指令 S2 

033 S3選択指令 S3 

034 選択なし保持指令 S4 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜164＞ 3回路 3出力切換 100～349 
8 
信号選択・切換ブロック 
＜164＞ 3回路 3出力切換 100～349 

概説 
本計器ブロックは、1個のアナログ入力信号を、3方向に切り替えます。この機能を 3

組持ちます。 

・3方向への切換え以外に、直前値のホールドも可能 

用途 
操作部や操作対象の異なる操作端の切換え 

ブロック図 
 

S1 （接点①選択指令） 031

032

033

034

S2 （接点②選択指令） 

S3 （接点③選択指令） 

S4 （選択なし保持） 

Y1 出力

Y2 出力

Y3 出力023 

 ①

○  ②

 ③

021 

022 011

Y4 出力

Y5 出力

Y6 出力026 

 ①

○  ②

 ③

024 

025 0012

Y7 出力

Y8 出力

Y9 出力029 

 ①

○  ②

 ③

027 

028 013

(保持) 

(保持) 

(保持) 

入力 X1 

入力 X2 

入力 X3 

 
接点選択指令 S1が 1（ON）の場合、入力 X1、X2、X3を、各々Y1、Y4、Y7に出力
します。 

接点選択指令 S2が 1（ON）の場合、入力 X1、X2、X3を、各々Y2、Y5、Y8に出力
します。 

接点選択指令 S3が 1（ON）の場合、入力 X1、X2、X3を、各々Y3、Y6、Y9に出力
します。 

接点選択指令 S4が 1（ON）の場合、入力 X1～X3は出力されません。その場合の出力
Y1～Y9は、直前の値を保持します。 
注： 
・接点選択指令 S1～S4の操作には、ステップラダーブロック（形式 301）の OUTコマンドまた
は SETコマンドを使用します。 

・接点選択指令 S1～S3を 2つ以上同時に 1（ON）にした場合、エラー（実行エラーコード 19：
操作不適当）となります。そのとき、エラー発生直前の出力値が保持されます。 
・接点選択指令 S4（選択なし）は、S1～S3と同時に 1（ON）とされた場合、S1～S3よりも優
先されます。 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － R/W 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：3回路 3出力切
換 

164 164 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力結線
情報 

011  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X3発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

014 X1 X1入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 015 X2 X2入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 016 X3 X3入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

アナログ 
出力 

021 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 022 Y2 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 023 Y3 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 024 Y4 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 025 Y5 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 026 Y6 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 027 Y7 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 028 Y8 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

 029 Y9 出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) － － － 送 2 

接点入力 031 S1 S1選択指令 0、1 0 － R/W(O) － － R/W 送受 1 

 032 S2 S2選択指令 0、1 0 － R/W(O) － － R/W 送受 1 

 033 S3 S3選択指令 0、1 0 － R/W(O) － － R/W 送受 1 

 034 S4 選択なし保持指
令・・・ONのとき、
出力値を保持 

0、1 0 － R/W(O) － － R/W 送受 1 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

014 入力値 X1 X1 

015 入力値 X2 X2 

016 入力値 X3 X3 

021 出力値 Y1 Y1 

022 出力値 Y2 Y2 

023 出力値 Y3 Y3 

024 出力値 Y4 Y4 

025 出力値 Y5 Y5 

026 出力値 Y6 Y6 

027 出力値 Y7 Y7 

028 出力値 Y8 Y8 

029 出力値 Y9 Y9 

031 S1選択指令 S1 

032 S2選択指令 S2 

033 S3選択指令 S3 

034 選択なし保持指令 S4 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜165＞ 定数選択 100～349 
8 
信号選択・切換ブロック 
＜165＞ 定数選択 100～349 

概説 
本計器ブロックは、あらかじめ設定してある 8個の定数（固定値）を接点信号で選択
し、アナログ信号として出力するブロックです。 

入力選択（形式 162）と異なり、（変化するアナログ値ではなく）固定値から選択しま
す。 

用途 
複数のパラメータ（SP値など）の切替え 

ブロック図 

 

Y1 出力 006

定数 A1～A8 

のいずれか 

定数選択 

 
S1～S8によ
って指定され
た定数を出力

021 S1 （A1選択指令） 

022 S2 （A2選択指令） 

023 S3 （A3選択指令） 

024 S4 （A4選択指令） 

025 S5 （A5選択指令） 

026 S6 （A6選択指令） 

027 S7 （A7選択指令） 

028 S8 （A8選択指令） 

定数 A1

定数 A2

定数 A3

定数 A4

定数 A5

定数 A6

定数 A7

定数 A8

あらかじめ設定 

 
選択指令が 1（ON）で選択。複数が 1（ON）の場合は、S1～S8の内、若い番号が有効
です。 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：定数選択 165 165 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
出力 

006 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

パラメー
タ 

011 A1 定数 A1 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 A2 定数 A2 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013 A3 定数 A3 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 014 A4 定数 A4 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 015 A5 定数 A5 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 016 A6 定数 A6 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 017 A7 定数 A7 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 018 A8 定数 A8 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点入力 021 S1 A1選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 022 S2 A2選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 023 S3 A3選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 024 S4 A4選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 025 S5 A5選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 026 S6 A6選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 027 S7 A7選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 028 S8 A8選択指令… ‘1’で
選択 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

注：A1～A8の選択指令は立上りでなく、1（ON）の状態時、選択となります。複数 1（ON）と
なった場合は、ITEM番号が最も小さい ITEMの選択指令が有効となります。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

006 出力値 Y1 

011 定数 A1 A1 

012 定数 A2 A2 

013 定数 A3 A3 

014 定数 A4 A4 

015 定数 A5 A5 

016 定数 A6 A6 

017 定数 A7 A7 

018 定数 A8 A8 

021 A1選択指令 S1 

022 A2選択指令 S2 

023 A3選択指令 S3 

024 A4選択指令 S4 

025 A5選択指令 S5 

026 A6選択指令 S6 

027 A7選択指令 S7 

028 A8選択指令 S8 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜166＞ 定数出力 100～349 
8 
信号選択・切換ブロック 
＜166＞ 定数出力 100～349 

概説 
本計器ブロックは、あらかじめ設定してある、8個の定数（固定値）を、アナログ信号
として一括で常時出力するブロックです。 

常時、定数 A1～A8のすべてをアナログ出力 Y1～Y8に出力します。 

用途 
入力値として一定の値を使用するとき（例：加算の一方を固定値とする） 

ブロック図 
 

定数 A1

定数 A2

定数 A3

定数 A4 

定数 A5

定数 A6

定数 A7

定数 A8

あらかじめ設定 

021 Y1出力

022 Y2出力

023 Y3出力 

024 Y4出力

025 Y5出力

026 Y6出力

027

028 Y8出力

Y7出力
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：定数出力 166 166 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

パラメー
タ 

011 A1 定数 A1 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 A2 定数 A2 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013 A3 定数 A3 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 014 A4 定数 A4 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 015 A5 定数 A5 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 016 A6 定数 A6 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 017 A7 定数 A7 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 018 A8 定数 A8 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

アナログ
出力 

021 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 022 Y2 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 023 Y3 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 024 Y4 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 025 Y5 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 026 Y6 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 027 Y7 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 028 Y8 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － － 2 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

011 定数 A1 A1 

012 定数 A2 A2 

013 定数 A3 A3 

014 定数 A4 A4 

015 定数 A5 A5 

016 定数 A6 A6 

017 定数 A7 A7 

018 定数 A8 A8 

 



8 信号選択・切換ブロック 
＜167＞ 勾配付きスイッチ 001～032 
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信
号
選
択
・
切
換
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜167＞ 勾配付きスイッチ 001～032 
8 
信号選択・切換ブロック 
＜167＞ 勾配付きスイッチ 001～032 

概説 
アナログ入力 2点（X1および X2、定数も可能）を、勾配（ランプ）付きで切り換え
るスイッチです。 

入力切換指令 S1を切り換えた時点から、設定された時間後に、アナログ出力 Y1がア
ナログ入力 X1または X2となるように、一定勾配で出力 Y1を変化させます。 

設定した時間をかけて、設定値を徐々に変更させたいときに使用します。 
注： COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の内部記憶値がクリアされま
す。HOTスタート時には保持されます。 

用途 
バルブの開閉、熱処理時の加熱勾配などで、設定値を時間をかけて変化させる場合 

ブロック図 

 

Y2 残時間031 勾配
フィルタ

008入力X2 

028リセット指令S2 

025時間幅 T 

007入力X1 

027入力切換指令S1 

Y1 出力030 

032 U1 入力切換中

 
 
 

T（時間幅）

Y1 

時間 

時間 0 

1 

S1 

X1 

X2 

T（時間幅）

変化 

 
入力切換指令 S1＝1（ON）のとき、Y1= X1→ X2に T時間かけて変化します。 

入力切換指令 S1＝0（OFF） のとき、Y1= X2→ X1に T時間かけて変化します。T時
間が経過した後、選択された入力を出力します。 

なお、入力切換中 U1が 1（ON）の間のみ、勾配フィルタが効いています。 

（上位図は、X2>X1の関係で説明していますが、X2<X1の関係も可能です。） 
注 1：リセット指令 S2＝1（ON）のとき、入力切換指令 S1＝1（ON）ならば、 Y1= X2にリセ

ットします。入力切換指令 S1＝0（OFF）ならば、 Y1= X1にリセットします。 
注 2：出力 Y1が変化の途中に入力切換指令を変更した場合は、出力中の値から、X1または X2

に T時間かけて変化します。 
注 3：出力 Y1が変化の途中に、時間単位（ITEM026）を変更した場合、その後、リセット指令

S2を 1（ON）から 0（OFF）にしてください。それによってはじめて、変更値が有効と
なります。 



8 信号選択・切換ブロック 
＜167＞ 勾配付きスイッチ 001～032 
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信
号
選
択
・
切
換
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：勾配付きスイッ
チ 

167 167 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1 

1～4 4 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 
注：000000のとき、
定数指定となり、
ITEM015の値をX1の
定数（固定値）としま
す。 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 
注：000000のとき、
定数指定となり、
ITEM016の値をX2の
定数（固定値）としま
す。 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

015 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 016 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

025 T 時間幅(0：遅れなし) 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 026 TU 時間単位 (0：秒、1：
分、2：時間) 

0～2 0 － R/W(S) － W － 送受 1 

接点入力 027 S1 入力切換指令(1：Y1= 
X2←X1、 
             0：Y1= 
X1←X2) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 028 S2 リセット指令 
1のとき、S1
（ITEM:027）=0なら
ば、Y1=X1にリセッ
ト。 S1（ITEM:027）
=1ならば、Y1=X2に
リセット。 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

030 Y1 出力値 ±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

 031 Y2 残時間（時間幅→0） 0～3200.0 0.0 ○ r － W － 送 2 

接点出力 032 U1 入力切換中（勾配フィ
ルタが効いている：1）

0、1 0 ○ － － ― R 送 1 

 



8 信号選択・切換ブロック 
＜167＞ 勾配付きスイッチ 001～032 
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信
号
選
択
・
切
換
ブ
ロ
ッ
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ 

ITEM データ名 
タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

015 入力値 X1 

016 入力値 X2 

025 時間幅 T 

026 時間単位 TU 

027 入力切換指令 S1 

028 リセット指令 S2 

030 出力値 Y1 

031 残時間 Y2 

 



9 ITEM書込ブロック 
＜171＞ 定数用 ITEM書き込み 100～349 
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9 

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
書
込
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜171＞ 定数用 ITEM書き込み 100～349 
9 
ITEM書込ブロック 
＜171＞ 定数用 ITE M書き込み 100～349 

概説 
計器ブロックの ITEMの中のパラメータ ITEMに、定数データ（固定値）を書き込み
ます。E1～E8送信指令接点または一括送信指令接点の ONのときに、定数をパラーメ
ータ ITEMに書き込みます。 

定数データ-32000～+32000を書き込みます。小数点を除いた値です（例：小数点以下
2桁の ITEMに 100を書き込むと、1.00の書き込みとなります）。 

・各計器ブロックの ITEM一覧において、ITEM書込ブロックによる設定が可能（W）
の ITEMに、定数データを書き込むことができます。不可（－）の ITEMには書込
みができません。 

 ITEM 読み書き方法 データ長
（バイト）
 

  モニタソフトに

よる 

ITEM書込ブロッ

クによる 

ステップラ

ダーによる

 

  W W － 1 
 

・書き込み先ブロックの ITEM002（形式）は、変更できません。 

・送信指令接点が 1（ON）の間、書き込みを実行します。送信指令接点は、書き込み
完了後、自動的に 0（OFF）となります。したがって、1回の書き込み操作を実行す
る場合、送信指令接点の操作には、ステップラダーブロック（形式 301）の立上がり
微分出力コマンド（DU）を使用します。繰り返し書き込み操作を実行する場合、送
信指令接点の操作には、OUTコマンドまたは SETコマンドを使用します。 

ブロック図 
 

定数 E1

定数 E2

定数 E3 

定数 E4

定数 E5

定数 E6

定数 E7

定数 E8

あらかじめ設定

011 E1出力 

012 E2出力 

013 E3出力 

014 E4出力 

015 E5出力 

016 E6出力 

017

018 E8出力 

E7出力 

031S1（E1送信指令） 

032S2（E2送信指令） 

033S3（E3送信指令） 

034S4（E4送信指令） 

035S5（E5送信指令） 

036S6（E6送信指令） 

037S7（E7送信指令） 

038S8（E8送信指令） 

039S9 （一括送信指令） 

他のブロック
の指定 ITEMへ

 

 



9 ITEM書込ブロック 
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Ｅ
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ロ
ッ
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：定数用 ITEM書込 171 171 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を
参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ出
力接続情報 

011  E1宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  E2宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  E3宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  E4宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  E5宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  E6宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  E7宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  E8宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番
号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 021 E1 設定値 E1 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 022 E2 設定値 E2 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 023 E3 設定値 E3 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 024 E4 設定値 E4 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 025 E5 設定値 E5 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 026 E6 設定値 E6 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 027 E7 設定値 E7 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 028 E8 設定値 E8 ±32000 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点入力 031 S1 E1送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 2 

 032 S2 E2送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 033 S3 E3送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 034 S4 E4送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 035 S5 E5送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 036 S6 E6送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 037 S7 E7送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 038 S8 E8送信指令・・・ONのとき、送信 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 039 S9 一括送信指令・・・ONのとき、送
信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 



9 ITEM書込ブロック 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

021 設定値 E1 E1 

022 設定値 E2 E2 

023 設定値 E3 E3 

024 設定値 E4 E4 

025 設定値 E5 E5 

026 設定値 E6 E6 

027 設定値 E7 E7 

028 設定値 E8 E8 

031 E1送信指令 S1 

032 E2送信指令 S2 

033 E3送信指令 S3 

034 E4送信指令 S4 

035 E5送信指令 S5 

036 E6送信指令 S6 

037 E7送信指令 S7 

038 E8送信指令 S8 

039 一括送信指令 S9 

 



9 ITEM書込ブロック 
＜172＞ 変数用 ITEM書き込み 100～349 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜172＞ 変数用 ITEM書き込み 100～349 
9 
ITEM書込ブロック 
＜172＞ 変数用 ITE M書き込み 100～349 

概説 
アナログ信号（変数）を入力し、その変数データ（変化する値）を、計器ブロックの
ITEMの中のパラメータ ITEMに書き込みます。E1～E8送信指令接点または一括送信
指令接点の ONのときに、パラーメータ ITEMに変数データを書き込みます。 

変数データ-3200.00～+3200.00％に対応した定数データ-32000～+32000（小数点を除い
た値）を書き込みます（例：小数点以下 2桁の ITEMに 100を書き込むと、1.00の書
き込みとなります）。 

・各計器ブロックの ITEM一覧において、ITEM書込ブロックによる設定が可能（W）
の ITEMに、アナログ入力（変数）データを書き込むことができます。不可（－）
の ITEMには書込みができません。 

 ITEM 読み書き方法 データ長 
（バイト） 
 

  モニタソフトに
よる 

ITEM書込ブロッ
クによる 

ステップラ
ダーによる

 

  W W － 1 
 

・書き込み先ブロックの ITEM002（形式）は、変更できません。 

・送信指令接点が 1（ON）の間、書き込みを実行します。送信指令接点は、書き込み
完了後、自動的に 0（OFF）となります。したがって、1回の書き込み操作を実行す
る場合、送信指令接点の操作には、ステップラダーブロック（形式 301）の立上がり
微分出力コマンド（DU）を使用します。繰り返し書き込み操作を実行する場合、送
信指令接点の操作には、OUTコマンドまたは SETコマンドを使用します。 

ブロック図 
 

変数入力 X1 

変数入力 X2 

変数入力 X3 

変数入力 X4 

変数入力 X5 

変数入力 X6 

変数入力 X7 

変数入力 X8 

031 E1出力 

032 E2出力 

033 E3出力 

034 E4出力 

035 E5出力 

036 E6出力 

037

038 E8出力 

E7出力 

041S1 （E1送信指令） 

042S2 （E2送信指令） 

043S3 （E3送信指令） 

044S4 （E4送信指令） 

045S5 （E5送信指令） 

046S6 （E6送信指令） 

047S7 （E7送信指令） 

048S8 （E8送信指令） 

049S9 （一括送信指令） 

011

012

013

014

015

016

017

018

変数選択、データ表示

他のブロックの
指定 ITEMへ 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：変数用 ITEM書
き込み 

172 172 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

011  X1発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  X2発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  X3発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  X4発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  X5発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  X6発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  X7発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  X8発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

021 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 X2 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 X3 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 X4 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 X5 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 026 X6 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027 X7 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 028 X8 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

アナログ出
力接続情報 

031  E1宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 032  E2宛先指定(BBB：
BLOCK番地、III：
ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 033  E3宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 034  E4宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 035  E5宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 036  E6宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号(無接
可) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 037  E7宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 038  E8宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

接点入力 041 S1 E1送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 042 S2 E2送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 043 S3 E3送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 044 S4 E4送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 045 S5 E5送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 046 S6 E6送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 047 S7 E7送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 048 S8 E8送信指令・・・ON
のとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 049 S9 一括送信指令・・・
ONのとき、送信 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 

お願い 

 

基本 PIDブロック（形式 011）および高度 PIDブロック（形式 012）では、PID定数

が変更されると、MVのバンプレス処理が働きます。 

そのため、もし変数用 ITEM書き込みブロック（形式 172）によって、演算周期ごと

に変数を PID定数に書き込みと、MVが更新されなくなり、その結果 PID制御が正し

く実行されません。 

その場合は、ステップラダーブロック（形式 301）を使用して、ITEM書き込みブロッ

クによる書き込み処理の、時間間隔を空けるようにしてください。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

021 入力値 X1 X1 

022 入力値 X2 X2 

023 入力値 X3 X3 

024 入力値 X4 X4 

025 入力値 X5 X5 

026 入力値 X6 X6 

027 入力値 X7 X7 

028 入力値 X8 X8 

041 E1送信指令 S1 

042 E2送信指令 S2 

043 E3送信指令 S3 

044 E4送信指令 S4 

045 E5送信指令 S5 

046 E6送信指令 S6 

047 E7送信指令 S7 

048 E8送信指令 S8 

049 一括送信指令 S9 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜174＞ バッチデータ収集 100～349 
9 
ITEM書込ブロック 
＜174＞ バッチデータ収集 100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ入力最大 8点を、各々、シーケンス処理上のあるタイミ
ングで、バッファに記憶します。 

バッチ処理終了後、バッファに記憶された ITEM内のデータを CPUユニットまたはモ
ニタソフトによって読み出して使用します。 
注：モニタソフトで読み出す場合は、バッファに記憶された ITEM内のデータを、拡張 CPU間

Ao端子（形式 458）などを使用して、いったん CPUユニットの I/Oメモリに格納してから、
それを読み出してください。 

用途 
バッチ処理のプラントにおいて、シーケンス処理のタイミングで、データ収集をし、
帳票を作成 

例：タンクへの原料仕込み終了時の、温度データ、レベルデータを収集し、バッチ報
を作成 

ブロック図 
 

021（D1バッファ）

022（D2バッファ）

023（D3バッファ）

024（D4バッファ）

025（D5バッファ）

026（D6バッファ）

027（D7バッファ）

028（D8バッファ）

収集データのバッファ

011 D1入力

012 D2入力

013 D3入力

014 D4入力

015 D5入力

016 D6入力

017 

018 D8入力

D7入力

031 S1（D1入力指令） 

032 S2（D2入力指令） 

033 S3（D3入力指令） 

034 S4（D4入力指令） 

035 S5（D5入力指令） 

036 S6（D6入力指令） 

037 S7（D7入力指令） 

038 S8（D8入力指令） 

S9（一括入力指令） 039

S10（バッファ一括クリア指令）040

入力

 
S1～S8入力が 0→1になると、ITEM021～028（D1～D8バッファ）に D1～D8入力デ
ータが各々記憶されます。データ取り込み後、S1～S8入力は、自動的にリセットされ、
0となります。 

S9入力が 0→1になると、一括で ITEM021～028（D1～D8バッファ）に D1～D8入力
データが記憶されます。データ取り込み後、S9入力は、自動的にリセットされ、0と
なります。 

S10入力が 0→1になると、 ITEM021～028（D1～D8バッファ）に記憶されていたデ
ータがすべてクリアされます。バッファクリア後、S10入力は、自動的にリセットさ
れ、0となります。 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：バッチデータ収
集 

174 174 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力結線
情報 

011  D1発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  D2発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  D3発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 014  D4発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 015  D5発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  D6発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  D7発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 018  D8発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、
III：ITEM番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

021 D1 入力値 D1（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 022 D2 入力値 D2（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 023 D3 入力値 D3（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 024 D4 入力値 D4（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 025 D5 入力値 D5（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 026 D6 入力値 D6（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 027 D7 入力値 D7（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 028 D8 入力値 D8（バッファ
への記憶データ） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

接点入力 031 S1 D1入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

 032 S2 D2入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 033 S3 D3入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 034 S4 D4入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 035 S5 D5入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 036 S6 D6入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 037 S7 D7入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 038 S8 D8入力指令・・・0
→1のとき、データ入
力 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 039 S9 一括入力指令・・・0
→1のとき、D1～D8
のデータを一括入力

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 040 S10 バッファ一括クリア
指令・・・0→1のと
き、D1～D8のバッフ
ァ（記憶値）を一括で
クリア 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

021 入力値 D1 D1 

022 入力値 D2 D2 

023 入力値 D3 D3 

024 入力値 D4 D4 

025 入力値 D5 D5 

026 入力値 D6 D6 

027 入力値 D7 D7 

028 入力値 D8 D8 

031 D1入力指令 S1 

032 D2入力指令 S2 

033 D3入力指令 S3 

034 D4入力指令 S4 

035 D5入力指令 S5 

036 D6入力指令 S6 

037 D7入力指令 S7 

038 D8入力指令 S8 

039 一括入力指令 S9 

040 バッファ一括クリア指令 S10 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜182＞ 積算値入力加算 100～349 
10 
パルス演算ブロック 
＜182＞ 積算値入力加算 100～349 

概説 
本計器ブロックは、最大 4つの積算値信号(0000～9999の繰り返し信号)を加算します。 

・各積算入力ごとに、桁シフトが可能です。 

・加算結果は、積算値（8桁）と瞬時値で出力します。 

・リセット指令 S1を 1（ON）にすると、積算値は 0カウントに戻ります。 

・積算中断指令により、すべてのカウント動作を停止します。 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の積算値がクリアされます。

HOTスタート時には保持されます。 

用途 
各流体の流量積算値の合計を計算するとき 

ブロック図 

積算カウンタ

 

021 

桁シフト007 積算値入力Ｐ 1 

積算カウンタ 
リセット指令 S1 

024 Q1 積算値（下位 4桁）

022 積算中断指令 S2 

瞬時値変換 Y1 瞬時値出力023 

加算
P1+P2+P3＋P4

025 Q2 積算値（上位 4桁）

桁シフト008 積算値入力Ｐ 2 

桁シフト009 積算値入力Ｐ 3 

桁シフト010 積算値入力Ｐ 4 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：積算値入力加算 182 182 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

積算値入
力接続情
報 

007  P1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  P2発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 009  P3発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 010  P4発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

積算値入
力 

011 P1 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

 012 P2 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

 013 P3 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

 014 P4 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

015  P1桁シフト 
(10のベキ乗、－3：
×0.001、－2：×0.01、
－1：×0.1、0：×1、
1：×10)  注 1 

-3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 016  P2桁シフト（同上） -3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 017  P3桁シフト（同上） -3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 018  P4桁シフト（同上） -3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 019  瞬時値変換係数 
(瞬時値出力 100％と
きの毎秒当たりのパ
ルス数を設定) 

0～
99999.9999

1000.000
0 

－ R/W(S) － － － － 4 

 020  瞬時値変換時の移動
平均データ個数 

1～16 16 － R/W(S) － － － 送受 1 

接点入力 021 S1 積算カウンタ・リセッ
ト指令 
(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 022 S2 積算中断指令(1:中断) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

023 Y1 瞬時値出力値 0～320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

積算値出
力 

024 Q1 積算値(下位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

 025 Q2 積算値(上位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

注 1：桁シフトを-3～-1に設定した場合、瞬時値計算に使われるパルス数は整数部分のみです。 
小数点部分は、次回に加えられます。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

011 入力値 P1 P1 

012 入力値 P2 P2 

013 入力値 P3 P3 

014 入力値 P4 P4 

020 瞬時値変換時の移動平均データ個数 N 

021 積算カウンタ・リセット指令 S1 

022 積算中断指令 S2 

023 瞬時値出力値 Y1 

024 積算値（下位 4桁） Q1 

025 積算値（上位 4桁） Q2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜183＞ 積算値アナログ乗算 100～349 
10 
パルス演算ブロック 
＜183＞ 積算値アナログ乗算  100～349 

概説 
本計器ブロックは、1組の積算値信号(0000～9999の繰り返し信号)とアナログ信号を乗
算します。 

・積算入力には、桁シフトが可能です。 

・乗算結果は、積算値（8桁）と瞬時値で出力します。 

・リセット指令 S1を 1（ON）にすると、積算値は 0カウントに戻ります。 

・積算中断指令により、すべてのカウント動作を停止します。 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の積算値がクリアされます。

HOTスタート時には保持されます。 

ブロック図 

積算カウンタ

 

018 

桁シフト007 積算値入力 P1 

積算カウンタ
リセット指令 S1 

021 Q1 積算値（下位 4桁）

019 積算中断指令 S2 

瞬時値変換 Y1 瞬時値出力 020

乗算
Q1＝K1×P1×（X1-A1）

008 アナログ入力 X1 
022 Q2 積算値（上位 4桁）
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：積算値アナログ
乗算 

183 183 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

積算値入
力接続情
報 

007  P1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力接続
情報 

008  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

積算値入
力 

011 P1 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

アナログ
入力 

012 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

013  桁シフト 
(10のベキ乗、－3：
×0.001、－2：×0.01、
－1：×0.1、0：×1、
1：×10)  注 1 

-3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 014 K1 ゲイン ±10.000 1.000 － R/W(O) － － － 送受 2 

 015 A1 バイアス ±320.00% 0.00 － R/W(O) － － － 送受 2 

 016  瞬時値変換係数 
(瞬時値出力 100％と
きの毎秒当たりのパ
ルス数を設定) 

0～
99999.9999

1000.000
0 

－ R/W(S) － － － － 4 

 017  瞬時値変換時の移動
平均データ個数 

1～16 16 － R/W(S) － － － 送受 1 

接点入力 018 S1 積算カウンタ・リセッ
ト指令 
(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 019 S2 積算中断指令(1:中断) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

020 Y1 瞬時値出力値 0～320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 

積算値出
力 

021 Q1 積算値(下位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

 022 Q2 積算値(上位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － － － 送 2 

注 1：乗算式は、Q1＝K1×P1×（X1－A1）です。Q1、K1、P1の各値は、上記 ITEM一覧のデ
ータ範囲のとおりです。ただし、X1、A1は、100%＝1.0として計算され、データ範囲と
しては、ともに-3.2～+3.2となります。 

注 2：乗算の結果がマイナスの場合、乗算結果は 0となります。 
注 3：桁シフトを-3～-1に設定した場合、瞬時値計算に使われるパルス数は整数部分のみです。 

小数点部分は、次回に加えられます。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

011 入力値 P1 P1 

012 入力値 X1 X1 

014 ゲイン K1 

015 バイアス A1 

017 瞬時値変換時の移動平均データ個数 N 

018 積算カウンタ・リセット指令 S1 

019 積算中断指令 S2 

020 瞬時値出力値 Y1 

021 積算値（下位 4桁） Q1 

022 積算値（上位 4桁） Q2 

 



10 パルス演算ブロック 
＜184＞ 積算（積算値入力用） 100～349 

2-245 

10 

パ
ル
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜184＞ 積算（積算値入力用） 100～349 
10 
パルス演算ブロック 
＜184＞ 積算（積算値入力用） 100～349 

概説 
本計器ブロックは、4桁の積算値信号(0000～9999の繰り返し信号)を連続積算し、8桁
に変換するときに使用します。また、バッチ制御を行います。 

・積算値は、上位 4桁と下位 4桁に分割して出力します。必要に応じて上位コンピュ
ータで統合して表示してください。 

・積算値出力 Qnを他のブロックのアナログ入力に接続すると、9999カウントは、
99.99％として処理されます。 

・リセット指令 S1を 1（ON）にすると、積算値は 0カウントに戻ります。 

・バッチコントローラ・リセット指令 S3が入力されると、バッチ積算値 Q3が 0カウ
ントとなり、定量設定値到達 U1が 0（OFF）にリセットされます。 

・積算中断指令により、すべてのカウント動作を停止します。 

・マイナス入力は、0％入力と見なします。 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の積算値がクリアされます。

HOTスタート時には保持されます。 

用途 
・パルス入力ユニット（形 CS1W-PPS01：ブロック形式 562）からの積算値 0000～9999

を、積算値入力 P1として入力します。 

・接点入力/積算値出力（ブロック形式 185）からの積算値 0000～9999を、積算値入力
P1として入力します。 
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ブロック図 
 

Q1 積算値（下位 4桁）012

014 

桁シフト007 積算値入力 P1 

積算カウンタリ
セット指令 S1 

積算カウンタ

013 Q2 積算値（上位 4桁）

バッチ
コントローラ 022 Q3 バッチ積算値 

023 バッチコントローラ
リセット指令 S3 

015 積算中断指令 S2 

024 U1 定量設定値到達
021 定量設定値 

0 

バッチ積算値 Q3 

積算中断指令 S2 

定量到達 U1 

リセット指令 S3 

定量設定値 

瞬時値変換 Y1 瞬時値出力 016
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：積算(積算値入
力用） 

184 184 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

■ 積算値入力 P1 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

積算値入
力接続情
報 

007  P1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

積算値入
力 

008 P1 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009  桁シフト 
(10のベキ乗、－3：
×0.001、－2：×0.01、
－1：×0.1、0：×1、
1：×10)  注 1 

-3～+1 0 － R/W(S) － － － － 1 

 010  瞬時値変換係数 
(瞬時値出力 100％と
きの毎秒当たりのパ
ルス数を設定) 

0～
99999.9999

1000.000
0 

－ R/W(S) － － － － 4 

 011  瞬時値変換時の移動
平均データ個数 

1～16 16 － R/W(S) － － － － 1 

積算値出
力 

012 Q1 積算値(下位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － W － 送 2 

 013 Q2 積算値(上位 4桁) 0000～9999 0 ○ r/w － W － 送 2 

接点入力 014 S1 積算カウンタ・リセッ
ト指令 
(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 015 S2 積算中断指令(1:中断) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ
出力 

016 Y1 瞬時値出力値 0～320.00% 0.00 ○ r/w － － － 送 2 
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■ バッチ・コントローラ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

021  定量設定値 0000～9999 9999 － R/W(O) － W － 送受 2 

積算値出
力 

022 Q3 バッチ積算値 0000～9999 0 ○ r/w － W － 送 2 

接点入力 023 S3 バッチ・コントロー
ラ・リセット指令 
(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 024 U1 定量設定値到達 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

注 1：桁シフトを-3～-1に設定した場合、瞬時値計算に使われるパルス数は整数部分のみです。 
小数点部分は、次回に加えられます。 

 



10 パルス演算ブロック 
＜184＞ 積算（積算値入力用） 100～349 

2-249 

10 

パ
ル
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 P1 P1 

012 積算値（下位 4桁） Q1 

013 積算値（上位 4桁） Q2 

014 積算カウンタ・リセット指
令 

S1 

015 積算中断指令 S2 

016 瞬時値出力値 Y1 

021 定量設定値 BM 

022 バッチ積算値 Q3 

023 バッチ・コントローラ・リ
セット指令 

S3 

024 定量設定値到達 U1 

 



10 パルス演算ブロック 
＜185＞ 接点入力／積算値出力 100～349 

2-250 

10 

パ
ル
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜185＞ 接点入力／積算値出力 100～349 
10 
パルス演算ブロック 
＜185＞ 接点入力／積算値出力 100～349 

概説 
本計器ブロックは、接点入力（低速パルス）の立ち上がりをカウントして積算値信号
を出力します。 

・パルス入力ユニットの代わりに接点入力ユニットを使用して低速パルス列信号を積
算するときに使用します。 

・接点入力は、接点接続ブロック(形式：201)またはステップ・ラダー・ブロックで与
えて下さい。 

・接点入力信号が 1（ON）になった後、一旦 0（OFF）にならないとカウント動作を
行いません。したがって、演算周期とパルスレートの関係をよく確認して使用して
下さい。 

注 1：基本入力ユニットからの接点信号を入力とする場合、Di端子ブロックの演算周期は、0.1
～2秒周期のため、低速のパルス入力を積算するときにのみ使用可能です。流量計などか
らの高速のパルスを入力することはできませんので、ご注意ください。 

注 2：ITEM004の演算周期は、接点入力の周期よりも短く設定してください。 
注 3：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の積算値がクリアされます。

HOTスタート時には保持されます。 

用途 
電力用などの低速パルスを入力し、積算します。 

積算値が 8桁まで必要な場合は、積算（積算値入力用）（ブロック形式 184）に、積算
値を出力し、8桁に変換します。 

ブロック図 

 

008 接点入力 S1 
積算

011 Q1 積算値（下位 4桁）

010 積算中断指令 S3 

009 リセット指令 S2 

012 Q2 積算値（上位 4桁）

 
 

 

0 

積算値 Q1/Q2 

積算中断指令 S3 

リセット指令 S2 

接点入力 S1

 

 



10 パルス演算ブロック 
＜185＞ 接点入力／積算値出力 100～349 

2-251 

10 

パ
ル
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：接点入力／積算
値入力 

185 185 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

接点入力 008 S1 接点入力値 0、1 0 ○ － － － R/W 送受 1 

 009 S2 リセット指令(1:リセ
ット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 010 S3 積算中断指令(1:中断) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

積算値出
力 

011 Q1 積算値(下位 4桁) 0000～9999 0 ○ － － W － 送 2 

 012 Q2 積算値(上位 4桁) 0000～9999 0 ○ － － W － 送 2 

 

お願い 

 

TEM004の演算周期は、接点入力のパルス周期と同一またはそれより短く設定しくだ

さい。接点入力のパルス周期より長く設定すると、接点入力を正しくカウントできま

せん。 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 接点入力値 S1 

009 リセット指令 S2 

010 積算中断指令 S3 

011 積算値（下位 4桁） Q1 

012 積算値（上位 4桁） Q2 

 



10 パルス演算ブロック 
＜186＞ 積算値入力／接点出力 100～349 

2-252 

10 

パ
ル
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜186＞ 積算値入力／接点出力 100～349 
10 
パルス演算ブロック 
＜186＞ 積算値入力／接点出力 100～349 

概説 
本計器ブロックは、積算値入力を接点出力（低速パルス）に変換します。 

・パルス出力ユニットの代わりに接点出力ユニットを使用して低速パルス列信号を外
部に出力するときに使用します。 

・接点出力は、接点接続ブロック(形式：201)またはステップ・ラダー・ブロックで外
部に接続して下さい。 

・接点出力信号は、1演算周期だけ 1（ON）になった後、次の 1演算周期は 0（OFF）
になります。 

・出力パルスレートが演算周期の 2倍以上になり、出力速度が追いつかなくなったと
きは内部に蓄積します。 

・内部蓄積が継続するときは、桁シフト設定値を変更してパルスレートを遅くして下
さい。 

注：・内部カウンタの最大値は、「99999999」です。 
  ・COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の演算結果の積算値がクリアされます。

HOTスタート時には保持されます。 

用途 
積算（瞬時値入力用）（ブロック形式 150）からの積算値を、積算値入力 P1として入
力します。 

現場にある接点入力のメカニカルカウンタで、積算値を知らせる場合などに、使用し
ます。 

ブロック図 
 

パルス列変換 012 U1 接点出力

011 積算中断指令 S2 

010 

桁シフト007 積算値入力Ｐ 1 

リセット指令 S1 

0 

積算値 Q1 

積算中断指令 S2 

リセット指令 S3 

U1 接点出力  

 



10 パルス演算ブロック 
＜186＞ 積算値入力／接点出力 100～349 

2-253 

10 

パ
ル
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：積算値入力／接
点出力 

186 186 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

積算値入
力接続情
報 

007  P1発信元指定
(BBB:BLOCK番地、
III:ITEM番号、接続必
須) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

積算値入
力 

008 P1 入力値 0～9999 0 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009  桁シフト(10のベキ
乗、－3：×0.001、
－2：×0.01、－1：×
0.1、0：×1、1：×10)

－3～＋1 
 

0 － R/W(S) － － － － 1 

接点入力 010 S1 積算カウンタ・リセッ
ト指令(1:リセット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 011 S2 積算中断指令(1:中断) 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 012 U1 接点出力値 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 P1 P1 

010 積算カウンタ・リセット指
令 

S1 

011 積算中断指令 S2 

012 接点出力値 U1 

 



11 その他ブロック 
＜192＞ アナログ／パルス幅変換 100～349 

2-254 

11 

そ
の
他
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜192＞ アナログ／パルス幅変換 100～349 
11 
その他ブロック 
＜192＞ アナログ／パルス幅変換 100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ入力信号に比例して一定周期内のオン／オフ比を変化さ
せます。（アナログ入力 0～100%に応じて、オンの時間比率を 0～100%変化させます。） 
 

・毎演算周期ごとに、オン経過時間とアナログ入力値(＝オン時間設定値)を比較します。
オフ状態になったら、周期 CTが完了するまでオフ状態を継続します。 

・オンオフ制御のヒータを PIDコントローラの出力で操作（時間比例制御）するとき
などに使用します。 

・接点出力 U1は、入力 0％以下のとき全周期 0（OFF）、入力 100％以上のとき全周
期 1（ON）になります。 

・時間の最小分解能は、0.1秒です。ただし、演算周期より短くなりません。 

・リセット指令 S1が 1（ON）でリセットされ、接点出力 U1は全周期 0（OFF）。リ
セット指令 S1が 0（OFF）で、接点出力 U1の ON時間がアナログ入力 X1に比例し
て出力されます。 

用途 
時間比例制御（オンとオフの時間比を比例的に変化させる比例制御） 

ブロック図 

 

011 U1 接点出力

010 

アナログ／パルス幅変換 007 入力 Ｘ 1 

リセット指令 S1 

 
 

 

リセット指令 S1 

接点出力 U1 

OFFON 

周期 CT

OFF ON 

周期 CT

OFF ON

周期 CT 

入力 Ｘ 1

70% 

50% 

30% 

30% 70% 50% 50% 70% 30%  

 



11 その他ブロック 
＜192＞ アナログ／パルス幅変換 100～349 

2-255 

11 

そ
の
他
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：アナログ／パル
ス幅変換 

192 192 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号、 
（接続必須) 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

008 X1 入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメー
タ 

009 CT 繰り返し周期 1～1000.0s 1.0 － R/W(S) － － － 送受 2 

接点入力 010 S1 リセット指令(1:リセ
ット) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 011 U1 接点出力 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 入力値 X1 X1 

009 繰り返し周期 CT 

010 リセット指令 S1 

011 接点出力 U1 

 



12 シーケンス演算ブロック 
＜201＞ 接点接続 100～349 

2-256 

12 

シ
ー
ケ
ン
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜201＞ 接点接続 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
＜201＞ 接点接続 100～349 

概説 
本計器ブロックを使用すると、ステップラダーブロック（形式 301）を使用せずに接点
信号を 1：1で接続できます。 

 

・接点接続ブロック 1個当たり 8組の接続ができます。 

・発信元と宛先のブロック番地と ITEM番号を指定して接続します。 

・指定することができる ITEMは、ステップラダーブロックと同様です。発信元に、
「接点出力」または「接点入力」ITEM、宛先に「接点入力」ITEMを指定すること
が可能です。 

・各計器ブロックの ITEM一覧における ITEM種別、または「読み書き方法」の「ス
テップラダーによる」読み書きの項を参照してください。 

 ITEM種類 読み書き方法 データ長
（バイト）
 

  モニタソフト
による 

ITEM書込ブロッ
クによる 

ステップラダ
ーによる 

 

接点入力  － － R/W 1 
 

・常時出力型とワンショット出力型を選択できます（ループコントロールユニッ
Ver.2.50以降）。常時出力型は、接点入力を常時接点出力に接続します。ワンショッ
ト出力型は、接点入力が 0→1または 1→0へ変化したときのみ、接点入力を接点出
力に接続します。 

ブロック図 
 発信元指定

S1 

S2 

S3 

S4 

S5 

S6 

S7 

S8 

007

009

011

013

015

017

019

021

008

010

012

014

016

018

020

022

E1 

E2 

E3 

E4 

E5 

E6 

E7 

E8 

 

 

 

 

 

 

 

 

他のブロック 他のブロック
宛先指定 

 



12 シーケンス演算ブロック 
＜201＞ 接点接続 100～349 

2-257 

12 

シ
ー
ケ
ン
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：接点接続 201 201 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を
参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

 006＊
1 

 出力タイプ 
0：常時出力型、1：ワンショット出
力型 
注：ワンショット出力型は、接点入
力 S□が変化したときのみ、接点出
力 E□に接続します。 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

接点入力接
続情報 

007  S1発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

008  E1宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力接
続情報 

009  S2発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

010  E2宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力接
続情報 

011  S3発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

012  E3宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力接
続情報 

013  S4発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

014  E4宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力接
続情報 

015  S5発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

016  E5宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力接
続情報 

017  S6発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

018  E6宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力接
続情報 

019  S7発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

020  E7宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力接
続情報 

021  S8発信元指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力接
続情報 

022  E8宛先指定 
(BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号)

BBBIII 000000 － R/W(S) － －  4 

 
 



12 シーケンス演算ブロック 
＜202＞ 定数比較 100～349 

2-258 

12 

シ
ー
ケ
ン
ス
演
算
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜202＞ 定数比較 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
＜202＞ 定数比較 100～349 

概説 
本計器ブロックは、アナログ入力信号と定数の比較（＞，＝、＜のいずれか）を行い、
比較結果を、接点で出力します。 

・最大 8組の、アナログ入力信号と定数を比較 

・比較結果の、一括強制 ON出力指示、または一括強制 OFF出力指示が可能 

・一括の比較停止が可能 
注：＞、＜の比較方法のときに、比較接点のヒステリシスはありません。 

用途 
入力がある値以上（ある値と一致、またはある値以下）での、制御条件（PID定数、
加熱/冷却など）の切替など。 

ブロック図 

 

入力 X1 007 0：X1＞R1
1：X1＝R1
2：X1＜R1

010 U1 接点出力

041 S1（比較停止指令） 

042 S2（出力強制 0指令） 

043 S3（出力強制 1指令） 

基準値 X1

比較方法 

定数 R1

入力 X2 011 0：X2＞R2
1：X2＝R2
2：X2＜R2

014 U2 接点出力
基準値 X2

比較方法 

定数 R2

入力 X8 035 0：X8＞R8
1：X8＝R8
2：X8＜R8

038 U8 接点出力
基準値 X8

比較方法 

定数 R8
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止）0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：定数比較 202 202 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ入
力結線情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 008  R1 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 009  C1 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 010 U1 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

011  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 012  R2 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013  C2 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 014 U2 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

015  X3発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 016  R3 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 017  C3 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 018 U3 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

019  X4発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 020  R4 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 021  C4 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 022 U4 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

023  X5発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 024  R5 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 025  C5 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 026 U5 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

027  X6発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 028  R6 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 029  C6 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 030 U6 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

031  X7発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 032  R7 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 033  C7 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 034 U7 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

035  X8発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

パラメータ 036  R8 定数 ±320.00% 0.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 037  C8 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点出力 038 U8 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

接点入力 041 S1 比較停止指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 042 S2 出力強制 0指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 043 S3 出力強制 1指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ入
力 

051＊
1 

X1 X1入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 052＊
1 

X2 X2入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 053＊
1 

X3 X3入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 054＊
1 

X4 X4入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 055＊
1 

X5 X5入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 056＊
1 

X6 X6入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 057＊
1 

X7 X7入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 058＊
1 

X8 X8入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

＊1：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
注： 
・比較停止指令 S1が 1（ON）となると、入力 X1～X8に対するすべての比較処理が停止し
ます。そのときの比較結果出力はすべて、S1が 1（ON）となった時点の出力値にホール
ドされます。 
・出力強制 0指令 S2が 1（ON）となると、接点出力 U1～U8が比較結果にかかわらずすべ
て 0（OFF）となります。 
・出力強制 1指令 S3が 1（ON）となると、接点出力 U1～U8が比較結果にかかわらずすべ
て 1（ON）となります。 
・出力強制 0指令 S2、および出力強制 1指令 S3は、比較停止指令 S1よりも優先されます。 
・出力強制 0指令 S2および出力強制 1指令 S3が、両方とも 1（ON）となった場合、実行エ
ラー（エラーコード 19：操作不適当）が発生します。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

008 定数 R1 R1 

010 比較結果 U1 U1 

012 定数 R2 R2 

014 比較結果 U2 U2 

016 定数 R3 R3 

018 比較結果 U3 U3 

020 定数 R4 R4 

022 比較結果 U4 U4 

024 定数 R5 R5 

026 比較結果 U5 U5 

028 定数 R6 R6 

030 比較結果 U6 U6 

032 定数 R7 R7 

034 比較結果 U7 U7 

036 定数 R8 R8 

038 比較結果 U8 U8 

041 比較停止指令 S1 

042 出力強制 0指令 S2 

043 出力強制 1指令 S3 

051 入力値 X1 X1 

052 入力値 X2 X2 

053 入力値 X3 X3 

054 入力値 X4 X4 

055 入力値 X5 X5 

056 入力値 X6 X6 

057 入力値 X7 X7 

058 入力値 X8 X8 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜203＞ 変数比較 100～349 
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シーケンス演算ブロック 
＜203＞ 変数比較 100～349 

概説 
本計器ブロックは、2つのアナログ入力信号間の比較（＞，＝、＜のいずれか）を行い、
比較結果を、接点で出力します。 

・最大 8組の、2つのアナログ入力信号間を比較 

・比較結果の、一括強制 ON出力指示、または一括強制 OFF出力指示が可能 

・一括の比較停止が可能 
注：＞、＜の比較方法のときに、比較接点のヒステリシスはありません。 

用途 
入力が比較入力以上（または比較入力と一致、または比較入力以下）での、制御条件
（PID定数、加熱/冷却など）の切替など。 

ブロック図 

 

入力 X1 007 0：X1＞R1
1：X1＝R1
2：X1＜R1

010 U1 接点出力

041 S1（比較停止指令） 

042 S2（出力強制 0指令） 

043 S3（出力強制 1指令） 

基準値 X1

比較方法 

比較値 R1

入力 X2 011 0：X2＞R2
1：X2＝R2
2：X2＜R2

014 U2 接点出力
基準値 X2

比較方法 

比較値 R2

比較入力 R1 008 

比較入力 R2 012 

入力 X8 035 0：X8＞R8
1：X8＝R8
2：X8＜R8

038 U8 接点出力
基準値 X8

比較方法 

比較値 R8比較入力 R8 036 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の
読出、読み書き。(S)：初期設定データ、
(O)：運転データ 

ITEM分類 
ITE
M 

記
号 

データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：す
る 
－：し
ない 

ツール
ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止）0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文
字 

ブロッ
ク名
（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：変数比較 203 203 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

アナログ入
力結線情報 

007  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 008  R1発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 009  C1 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 010 U1 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

011  X2発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 012  R2発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 013  C2 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 014 U2 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

015  X3発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 016  R3発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 017  C3 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 018 U3 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

019  X4発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 020  R4発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 021  C4 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 022 U4 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

023  X5発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 024  R5発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 025  C5 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 026 U5 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

027  X6発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 028  R6発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 029  C6 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 030 U6 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

031  X7発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 032  R7発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の
読出、読み書き。(S)：初期設定データ、
(O)：運転データ 

ITEM分類 
ITE
M 

記
号 

データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：す
る 
－：し
ない 

ツール
ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

全ブロ
ック送
受信に
よる 

デー
タ長
(バイ
ト) 

 033  C7 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 034 U7 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ入
力結線情報 

035  X8発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 036  R8発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

 037  C8 比較方法 
（0：X＞R、1：X＝R、2：X＜R） 

0～2 1 － R/W(O) － W － － 1 

接点出力 038 U8 比較結果 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

接点入力 041 S1 比較停止指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 042 S2 出力強制 0指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 043 S3 出力強制 1指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

アナログ 
入力 

051
＊1 

X1 X1入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 052
＊1 

X2 X2入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 053
＊1 

X3 X3入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 054
＊1 

X4 X4入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 055
＊1 

X5 X5入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 056
＊1 

X6 X6入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 057
＊1 

X7 X7入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 058
＊1 

X8 X8入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 061
＊1 

R1 R1入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 062
＊1 

R2 R2入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 063
＊1 

R3 R3入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 064
＊1 

R4 R4入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 065
＊1 

R5 R5入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 066
＊1 

R6 R6入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 067
＊1 

R7 R7入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

 068
＊1 

R8 R8入力値 ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

＊1：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 
注： 
・比較停止指令 S1が 1（ON）となると、入力 X1～X8に対するすべての比較処理が停止し
ます。そのときの比較結果出力はすべて、S1が 1（ON）となった時点の出力値にホール
ドされます。 
・出力強制 0指令 S2が 1（ON）となると、接点出力 U1～U8が比較結果にかかわらずすべ
て 0（OFF）となります。 
・出力強制 1指令 S3が 1（ON）となると、接点出力 U1～U8が比較結果にかかわらずすべ
て 1（ON）となります。 
・出力強制 0指令 S2、および出力強制 1指令 S3は、比較停止指令 S1よりも優先されます。 
・出力強制 0指令 S2および出力強制 1指令 S3が、両方とも 1（ON）となった場合、実行エ
ラー（エラーコード 19：操作不適当）が発生します。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

010 比較結果 U1 U1 

014 比較結果 U2 U2 

018 比較結果 U3 U3 

022 比較結果 U4 U4 

026 比較結果 U5 U5 

030 比較結果 U6 U6 

034 比較結果 U7 U7 

038 比較結果 U8 U8 

041 比較停止指令 S1 

042 出力強制 0指令 S2 

043 出力強制 1指令 S3 

051 入力値 X1 X1 

052 入力値 X2 X2 

053 入力値 X3 X3 

054 入力値 X4 X4 

055 入力値 X5 X5 

056 入力値 X6 X6 

057 入力値 X7 X7 

058 入力値 X8 X8 

061 入力値 R1 R1 

062 入力値 R2 R2 

063 入力値 R3 R3 

064 入力値 R4 R4 

065 入力値 R5 R5 

066 入力値 R6 R6 

067 入力値 R7 R7 

068 入力値 R8 R8 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜205＞ タイマ 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
＜205＞ タイマ  100～349 

概説 
2段警報を行うタイマです。 

 

・動作指令 S1が 1（ON）のとき、計時動作を行います。（設定値－予報値）に到達す
ると、接点出力 U2が（ON）1となります。設定値に到達すると、接点出力 U1が 1

（ON）となります。動作指令 S1を 0（OFF）にするとリセットされます。そのとき、
経過時間 Y1が 0になり、同時に接点出力 U1、U2が 0（OFF）となります。 

・中断指令 S2が 1（ON）のとき、計時動作が停止します。 

・予報値は設定値から何時間前かを設定します。 

・最小分解能は、演算周期と同じです。 

・経過時間は、設定値到達後もカウントを続けて、3200.0に到達すると停止します。 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前のタイマ現在値がクリアされます。HOT
スタート時には保持されます。 

ブロック図 

 

013 U1 設定値到達

012 

タイマ動作

011 動作指令 S1 

中断指令 S2 

014 U2 予報値到達
008 予報値 

007 設定値 

009 Y1 経過時間 

 
 

 

動作指令 S1

中断指令 S2

Y1 経過時間 

設定値
予報値 

設定値到達 U1 

予報値到達 U2 

時間 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：タイマ 205 205 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

 007  設定値 0～3200.0 0.0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 008  予報値(設定値から差
し引く) 

0～3200.0 0.0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

アナログ
出力 

009 Y1 経過時間 0～3200.0 0.0 ○ r R W － 送 2 

パラメー
タ 

010  時間単位(0:s、1:min、
2:h、3:0.1s) 

0～3 0 － R/W(S) R － － 送受 1 

接点入力 011 S1 動作指令 0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

 012 S2 中断指令 0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点出力 013 U1 設定値到達 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 014 U2 予報値到達 0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送信 4ブロック端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニ
タタグ 

b）SCADAソフトでの CSVタ
グ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 なし MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 設定値 SP SP 

008 予報値(設定値から差し引
く) 

PRESET PRS 

009 経過時間 PV Y1 

010 時間単位 なし TMU 

011 動作指令 S1 S1 

012 中断指令 S2 S2 

013 設定値到達 U1 U1 

014 予報値到達 U2 U2 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜206＞ 間欠タイマ 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
＜206＞ 間欠タイマ 100～349 

概説 
本計器ブロックは、オン設定時間とオフ設定時間を設定しておくとオンオフ動作を繰
り返します。 

 

・最小分解能は、演算周期と同じです。 

・動作指令 S1が 1（ON）のとき、計時動作を行います。0（OFF）にするとリセット
されます。 

注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前のタイマ現在値がクリアされます。HOT
スタート時には保持されます。 

用途 
サンプル PI制御 

ブロック図 

 

010 Y1 オン経過時間

間欠タイマ動作

012 動作指令 S1 

011 Y2 オフ経過時間
008オフ時間設定値 T2 

007オン時間設定値 T1 

013 U1  接点出力

 
 

 

T2 T2T1 T1 

動作指令 S1 

接点出力 U1 

T1
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：間欠タイマ 206 206 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

パラメー
タ 

007 T1 オン時間設定値 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 008 T2 オフ時間設定値 0～3200.0 0.0 － R/W(O) － W － 送受 2 

 009  時間単位(0:s、1:min、
2:h、3:0.1s) 

0～3 0 － R/W(S) － － － 送受 1 

アナログ
出力 

010 Y1 オン経過時間 0～3200.0 0.0 ○ r/w － － － 送 2 

 011 Y2 オフ経過時間 0～3200.0 0.0 ○ r/w － － － 送 2 

接点入
力・パラメ
ータ 

012 S1 動作指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 013 U1 接点出力 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 オン時間設定値 T1 

008 オフ時間設定値 T2 

009 時間単位 TMU 

010 オン経過時間 Y1 

011 オフ経過時間 Y2 

012 動作指令 S1 

013 接点出力 U1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜207＞ クロックパルス 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
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概説 
本計器ブロックは、設定時間（Ts）毎に 1演算周期だけ 1（ON）となるクロックパル
スを出力します。 

 

動作指令 S1が 1（ON）の間のみ、クロックパルスを出力します。 

動作指令 S1が 0（FF）の場合、出力接点は、0（FF）のままとなります。 

用途 
ステップラダーブロック（形式 301）において、クロックパルスを入力条件としたシー
ケンスプログラム(例：一定時間間隔の現在値の測定など）を組むときに、使用します。 

ブロック図 

 

クロックパルス動作008 動作指令 S1 009 U1 クロックパルス出力

 
 

 動作指令     S1 

クロックパルス 
出力 U1 

Ts Ts

演算周期 演算周期

Ts

演算周期 演算周期 

時間

 
注：Ts＝0の場合、クロックパルス出力は、動作指令が 1（ON）のとき、つねに 1（ON）。 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：クロックパルス 207 207 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1 

1～4 1 － R/W(S) － － － － 2 

パラメー
タ 

007  Ts設定値（単位：s）
注：0sのときは、ク
ロックパルス出力は
つねに 1（ON） 

0～32000s 0 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点入力 008 S1 動作指令(1:クロック
パルス出力あり) 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

接点出力 009 U1 クロックパルス出力 0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 Ts設定値 TS 

008 動作指令 S1 

009 クロックパルス出力 U1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜208＞ カウンタ 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
＜208＞ カウンタ 100～349 

概説 
2段警報を行うカウンタです。 

 

・動作指令 S1が 1（ON）のとき、接点パルス入力 S2の立ち上がりを数え、カウント
値 Y1を出力します。（設定値－予報値）に到達すると、接点出力 U2が 1（ON）と
なります。設定値に到達すると、接点出力 U1が 1（ON）となります。動作指令 S1

を 0（OFF）にするとリセットされ、カウンタ値 Y1が 0になり、同時に接点出力
U1、U2が 0（OFF）となります。 

・予報値は、設定値から差し引く値を設定します。 

・カウント値は、9999に到達すると 0に戻りますが、予報値到達信号と設定値到達信
号は保持されます。 

注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前のカウンタ現在値がクリアされます。HOT
スタート時には保持されます。 

ブロック図 

 

012 U1 設定値到達

011

カウンタ動作

010動作指令 S1 

接点パルス入力 S2 

013 U2 予報値到達
008予報値 

007設定値 

009 Y1 カウント値

 
 

 

動作指令 S1 

設定値 

予報値 

設定値到達 U1 

予報値到達 U2 

時間

接点入力 S2 

0 

Y1 カウント値 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)期設定データ、(O)運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：カウンタ 208 208 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

パラメー
タ 

007  設定値 0～9999 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

 008  予報値(設定値から差
し引く) 

0～9999 0 － R/W(O) R/W W － 送受 2 

アナログ
出力 

009 Y1 カウント値 0～9999 0 ○ r R － － 送 2 

接点入力 010 S1 動作指令 0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

 011 S2 接点パルス入力 0、1 0 ○ R/W R/W － R/W － 1 

接点出力 012 U1 設定値到達 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 013 U2 予報値到達 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 

モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 4ブロック送信端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモ
ニタタグ 

b）SCADAソフトでの CSVタ
グ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 なし MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 設定値 SP SP 

008 予報値(設定値から差し引
く) 

PRESET PRS 

009 カウント値 PV Y1 

010 動作指令 S1 S1 

012 設定値到達 U1 U1 

013 予報値到達 U2 U2 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜209＞ 内部スイッチ 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
＜209＞ 内部スイッチ  100～349 

概説 
接点信号を入力し、一時記憶します。PLC（プログラマブルコントローラ）の内部補
助リレーに相当します。 

ツールソフト使用時、この内部スイッチがデフォルトでブロック番地349に割り付き、
「一時記憶」として自動的に作成されます。一時記憶用の内部スイッチ（ブロック番
地 349）は、システム用のため、ユーザでは使用できません。 

 

ユーザで本計器ブロックを使用する場合は、349番地以外を使用してください。 

・本内部スイッチブロック 1個で 224点の内部スイッチを使用できます。 
注：COLDスタート時に、電源断直前または停止直前の一時記憶値がクリアされます。HOTス

タート時には保持されます。 

用途 
ステップラダーブロック（形式 301）において、特定の「接点入力」ITEMに書き込ま
ず、ラダー演算の途中結果を内部的にリレー受けするときなどに使用します。 

OUTなどの出力系命令で本内部スイッチに出力し、LOADなどの入力系命令で読み出
すことができます。 

例） 

 

001-013が ONで、100-011（内部スイ
ッチ）が ON 

100-011（内部スイッチ）が ONで、
001-012が ON 

001-013 

100-011 
（内部スイッチ） 001-012 

  

  

内部スイッチで 

リレー受け 

100-011 
（内部スイッチ）

 

ブロック図 

S1 

S10 

S31 

S224

011 

020 

041 

234 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：内部スイッチ 209 209 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

接点入力 011 S1 内部スイッチ 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 ～ ～  ～  ○       

 020 S10 内部スイッチ 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 ～ ～  ～  ○       

 041＊
1 

S31 内部スイッチ 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

 ～ ～  ～  ○       

 234＊
1 

S224 内部スイッチ 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 送受 1 

＊1：ループコントロールユニットの Ver.2.00以降で追加された機能です。 

 

SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
SCADAソフトでの CSVタグ ITEM データ名 

タグ ITEM（固定値） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

011～026 内部スイッチ S1～16 S1～16 

027～042 内部スイッチ S17～32 S17～32 

043～058 内部スイッチ S33～48 S33～48 

059～074 内部スイッチ S49～64 S49～64 

075～090 内部スイッチ S65～80 S65～80 

091～106 内部スイッチ S81～96 S81～96 

107～122 内部スイッチ S97～112 S97～112 

123～138 内部スイッチ S113～128 S113～128 

139～154 内部スイッチ S129～144 S129～144 

155～170 内部スイッチ S145～160 S145～160 

171～186 内部スイッチ S161～176 S161～176 

187～202 内部スイッチ S177～192 S177～192 

203～218 内部スイッチ S193～208 S193～208 

219～234 内部スイッチ S209～224 S209～224 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜210＞ レベルチェック 100～349 
12 
シーケンス演算ブロック 
＜210＞ レベルチェック 100～349 

概説 
アナログ入力 1点に対して、そのレベルを 8段階でチェックし、レベルに応じた接点
を出力します。同時に、レベル No.をアナログ出力します。 

・1つの本計器ブロックで 8レベルをチェック 

・各レベルにヒステリシスを設定可能 

・本計器ブロックを（連結用出力を使用して）直列に複数接続することで、9レベル以
上のチェックも可能 

おもな用途例 
ITEM書き込みブロックと組み合わせる（レベルに応じた接点出力を ITEM書き込みブ
ロックに接続する）ことで、アナログデータのレベルに応じた他の計器ブロックの
ITEM変更などができます。 

例：温度レベルに応じた PIDブロックの比例帯変更（本ブロック→定数用 ITEM書き
込みブロック→基本 PIDブロックの比例帯変更） 

ブロック図 
 

Y1 レベルNo.030 006 入力X1
レベル1：A0～A1
レベル2：A1～A2 
レベル3：A3～A3 
レベル4：A4～A4 
レベル5：A5～A5 
レベル6：A6～A6 
レベル7：A7～A7 
レベル8：A8～A8 
 
上側ヒステリシス：A9
下側システリシス：A10

031 U1（レベル1）

032 

033 

U2（レベル2）

U3（レベル3）

034 U4（レベル4）

035 U5（レベル5）

036 U6（レベル6）

037 U7（レベル7）

038 U8（レベル8）

レベルチェック

Y2 連結用出力040 
入力X1
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：レベルチェック 210 210 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

■ 入力 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力結線
情報 

006  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ
入力 

007 X1 入力値  ±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

■ レベルチェック境界値 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

010 A0 下限値 ±320.00% -320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 011 A1 レベル 1上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 012 A2 レベル 2上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 013 A3 レベル 3上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 014 A4 レベル 4上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 015 A5 レベル 5上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 016 A6 レベル 6上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 017 A7 レベル 7上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 018 A8 レベル 8上限値 ±320.00% 320.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 019 A9 上側ヒステリシス 0～320.00% 1.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

 020 A10 下側ヒステリシス 0～320.00% 1.00 － R/W(O) － W － 送受 2 
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■ レベルチェック結果 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
出力 

030 Y1 レベル No.（0：範囲
外） 

0～8 0 ○ － － － － 送 2 

接点出力 031 U1 レベル 1(A0＜X1≦
A1) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 032 U2 レベル 2(A1＜X1≦
A2) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 033 U3 レベル 3(A2＜X1≦
A3) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 034 U4 レベル 4(A3＜X1≦
A4) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 035 U5 レベル 5(A4＜X1≦
A5) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 036 U6 レベル 6(A5＜X1≦
A6) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 037 U7 レベル 7(A6＜X1≦
A7) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

 038 U8 レベル 8(A7＜X1≦
A8) 

0、1 0 ○ － － － R 送 1 

アナログ
出力 

040 Y2 連結用出力（入力した
値 X1をそのまま出
力） 

±320.00% 0.00 ○ r － － － － 2 

注 1：レベル上限値（A1～A8）の設定について： 
A0≦A1≦A2≦A3≦A4≦A5≦A6≦A7≦A8 となるように設定してください。 
例えば、もし A0≦A1≦A2≦A3＞A4のように設定すると、レベルチェックは、A0→A1
→A2…・→A8の順に行うため、A4以降の設定は無効となります。もし X1＞A4の状態
となった場合、実行エラー（エラーコード：71）となり、出力状態は範囲外の場合と同じ
（Y1=0、U1～U8=0）になります。 
なお、例えば、A0＜A1=A2=A3＜A4＜A5…・のように同じ値とした場合、A2と A3は無
視されますが、実行エラーにはなりません。 

注 2：ヒステリシスについて： 
入力X1の脈動による、現在レベルのチャタリングを防止するため、レベルチェックには、
ヒステリシスを設けています。 
例えば、ある演算周期で A2<X1≦A3のため「レベル 3」に位置していた場合、次の演算
周期でのレベルチェックは、下側ヒステリシス分下の（A2－下側ヒステリシス値）と、
上側ヒステリシス分上の（A3＋上側ヒステリシス値）の間にあるか否かで、行なわれま
す。 
そのため、X1が（A2－下側ヒステリシス値）<X1≦A2となっても、レベル 2（U2）は 1
（ON）とはならず、レベル 3（U3）は 1（ON）のままです。また、同様に、X1が A3<X1
≦（A3+上側ヒステリシス値）となっても、レベル 4 （U4）は 1（ON）とはならず、レ
ベル 3（U3）は 1（ON）のままです。 
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ある演算周期

A4 

A3 

A2 

A1 

▲
 

X1

X1 

A4

A3

A2

A1

X1

レベル4 

レベル3 

レベル2 

A9（上側ヒステリシス）
ｓ

A10（下側ヒステリシス）
ｓ

U3が1（ON）

X1

U2は1（ON）とならず、
U3が1（ON）のまま

次の演算周期

例） 

▲
 

 
注 3： 
・連結用出力 Y2について： 
この連結用出力 Y2を使用して連結したときは、単純に X1を分岐入力した場合と異なり、異
なるレベルが同時に ONとなる動作（ヒステリシスによる）を防ぐことができます。 
参考：本計器ブロックを複数使用し、それらのレベル設定を連続してつなげることで、9個

以上のレベル数を実現することが可能です。以下のように設定してください。 
①1番目の本計器ブロックの連結用出力値 Y2を、2番目の本計器ブロックの入力 X1に接続
してください。 
②1番目の本計器ブロックの A8と、2番目の本計器ブロックの A0を、同じ値にしてくださ
い。 
③1番目の本計器ブロックと、2番目の本計器ブロックの間で、上限ヒステリシス同じ値に
設定してください。同様に、下限ヒステリシスも同じ値に設定してください。 
④2番目の本計器ブロックのブロック番地を、1番目の本計器ブロックのブロック番地より、
大きな値に設定してください。 
⑤1番目の本計器ブロックと 2番目の本計器ブロックの演算周期を同じ値に設定してくださ
い。 
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SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPUユニ
ットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
b）SCADAソフトでの CSVタグ 

ITEM データ名 
タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 MT_ST 

003 実行エラー表示 ERR 

007 入力値 X1 

010 下限値 A0 

011 レベル 1上限値 A1 

012 レベル 2上限値 A2 

013 レベル 3上限値 A3 

014 レベル 4上限値 A4 

015 レベル 5上限値 A5 

016 レベル 6上限値 A6 

017 レベル 7上限値 A7 

018 レベル 8上限値 A8 

019 上側ヒステリシス A9 

020 下側ヒステリシス A10 

030 レベル No. Y1 

031 レベル 1 U1 

032 レベル 2 U2 

033 レベル 3 U3 

034 レベル 4 U4 

035 レベル 5 U5 

036 レベル 6 U6 

037 レベル 7 U7 

038 レベル 8 U8 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜221＞ オンオフ弁操作 100～349 
13 
接点型操作端 
＜221＞ オンオフ弁操作 100～349 

概説 
本計器ブロックは、全開／全閉検知のリミットスイッチ付きのオンオフ弁の操作、監
視をします。 

・弁動作時間異常検知付き（全開または全閉操作後に、リミットスイッチが ONにな
らないと弁動作時間異常として接点出力） 

・操作場所選択入力機能付き（操作場所選択スイッチによって、弁操作を現場から行
うか、中央の本ループコントロールユニットから行うかを入力する。現場から行う
場合は、操作出力を OFFにする） 

・A/M切替機能付き（通常の AUTO時は、入力を操作出力とし、MAN時は、内部指
定状態を操作出力する） 

・弁中間開度中出力付き（全開／全閉検知のリミットスイッチがともに OFFのとき、
中間開度中とみなして出力接点を ONとする） 

・AUTOからMANへ切り替え時、切り替え直前の AUTO入力にMAN入力を一致さ
せて、MAN状態となります（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

・操作場所選択スイッチを ON（現場）から OFF（中央）へ切り替えると、強制的に
MAN状態となり、同時に、MAN入力を切り替え直前のリミットスイッチ開/閉入力
の状態に一致させ、現場での実際の状態を維持します（ループコントロールユニッ
ト Ver.2.50以降）。 

LS1 
全開

オンオフ 
弁操作 

LS2 
全閉

操作 

操作場所選択スイッチ
（現場／中央） 

弁動作時間異常
中間開度中

 

 

用途 
空気圧操作弁、電動操作弁などの操作をするとき。 

ブロック図 

オンオフ弁操作 

022

021 U1 操作出力 

U2 弁動作時間異常出力

012 

015 リミットスイッチ 
 開入力 S5 

013 

AUTO入力 S2 

016 リミットスイッチ 
 閉入力 S6 

085 操作場所入力 S4 

023 U3 中間開度中出力

・操作出力後、リミッ
トスイッチ入力で開
閉時間をチェック 

・操作場所が現場操作
時は出力をオフ 

086 A/M切替 S1 

 

MAN入力
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：オンオフ弁 221 221 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

パラメータ 006  開リミットスイッチの有無 
（0：なし、1：あり） 
注：0の場合、開リミットスイッチ
入力（ITEM015）は 0（OFF）となり
ます。 

0、1 1 － R/W(S) － － － － 1 

 007  開時間設定値 
注：開リミットスイッチの有無
（ITEM006）が 1の場合、有効とな
ります。 

0～32000s 5 － R/W(O) － W － 送受 2 

 008  閉リミットスイッチの有無 
（0：なし、1：あり） 
注：0の場合、閉リミットスイッチ
入力（ITEM016）は 0（OFF）となり
ます。 

0、1 1 － R/W(S) － － － － 1 

 009  閉時間設定値 
注：閉リミットスイッチの有無
（ITEM008）が 1の場合、有効とな
ります。 

0～32000s 5 － R/W(O) － W － 送受 2 

 010  弁動作方向 
0：正動作（通電時：閉）、 
1：逆動作（通電時：開） 

0、1 1 － R/W(S) － － － － 1 

接点入力 012 S2 AUTO入力 0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点入力・パ
ラメータ 

013 S3 MAN入力 0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点入力 015 S5 開リミットスイッチ入力 
0：開リミットスイッチ OFF 
1：開リミットスイッチ ON 
注：ITEM006（開リミットスイッチ
の有無）が 0の場合、0となります。

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

 016 S6 閉リミットスイッチ入力 
0：閉リミットスイッチ OFF 
1：閉リミットスイッチ ON 
注：ITEM008（閉リミットスイッチ
の有無）が 0の場合、0となります。

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点出力 021 U1 操作出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 022 U2 弁作動時間異常 
（1：異常） 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 023 U3 弁中間開度中（1：中間開度中） 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 085 S4 操作場所入力（1：現場、0：中央）
＊1 
注：1（現場）のとき、操作出力
（ITEM021）が 0、かつ弁作動時間
異常（ITEM022）および弁中間開度
中（ITEM023）が 0となります。 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点入力・パ
ラメータ 

086 S1 A/M切替入力＊2 
0：MAN 、1：AUTO 

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

パラメータ 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

＊1：操作場所入力 S4を 1（現場）→0（中央）に切り替えると、 A/M切替スイッチ（ITEM086）
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の値を強制的に 0（MAN）とし、同時に操作出力 U1を以下のようにします（ループコン
トロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能です）。 
切り替え直前の開リミット入力 S5が 1（開）のときは、ITEM013（MAN入力）を 1とし
て、操作出力 U1を 1とします。 
切り替え直前の閉リミット入力 S6が 1（閉）のときは、ITEM013（MAN入力）を 0とし
て、操作出力 U1を 0とします。 
切り替え直前の開リミット入力 S5および閉リミット入力 S6がともに 1またはともに 0
のときは、ITEM010（弁動作方向）が 1（逆）ならば、操作出力 U1を 0とします。ITEM010
（弁動作方向）が 0（正）ならば、操作出力 U1を 1とします。 

＊2：A/M切替スイッチ S1を 1（AUTO）→0（MAN）に切り替えると、ITEM012（AUTO入力）
の値を、ITEM013（MAN入力）に自動的に転送します。これにより、切り替え直前の AUTO
入力にMAN入力が一致した状態で、MAN状態となります（ループコントロールユニッ
ト Ver.2.50以降で追加された機能です）。 

モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛送 4ブロック信端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニタタ
グ 

b）SCADAソフトでの
CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 なし MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

007 開時間設定値 なし TO 

009 閉時間設定値 なし TC 

012 AUTO入力 S2 S2 

013 MAN入力 S3 S3 

015 開リミットスイッチ入力 S5 S5 

016 閉リミットスイッチ入力 S6 S6 

021 操作出力 U1 U1 

022 弁作動時間異常 U2 U2 

023 弁中間開度中 U3 U3 

085 操作場所入力 S4 S4 

086 A/M切替入力 S1 S1 

099 札掛け OP_MK OP_MK 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜222＞ モータ操作 100～349 
13 
接点型操作端 
＜222＞ モータ操作 100～349 

概説 
本計器ブロックは、モータの操作、監視をします。 

・操作場所選択入力機能付き（操作場所選択スイッチによって、弁操作を現場から行
うか、中央の本ループコントロールユニットから行うかを入力し、現場から行う場
合は、操作出力を OFFにする） 

・A/M切替機能付き（通常の AUTO時は、入力を操作出力とし、MAN時は、内部指
定状態を操作出力する） 

・モータアンサー異常警報付き（モータに対する操作 ON指令中に、アンサー接点入
力がアンサーチェック時間以上 OFFとなると、異常として接点出力する） 

・モータ電流上限警報付き（CT変換器からの CT入力が設定値以上の場合、異常とし
て接点出力する） 

・AUTOからMANへ切り替え時、切り替え直前の AUTO入力にMAN入力を一致さ
せて、MAN状態となります（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

・操作場所選択スイッチを ON（現場）から OFF（中央）へ切り替えると、強制的に
MAN状態となり、同時に、 MAN入力を切り替え直前のアンサー入力の状態に一致
させ、現場での実際の状態を維持します（ループコントロールユニット Ver.2.50以
降）。 

アンサー 
入力 

モータ
操作 

操作

操作場所選択スイッチ 
（現場／中央） 

モータアンサー異常
上限警報（CT入力） 

モータ

電磁開閉器

CT変換器 

CT入力 

モータ電源

 

 

用途 
ポンプ、攪拌機、コンベアなどのモータ操作をするとき。 
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ブロック図 

モータ操作 

021 U1 操作出力 

012 

013 

AUTO入力 S2 

085 操作場所入力 S4 

036 H 上限警報（CT入力値）

・操作出力 ON 時、電
磁開閉器からのアン
サー入力OFFでモー
タアンサー異常出力

 
・CT入力で、モータ電
流の上限警報出力

 
・操作場所が現場操作
時は出力をオフ 

086 A/M切替 S1 

015 アンサー入力 S5 

022 U2 モータアンサー異常出力

 

MAN 入力

031 CT入力 X1 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：モータ操作 222 222 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

パラメー
タ 

006  アンサーチェック時
間（単位：s） 

1～8s 3 － R/W(S) － － － 送受 2 

接点入力 012 S2 AUTO入力 0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

パラメー
タ 

013 S3 MAN入力 0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点入力 015 S5 アンサー入力 
0：OFF 
1：ON 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点出力 021 U1 操作出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 022 U2 アンサー異常 
（1：異常、0：正常）
注：操作出力
（ITEM021）が 1の場
合、アンサー入力
（ITEM015）がアンサ
ーチェック時間
（ITEM006）以上にわ
たり 0のとき、異常と
します。 
異常として 1となっ
た後、アンサー入力
（ITEM015）が 1とな
ると、正常として 0
になります。 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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■ CT入力警報 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ
入力接続
情報 

031  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

032 X1 CT入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメー
タ 

033  CT入力上限警報設定
値 

±320.00% 100.00 － R/W(O) R W － 送受 2 

 035  ヒステリシス設定値 0～320.00% 1.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点出力 036 H CT入力上限警報出力
値 
注：操作場所入力
（ITEM085）が 1（現
場）の場合でも、動作
します。 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 085 S4 操作場所入力＊1 
（1：現場、0：中央）
注：1（現場）が入力
されると、操作出力
（ITEM021）が 0、か
つモータアンサー異
常（ITEM022）が 0
となります。 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点入
力・ 
パラメー
タ 

086 S1 A/M切替入力＊2 
0：MAN 、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

＊1： 操作場所入力 S4を 1（現場）→0（中央）に切り替えると、 A/M切替スイッチ（ITEM086）
の値を強制的に 0（MAN）とし、同時に切り替え直前の ITEM015（アンサー入力）を
ITEM013（MAN入力）に転送します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加
された機能です）。 

＊2： A/M切替スイッチ S1を 1（AUTO）→0（MAN）に切り替えると、ITEM012（AUTO入
力）の値を、ITEM013（MAN入力）に自動的に転送します。これにより、切り替え直前
の AUTO入力にMAN入力が一致した状態で、MAN状態となります（ループコントロー
ルユニット Ver.2.50以降で追加された機能です）。 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 4ブロック送信端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニタタ
グ 

b）SCADAソフトでの
CSVタグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 なし MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

006 アンサーチェック時間 なし ANS 

012 AUTO入力 S2 S2 

013 MAN入力 S3 S3 

015 アンサー入力 S5 S5 

021 操作出力 U1 U1 

022 アンサー異常 U2 U2 

032 CT入力値 X1 X1 

033 CT入力上限警報設定値 H_SP H_SP 

035 ヒステリシス設定値 なし HS 

036 CT入力上限警報出力値 なし CTH 

085 操作場所入力 OP_MK S4 

086 A/M切替入力 なし S1 

099 札掛け なし OP_MK 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜223＞ 可逆モータ操作 100～349 
13 
接点型操作端 
＜223＞ 可逆モータ操作 100～349 

概説 
本計器ブロックは、可逆モータの操作、監視をします。 

・可逆モータに対する、FWD方向／REV方向の各操作指令が可能 

・操作場所選択入力機能付き（操作場所選択スイッチによって、弁操作を現場から行
うか、中央の本ループコントロールユニットから行うかを入力する。現場から行う
場合は、操作出力を OFFにする） 

・A/M切替機能付き（通常の AUTO時は、入力を操作出力とし、MAN時は、内部指
定状態を操作出力する） 

・モータアンサー異常警報付き（モータに対する FWDまたは REV方向操作 ON指令
中に、 FWDまたは REV方向アンサー接点入力がアンサーチェック時間以上 OFF

となると、異常として接点出力する） 

・モータ電流上限警報付き（CT変換器からの CT入力が設定値以上の場合、異常とし
て接点出力する） 

・AUTOからMANへ切り替え時、切り替え直前の AUTO入力にMAN入力を一致さ
せて、MAN状態となります（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

・操作場所選択スイッチを ON（現場）から OFF（中央）へ切り替えると、強制的に
MAN状態となり、同時に、 MAN-FWD入力およびMAN-REV入力を、切り替え直
前の FWDおよび REVアンサー入力の状態に一致させ、現場での実際の状態を維持
します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

 

FWDアン
サー入力 

可逆
モータ
操作 

FWD操作

操作場所選択スイッチ 
（現場／中央） 

モータアンサー異常
上限警報（CT入力） 

モータ

REV用電磁開閉器

CT変換器 

CT入力 

モータ電源

FWD用電磁開閉器

REV操作

REVアン
サー入力

 

用途 
正/逆連続運転をするコンベアなどのモータ操作をするとき。 
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ブロック図 

可逆モータ操作 

024 

022 U2 REV操作出力

U4 モータ OFF状態出力

013

019REVアンサー入力 S9 

016

AUTO-REV 
入力 S3 

085操作場所入力 S7 

036 H 上限警報（CT入力値）

・操作出力 ON 時、電
磁開閉器からのアン
サー入力OFFでモー
タアンサー異常出力

 
・CT入力で、モータ電
流の上限警報出力 

 
・操作場所が現場操作
時は出力をオフ 

086A/M切替 S1 

012

014

MAN-FWD入力

AUTO-FWD 
入力 S2 

021 U1 FWD操作出力

018FWDアンサー入力 S8 

023 U3 アンサー異常出力

 

MAN-REV 入力

031CT入力 X1 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：可逆モータ 223 223 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 

パラメー
タ 

006  アンサーチェック時間（単位：s） 1～8 3 － R/W(S) － － － 送受 2 

 007  FWD・REV切替時 OFF時間（単位：
s） 
注：モータの回転方向を切り替える
ために、FWD入力（ATUOまたは
MAN）および REV入力（ATUOま
たはMAN）がともに 0（モータの回
転が停止）となった場合、この設定
時間の間は FWD操作出力
（ITEM021）および REV操作出力
（ITEM022）はともに 0を継続しま
す。設定時間後、REV操作出力
（ITEM022）または FWD操作出力
（ITEM021）が 1に切り替わります。
＊1 

1～8 1 － R/W(S) － － － 送受 2 

接点入力 012 S2 AUTO-FWD入力 0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

 013 S3 AUTO-REV入力 0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

パラメー
タ 

014 S4 MAN-FWD 入力 0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

 016 S6 MAN-REV 入力 0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

接点入力 018 S8 FWDアンサー入力 
0：OFF 
1：ON 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

 019 S9 REVアンサー入力 
0：OFF 
1：ON 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点出力 021 U1 FWD操作出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 022 U2 REV操作出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 023 U3 アンサー異常 
（1：異常、0：正常） 
注：FWD操作出力（ITEM021）また
は REV操作出力（ITEM022）が 1
となり、FWDアンサー入力
（ITEM018）または REVアンサー入
力（ITEM019）が、アンサーチェッ
ク時間（ITEM006）以上 0の場合、
異常として 1となります。1となっ
た後、FWDアンサー入力（ITEM018）
または REVアンサー入力
（ITEM019）が 1となると、0とな
ります。 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 024 U4 モータ OFF状態出力（1：OFF） 0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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■ CT入力警報 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

アナログ入
力接続情報 

031  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ入
力 

032 X1 CT入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメータ 033  CT入力上限警報設定
値 

±320.00% 100.00 － R/W(O) R W － 送受 2 

 035  ヒステリシス設定値 0～320.00% 1.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点出力 036 H CT入力上限警報出力
値 
注：操作場所入力
（ITEM085）が 1（現
場）の場合でも、動作
します。 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

接点入力 085 S7 操作場所入力＊2 
（1：現場、0：中央）
注：1（現場）が入力
されると、FWD操作
出力（ITEM021）およ
び REV操作出力
（ITEM022）がともに
0となります。 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点入力・ 
パラメータ 

086 S1 A/M切替入力＊3 
0：MAN 、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

＊1： モータの回転方向が切り替わらない場合でも、FWD入力（ATUOまたはMAN）および
REV入力（ATUOまたはMAN）がともに 0となった場合は、この設定時間の間は FWD
操作出力（ITEM021）および REV操作出力（ITEM022）はともに 0を継続します。 
操作場所入力（ITEM085）が 1（現場）から 0（中央）に切り替えられた場合も、FWD操
作出力（ITEM021）および REV操作出力（ITEM022）は、FWD・REV切替時 OFF時間
（ITEM007）の間、ともに 0となります。 

＊2： 操作場所入力 S4を 1（現場）→0（中央）に切り替えると、 A/M切替スイッチ（ITEM086）
の値を強制的に 0（MAN）とし、同時に切り替え直前の ITEM018（FWDアンサー入力）
を ITEM014（MAN-FWD入力）に転送、ITEM019（REVアンサー入力）を ITEM016
（MAN-REV入力）に転送します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加され
た機能です）。 

＊3： A/M切替スイッチ S1を 1（AUTO）→0（MAN）に切り替えると、ITEM012（AUTO-FWD
入力）の値を、ITEM014（MAN-FWD入力）転送し、かつ ITEM013（AUTO-REV入力）
の値を、ITEM016（MAN-REV入力）に自動的に転送します。これにより、切り替え直前
のAUTO-FWDおよびAUTO-REV入力にMAN-FWDおよびMAN-REV入力が一致した状
態で、MAN状態となります（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機
能です）。 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメータ 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

 



13 接点型操作端 
＜223＞ 可逆モータ操作 100～349 

2-294 

13 

接
点
型
操
作
端 

モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 4ブロック送信端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニ
タタグ 

b）SCADAソフトでの CSVタ
グ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令  MT_ST 

003 実行エラー表示  ERR 

006 アンサーチェック時間  ANS 

007 FWD・REV切替時 OFF時
間 

 OFT 

012 AUTO-FWD入力 S2 S2 

013 AUTO-REV入力 S3 S3 

014 MAN-FWD入力 S4 S4 

016 MAN-REV入力 S6 S6 

018 FWDアンサー入力 S8 S8 

019 REVアンサー入力 S9 S9 

021 FWD操作出力 U1 U1 

022 REV操作出力 U2 U2 

023 アンサー異常 U3 U3 

024 モータ OFF状態出力 U4 U4 

032 CT入力値 X1 X1 

033 CT入力上限警報設定値 H_SP H_SP 

035 ヒステリシス設定値  HS 

036 CT入力上限警報出力値 CTH CTH 

085 操作場所入力 S7 S7 

086 A/M切替入力 S1 S1 

099 札掛け OP_MK OP_MK 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜224＞ モータ開度操作 100～349 
13 
接点型操作端 
＜224＞ モータ開度操作 100～349 

概説 
本計器ブロックは、目標開度を入力し、接点による開／閉指示入力型の、電動位置比
例モータを操作します。調節ブロック（PIDブロックなど）と組み合わせて、電動モ
ータでの位置比例制御を実現できます。 

・調節ブロック（PIDブロックなど）からのMV値をアナログ信号で入力し、それを
モータ開度設定値とします。モータ開度がその目標開度となるように、モータを制
御します。 

・モータに対して開指示／閉指示（／停止）を接点出力で指示し、モータからのフィ
ードバック信号（現在の開度）をアナログ信号で受信して、モータ開度を制御しま
す。 

・A/M切替機能付き（通常の AUTO時は、入力を目標開度とし、MAN時は、内部指
定状態を目標開度とする） 

・再起動制限時間機能付き（頻繁な正逆反転動作によるモータの損傷を防止します） 

・モータ開度上下限警報付き（開度発信器からのフィードバック信号入力が警報設定
値以上または以下の場合、異常として接点出力する） 

・AUTOからMANへ切り替え時、切り替え直前の AUTO入力にMAN入力を一致さ
せて、MAN状態となります（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

・操作場所選択スイッチを ON（現場）から OFF（中央）へ切り替えると、強制的に
MAN状態となり、同時に、MAN目標開度入力を切り替え直前の開度入力の値に一
致させ、現場での実際の状態を維持します（ループコントロールユニット Ver.2.50

以降）。 

注：動力系のモータの場合、モータから
サーマルリレーを入力することも可
能です（ただし、モニタ用のみ） 

 

モータ
開度操作

信号変換器 
（ポテンショメ
ータ変換器）＊1 

閉操作

操作場所選択スイッチ 
（現場／中央） 

上限警報
下限警報 

開操作

PID

MV
これを開度設定とする 

PV
基本 PID（形式 011）または 
高度 PID（形式 012） 

＊1：オムロン製信
号変換器形
K3Fシリーズ
（ポテンショ
メータ変換
器）など

4～20mAなど

抵抗値など

開度発信器

 

用途 
電動位置比例モータを操作するとき 
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ブロック図 

 
開／閉指示へ変換 

036

021 U1 開 操作出力

H 上限警報値（開度）

019 サーマルリレー（＊1） 
 開入力 S3 

020 サーマルリレー（＊1） 
 閉入力 S4 

085 操作場所入力 S2 

037 L 下限警報値（開度）・開度発信器入力で上
下限警報出力 

086 A/M切替 S1 

MAN入力 
目標開度設定値

AUTO入力
目標開度入力 X2 

開度入力 X1 031 

モータ開度操作 

022 U2 閉 操作出力

・操作場所が現場操作
時は出力をオフ 

＊1：動力系モータの場合 

014 SP カレント SP

 

013

011 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 送受 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：モータ開度操作 224 224 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 送 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － － 2 
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■ 目標開度設定、開/閉指示出力 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロック
送受信によ
る 

デー
タ長
(バイ
ト) 

アナログ入
力接続情報 

011  X2 発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

012 X2 AUTO入力 目標開度±320.00% 0.00 ○ r － － － 送 2 

パラメータ 013  MAN目標開度設定値±320.00% 0.00 ○ R/W(O) W W － 受 2 

アナログ 
出力 

014 SP カレント SP出力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメータ 015 T1 フルストローク時間
（単位：s） 
注：全閉～全開までの
所要時間です。 

0～999.9s 10.0 － R/W(S) － － － 送受 2 

 016 T2 再起動制限時間 0～999.9s 1.0 － R/W(S) － － － 送受 2 

 017  デッドバンド（不感
帯） 

0～320.00% 1.00 － R/W(S) － － － 送受 2 

接点入力 019 S3 開M.SWサーマルリ
レー動作 
（1：ON） 
注：おもに動力系モー
と接続時に、入力。動
作はモニタのみ。 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

 020 S4 閉M.SWサーマルリ
レー動作 
（1：ON） 
注：おもに動力系モー
と接続時に、入力。動
作はモニタのみ。 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点出力 021 U1 開 操作出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 022 U2 閉 操作出力 0、1 0 ○ － R － R 送 1 

■ 開度フィードバック入力 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロック
送受信によ
る 

デー
タ長
(バイ
ト) 

アナログ入
力接続情報 

031  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、
III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － － 4 

アナログ 
入力 

032 X1 開度入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 送 2 

パラメータ 033  開度入力上限警報設
定値 

±320.00% 100.00 － R/W(O) R W － 送受 2 

 034  開度入力下限警報設
定値 

±320.00% 0.00 － R/W(O) R W － 送受 2 

 035  ヒステリシス設定値 0～320.00% 1.00 － R/W(O) － W － 送受 2 

接点出力 036 H 開度入力上限警報出
力値 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 

 037 L 開度入力下限警報出
力値 

0、1 0 ○ － R － R 送 1 
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*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロック
送受信によ
る 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 085 S2 操作場所入力＊1 
（1：現場、0：中央）
注：1（現場）が入力
されると開操作出力
（ITEM021）および閉
操作出力（ITEM022）
がともに 0となりま
す。 

0、1 0 ○ － R － R/W 送 1 

接点入力・パ
ラメータ 

086 S1 A/M切替入力＊2 
0：MAN 、1：AUTO

0、1 0 ○ R/W(O) R/W － R/W 送受 1 

＊1： 操作場所入力 S2を 1（現場）→0（中央）に切り替えると、 A/M切替スイッチ（ITEM086）
の値を強制的に 0（MAN）とし、同時に切り替え直前の ITEM032（開度入力値）を ITEM013
（MAN目標開度設定値）に転送します（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追
加された機能です）。 

＊2： A/M切替スイッチ S1を 1（AUTO）→0（MAN）に切り替えると、ITEM012（AUTO入
力目標開度）の値を、ITEM013（MAN目標開度設定値）に自動的に転送します。これに
より、切り替え直前の AUTO入力目標開度にMAN入力が一致した状態で、MAN状態と
なります（ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能です）。 

■ 上位表示用データ 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

パラメータ 099  札掛け 0～15 0 ○ R/W(O) R/W W － 送受 2 

注：モータの回転方向を切り替えるために開操作出力（ITEM021）および閉操作出力（ITEM022）
がともに 0となった場合、再起動制限時間（ITEM16）の間は、開操作出力（ITEM021）お
よび閉操作出力（ITEM022）は、ともに 0を継続します。設定時間後、閉操作出力（ITEM022）
または開操作出力（ITEM021）が実際に 1となります。 
モータの回転方向が切り替わらない場合でも、開操作出力（ITEM021）および閉操作出力
（ITEM022）がともに 0（モータの回転が停止）となった場合は、再起動制限時間（ITEM16）
の間は開操作出力（ITEM021）および閉操作出力（ITEM022）はともに 0を継続します。 
操作場所入力（ITEM085）が 1（現場）から 0（中央）に切り替えられた場合も、開操作出
力（ITEM021）および閉操作出力（ITEM022）は、再起動制限時間（ITEM006）の間、とも
に 0となります。 

 

動作の説明 
以下、開度偏差＝AUTO入力目標開度（またはMAN目標開度設定値）－開度入力と
します。 

AUTO入力目標開度（ITEM012）またはMAN目標開度設定値（ITEM013）と、開度入
力（ITEM032）を比較して、開度偏差＞0の場合、開操作出力（ITEM021）を 1としま
す。開度偏差＜0の場合、閉操作出力（ITEM022）を 1とします。 

ただし、開度偏差＜デッドバンド（ITEM017）の場合、開操作出力（ITEM021）およ
び閉操作出力（ITEM022）をともに 0とし、モータの回転を停止します。 

なお、開閉時間は、フルストローク時間（ITEM015）×開度偏差(100%のときは 1）と
なります。 
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モニタソフトまたは SCADAソフトでのタグ ITEM一覧 
a） パソコン宛 4ブロック送信端子ブロック（形式 404）によって本計器ブロックをモ

ニタソフト宛てに送信し、モニタタグで、ITEMを指定する場合、または 

b） 全ブロック送信／受信ブロック（形式 462/461）によって本計器ブロックを CPU

ユニットと送／受信し、SCADAソフトから CSVタグで、ITEMを指定する場合、 

以下のタグ ITEMで指定します（各 ITEMごとのこのタグ ITEMは、固定です）。 
a）モニタソフトでのモニタ
タグ 

b）SCADAソフトでの CSV
タグ 

ITEM データ名 

タグ ITEM（固定） タグ ITEM（固定） 

000 演算停止指令 なし MT_ST 

003 実行エラー表示 なし ERR 

012 AUTO入力 目標開度 なし X2 

013 MAN目標開度設定値 なし SP 

014 カレント SP出力値 SP SP 

015 フルストローク時間 なし T1 

016 再起動制限時間 なし T2 

017 デッドバンド なし DB 

019 開 M.SWサーマルリレ
ー動作 

S3 S3 

020 閉 M.SWサーマルリレ
ー動作 

S4 S4 

021 開 操作出力 U1 U1 

022 閉 操作出力 U2 U2 

032 開度入力値 X1 X1 

033 開度入力上限警報設定値 なし H_SP 

034 開度入力下限警報設定値 なし L_SP 

035 ヒステリシス設定値 なし HS 

036 開度入力上限警報出力値 H H 

037 開度入力下限警報出力値 L L 

085 操作場所入力 S2 S2 

086 A/M切替入力 S1 S1 

099 札掛け OP_MK OP_MK 

 

お願い 

 

本計器ブロックは、パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）では送信す

ることはできませんので、ご注意ください。 

 



14 シーケンス制御ブロック 
＜301＞ ステップラダー 400～499 

2-300 

14 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜301＞ ステップラダー 400～499 
14 
シーケンス制御ブロック 
＜301＞ ステップラダー 400～499 

概説 
本計器ブロックは、論理シーケンスとステップシーケンスが共存するラダー表現方式
のブロックです。接点接続ブロック（形式 201）と異なり、接点を接続するたけでなく、
その間にラダーシーケンス演算を実行できます。 

 

・ループコントロールユニット 1台あたり、合計 4000コマンドのプログラム容量を持
ち、これを 100個の独立したステップラダーブロック（形式 301）に分割して使用で
きます。1個のステップラダーブロック内に論理シーケンスとステップシーケンスが
共存します。 

・1ステップラダーブロック当たり最大 100コマンドです。 

 

・論理シーケンスは、毎演算周期ごとに動作します。したがって、常時、監視が必要
な装置の制御に適します。ブロック起動モード（ITEM006）が 0のときは、常に動
作します。1のときは、動作指令 S1が 1（ON）の間、動作します。または他のステ
ップラダーブロックの BLOCK SETコマンドによって動作します。 

・ステップシーケンスは、ステップのどれか 1個が動作する方式で、順次動作する装
置の工程にステップを割り付けます。毎スキャン周期に動作するコマンド数が少な
くて済み、デバッグ時の不具合発見や改良が容易です。 

 

・シーケンスコマンドのオペランドとして指定することができる ITEMは、LOADな
どの入力系命令の場合「接点出力」または「接点入力」ITEM、OUTなどの出力系命
令の場合「接点入力」ITEMです。 

各計器ブロックの ITEM一覧における ITEM種類、または「設定可能方法」の「ス
テップラダーによる」読み書きの項を参照してください。 

 ITEM種類 設定可能方法 データ長
（バイト）
 

  モニタソフト

による 

ITEM書込ブロッ

クによる 

ステップラ
ダーによる

 

接点入力  － － R/W 1 
 

 

お願い 

 

LOAD、OUTなどのシーケンスコマンドで指定できる ITEM番号は、ITEM種類が「接

点入力」または「接点出力」の ITEMのみです。他の ITEM種類の ITEMは指定する

ことができませんので、ご注意ください。 

 

参 考 

 

ステップラダーブロックを使用して、外部接点を入出力する場合も、フィールド端子

の Di端子の「接点入力」ITEM、または Do端子の「接点出力」ITEM を使用します。

ステップラダーブロックから直接外部入出力することは行いません。 
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ブロック図 

 

ステップ停止指令 S2 009

シーケンスコマンド 

008動作指令 S1 010 U1 ALARM TIMER完了出力 

（ステップ渋滞表示）

007 Y1 出力 

（ステップ番号を 0～99で表示）

CCBBBIII

CCBBBIII

CCBBBIII

BBIII

  

BBIII

BBIII BBIII

006

ブロック起動

モード 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：ステップラダー 301 301 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

006  ブロック起動モード
(0:常に動作、1:S1に
より起動) 

0～1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ
出 

007 Y1 出力値(ステップ番
号) 

0～99 0 ○ r － － － 2 

接点入力 008 S1 動作指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 1 

 009 S2 ステップ停止指令 0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 1 

接点出力 010 U1 ALARM TIMER完了
出力 

0、1 0 ○ － － － R 1 

■ シーケンスコマンド(ITEM：最大 110、DATAの表現方法は他のブロックと異

なります。) 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

コマンド 011  CC:コマンド、
BBB:BLOCK番地、
III:ITEM 
番号 
注：FINSコマンドで
読み書きできません。

CCBBBIII R/W(S) － － － － 4  

 

～
  

～
 

～
 

       

 110  CC:コマンド、
BBB:BLOCK番地、
III:ITEM 
番号 
注：FINSコマンドで
読み書きできません。

CCBBBIII  － R/W(S) － － － 4 
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■ ニモニック←→ラダー図間の相互変換の可否 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

200  ニモニックフラグ＊1
0：ラダー図への変換
（逆アセンブル）およ
びラダー図からの変
換（アセンブル）可
1：ラダー図への変換
（逆アセンブル）およ
びラダー図からの変
換（アセンブル）禁止

0、1 0 － R/W(S） － － － 1 

＊1：ツールソフトからステップラダーをニモニックで作成する場合、ITEM200を 1に設定して
ください。ITEM200を 1に設定すると、ツールソフトでのニモニック→ラダー図への変
換（逆アセンブル操作）およびラダー図→ニモニックへの変換（アセンブル操作）を実行
しても、無効となります。 

 

参 考 

 

ステップラダーブロックのシーケンスコマンド（ITEM011～110）は、ループコント

ロールユニット宛 FINSコマンド（コマンドコード：0240、0241、0242、0243）で

読み書きすることはできません。 
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コマンドの種類 
コマンド 

名称 略号 
CCBBBIII 

ラダー図 説明(CC:コマンド、BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号) 

入力条件 

LOAD LOAD 01BBBIII   

 
 

回路ブロックの論理スタートをして、指定接点 ITEMの内容を読み出
し、次段へ接続します。 

LOAD NOT LN 02BBBIII   

 
 

回路ブロックの論理スタートをして、指定接点 ITEMの内容を反転し
て読み出し、次段へ接続します。 

AND AD 03BBBIII   

 
 

指定接点 ITEMの内容を読み出し、前の入力条件との AND（論理積）
をとります。 

AND NOT AN 04BBBIII   

 
 

指定接点 ITEMの内容を反転して読み出し、前の入力条件とのAND（論
理積）をとります。 

OR OR 05BBBIII   

 
 

指定接点 ITEMの内容を読み出し、それと、前の入力条件との OR（論
理和）をとります。 

OR NOT 
 

RN 06BBBIII   

 
 

指定接点 ITEMの内容を反転して読み出し、それと、前の入力条件と
の OR（論理和）をとります。 

AND LOAD AL 07000000 
 回路ブロック 回路ブロック

 

回路ブロック間の AND（論理積）をとります。 

OR LOAD OL 08000000  回路ブロック 

回路ブロック  

回路ブロック間の OR（論理和）をとります。 

出力操作 

OUT 
 

OT 11BBBIII  

  

条件 0（OFF）時、出力 0（OFF） 
条件 1（ON）時、出力 1（ON） 

OUT NOT ON 12BBBIII  

  

条件 0（OFF）時、出力 1（ON） 
条件 1（ON）時、出力 0（OFF） 

SET ST 13BBBIII 
 
（ ）S 

 

条件 1（ON）時、出力 1（ON） 
条件 0（OFF）時は、何もしない 
いったん SETで ONにした場合、再び OFFにするには、RESETを実
行することが必要。 

RESET RS 14BBBIII 
 （ ）R 

 

条件 1（ON）時、出力 0（OFF） 
条件 0（OFF）時は、何もしない。 
いったん RESETで OFFにした場合、再び ONにするには、SETを実
行することが必要。 

立上がり微分 DU 15BBBIII 
 （ ）DU

 

条件 0（OFF）→1（ON）時のみ、1演算周期の間だけ出力 1（ON） 

立下がり微分 DD 16BBBIII 
 （ ）DD

 

条件 1（ON）→0（OFF）時のみ、1演算周期の間だけ出力 1（ON） 
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コマンド 

名称 略号 
CCBBBIII 

ラダー図 説明(CC:コマンド、BBB:BLOCK番地、III:ITEM番号) 

ステップシーケンス専用コマンド(SS:STEP番号) 

STEP宣言 SP 21SS 

S T E P  

 ステップ番号  

 

ステップ番号を宣言します。入力条件をもちません（母線直接接続で
す）。 
ステップ番号は、00～99の任意の番号を、昇順で使用します。 
1)論理シーケンス：ステップ番号は、00固定。常時動作します 。な
お、ステップ番号 00の宣言は省略可。 
2)ステップシーケンス：ステップ番号が 01～99のとき、いずれか 1つ
のステップのみが、動作します。起動時は、ステップ番号 01が動作し
ます。 

BLOCKSET BS 22BBBSS 
 （ ）BS

 

入力条件が ONで、指定ステップラダーブロック番地(400～499)のス
テップラダーブロックの、指定ステップ番号を起動します（自身のブ
ロックは動作を継続します）。そのとき、指定ステップラダーブロッ
クの S1は自動的に 1（ON)となります。起動を指示されたブロックが
すでに動作中の場合、現在実行中のステップを中断して、指定ステッ
プへ移行します。 
注：論理シーケンス（STEP00）では使用することはできません。 

BLOCK RESET BR 23 BBB 
 （ ）BR

 

入力条件が ONで、指定ブロック番地(400～499)のステップラダーブ
ロックを停止します（自身のブロックは動作を継続します）。そのと
き、指定ステップラダーブロックの動作指令 S1は自動的に 0(OFF)と
なります。 
注：論理シーケンス（STEP00）では使用することはできません。 

JUMP JP 25 BBBSS  JUMP
 

入力条件が ONで、指定ブロック番地（400～499）のステップラダー
ブロックの指定ステップ番号(01～99)へ移行します。 
・自身のステップ番号への移行は、ブロック番地を 000に指定します。
・他のステップラダーブロックへ移行時には、自動的に元のブロック
の動作指令 S1は 0(OFF)になり、移行先のブロックの動作指令 S1は
1(ON)となります。 

STEP TIMER TS 27 NNNN 
STEP TIMER  

ステップ移行用のタイマ(設定値：0～9999秒)です。入力条件をもちま
せん（STEPコマンドと同じ行に記述します）。 
その STEPに移行すると、動作を開始します。 
タイムアップで、次ステップ゜へ移行します。 
注：他のステップ移行条件とは‘早い者勝ち（優先）’となります。

ALARM TIMER TA 28 NNNN 
ALM TIMER  

ステップ監視用タイマ(設定値:0～9999秒) です。入力条件をもちませ
ん（STEP宣言コマンドと同じ行に記述します）。 
そのステップに移行すると、動作を開始します。 
タイムアップで、STEP TIMER完了（ステップ渋滞表示）が 1(ON)と
なります。そのとき、ステップはそこで保持します。 

その他 

END ED 00 
 

ステップラダーブロックの終り 
注：END命令は、ツールソフトでステップラダーブロック作成時に、
自動的に付加されます。 STEP00のみの場合は、STEP00の最後に付
加されます。STEP nで終わる場合は、STEP nの最後に付加されます。

NO OPERATION NP 30 
 

何もしない(NOP処理) 

 

参 考 

 

・ニモニックで入力するとき、「ロード」は、「LOAD」と入力します。「LD」では
入力できませんので、ご注意ください。 
・接点の演算結果を一時記憶したいときは、内部スイッチ（形式 209）を使用してく
ださい。 

 



14 シーケンス制御ブロック 
＜301＞ ステップラダー 400～499 

2-306 

14 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
ブ
ロ
ッ
ク 

ステップラダー・ブロックの仕様 
項目 内容 

1台のループコントロールユニット内の全ス
テップラダーブロックの合計コマンド数 

最大 4000個 

注：ただし、この値は、ステップラダーブロックを
最大 100個使用した場合の値です。 

実際の制限は、コマンド数＋ステップラダーブロッ
ク数≦4100です。したがって、実際は、使用ステ
ップラダーブロック数 100～41に応じて、4000～
4059が最大数です。 

合計コマンド数 最大 100個 1ステップラダーブロ
ック当たり 合計ステップ数 最大 100個 

ラダ－図 行数：最大 22、列数：最大 10の制限あり ツールソフトでの 
ステップラダ－作成 ニモニック 制限なし 

ブロックの動作条件 以下の 2つを選択可能（ITEM006のブロック起動モ
ードによる） 

常に動作 

S1（動作指令）が 1（ON）のとき動作 

注：他のステップラダーブロックの BLOCK SETコ
マンドにより起動させることも可能 

STEP00 論理シーケンス 必ず作成。 

ブロックの動作条件の成立で、常時動作 

シーケン
スの種類 

STEP01
～99 

ステップシーケンス 作成しないことが可能。 

ブロックの動作条件の成立で、STEP01から動作 

STEP間の遷移は、以下のいすれかによる（競合す
る場合は、早い方の条件成立が優先） 

直前の STEPの最終のシーケンスコマンドの入力条
件が ONのとき 

JUMPコマンドによる 

STEP TIMERコマンドによる 

STEP00 論理シーケンス LOAD、LOAD NOT、AND、AND NOT、OR、OR NOT、
AND LOAD、OR LOAD、OUT、OUT NOT、立上が
り微分、立下がり微分、BLOCK SET、BLOCK 

RESET、NOP、END 

使用可能
コマンド
種類 

STEP01
～99 

ステップシーケンス LOAD、LOAD NOT、AND、AND NOT、OR、OR NOT、
AND LOAD、OR LOAD、OUT、OUT NOT、立上り
微分、立下がり微分、 

STEP宣言、BLOCK SET、BLOCK RESET、JUMP、
STEP TIMER、ALARM TIMER、NOP、END 
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ステップラダーブロックの構成 
論理シーケンス（STEP00）とステップシーケンス（STEP01以降）から成ります。 

 

STEP  n 
 

STEP n 
LOAD  ・・・ 

ステップラダー 

形 301 

STEP 00 

STEP 00 
LOAD 001-013 
AND 002-012 
OUT 100-020 

STEP 01 

STEP 01 
LOAD NOT 010-020 
JUMP 000-n 
 
STEP TIMER 

●論理シーケンス 
STEP 00は、動作条件（ブロッ

ク起動モードによる）が成立し

ている間、常時動作します。 

ステップラダー作成時、デフォ
ルトで作成されます。 

●ステップシーケンス 
動作条件（ブロック起動モー
ドによる）が成立している間、

どれか 1つが動作します。 

ステップラダー作成時、
STEP01 以降を宣言する必要

があります。STEP は、01～

99まで作成可能です。 

起動時は、STEP 01から動作
します。 

STEP01から、他のステップラ

ダーまたは自身のステップラ
ダーの指定 STEP へジャンプ

可能です。 

条件成立で、指定番地のステップラダーの指定
STEPへジャンプします。 

ステップ宣言 

コマンド 

1ステップ内最大 100個 

（ステップ宣言を含む） 

動作条件成立時、STEP01が動作します。 

STEP 02 
 

STEP 02 
LOAD  ・・・ 

最終のシーケンスコマンドの入
力条件が ONまたはタイムアップ

または、直前の STEPの最終のシーケンスコマ
ンドの入力条件が ONのときに、次の STEPへ

移行 

または、一定時間後、次（+1）STEP へ移行し
ます。 

ステップ宣言 

STEP00 は動作条件成立で常時動作しま

す。
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動作のしくみ 
論理シーケンスとステップシーケンスをともに、動作させることができます。 
注：ステップシーケンスを使用しない場合、STEP01以降を作成せず、STEP00のみを作成しま
す。 
論理シーケンスを使用しない場合、STEP00を作成せず、STEP01以降を作成します。 

・論理シーケンスは、ブロックとしての動作条件が成立した場合、1演算周期ごとに常
に動作します。 

・ステップシーケンスは、ブロックとしての動作条件が成立した場合、通常*1STEP01

から動作します。基本的に、その STEPの最終シーケンスコマンドの入力条件が ON

のときに、次（+1）の STEPに移行します。JUMPコマンドまたは STEP TIMERコ
マンドによって、他の STEPに移行することも可能です。1演算周期ごとに 1つの
STEPのみが動作します。したがって、STEPを移行した場合、次の演算周期でその
移行先の STEPが動作します。 
1：JUMP、BLOCK SETコマンドで STEP01以外からスタートすることも可能です。 

 
STEP 00 

STEP 00 
LOAD  

STEP 01 

STEP 1 
LOAD 

STEP  n 
 

STEP n 
LOAD  ・・・ 

以下の 2つのいずれか 

（起動モード指定による） 

・常に動作 

・Ｓ１が ON 

注：他のステップラダー 

  ブロックからの起動 

（BLOCK SET）も可能 

動作条件成立 

●ステップシーケンス 

以下の3つのいずれかにより
移行します。 

・直前の STEP の最終のシ
ーケンスコマンドの入力
条件が ONのときに、次の
STEPへ移行（注 1） 

・JUMPコマンドによる、指
定 STEPへのジャンプ 

・STEP TIMERコマンドに
よる、ある時間経過後、次
（+1）の STEPへ移行 

●論理シーケンス 

 
 

 

STEP 01 

STEP 02 

この入力条件が ONの場合 

STEP02に移行します。 

 
したがって、ここに、STEP遷移用の命令
が仮想的にあるのと同様です。 

STEP遷移用命令

次の STEPへ 

注 1．以下のような場合に次の STEPへ移行します。 
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参 考 

 

ある STEPへ以降した場合でも、以降前の STEP内の OUTコマンドで ONにした「接

点入力」ITEMの状態は、保持されます。もし、クリアしたい場合、同一の「接点入力」

ITEMに対して OUT NOTまたは RESETコマンドで OFFにしてください。 

 

1演算周期ごとの STEPの実行は以下のとおりです。 
・論理シーケンス（STEP00のみ）の場合、STEP00を演算周期（ITEM004）ごとに実
行します。LOAD、OUTなどの命令実行時に、指定計器ブロックの指定 ITEMを読
み書きします。 

・論理シーケンスとステップシーケンス（STTEP00および 01以降）の場合、STEP00
といずれか 1つの STEPnを演算周期ごとに実行します。 

 

STEP 00 

STEP 00 
LOAD 001-013 
AND 002-012 
OUT 100-020 

演算周期 

●論理シーケンスのみの場合 

STEP 00 

STEP 00 
LOAD 001-013 
AND 002-012 
OUT 100-020 

演算周期 

●論理シーケンスとステップシーケンスの場合

STEP n 

STEP n 
LOAD NOT 010-020 
JUMP 000-n 
 
STEP TIMER 

 
 

お願い 

 

各コマンドは、ツールソフトから、ラダー図またはニモニックのいずれかで、作成し

ます。 

ただし、ラダー図の場合、1回路あたり、行数：最大 22、列数：最大 10の制限があ

ります。一方、ニモニックの場合、行数、列数の制限はありません。 

したがって、行数 23以上、列数 11以上に相当するステップラダーをニモニックで作

成した場合、それをラダー図に変換（逆アセンブル）すると、エラーとなります。 

そのため、ニモニックで作成する場合、ニモニックフラグ（ITEM200）*1を 1（ON）

にして、ツールソフトからのラダー図→ニモニックへの変換（逆アセンブル操作）を

禁止してください（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

 
＊1： ループコントロールユニット Ver.2.50以降、ニモニックフラグ（ITEM200）を用意しまし

た。このフラグを 1（ON）にすると、ツールソフトから、ラダー図→ニモニックへの変
換（逆アセンブル操作）、およびニモニック→ラダー図への変換（アセンブル操作）がい
ずれも、無効となります。 
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各シーケンスコマンドの説明 
注：以下の説明で、エラーコード：80＝ステップラダーコマンド異常、エラーコード：81＝ステ

ップラダー接続端子未定義です。 

基本コマンド 
以下のコマンドは、論理シーケンス（STEP00）およびステップシーケンス（STEP01

～99）で使用可能です。 

■ LOAD（01）、LOAD NOT（02） 

● 入力条件 

不要 

● オペランド 

ブロック番地-ITEM番号 

● 機能 

指定した「接点出力」、または「接点入力」ITEMの ON/OFF状態を、本コマンド実行
時に読み出します。 

● 補足 

・以下のコマンドは、入力条件に、LOADまたは LOAD NOTコマンドが少なくとも 1

つ必要です。 

OUT、OUT NOT、SET、RESET、DU、DD、BLOCK SET、BLOCK RESET、JUMP 

・接点の変化（OFF→ON、ON→OFF）を読む場合は、いったん本コマンドで状態を読
み出して、立上がり微分（DU）コマンドまたは立下がり微分（DD）コマンドを使
用します。 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

指定ブロックが、存在しない（登録されていない）場合（エラーコード：81） 

指定 ITEMが、存在しない場合（エラーコード：81） 

指定 ITEMが、「接点入力」ITEMでも「接点出力」ITEMでもない場合（エラーコ
ード：81、ただしニモニック入力のときのみあり得ます。） 

■ AND（03）、AND NOT（04）、OR（05）、OR NOT（06） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

ブロック番地-ITEM番号 

● 機能 

指定した「接点出力」、または「接点入力」ITEMの ON/OFF状態を、本コマンド実行
時に読み出し（NOTの場合、反転して読み出し）、前の入力条件との AND、または
ORをとります。 

● 補足 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

本コマンドの前に LOADまたは LOAD NOTコマンドが存在しない場合（エラー
コード：80：ステップラダーコマンド異常） 

指定ブロックが、存在しない（登録されていない）場合（エラーコード：81） 

指定 ITEMが、存在しない場合（エラーコード：81） 

指定 ITEMが、「接点入力」ITEMでも「接点出力」ITEMでもない場合（エラーコ
ード：81） 
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■ AND LOAD（07）、OR LOAD（08） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

なし（0000-00） 

● 機能 

本コマンド直前の回路ブロックと回路ブロックを、直列（AND）または並列（OR）に
接続します。 

（回路ブロックとは、LOAD／LOAD NOTコマンドから始まり、次の LOAD／LOAD 

NOTコマンド直前までの回路を指します） 

● 補足 

・3つ以上の回路ブロックを直列接続する場合、2つの回路ブロックを本コマンドによ
り直列接続した後つぎの回路ブロックを本コマンドにより直列接続する形で、順次
接続することも可能。また、3つ以上の回路ブロックの後に本コマンドを続けて配置
し、一括で直列接続することも可能です。 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

本コマンドの前に LOADまたは LOAD NOTコマンドが 2個以上存在しない場合
（エラーコード：80） 

AND LOAD/OR LOADコマンドの合計数が、LOAD/LOAD NOTコマンドの合
計数-1より少ない場合（エラーコード：80） 

■ OUT（11）、OUT NOT（12） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

ブロック番地-ITEM番号 

● 機能 

入力条件が ONのときに、指定した「「接点入力」ITEMを（本コマンド実行時に）
ON（OUT）または OFF（OUT NOT）にします。 

 

お願い 

 

OUTコマンドで ONにした接点 ITEMは、次の STEPに移行しても、ONのままとな

ります。したがって、ステップシーケンスで工程歩進制御をするときは、次の STEP

で RESETコマンドを使用して、ONにした接点 ITEMを OFFにするようにしてくだ

さい。 
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● 補足 

・本コマンドは、SET、RESETコマンドと異なり、入力条件が ONならば ON、OFF

ならば OFFを出力します（OUTコマンドの場合）。したがって、A/M、R/Lなどの
状態の変化の論理をとるときに、出力として使用します。（A/M切替、R/L切替な
どの操作指示のときは、立ち上がり微分と組み合わせて SET、RESETコマンドを使
用します。） 

・JUMPコマンドによって、指定 STEPへ移行した場合は、OUTコマンドで ONにし
た接点 ITEMは、OFFとならず、保持されます。 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

指定ブロックが、存在しない（登録されていない）場合（エラーコード：81） 

指定 ITEMが、「接点入力」ITEMでない場（エラーコード：81） 

LOADまたは LOAD NOTコマンドの入力条件がない場合（母線直接接続の場合）
（エラーコード：80） 

■ SET（13）、RESET（14） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

ブロック番地-ITEM番号 

● 機能 

入力条件が ONのときに、指定した「「接点入力」ITEMを（本コマンド実行時に）
ON（SET）または OFF（RESET）に保持します。入力条件が OFFになっても、ON（SET）
または OFF（RESET）のままです。SETコマンドに対しては RESETコマンドを、RESET

コマンドに対しては SETコマンドを、再び実行しない限り保持されます。 

 

ONのまま 

SET オペランド 

入力条件 
ON 

OFF 

ON 

OFF 

OFFのまま 

RESET オペランド 

入力条件 
ON 

OFF

ON 

OFF

 

● 補足 

・本コマンドは、例えば、A/M切替、R/L切替などの操作指示のときに、立ち上がり
微分（DU）コマンドと組み合わせて、使用します。（DU、DD命令の、補足に示す
例を参照してください。） 

・本コマンドで SET、RESETした接点 ITEMは、ステップを移行しても、（RESETコ
マンド、SETコマンドを実行しない限り）保持されます。 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

指定ブロックが、存在しない（登録されていない）場合（エラーコード：81） 

指定 ITEMが、「接点入力」ITEMでない場合（エラーコード：81） 

LOADまたは LOAD NOTコマンドの入力条件がない場合（母線直接接続の場合） 
（エラーコード：80） 
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■ DU（15）、DD（16） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

ブロック番地-ITEM番号 

● 機能 

入力条件が OFF→ON（DU）または ON→OFF（DD）のときに、指定した「接点入力」
ITEMを、1演算周期の間 ONにし、OFFに戻します。 

 

DU オペランド 

入力条件 

1演算周期

ON 

OFF 

ON 

OFF 

DD オペランド 

入力条件 

1演算周期 

ON 

OFF

ON 

OFF

 

お願い 

 

本コマンドにより発生した 1演算周期分の ON信号を、他の計器ブロックで入力とし

て使用する場合はその計器ブロックの演算周期を、発生元ステップラダーブロックの

演算周期と同じまたはそれ以上にしてください。発生元ステップラダーブロックの演

算周期より短い演算周期の計器ブロックで読み出そうとすると、正常に読み出せない

ことがあります。 

● 補足 

・本コマンドで ONを保持する時間は、次の演算周期の本命令実行時ではなく、本ス
テップラダーブロックの先頭コマンド実行時であることにご注意ください。 

・本コマンドは、自ステップが他へ移行した時点で、解除されます。そのとき、指定
オペランドを OFFに戻します。 

・本コマンドを STEP00にて使用すると、ステップの移行がないため解除されず、他
のステップで使用できる本コマンド数が 1つ減ります。（同時に実行できる本コマ
ンドの数は、最大 256個です。 

・本コマンドにて、内部スイッチ（形式 209）の「接点入力」ITEMを指定して、1演
算周期 ONまたは OFFの微分接点を作成することができます。 

・常時 ONの接点（システム共通ブロックの ITEM021）を入力条件とした場合、立ち
上がりを検出しません。 

・PIDなどの調節ブロックの、オート／マニュアルの切替、リモート／ローカルの切
替時に、以下のような処理をするときに、使用します。 

例） 

  

 

（ ）DU  

（ ）S  

実行条件 aが OFF→ONで、 

内部スイッチ 100-012を 1演算周期ON

（次の演算周期で OFF） 

実行条件 
a 

内部スイッチ
100-012 

（ ）R  

内部スイッチ 
100-012 

内部スイッチ 100-012が ONで、 

基本 PID000-086（A/M切替）を ON 

（オートモード）にセットします。 

基本 PID 
000-086 

実行条件 aをリセットします。 

実行条件 
a 

 
・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

指定ブロックが、存在しない（登録されていない）場合（エラーコード：81） 

指定 ITEMが、「接点入力」ITEMでない場合（エラーコード：81） 

LOADまたは LOAD NOTコマンドの入力条件がない場合（母線直接接続の場合） 
（エラーコード：80） 
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ステップシーケンス専用コマンド 
以下のコマンド（注）は、ステップシーケンス（STEP01～99）のみで使用可能です。 
注：ただし、BLOCK SET、BLOCK RESETコマンドは、論理シーケンス（STEP00）でも使用可
能です。 

■ STEP（16） 

● 入力条件 

不要 

● オペランド 

ステップ番号（00～99） 

● 機能 

ステップシーケンスにおいて、STEPに区切るときに、使用します。 

論理シーケンスを使用するとき（STEP00）は、デフォルトで自動的に作成されます。
入力条件をもちません。 

ステップ番号は 00からの連番で自動的に作成されます。 

以下のいずれかの条件が成立すると、ここで宣言した STEPに、次の演算周期で移行
します。 

1） 直前の（1つ前の）番号の STEPの最終コマンドの入力条件が ONのとき 

2） JUMPコマンドにより本 STEPにジャンプしたとき 

3） 直前の（1つ前の）番号の STEP内の STEP TIMERコマンドによりタイムアップ
したとき 

上記 3条件は、早く発生した条件が有効となります。 

● 補足 

例）（ニモニックで記述します） 
（SP） 2101 STEP01を宣言 

（LOAD） 01200010 ブロック番地 200の ITEM010を LOAD（01） 

：  

：  

（LOAD） 01200011 ブロック番地 200の ITEM011を LOAD（01） 

（OUT） 1120012 ブロック番地 200の ITEM012を OUT（11） 

（SP） 2102 STEP02を宣言 

：  

：  

上記の場合、直前の STEPの最終コマンドの入力条件であるブロック番地 200の
ITEM011が ONのとき、STEP02に移行します。 
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■ BLOCK SET（22） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

ステップラダーブロック番地、ステップ番号（00～99） 

● 機能 

（論理シーケンス STEP00でも使用可能です） 

入力条件が ONのときに、指定ステップラダーブロック番地の指定ステップ番号を（次
の演算周期で）起動します（JUMPと異なり、自ステップは以降実行を継続します）。
そのとき、指定ステップラダーブロックの動作指令（S1）を強制的に ONにし、かつ
ステップ停止指令（S2）を強制的に OFFにします。（同時に、STEP TIMER、ALARM 

TIMERが動作していたときは、その動作を解除します。ALARM TIMERのタイムアッ
プで STEP TIMER完了が ONになっていた場合は、OFFになります） 

● 補足 

・指定ステップラダーブロックがすでに動作中の場合、現在実行中のステップを終了
させ、指定ステップへ移行します。 

・指定ステップラダーブロックのブロック起動モードが 0（常時動作）となっている場
合は、起動のまま指定ステップ番号へ移行します。 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

LOADまたは LOAD NOTコマンドの入力条件がない場合（母線直接接続の場合） 
（エラーコード：80） 

指定ブロックに自ブロック番地を指定した場合（エラーコード：80） 

指定ブロック番地が存在しない場合（エラーコード：81） 

指定ブロック番地がステップラダー（形式 301）でない場合（エラーコード：81） 

■ BLOCK RESET（23） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

ステップラダーブロック番地、ステップ番号（00～99） 

● 機能 

（論理シーケンス STEP00でも使用可能です） 

入力条件が ONのときに、指定ステップラダーブロック番地の指定ステップ番号を（次
の演算周期で）停止します。そのとき、指定ステップラダーブロックの動作指令（S1）
を強制的に OFFにします。 

● 補足 

・指定ステップラダーブロックのブロック起動モードが 0（常時動作）となっている場
合は、本コマンドは無効となります。 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

LOADまたは LOAD NOTコマンドの入力条件がない場合（母線直接接続の場合） 
（エラーコード：80） 

指定ブロックに自ブロック番地を指定した場合（エラーコード：80） 

指定ブロック番地が存在しない場合（エラーコード：81） 

指定ブロック番地がステップラダー（形式 301）でない場合（エラーコード：81） 



14 シーケンス制御ブロック 
＜301＞ ステップラダー 400～499 

2-316 

14 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
ブ
ロ
ッ
ク 

■ JUMP（25） 

● 入力条件 

必要 

● オペランド 

ステップラダーブロック番地、ステップ番号（00～99） 
注：ブロック番地 000は自ブロック 

● 機能 

・ 他のステップラダーブロックにジャンプする場合（ブロック番地：000以外） 

入力条件が ONのときに、指定ステップラダーブロック番地の指定ステップ番号へ（次
の演算周期で）移行します。自ステップの以降のコマンドは実行されず、自ブロック
は、（論理シーケンスの STEP00を含め）停止します。 

そのとき、元のステップラダーブロックの動作指令（S1）は自動的に OFFになり、移
行先の指定ステップラダーブロックの動作指令（S1）は自動的に ONになります。同
時に、移行先の指定ステップが動作中でそこで STEP TIMER、ALARM TIMERが動作
していたときは、その TIMER動作を継続します。移行先の指定ステップが動作中でな
く、他の（動作中の）ステップ STEP TIMER、ALARM TIMERが動作していたときは、
その TIMER動作を解除します。ALARM TIMERのタイムアップで ALARM TIMER完
了が ONになっていた場合は、OFFになります。 

入力条件が OFFのとき、何もせず、以降のコマンドを実行します。 

・ 自ブロック内にジャンプする場合（ブロック番地：000） 

入力条件が ONのときに、自ブロックの指定ステップ番号へ移行します。自ステップ
の以降のコマンドは実行されません。自ブロックは、（論理シーケンスの STEP00を
含め）動作を継続します。 

入力条件が OFFのとき、何もせず、以降のコマンドを実行します。 

● 補足 

・指定ステップラダーブロックの指定 STEPがすでに動作中の場合、指定ステップラ
ダーブロック対して何もせず、自身の以降のコマンドは実行しません。 

例） 

 

（ ）JUMP 実行条件 a が ON で、ブロック番地 401 の
STEP01に移行します（以降のコマンドを実
行しません）。OFF で以降のコマンドを実
行します。 

実行条件 
a 401-01 

（ ） 実行条件 b が ON で、ブロック番地 401 の
STEP02に移行します（以降のコマンドを実
行しません）。OFF で以降のコマンドを実
行します。 

実行条件 
b 401-02 

〜 

JUMP 

STEP 01
STEP 01宣言

〜 

（ ） 実行条件 cが ONで、自ブロックの STEP05

に移行します（以降のコマンドを実行しませ
ん）。OFFで以降のコマンドを実行します。 

実行条件 
c 000-05 

〜 

JUMP 

上記 a、b、c のいずれの実行条件も成立せ
ず、実行条件 d が ON で、自ブロックの次
STEPに移行します。 

実行条件 
d 

 

ブロック番地 401

STEP01  

ブロック番地 401

STEP02  

自ブロック 

STEP025 

 



14 シーケンス制御ブロック 
＜301＞ ステップラダー 400～499 

2-317 

14 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
ブ
ロ
ッ
ク 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

LOADまたは LOAD NOTコマンドの入力条件がない場合（母線直接接続の場合） 
指定ブロック番地が存在しない場合（エラーコード：81） 

指定ブロック番地がステップラダー（形式 301）でない場合（エラーコード：81） 

指定ステップ番号が存在しない場合（エラーコード：81） 

自ブロックの自ステップ番号を指定した場合（エラーコード：81） 

自ステップ番号を指定した場合（エラーコード：80） 

移行先ステップ番号が STEP00の場合（エラーコード：81） 

■ STEP TIMER（27） 

● 入力条件 

不要 

● オペランド 

タイマ設定値（0～9999，単位：秒） 

● 機能 

自ステップに移行すると自動的にタイマが計測を開始し、設定値に達すると、自ステ
ップを終了し、次の演算周期で次（+1の）ステップに以降します。 

入力条件をもたず、STEP宣言コマンドと同じ行に記述します。 

● 補足 

・本コマンドは、自ステップが他へ移行した時点で、解除されます（タイマの計測は
停止し、クリアされます）。 

 

例）（ニモニックで記述します） 
（SP） 2102 STEP02を宣言 

（TS） 27010 STEP TIMER 10秒を設定 

（LOAD） 01200011 ブロック番地 200の ITEM011を LOAD（01） 

（OUT） 1120012 ブロック番地 200の ITEM012を OUT（11） 

（SP） 2102 STEP03を宣言 

：  

：  

上記の場合、以下のいずれか早い方の条件成立で、STEP03に移行します。 

（直前の STEPの最終コマンドの入力条件である）ブロック番地 200の ITEM011が ON 

STEP02へ移行後 10秒後 

以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

 自ステップ番号が STEP00の場合（エラーコード：80） 
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■ ALARM TIMER（28） 

● 入力条件 

不要 

● オペランド 

タイマ設定値（0～9999，単位：秒） 

● 機能 

自ステップに移行すると自動的にタイマが計測を開始し、設定値に達すると、同時に
ALARM TIMER完了出力（ITEM010）を ONにします。 

入力条件をもたず、STEP宣言コマンドと同じ行に記述します。 

● 補足 

・本コマンドは、自ステップが他へ移行した時点で、解除されます。 

・ALARM TIMER完了出力（ITEM010）は、他ステップへ移行したとき、または他の
ステップラダーブロックの BLOCK RESETコマンドによって停止させられたとき、
OFFになります。 

例）（ニモニックで記述します） 
（SP） 2102 STEP02を宣言 

（TA） 27010 ALARM TIMER 10秒を設定 

（LOAD） 01200011 ブロック番地 200の ITEM011を LOAD（01） 

（OUT） 1120012 ブロック番地 200の ITEM012を OUT（11） 

（SP） 2102 STEP03を宣言 

：  

：  

ブロック番地 200の ITEM011が ONとなったき、ALARM TIMERの計測は解除さ
れ、STEP03へ移行します。STEP02へ移行後 10秒経過後（かつ他ステップに移行
していない場合）、ALARM TIMER完了出力（ITEM010）を ONとなります。 

・以下の場合、実行エラーとなり、該当コマンドが実行されません。 

自ステップ番号が STEP00の場合（エラーコード：80） 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜401＞ パソコン宛 Do端子 501～532 
15 
ノード端子ブロック 
＜401＞ パソコン宛 Do 端子 501～532 

概説 
本計器ブロックは、パソコン宛に接点 128点を送信するノード端子です。 

・モニタソフト側で接点の状態をモニタする場合、必ず、このブロックに接点信号（パ
ラメータを含む）を接続し、かつツールソフトによってモニタタグを設定してくだ
さい。 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できます。ブロ
ック番地は、この 3台で共用するので 3台の間で番地が重複しないように設定して
ください。 

・接点の発信元指定方法は二通りあります。 

・複数点数を一括指定 

・個別指定：ステップ・ラダー・ブロックまたは接点結合ブロック(形式：201)で指
定 

・発信元として指定できる ITEMは、全計器ブロックの接点信号（データ範囲が 0、1

値）のすべての ITEM（接点入出力信号、および接点のパラーメータ）です。 

 

参 考 

 

パソコン宛 1または 4ブロック送信端子によってモニタソフトへ送信できる ITEM（タ

グ ITEM）以外の接点 ITEMを、モニタソフトへ送信したい場合は、パソコン宛 Do端

子によって、その ITEMを発信元に指定します。 

 

ブロック図 

 

S0 接点入力 

S1 接点入力 

S127 接点入力 

020 

021 

147 

CPUユニット

ノード端子用データメモリ
15 0

8CH（128点）

パソコン 

（モニタソフトなど）

パソコン宛 Do端子

Controller Link 
または上位リンク 

またはイーサネット 
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ITEM一覧  
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書
き方法

R：読出、
W：書
込、
R/W：読
み書き
可、 

－：読み
書き不
可 

注：r、
r/w：ツー
ル動作
確認／
運転確
認の読
出、読み
書き。
(S)：初期
設定デ
ータ、
(O)：運
転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLDス
タート時
初期化 
○：する
－：しない

ツール
ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

データ長
(バイト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止）0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字 ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：全パソコン宛 Do端子 401 401 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

011 DX1 指定 1 BBBIII-PPPJJ
J 

000000000
000 

－ R/W(S) － －  8 

012 DX2 指定 2 BBBIII-PPPJJ
J 

000000000
000 

－ R/W(S)    8 

～     －      

ブロック番
地指定 

018 DX8 指定 8 

BBBIII:発信元ブロック番地と
先頭 ITEM番号 
PPP:01～32…入力点数) 
JJJ:020～051…自己ブロック
先頭 ITEM番号 

BBBIII-PPPJJ
J 

000000000
000 

－ R/W(S)     

接点入力 020 S0 接点入力値 0、1 0 ○ －  － R/W 1 

 ～     ○      

 051 S31 接点入力値 0、1 0 ○ －  － R/W 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜402＞ パソコン宛 Ao端子 501～532 
15 
ノード端子ブロック 
＜402＞ パソコン宛 Ao 端子 501～532 

概説 
本計器ブロックは、パソコン宛にアナログ 16点を送信するノード端子です。 

・モニタソフト側でアナログ信号の状態をモニタする場合、必ず、このブロックにア
ナログ信号（パラメータを含む）を接続し、かつツールソフトによってモニタタグ
を設定してください。 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できます。ブロ
ック番地は、この 3台で共用するので 3台の間で番地が重複しないように設定して
ください。 

・発信元として指定できる ITEMは、全計器ブロックのアナログ信号（データ範囲が 0、
1値以外）のすべての ITEM（アナログ入出力信号、およびアナログ値のパラーメー
タ）です。 

 

参 考 

 

パソコン宛 1または 4ブロック送信端子によってモニタソフトへ送信できる ITEM（タ

グ ITEM）以外のアナログ値の ITEMを、モニタソフトへ送信したい場合は、パソコン

宛 Ao端子によって、その ITEMを発信元に指定します。 

 

ブロック図 

 

X1 アナログ入力 

X2 アナログ入力 

X16 アナログ入力 

021 

032 

036 

CPUユニット

ノード端子用データメモリ
15 0

   16CH 
（アナログ 16点）

パソコン 

（モニタソフトなど）

パソコン宛 Ao端子

Controller Link 
または上位リンク 

またはイーサネット 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：パソコン宛 Ao
端子 

402 402 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

021  X1発信元指定 
（BBB：ブロック番
地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～     －      

 036  X16発信元指定 
（BBB：ブロック番
地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ
入力 

041 X1 アナログ入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 2 

 ～     ○      

 056 X16 アナログ入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜403＞ パソコン宛 1ブロック送信端子 501～532 
15 
ノード端子ブロック 
＜403＞ パソコン宛 1 ブロック送信端子 501～532 

概説 
本計器ブロックは、パソコン宛に送信する調節ブロックのブロック番地を指定するノ
ード端子です。 

・モニタソフト側で、以下のいずれかの 1つの調節ブロックの状態をモニタする場合、
同時に調節ブロックに対する SPなどの設定変更をする場合、必ず、このブロックの
発信元として調節ブロックを接続し、かつツールソフトによってブロックおよび各
ITEMに対して、モニタタグを設定してください。 

 

・指定できる調節ブロックの形式 

001：2位置オンオフ 

002：3置オンオフ 

011：基本 PID 

012：高度 PID 

013：ブレンド PID 

014：流量バッチ仕込み 

031：指示設定 

032：指示操作 

033：比率設定 

034：指  示 

 

お願い 

 

・本計器ブロックでは、上下限警報（形式 111）、タイマ（形式 205）、カウンタ（形
式 208）の 3つの計器ブロックを指定することはできませんので、ご注意ください。
これらは、パソコン宛 4ブロック送信端子（形式 404）によって指定してください。

・チューニング画面に登録する場合は、必ずパソコン宛 1ブロック送信端子（形式 403）
を使用してください。パソコン宛 4ブロック送信端子（形式 404）によって（発信
元として）指定した調節ブロックは、モニタソフトにおいてチューニング画面に登
録することができません。 

 

参 考 

 

パソコン宛 1ブロック送信端子によってモニタソフトへ送信できる ITEMは、計器ブ

ロックごとにあらかじめデフォルトで決まっています（「タグ ITEM」と呼ぶ固定名

称が各 ITEMに割り当てられています）。これ以外の ITEM（接点またはアナログ値の

パラメータ）をモニタソフトへ送信したい場合は、パソコン宛 Doまたはパソコン宛

Ao端子によって、その ITEMを発信元に指定します。 

 

 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できますが、1

台の PLC装置で使用可能なブロック番地は、501～532の 32個です。したがって、
この 3台相互間でブロック番地が重複しないように設定してください。。 
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ブロック図 
 

計器ブロック 

011

CPUユニット

ノード端子用データメモリ 

パソコン 

（モニタソフトなど）

パソコン宛 

1ブロック送信端子

Controller Link 
または上位リンク 

またはイーサネット 

形式 
011：基本 PID 
012：高度 PID 
014：流量バッ

チ仕込み 
031：指示設定 
032：指示操作 
033：比率設定 
034：指示 
のいずれか 

ブロック 

番地指定 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：パソコン宛 1
ブロック送信端子 

403 403 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

ブロック
番地指定 

011  発信元調節ブロック
番地 

001～032 001 － R/W(S) － － － 2 

 

お願い 

 

パソコン宛 1ブロック送信端子ブロック（形式 403）によって基本 PIDブロック（形

式 011）または高度 PIDブロック（形式 012）のデータをモニタソフトに送信する場

合、パソコン宛送信端子ブロックの演算周期を、基本 PIDまたは高度 PIDブロックの

演算周期（ITEM004）と同じかまたはそれより長く設定してください。パソコン宛送

信端子ブロックの演算周期の方が短いと、COLDスタート直後に、SP値が一瞬 0に

なります。 

 



15 ノード端子ブロック 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜404＞ パソコン宛 4ブロック送信端子 501～532 
15 
ノード端子ブロック 
＜404＞ パソコン宛 4 ブロック送信端子 501～532 

概説 
本計器ブロックは、パソコン宛に 4個の調節・演算ブロックのブロック番地を指定す
るノード端子です。 

・モニタソフト側で、以下のいずれかの 4つの調節ブロック、または一部の演算ブロ
ックの状態をモニタする場合、また同時に調節ブロックに対する SPなどの設定変更
をする場合、必ず、このブロックの発信元として調節ブロック、または一部の演算
ブロックを接続し、かつツールソフトによってブロックおよび各 ITEMに対して、
モニタタグを設定してください。 

 

・指定できる調節ブロック、シーケンス演算ブロックの形式 

001：2位置オンオフ 

002：3置オンオフ 

011：基本 PID 

012：高度 PID 

031：指示設定 

032：指示操作 

033：比率設定 

034：指  示 

111：上下限警報 

157：折線プログラム 2 

205：タイマ 

208：カウンタ 

221：オンオフ弁操作 

222：モータ操作 

223：可逆モータ操作 

224：モータ開度操作 

 

お願い 

 

パソコン宛 4ブロック送信端子（形式 404）によって（発信元として）指定した調節

ブロックは、モニタソフトにおいてチューニング画面に登録することができません。

チューニング画面に登録する場合は、必ずパソコン宛 1ブロック送信端子（形式 403）

を使用してください。 

 

参 考 

 

パソコン宛 4ブロック送信端子によってモニタソフトへ送信できる ITEMは、計器ブ

ロックごとにあらかじめデフォルトで決まっています（「タグ ITEM」と呼ぶ固定名

称が各 ITEMに割り当てられています）。これ以外の ITEM（接点またはアナログ値の

パラメータ）をモニタソフトへ送信したい場合は、パソコン宛 Doまたはパソコン宛

Ao端子によって、その ITEMを発信元に指定します。 

 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できますが、1

台の PLC装置で使用可能なブロック番地は、501～532の 32個です。したがって、
この 3台相互間でブロック番地が重複しないように設定してください。。 
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ブロック図 
 

パソコン 

（モニタソフトなど） 

011 

CPUユニット

ノード端子用データメモリ 

パソコン宛 

4ブロック送信端子

Controller Link 
または上位リンク 

またはイーサネット

計器ブロック

形式 
011：基本 PID 
012：高度 PID 
031：指示設定 
032：指示操作 
033：比率設定 
034：指示 
111：上下限 
      警報 
205：タイマ 
208：カウンタ 
のいずれか 

012 

計器ブロック

同上 

計器ブロック
同上 

計器ブロック
同上 

013 

014 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：パソコン宛 4ブロック送信端
子 

404 404 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を
参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

ブロック
番地指定 

011  No.1発信元調節ブロック番地
（000：未登録） 

000～999 000 － R/W(S) － － － 2 

 ～     －      

 014  No.4発信元調節ブロック番地
（000：未登録） 

000～999 000 － R/W(S) － － － 2 

 

お願い 

 

パソコン宛 4ブロック送信端子ブロックによって基本 PIDブロック（形式 011）また

は高度 PIDブロック（形式 012）のデータをモニタソフトに送信する場合、パソコン

宛送信端子ブロックの演算周期を、基本 PIDまたは高度 PIDブロックの演算周期

（ITEM004）と同じかまたはそれより長く設定してください。パソコン宛 4ブロック

送信端子ブロックの演算周期の方が短いと、COLDスタート直後に、SP値が一瞬 0

になります。 

 



15 ノード端子ブロック 
＜407＞ 全ノード宛 Do端子 550～599 

2-327 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜407＞ 全ノード宛 Do端子 550～599 
15 
ノード端子ブロック 
＜407＞ 全ノード宛 Do 端子 550～599 

概説 
本計器ブロックは、他のノード(PLC装置やパソコン)に接点 32点を送信します。 

 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できます。ブロ
ック番地は、この 3台で共用するので 3台の間で番地が重複しないように設定して
ください。 

・接点の発信元指定方法は二通りあります。 

・複数点数を一括指定 

・個別指定：ステップ・ラダー・ブロックまたは接点結合ブロック(形式：201)で指
定 

ブロック図 
 

S0 接点入力 

S1 接点入力 

S31 接点入力 

020 

021 

051 

CPUユニット

ノード端子用データメモリ

15 0
2CH 

（32点）

ループコントロールユニット

全ノード宛Do端子

Controller Link 

Controller Link上のPC

 

ITEM一覧  
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書
き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転
確認の読出、読み書き。(S)：初期設
定データ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツール
ソフト
による 

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止）0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字 ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：全ノード宛 Do端子 407 407 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

ブロック番
地指定 

011 DX1 指定 1 BBBIII-PPPJJJ 0000000
00000 

－ R/W(S) － －  8 

 012 DX2 指定 2 

BBBIII:発信元ブロック番
地と先頭 ITEM番号 
PPP:01～32…入力点数) 
JJJ:020～051…自己ブロッ
ク先頭 ITEM番号 

BBBIII-PPPJJJ 0000000
00000 

－ R/W(S)    8 

接点入力 020 S0 接点入力値 0、1 0 ○ － R － R/W 1 

 ～     ○      

 051 S31 接点入力値 0、1 0 ○ － R － R/W 1 

 



15 ノード端子ブロック 
＜408＞ 全ノード宛 Ao端子 550～599 

2-328 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜408＞ 全ノード宛 Ao端子 550～599 
15 
ノード端子ブロック 
＜408＞ 全ノード宛 Ao 端子 550～599 

概説 
本計器ブロックは、他のノード(PLC装置やパソコン)にアナログ 2点を送信します。 

 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できます。ブロ
ック番地は、この 3台で共用するので 3台の間で番地が重複しないように設定して
ください。 

ブロック図 

 

2CH 
（アナログ 2点）

021 

022 

CPUユニット

ノード端子用データメモリ
15 0

全ノード宛 Ao端子

Controller Link 

ループコントロールユニット

Controller Link上の PC

X1アナログ入力 

X2アナログ入力 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：全ノード宛 Ao
端子 

408 408 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

021  X1発信元指定 
（BBB：ブロック番
地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 022  X2発信元指定 
（BBB：ブロック番
地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ
入力 

031 X1 アナログ入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 2 

 032 X2 アナログ入力値 ±320.00% 0.00 ○ r R － － 2 

 



15 ノード端子ブロック 
＜409＞ パソコン設定 Do端子 550～599 

2-329 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜409＞ パソコン設定 Do端子 550～599 
15 
ノード端子ブロック 
＜409＞ パソコン設定 D o端子  550～599 

概説 
パソコンから本計器ブロック宛ての ITEM書込 FINSコマンド（コマンドコード 0241

／0243Hex）を発行することで、パソコンから接点信号を受信します。 

 

・受信した接点信号は、ループコントロールユニット内の演算にも使用できます。 

・必要に応じて他のノード(PLC装置またはパソコン)に再発信できます。 

・モニタソフトから本計器ブロックの接点出力 ITEMに接点信号を書き込む場合、ツ
ールソフトを使用して ITEMに対してタグ No.を設定することが必要です。（ただし、
その場合、ネットワークへの再発信を「あり」に設定します。これにより、モニタ
ソフト側で、書き込み結果の確認用のモニタが可能です。） 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できます。ブロ
ック番地は、この 3台で共用するので 3台の間で番地が重複しないように設定して
ください。。 

ブロック図 
 

U0 接点出力

U1 接点出力

U31 接点出力

020 

021 

051 

FINSコマンドによ
り、直接 Do書込

CPUユニット
ノード端子用データメモリ

015

パソコン 

（モニタソフトなど）

パソコン設定Ｄ o端子 

 



15 ノード端子ブロック 
＜409＞ パソコン設定 Do端子 550～599 

2-330 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：パソコン設定
Do端子 

409 409 － R/W(S) － －  2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － －  2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 
 

－ R/W(S) － －  2 

パラメー
タ 

007  ネットワークに再発
信 
0:なし、1:あり 

0、1 1 － R/W(S) － －  1 

接点出
力・パラメ
ータ 

020 U0 接点出力値 0、1 0 ○ R/W(O) R/W －  1 

 ～     ○      

 051 U31 接点出力値 0、1 0 ○ R/W(O) R/W －  1 

 



15 ノード端子ブロック 
＜410＞ パソコン設定 Ao端子 550～599 

2-331 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜410＞ パソコン設定 Ao端子 550～599 
15 
ノード端子ブロック 
＜410＞ パソコン設定 A o端子  550～599 

概説 
パソコンから本計器ブロック宛ての ITEM書込 FINSコマンド（コマンドコード 0241

／0243Hex）を発行することで、パソコンからアナログ信号を受信します。 

 

・受信したアナログ信号は、ループコントロールユニット内部の演算に使用できます。 

・必要に応じて他のノード(PLC装置やパソコン)に再発信もできます。 

・モニタソフトから本計器ブロックのアナログ出力 ITEMにアナログ信号を書き込む
場合、ツールソフトを使用して ITEMに対してタグ No.を設定することが必要です。
（ただし、その場合、ネットワークへの再発信を「あり」に設定します。これによ
り、モニタソフト側で、書き込み結果の確認用のモニタが可能です。） 

・同一 PLC装置上に最大 3台までループコントロールユニットが実装できます。ブロ
ック番地は、この 3台で共用するので 3台の間で番地が重複しないように設定して
ください。 

ブロック図 
 

Y1 アナログ出力031 

032 

FINSコマンドによ

り、直接 Ao書込

CPUユニット
ノード端子用データメモリ

015

パソコン 

（モニタソフトなど）

Controller Link上に再

発信することも可能 

Y2 アナログ出力

パソコン設定 Ao端子 

 



15 ノード端子ブロック 
＜410＞ パソコン設定 Ao端子 550～599 

2-332 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：パソコン設定
Ao端子 

410 410 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  ネットワークに再発
信 
0:なし 、1:あり 

0、1 1 － R/W(S) － － － 1 

アナログ
出力 

031 Y1 アナログ出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) R/W － － 2 

 032 Y2 アナログ出力値 ±320.00% 0.00 ○ R/W(O) R/W － － 2 

 



15 ノード端子ブロック 
＜414＞ 全ノード Di端子 600～699 

2-333 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜414＞ 全ノード Di端子 600～699 
15 
ノード端子ブロック 
＜414＞ 全ノード Di 端子 600～699 

概説 
本計器ブロックは、他のループコントロールユニットの全ノード宛 Do端子が送信した
データを受信する計器ブロックです。他のノードから送信された接点信号を 32点単位
で受信します。 

・入力したい接点は、発信元のノード・アドレスとブロック番地で指定します。 

ブロック図 
 

2CH（32点）

020

021

051

CPUユニット

ノード端子用データメモリ
015

ループコントロールユニット 

全ノード Di端子 

Controller LinkController Link上の PC 

U0 接点出力 

U1 接点出力

U31 １接点出力

 

ITEM一覧  
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：全ノード Di端
子 

414 414 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  発信元ノードアドレ
ス 
0:自ノード（注参照）

0～32 1 － R/W(S) － － － 2 

 008  発信元ブロック番地 550～599 550 － R/W(S) － － － 2 

接点入力 020 U0 接点出力値（フィール
ド入力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～     ○      

 051 U31 接点出力値（フィール
ド入力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



15 ノード端子ブロック 
＜415＞ 全ノード Ai端子 600～699 

2-334 

15 

ノ
ー
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜415＞ 全ノード Ai端子 600～699 
15 
ノード端子ブロック 
＜415＞ 全ノード Ai 端子 600～699 

概説 
本計器ブロックは、他のループコントロールユニットの Ao端子が送信したデータを受
信する計器ブロックです。アナログ 2点を受信します。 

・入力したいデータは、発信元のノード・アドレスとブロック番地で指定します。 

ブロック図 

 

2CH
（アナログ 2点）

Y1 アナログ出力

Y2 アナログ出力

021

022

CPUユニットCPUユニットCPUユニット

ノード端子用データメモリ

15 0

全ノード Ai端子

Controller Link 

ループコントロールユニット 

Controller Link上の PC 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：全ノード Ai端
子 

415 415 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  発信元ノードアドレ
ス 
0:自己ノード 

0～32 1 － R/W(S) － － － 2 

 008  発信元ブロック番地 550～599 550 － R/W(S) － － － 2 

アナログ
出力 

021 Y1 アナログ出力値（フィ
ールド入力値） 

±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 2 

 022 Y2 アナログ出力値（フィ
ールド入力値） 

±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜451＞ CPU間 Di端子 861～876 
16 
CPU 端子ブロック 
＜451＞ CPU間 Di 端子 861～876 

概説 
本計器ブロックは、CPUユニットの I/Oメモリエリアの接点データを入力する計器ブ
ロックです。 

・入力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスのデータを入力できます。 

おもにフィールド端子としてサポートしていない、下記のようなリモート I/Oデ
ータの入力などに使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

 

ブロック図 
 

U0 接点出力（CPUから入力）

U15 接点出力（CPUから入力）

U127 接点出力（CPUから入力）

020

035

147

CPUユニット 

I/Oメモリ 
0 15 

8CH（128点）

CPU間 Di端子
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き
可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確
認の読出、読み書き。(S)：初期設定デ
ータ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：CPU間 Di端子 451 451 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、5：2

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、1：W（内部補
助リレー）、2：H（保持リレー）、3：D（デ
ータメモリ）、4：E0（拡張データメモリ バン
ク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 2 

 008  先頭アドレス 0～32767 0 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数(入力接点数＝CH数×16点) 1～8(CH) 8 － R/W(S) － － － 1 

接点入力 020 U0 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、1CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 035 U15 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、1CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 036 U16 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、2CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 051 U31 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、2CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 052 U32 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、3CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 067 U47 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、3CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 068 U48 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、4CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 083 U63 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、4CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 084 U64 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、5CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 099 U79 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、5CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 100 U80 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、6CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 115 U95 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、6CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 116 U96 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、7CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 131 U11
1 

接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、7CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 132 U11
2 

接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、8CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 147 U12
7 

接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、8CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜452＞ CPU間 Do端子 861～876 
16 
CPU 端子ブロック 
＜452＞ CPU間 Do 端子 861～876 

概説 
本計器ブロックは、接点信号を CPUユニットの I/Oメモリエリアに出力する計器ブロ
ックです。 

 

・出力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスのデータを出力します。 

おもにフィールド端子としてサポートしていない、下記のようなリモート I/Oデ
ータの出力などに使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

ブロック図 
 

S0 接点入力（CPUへ出力）

S15 接点入力（CPUへ出力）

S127 接点入力（CPUへ出力）

020

035

147

CPUユニット 

I/Oメモリ 
15 0 

8CH（128点）

CPU間 Do端子
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：CPU間 Do端子 452 452 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、1：W（内部
補助リレー）、2：H（保持リレー）、3：D（デ
ータメモリ）、4：：E0（拡張データメモリ バ
ンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 2 

 008  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数(入力接点数＝CH数×16点) 1～8(CH) 8 － R/W(S) － － － 1 

接点入力 020 S0 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、1CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 035 S15 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、1CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 036 S16 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、2CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 051 S31 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、2CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 052 S32 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、3CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 067 S47 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、3CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 068 S48 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、4CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 083 S63 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、4CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 084 S64 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、5CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 099 S79 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、5CHビット 15）

0、1 
 

0 ○ － － － R/W 1 

 100 S80 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、6CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 115 S95 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、6CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 116 S96 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、7CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 131 S111 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、7CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 132 S112 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、8CHビット 00）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～         

 147 S127 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、8CHビット 15）

0、1 0 ○ － － － R/W 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜453＞ CPU間 Ai端子 861～876 
16 
CPU 端子ブロック 
＜453＞ CPU間 Ai 端子 861～876 

概説 
本計器ブロックは、CPUユニットの I/Oメモリエリアのアナログデータを入力する計
器ブロックです。 

・入力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスのデータを入力できます。 

おもにフィールド端子としてサポートしていない、下記のようなリモート I/Oデ
ータの入力などに使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

 

ITEM008で指定した I/Oメモリ先頭チャネルアドレスから ITEM009で指定した CH数
分のアナログデータを、符号付き BINデータ（負数は 2の補数）とみなして（符号付
き）10進に変換し、その値を、（ITEM010～012にて指定した）入力レンジにしたが
って、0.00～100.00%にレンジ変換して、Y1～Y8に読み出します（ただし、実際は、
-320.00～+320.00%までの範囲で出力可能）。 

例）0000～0FA0Hex（10進 0～4000）で格納されている CHデータで、4000（10進）
が格納されているとき、100.00%、0（10進）が格納されているとき、0.00%を読み出
したい場合、入力レンジに、0%：0、100%：4000を設定します。 

 

・レンジ設定は、全点（Y1～Y8）共通、または 1点ずつ個別に設定することができま
す（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

注 1：ここでの入力レンジは、ユーザ定義のスケーリングではありません。CPUユニットの CH
データに格納されているデータの範囲を設定します。CPUユニットの指定 CHに格納さ
れる値をもとに、誤りなく設定してください。上記例で、もし入力レンジを 0%：0、100%：
4000でなく、0%：0、100%：500とした場合、01F4Hex（10進 500）で 100.00%を Yに読
み出します。 

注 2：CPUユニットから読み出せるデータは、16進 4桁で 8300～FFFFHexおよび 0000～ 
7D00Hex（10進-32000～+32000）の範囲です。 
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ブロック図 
 

Y1 アナログ出力（CPUから入力）

Y2 アナログ出力（CPUから入力）

Y8 アナログ出力（CPUから入力）

021

022

028

CPUユニット 

I/Oメモリ 
0 15 

8CH（アナログ 8点）

CPU間 Ai端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：CPU間 Ai端子 453 453 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実行エラー
コード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、1：W（内部
補助リレー）、2：H（保持リレー）、3：D（デ
ータメモリ）、4：E0（拡張データメモリ バ
ンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 2 

 008  先頭アドレス 0～32767 0 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数またはワード数(＝アナログ点数) 1～8(CH) 8 － R/W(S) － － － 2 

 010  全点共通または Y1の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：-2000～+2000、
3：0～6000、4：-3000～+3000、9：指定レン
ジ(ITEM011、012で指定)) 
注：全点共通または Y1の選択は、ITEM013
による 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 011  全点共通または Y1のレンジ 0％の値 
（符号付きBIN→10進に変換してどの値のと
きに、0%として読み出すかを指定） 

±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 012  全点共通または Y1のレンジ 100％の値 
（符号付きBIN→10進に変換してどの値のと
きに、100%として読み出すかを指定） 

±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 013＊
1 

 レンジ変換方法 
0：全点共通、1：個別レンジ 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

アナログ
出力 

021 Y1 アナログ出力値 
（CPUユニットからの入力値）1 

±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 028 Y8 アナログ出力値 
（CPUユニットからの入力値）8 

±320.00% 0.00 ○ r/w － － － 2 
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■ 個別レンジ設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

040＊1  Y2の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM041、042で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 041＊1  Y2のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 042＊1  Y2のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 043＊1  Y3の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM044、045で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 044＊1  Y3のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 045＊1  Y3のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 046＊1  Y4の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM047、048で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 047＊1  Y4のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 048＊1  Y4のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 049＊1  Y5の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM050、051で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 050＊1  Y5のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 051＊1  Y5のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 052＊1  Y6の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM053、054で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 053＊1  Y6のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 054＊1  Y6のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 055＊1  Y7の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM056、057で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 056＊1  Y7のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 057＊1  Y7のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 058＊1  Y8の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM059、060で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 059＊1  Y8のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 060＊1  Y8のレンジ 100％の値  ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜454＞ CPU間 Ao端子 861～876 
16 
CPU 端子ブロック 
＜454＞ CPU間 Ao 端子 861～876 

概説 
本計器ブロックは、アナログデータを CPUユニットの I/Oメモリエリアに出力する計
器ブロックです。 

・出力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスにデータを出力します。 

おもにフィールド端子としてサポートしていない、下記のようなリモート I/Oデ
ータの出力などに使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

 

X1～X8の 0.00～100.00%（ただし、実際は、-320.00～+320.00%まで可能）のアナログ
データを、（ITEM010～012にて指定した）出力レンジにしたがって符号付き BINデ
ータ（負数は 2の補数）に変換して、ITEM008で指定した I/Oメモリ先頭チャネルア
ドレスから ITEM009で指定した CH数分に書き込みます。 

例）100.00%のとき、4000つまり 0FA0Hex、0.00%のとき、0つまり 0000Hexを、CPU

ユニットに格納したい場合、出力レンジ 0%：0、100%：4000と設定します。 

 

・レンジ設定は、全点（X1～X8）共通、または 1点ずつ個別に設定することができま
す（ループコントロールユニット Ver.2.50以降）。 

注 1：ここでの出力レンジは、ユーザ定義のスケーリングではありません。CPUユニットの CH
データに格納したいデータの範囲を設定します。CPUユニットの指定 CHに格納したい
値をもとに、誤りなく設定してください。上記例で、もし出力レンジを 0%：0、100%：
4000でなく、0%：0、100%：500とした場合、100.00%で 01F4Hex（10進 500）を CPU
ユニットに書き込みます。 

注 2：書き込めるデータは、16進 4桁で 8300～FFFFHexおよび 0000～7D00Hexの範囲です。 
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ブロック図 
 

X1 アナログ入力（CPUへ出力）

X2 アナログ入力（CPUへ出力）

  X8 アナログ入力（CPUへ出力）

021

022

028

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

8CH 
（アナログ 8点） 

CPU間 Ao端子
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：CPU間 Ao端子 454 454 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を
参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CPUユニットの I/Oメモリのエリア
種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、1：
W（内部補助リレー）、2：H（保持
リレー）、3：D（データメモリ）、
4：：E0（拡張データメモリ バンク
No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 2 

 008  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数またはワード数(＝アナログ点
数) 

1～8(CH） 8 － R/W(S) － － － 1 

 010  全点共通または X1のみの出力レン
ジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：-2000
～+2000、3：0～6000、4：-3000～
+3000、9：指定レンジ(ITEM011、012
で指定)) 
注：全点共通または X1（個別）の選
択は、ITEM013による 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 011  レンジ 0％の値 
（0%で、どの値を 10進→符号付き
BINに変換してCPUユニットに書込
むかを指定） 

±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 012  レンジ 100％の値  
（100%で、どの値を 10進→符号付
き BINに変換して CPUユニットに
書込むかを指定） 

±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 013＊
1 

 レンジ変換方法 
0：全点共通、1：個別レンジ 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

アナログ入
力接続情報 

021  X1発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番
号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 028  X8発信元指定 
BBB：ブロック番地、III：ITEM番
号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ入
力 

031 X1 アナログ入力値 
（CPUユニットへの出力値）1 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 2 

 ～  ～   ○      

 038 X8 アナログ入力値 
（CPUユニットへの出力値）8 

±320.00% 0.00 ○ r － － － 2 
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■ 個別レンジ設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

040＊1  X2の出力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM041、042で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 041＊1  X2のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 042＊1  X2のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 043＊1  X3の出力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM044、045で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 044＊1  X3のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 045＊1  X3のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 046＊1  X4の出力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM047、048で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 047＊1  X4のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 048＊1  X4のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 049＊1  X5の出力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM050、051で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 050＊1  X5のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 051＊1  X5のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 052＊1  X6の出力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM053、054で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 053＊1  X6のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 054＊1  X6のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 055＊1  X7の出力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM056、057で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 056＊1  X7のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 057＊1  X7のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 058＊1  X8の出力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM059、060で指定)) 

0～4、9 0 － R/W(S) － － － 1 

 059＊1  X8のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 060＊1  X8のレンジ 100％の値 ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜455＞ 拡張 CPU間 Di端子 829～860 
17 
拡張 CPU 端子ブロック 
＜455＞ 拡張 CPU 間 Di 端子 829～860 

概説 
本計器ブロックは、CPUユニットの I/Oメモリエリアの接点データを入力し、宛先と
して他の計器ブロックの「接点入力」ITEMを指定することで、その ITEMに対して接
点データを書き込みます（最大 64点）。 

・CPU間 Di端子（形式 451）と異なり、接点接続ブロック（形式 201）およびステッ
プラダーブロック（形式 301）を使用せずに、本計器ブロックから直接他の計器ブロ
ックに対して書き込みが可能です。 

・CPUユニットの I/Oメモリのデータの直前値を演算周期ごとに記憶していて、それ
が変更されると、変更されたデータのみを他の計器ブロックの ITEMに対して書き
込みます。 
注：COLDスタート時には、無条件に、その時点のすべてのデータを他の計器ブロックの ITEM

に 1回書き込みます。 

・常時書込スイッチを 1（ON）にしている間は、変更されていないデータを含むすべ
てのデータを、他の計器ブロックの ITEMに常時（演算周期ごとに）書き込みます。 

・書き込み可能な ITEMは、以下のように、各計器ブロックの ITEM一覧において、
ステップラダーによる書き込みが可能（W）の ITEMです。不可（－）の ITEMは
書き込みできません。 

 ITEM 読み書き方法 データ長
（バイト）
 

  モニタソフトに

よる 

ITEM書込ブロッ

クによる 

ステップラ

ダーによる

 

  W － W 1 
 

・入力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスのデータを入力できます。 

おもに、PT（プログラマブルターミナル）からのタッチスイッチデータの入力、
またはフィールド端子としてサポートしていない下記のようなリモート I/Oデー
タの入力、などに使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

ブロック図 
 

U15 接点出力

U63 接点出力

090

105

153

CPUユニット 

I/Oメモリ 
0 15 

4CH（64点）

拡張 CPU間 Di端子

 

 

 

他のブロック 
宛先指定

U0 接点出力

225

224S64 常時書込
スイッチ 
S65 受信停止
スイッチ 

 



17 拡張 CPU 端子ブロック 
＜455＞ 拡張 CPU間 Di端子 829～860 

2-347 

17 

拡
張
Ｃ
Ｐ
Ｕ 

端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：
停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：拡張 CPU間 Di端子 455 455 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」
を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CPUユニットの I/Oメモリのエ
リア種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、
1：W（内部補助リレー）、2：
H（保持リレー）、3：D（デー
タメモリ）、4：E0（拡張デー
タメモリ バンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 1 

 008  先頭アドレス 0～32767 0 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数(入力接点数＝CH数×16
点) 

1～4(CH) 4 － R/W(S) － － － 1 

接点出力
接続情報 

090  U0宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 153  U63宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点出力 160 U0 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、
1CHビット 00） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 175 U15 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、
1CHビット 15） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 176 U16 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、
2CHビット 00） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 223 U63 接点出力値 
（CPUユニットからの入力値、
4CHビット 15） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

接点入力 224 S64 常時書込スイッチ・・・1（ON）
のとき、演算周期ごとにすべて
書込 

0、1 0 － R/W(O) － － R/W 1 

 225＊
1 

S65 受信停止スイッチ・・・1（ON）
のとき、CPUユニットからの入
力（受信）を停止 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜456＞ 拡張 CPU間 Do端子 829～860 
17 
拡張 CPU 端子ブロック 
＜456＞ 拡張 CPU 間 Do端子 829～860 

概説 
本計器ブロックは、発信元として、他の計器ブロックの「接点出力」または「接点入
力」ITEMを指定することで、その接点データを入力し、CPUユニットの I/Oメモリエ
リアの ITEMに書き込みます（最大 64点）。 

・CPU間 Do端子（形式 452）と異なり、接点接続ブロック（形式 201）およびステッ
プラダーブロック（形式 301）を使用せずに直接、本計器ブロックから、他の計器ブ
ロックの「接点出力」または「接点入力」ITEMを発信元として指定可能です。 

・発信元の接点データの直前値を演算周期ごとに記憶していて、それが変更されると、
すべてのデータを CPUユニットの I/Oメモリエリアに対して書き込みます。 
注：COLDスタート時には、無条件に、その時点のすべてのデータを CPUユニットの I/Oメ
モリエリアに 1回書き込みます。 

・常時書込スイッチを 1（ON）にしている間は、変更されていないデータを含むすべ
てのデータを、 CPUユニットの I/Oメモリエリアに常時（演算周期ごとに）書き込
みます。 

・発信元として指定可能な ITEMは、以下のように、各計器ブロックの ITEM一覧に
おいて、ステップラダーによる読み書きが可能（R/W）、または読出のみ可能（R）
の ITEMです。不可（－）の ITEMは発信元として指定できません。 

 ITEM 読み書き方法 データ長
（バイト）
 

  モニタソフトに

よる 

ITEM書込ブロッ

クによる 

ステップラ

ダーによる

 

  W － R/W 1 
 

・出力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスのデータを出力します。 

おもに、PT（プログラマブルターミナル）のランプ部品／アラーム履歴／画面切
替への出力、またはフィールド端子としてサポートしていない下記のようなリモ
ート I/Oデータの出力、などに使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

ブロック図 
 

S15 接点入力

S63 接点入力

090

105

153

CPUユニット 

I/Oメモリ 
15 0

4CH（64点） 

拡張 CPU間 Do端子

 

 

 

他のブロック 
発信元指定

S0 接点入力

225

224S64常時書込
スイッチ 
S65送信停止
スイッチ  
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：
停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：拡張 CPU間 Do端子 456 456 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」
を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CPUユニットの I/Oメモリのエ
リア種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、
1：W（内部補助リレー）、2：
H（保持リレー）、3：D（デー
タメモリ）、4：：E0（拡張デ
ータメモリ バンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 1 

 008  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数(出力接点数＝CH数×16
点) 

1～4(CH） 4 － R/W(S) － － － 1 

接点入力
接続情報 

090  S0発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 153  S63発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号） 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

接点入力 160 S0 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、
1CHビット 00） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 175 S15 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、
1CHビット 15） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 176 S16 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、
2CHビット 00） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 223 S63 接点入力値 
（CPUユニットへの出力値、
4CHビット 15） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

接点入力 224 S64 常時書込スイッチ・・・1（ON）
のとき、演算周期ごとにすべて
書込 

0、1 0 － R/W(O) － － R/W 1 

 225＊
1 

S65 送信停止スイッチ・・・1（ON）
のとき、CPUユニットへの出力
（送信）を停止 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 1 

 



17 拡張 CPU 端子ブロック 
＜457＞ 拡張 CPU間 Ai端子 829～860 

2-350 

17 

拡
張
Ｃ
Ｐ
Ｕ 

端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜457＞ 拡張 CPU間 Ai端子 829～860 
17 
拡張 CPU 端子ブロック 
＜457＞ 拡張 CPU 間 Ai 端子 829～860 

概説 
本計器ブロックは、CPUユニットの I/Oメモリエリアのアナログデータを入力し、宛
先として他の計器ブロックの ITEMを指定することで、他の計器ブロックの ITEMに
対してアナログデータを書き込みます（最大 64点）。 

・CPU間 Ai端子（形式 453）と異なり、変数用 ITEM書き込みブロック（形式 172）
を使用せずに、本計器ブロックから直接他の計器ブロックに対して書き込みが可能
です。 

・CPUユニットの I/Oメモリのデータの直前値を演算周期ごとに記憶していて、それ
が変更されると、変更されたデータのみを他の計器ブロックの ITEMに対して書き
込みます。 
注：COLDスタート時には、無条件に、その時点のすべてのデータを他の計器ブロックの ITEM

に 1回書き込みます。 

・常時書込スイッチを 1（ON）にしている間は、変更されていないデータを含むすべ
てのデータを、他の計器ブロックの ITEMに常時（演算周期ごとに）書き込みます。 

・書き込みが可能な ITEMは、以下のように、各計器ブロックの ITEM一覧において、
ITEM書込ブロックによる書き込みが可能（W）の ITEMです。不可（－）の ITEM

には書き込みができません。 

 ITEM 読み書き方法 データ長
（バイト）
 

  モニタソフトに
よる 

ITEM書込ブロッ
クによる 

ステップラ
ダーによる

 

  W W － 1 
 

・入力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスのデータを入力できます。 

おもに、PT（プログラマブルターミナル）からの数値設定データの入力、または
フィールド端子としてサポートしていない下記のようなリモート I/Oデータの入
力などに使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

ITEM008で指定した I/Oメモリ先頭チャネルアドレスから ITEM009で指定した CH数
分のアナログデータを、符号付き BINデータ（負数は 2の補数）とみなして（符号付
き）10進に変換し、その値を、（ITEM010～073にて指定した）入力レンジにしたが
って、0.00～100.00%にレンジ変換して、Y1～Y64に読み出します（ただし、実際は、
-320.00～+320.00%までの範囲で出力可能）。 

例）0000～0FA0Hex（10進 0～4000）で格納されている CHデータで、4000（10進）
が格納されているとき、100.00%、0（10進）が格納されているとき、0.00%を読み出
したい場合、入力レンジに、0%：0、100%：4000を設定します。 
注 1：ここでの入力レンジは、ユーザ定義のスケーリングではありません。CPUユニットの CH

データに格納されているデータの範囲を設定します。CPUユニットの指定 CHに格納さ
れる値をもとに、誤りなく設定してください。上記例で、もし入力レンジを 0%：0、100%：
4000でなく、0%：0、100%：500とした場合、01F4Hex（10進 500）で 100.00%を Yに読
み出します。 

注 2：CPUユニットから読み出せるデータは、16進 4桁で 8300～FFFFHexおよび 0000～ 
7D00Hex（10進-32000～+32000）の範囲です。 
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ブロック図 
 

Y1 アナログ出力 

Y2 アナログ出力 

Y64 アナログ出力 

090

091

153

CPUユニット 

I/Oメモリ 
0 15

64CH（アナログ 64点）

拡張 CPU間 Ai端子

 

 

 

他のブロック 宛先指定 

225

224
S64常時書込
スイッチ 
S65受信停止
スイッチ 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：拡張 CPU間 Ai端子 457 457 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実行エ
ラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、
5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別
0：CIO（チャネル I/O）エリア、1：W（内
部補助リレー）、2：H（保持リレー）、
3：D（データメモリ）、4：E0（拡張デ
ータメモリ バンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 1 

 008  先頭アドレス 0～32767 0 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数またはワード数(＝アナログ点数) 1～64(CH)
 

64 － R/W(S) － － － 1 

 010  Y1の入力レンジの変換 
(0：なし、1：0～4000、2：-2000～+2000、
3：0～6000、4：-3000～+3000、11～18：
指定レンジ(ITEM074～089で指定)) 

0～4、11～18 0 － R/W(S) － － － 1 

 ～  ～   －      

 073  Y64の入力レンジの変換 
(0：なし、1：0～4000、2：-2000～+2000、
3：0～6000、4：-3000～+3000、11～18：
指定レンジ(ITEM074～089で指定)) 

0～4、11～18 0 － R/W(S) － － － 1 

 074  レンジ 0%の値（指定レンジ：11） ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 075  レンジ 100%の値（指定レンジ：11） ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 088  レンジ 0%の値（指定レンジ：18） ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 089  レンジ 100%の値（指定レンジ：18） ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

アナログ
出力接続
情報 

090  Y1宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 153  Y64宛先指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ
出力 

160 Y1 アナログ出力値 
（CPUユニットからの入力値）1 

±320.00% 0.00 ○ － － － － 2 

 ～  ～   ○      

 223 Y64 アナログ出力値 
（CPUユニットからの入力値）64 

±320.00% 0.00 ○ － － － － 2 

接点入力 224 S64 常時書込スイッチ・・・1（ON）のとき、
演算周期ごとにすべて書込 

0、1 0 － R/W(O) － － R/W 1 

 225＊
1 

S65 受信停止スイッチ・・・1（ON）のとき、
CPUユニットからの入力（受信）を停止

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜458＞ 拡張 CPU間 Ao端子 829～860 
17 
拡張 CPU 端子ブロック 
＜458＞ 拡張 CPU 間 Ao端子 829～860 

概説 
本計器ブロックは、発信元として、他の計器ブロックの ITEMを指定することで、そ
のアナログデータを入力し、CPUユニットの I/Oメモリエリアに書き込みます（最大
64点）。 

・CPU間 Ao端子（形式 454）と異なり、「アナログ入力」および「アナログ出力」ITEM

以外の、ITEM書込ブロックによる書き込みが可能なパラメータ ITEMを、発信元と
して指定可能です。 

・発信元のアナログデータの直前値を演算周期ごとに記憶していて、それが変更され
ると、すべてのデータを CPUユニットの I/Oメモリエリアに対して書き込みます。 

注：COLDスタート時には、無条件に、その時点のすべてのデータを CPUユニットの I/Oメモ
リエリアに 1回書き込みます。 

・常時書込スイッチを 1（ON）にしている間は、変更されていないデータを含むすべ
てのデータを、 CPUユニットの I/Oメモリエリアに常時（演算周期ごとに）書き込
みます。 

・発信元として指定可能な ITEMは、「アナログ入力」、「アナログ出力」ITEM、ま
たは以下のように、各計器ブロックの ITEM一覧において、ITEM書込ブロックによ
る書き込みが可能（W）の ITEMです。 

 ITEM 読み書き方法 データ長
（バイト）
 

  モニタソフトに

よる 

ITEM書込ブロッ

クによる 

ステップラ

ダーによる

 

  W W － 1 
 

・出力可能な I/Oメモリエリアの種類 

・CIOエリア：任意のアドレスにデータを出力します。 

おもに、PT（プログラマブルターミナル）の数値／グラフ表示、または下記のよ
うなフィールド端子としてサポートしていないリモート I/Oデータの出力などに
使用します。 

例）CompoBus/Dリモート I/O、CompoBus/Sリモート I/O、SYSBUSリモート I/O 

・W：内部補助リレー 

・H：保持リレー 

・D：データメモリ 

・E0：拡張データメモリの一部（バンク No.0のみ） 

X1～X64の 0.00～100.00%（ただし、実際は、-320.00～+320.00%まで可能）のアナロ
グデータを、（ITEM010～073にて指定した）出力レンジにしたがって符号付き BIN

データ（負数は 2の補数）に変換して、ITEM008で指定した I/Oメモリ先頭チャネル
アドレスから ITEM009で指定した CH数分に書き込みます。 

例）100.00%のとき、4000つまり 0FA0Hex、0.00%のとき、0つまり 0000Hexを、CPU

ユニットに格納したい場合、出力レンジ 0%：0、100%：4000と設定します。 
注 1：ここでの出力レンジは、ユーザ定義のスケーリングではありません。CPUユニットの CH

データに格納したいデータの範囲を設定します。CPUユニットの指定 CHに格納したい
値をもとに、誤りなく設定してください。上記例で、もし出力レンジを 0%：0、100%：
4000でなく、0%：0、100%：500とした場合、100.00%で 01F4Hex（10進 500）を CPU
ユニットに書き込みます。 

注 2：書き込めるデータは、16進 4桁で 8300～FFFFHexおよび 0000～7D00Hexの範囲です。 
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ブロック図 

090

091

153

 

X1 アナログ入力

X2 アナログ入力

X64 アナログ入力

CPUユニット 

I/Oメモリ 
15 0 

64CH（アナログ 64点）

発信元指定 拡張CPU間Ao端子

225

224S64常時書込
スイッチ 

 

 

 

他のブロック 

 

 

 

S65送信停止
スイッチ  
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：拡張 CPU間 Ao端子 458 458 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、
5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別
0：CIO（チャネル I/O）エリア、1：W（内
部補助リレー）、2：H（保持リレー）、
3：D（データメモリ）、4：：E0（拡張
データメモリ バンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 1 

 008  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

 009  CH数またはワード数(＝アナログ点数) 1～64(CH)
 

64 － R/W(S) － － － 1 

 010  X1の出力レンジの変換 
(0：なし、1：0～4000、2：-2000～+2000、
3：0～6000、4：-3000～+3000、11～18：
指定レンジ(ITEM074～089で指定)) 

0～4、11～18 0 － R/W(S) － － － 1 

 ～  ～   －      

 073  X64の出力レンジの変換 
(0：なし、1：0～4000、2：-2000～+2000、
3：0～6000、4：-3000～+3000、11～18：
指定レンジ(ITEM074～089で指定)) 

0～4、11～18 0 － R/W(S) － － － 1 

 074  レンジ 0%の値（指定レンジ：11） ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 075  レンジ 100%の値（指定レンジ：11） ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 088  レンジ 0%の値（指定レンジ：18） ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 089  レンジ 100%の値（指定レンジ：18） ±32000 10000 － R/W(S) － － － 2 

アナログ
入力接続
情報 

090  X1発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 153  X64発信元指定 
(BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号）

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ 
入力 

160 X1 アナログ入力値 
（CPUユニットへの出力値）1 

±320.00% 0.00 ○ － － － － 2 

 ～  ～   ○      

 223 X64 アナログ入力値 
（CPUユニットへの出力値）64 

±320.00% 0.00 ○ － － － － 2 

接点入力 224 S64 常時書込スイッチ・・・1（ON）のとき、
演算周期ごとにすべて書込 

0、1 0 － R/W(O) － － R/W 1 

 225＊
1 

S65 常時書込スイッチ・・・1（ON）のとき、
CPUユニットへの出力（送信）を停止

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜461＞ 全ブロック受信 897 
18 
全ブロック送受信 
＜461＞ 全ブロック受信 897 

概説 
CPUユニットの指定 I/Oメモリの値から、調節ブロック、演算ブロック、外部調節計
ブロックの各指定ブロック数分の「全ブロック送受信 ITEM」データを受信します。 

■ 受信できる計器ブロック 

・調節ブロック：ブロック番地 001～指定した調節ブロック数（最大 32：ブロック番
地 032） 

・演算ブロック：ブロック番地 100～指定した演算ブロック数（最大 249：ブロック番
地 348）（内部スイッチを除く） 

・外部調節計ブロック：ブロック番地 065～指定した外部調節計ブロック数（最大 32：
ブロック番地 096） 

SCADAソフトからのループコントロールユニットへの書き込みに使用します。 
注：SCADAソフトからは、CSVタグを指定して、CPUユニットの I/Oメモリにデータを書き込

みます。 

 

 

外部調節計 

ブロック 

演算ブロック 

調節ブロック 

ES100X調

節計端子 

一次遅れ

演算 

上下限 

警報 

 

 

 

 

全ブロック
受信 

基本 PID 

ブロック 

基本 PID 

ブロック 
受信 

CSVタグを指定
して書込 

CPUユニット 

指定 I/Oメモリ
割付

市販 SCADAソフト 

PID 

SP 

 

全ブロック送受信 ITEM 

例） 

例） 

ループコントロールユニット 

 
各計器ブロックの受信 ITEMは、「全ブロック送受信 ITEM」として、計器ブロック形
式ごとにあらかじめ決まっています。各計器ブロックの ITEM一覧において、以下の
ような「全ブロック送受信」の項が「受」または「送受」の ITEMが、CPUユニット
の I/Oメモリに割り付けられます。 

 

 
読み書き方法 

R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読み書
き。(S)：初期設定データ、（O)：運転データ 

ITEM 
分類 

ITEM 記号 データ内容 
データ 
範囲 

初期値

ツール
ソフト
による

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書込
ブロック
による 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロ
ック送
受信 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0､1 0 － R/W － － 送受 1 

 

ITEM一覧の「全ブロック送受信」の項で 
受または送受の ITEMが割り付けられます。

 
割付の詳細は、後述の「■データ送信／受信のしくみ」を参照してください。 

 

お願い 

 

ツールソフトで CSVタグファイルを作成する場合、この全ブロック受信（形式 461）

および全ブロック送信（形式 462）はともに必ず登録してください。この 2つの計器

ブロックが登録されていない場合（いずれか一方の登録の場合も）、 CSVタグファ

イルを作成することができません。 
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お願い 

 

全ブロック受信（形式 461）による CPUユニット I/Oメモリ上の割付エリアと、全ブ

ロック送信（形式 462）による CPUユニット I/Oメモリ上の割付エリアは、別のエリ

アに割り付けて使用してください。 

同一割付エリアで使用すると、ユーザが SCADAソフトによって書き込んだ I/Oメモ

リの値が、タイミングによっては、ループコントロールユニットによって上書きされ

てしまい、設定されないことがあり得ます。（つまり、「全ブロック受信」による

SCADAソフトからの書き込み処理が、正しく動作しないことがあり得ます。） 

例：SCADAソフトから CPUユニットの I/Oメモリに書き込んだ直後、（「全ブロッ

ク受信」によって基本 PIDブロックの SPの ITEMに書き込まれる前に）「全ブロッ

ク送信」によって基本 PIDブロックの SPの ITEMの値が I/Oメモリに上書きされる

と、SCADAソフトか書き込んだ I/Oメモリ上の値がクリアされてしまいます。 

 

用途 
市販 SCADAソフトなどから、ループコントロールユニットの計器ブロックの ITEMデ
ータを書き込むときに、この計器ブロックを使用します。 

SCADAソフトから、ツールソフトで作成した「CSVタグ」を指定して、CPUユニッ
ト I/Oメモリに割り付けられた各計器ブロックの各 ITEMにデータを書き込みます。 
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ブロック図 
 

演算ブロック数指定

調節ブロック数指定

外部調節計ブロック
数指定 

運転中メモリ領域初期
化 SW 

計器ブロック 

ループコントロールユニット 

＊1：メモリ領域強制初期化実行時、または定期的な初期化実行時 ITEMのデータで初期化します。

全ブロック受信 007

012

ブロック番地 065を先頭とした
指定ブロック数分の対象 ITEM
を受信 

ブロック番地 100を先頭とした
指定ブロック数分の対象 ITEM
を受信 

ブロック番地 001を先頭とした
指定ブロック数分の対象 ITEM
を受信 

調節ブロック
（ブロック形
式 001～ 034
のいずれか）

ブロック番地 
001 

～
 

032 

演算ブロック
（ブロック形
式 111～ 224
のいずれか）

ブロック番地 
100 

～
 

348 

外部調節計ブ
ロック 
（ブロック形
式 045） 

ブロック番地 
065 

～
 

096 

013

014

CPUユニット

受信

受信

受信

書込 

＊1

＊1

＊1

先頭アドレス 

（ITEM008/09

で指定） 
▽

 

任意の I/Oメモリ（CIO、WR、
HR、DM、EMバンク No.0） 

パソコン 

（SCADAソフト） 

ブロック番地 065 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地m 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 100 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 n 
の対象 ITEM（20CH） 

ブロック番地 s 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 001
の対象 ITEM（20CH）

運転開始時メモリ領域
初期化 

006

受信停止スイッチ 010

強制読込スイッチ S1

020

 
注： 
・前回受信した値と異なる値のときにのみ、CPUユニットの指定 I/Oメモリからループコン
トロールユニットの全ブロック送受信 ITEMにデータを読み込み（受信し）ます。 
ただし、強制読込スイッチ（ITEM020）が 1（ON）のときは、CPUユニットの指定 I/Oメ
モリから常に全ブロック送受信 ITEMにデータを読み込み（受信し）ます。 

・運転開始時メモリ領域初期化（ITEM006）が 1（ON）の場合、ループコントロールユニッ
トの運転開始時に、CPUユニットの指定 I/Oメモリを、その時点のループコントロールユ
ニット内の ITEMデータで初期化します。 
運転開始時メモリ領域初期化（ITEM006）が 0（OFF）の場合、ループコントロールユニ
ット（PLC本体）の運転開始時に、CPUユニットの指定 I/Oメモリからその時点のループ
コントロールユニットの ITEMデータを受信します。 

・運転中メモリ領域強制初期化 SW（ITEM007）が 0（OFF）→1（ON）になると、ループコ
ントロールユニットの運転中に、CPUユニットの指定 I/Oメモリを、その時点のループコ
ントロールユニット内の ITEMデータで初期化します。 

・定期的な初期化（ITEM030）が 1（ON）の場合、初期化間隔（ITEM031）によって指定し
た時間間隔ごとに、CPUユニットの指定 I/Oメモリをその時点のループコントロールユニ
ット内の ITEMデータで定期的に初期化します（ループコントロールユニット Ver.2.50以
降）。 

・受信停止スイッチ（ITEM010）が 1（ON）の場合、CPUユニットの指定 I/Oメモリからの、
ループコントロールユニットの全ブロック送受信 ITEMデータの受信を停止します。 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：全ブロック受信 461 461 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録
「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1、5：2 

0～5 4 － R/W(S) － － － － 2 

パラメー
タ 

006  運転開始時メモリ領域初期化 
0：なし、1：あり 

0、1 0 － R/W(S) － － － － 1 

接点入
力・パラメ
ータ 

007 S2 運転中メモリ領域強制初期化
SW 
0→1:立上がりで実行、終了後 0

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W － 1 

パラメー
タ 

008  CPUユニットの I/Oメモリのエ
リア種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、
1：W（内部補助リレー）、2：
H（保持リレー）、3：D（デー
タメモリ）、4：E0（拡張デー
タメモリ バンク No.0） 

0～4 3 － R/W(S) － － － － 1 

 009  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － － 2 

接点入力 010 S3 受信停止スイッチ 
（1:停止） 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W － 1 

パラメー
タ 

012  調節ブロック数 0～32 32 － R/W(S) － － － － 2 

 013  演算ブロック数 0～249 0 － R/W(S) － － － － 2 

 014  外部調節計ブロック数 0～32 0 － R/W(S) － － － － 2 

接点入力 020 S1 強制読込スイッチ 
（0：前回値と異なるときのみ読
み込む、1：常に読み込む。）

0、1 0 － R/W(O) － － R/W － 1 

パラメー
タ 

030＊
1 

 定期的な初期化 
0：なし、1：あり 
（1の場合、演算周期が 1s以内
のとき、ITEM031の時間間隔
で、メモリ領域を定期的に初期
化する。演算周期が 2sのとき、
ITEM031の時間間隔×2で、メ
モリ領域を定期的に初期化す
る。） 

0、1 0 － R/W（S）－ － － － 1 

 031＊
1 

 初期化間隔（単位：s） 
（ITEM030が 1のときのみ有
効。 
演算周期が 2sのときは、この値
の 2倍の間隔で初期化する。）

4～10s 4 － R/W（S）－ － － － 2 

＊1：ITEM030（定期的な初期化）を 1（あり）にして使用する場合、ITEM012、ITEM013、ITEM014
の合計ブロック数を 198ブロック以上に設定してください。このとき、CPUユニットの対
応 I/Oメモリを 198ブロック分以上占有します。なお、登録していないブロック番地に対応
する CPUユニットの I/Oメモリには、0が書き込まれます。 
ITEM030/031は、ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能です。 



18 全ブロック送受信 
＜461＞ 全ブロック受信 897 

2-360 

18 

全
ブ
ロ
ッ
ク
送
受
信 

 

お願い 

 

全ブロック受信（形式 461）の使用上の留意事項 

 

（1）全ブロック受信（形式 461）によって、CPUユニットの指定 I/Oメモリから、計
器ブロックの ITEMデータをいったんある値（A）に変更した後、（2）次に全ブロッ
ク受信を使用せずにその ITEMデータを別の値（B）に変更した場合、（3）その後、
CPUユニットの指定 I/Oメモリを元の値（A）に戻しても、その値（A）は、計器ブロ
ックの ITEMデータとして、全ブロック受信によっては書き込まれません（値は、B

のままです）。 

 

 

 

 

全ブロック
受信 

CSVタグを指定
して書込 

CPUユニット 

指定I/Oメモリ

割付 市販SCADAソフト 

ループコントロールユニット 

 

計器ブロック 

A A

 

 

 

 

全ブロック
受信 

CSVタグを指定
して書込 

CPUユニット 

指定I/Oメモリ

割付 市販SCADAソフト 

ループコントロールユニット 

 

計器ブロック 

B A

 

 

 

 

全ブロック

受信 

CPUユニット 

指定I/Oメモリ

割付 市販SCADAソフト 

ループコントロールユニット 

 

計器ブロック 

B A

Bのまま 

全ブロック受信
を使用せず、Bに
変更 

前回値Aのままのた
め、受信されない 

（1）全ブロック受信によって、Aに変更

（2）全ブロック受信なしで、Bに変更

（3）元のAに戻しても書き込まれない

受信されない

 
（例：基本 PIDブロックを、MANモードにして、そのMVを SCADAソフト経由全ブ
ロック受信から 0.00%に設定し、その後、AUTOモードにしてMVが変更された後、
再度、MANモードにして、MVを 0.00%に設定しても、基本 PIDブロックのMVは 0.00%

とはなりません。） 
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これは、全ブロック受信は、CPUユニットの指定 I/Oメモリの値が前回 CPUユニット
から受信した値と異なる値のときにのみ、CPUユニットからデータを受信する（読み
込む）ためです。 

この現象を避けたい場合、ITEM030（定期的な初期化）を 1（あり）に設定してくださ
い（ループコントロールユニット Ver.2.50以降のみ）。 

これにより、計器ブロックの ITEMデータは、定期的な間隔（ITEM031）で CPUユニ
ットに転送（ITEMデータで初期化）されます。そのため、もし上記のように全ブロッ
ク受信を使用せずにその ITEMデータの値（A）を別の値（B）に変更した場合でも、
その値（B）が CPUユニットに逆に書き込まれるため、次に元の値（A）に戻したと
き、値（A）は、（値（B）との変化が認識され）全ブロック受信によって ITEMデー
タに書き込まれます。 

 

 

 

 

 

全ブロック
受信 

CSVタグを指定
して書込 

CPUユニット 

指定I/Oメモリ

割付 市販SCADAソフト 

ループコントロールユニット 

 

計器ブロック 

A A

 

 

 

 

全ブロック
受信 

CSVタグを指定
して書込 

CPUユニット 

指定I/Oメモリ

割付 市販SCADAソフト 

ループコントロールユニット 

 

計器ブロック 

A A

 

 

 

 

全ブロック

受信 

CPUユニット 

指定I/Oメモリ

割付 市販SCADAソフト 

ループコントロールユニット 

 

計器ブロック 

B B

①Bに変更 

BからAに変化した
たため、受信される

ITEM030が
1の場合 

②転送される

（1）全ブロック受信によって、Aに変更

（2）全ブロック受信なしで、Bに変更。
  その後、CPUユニットへ逆転送 

（3）元のAに戻すと、書き込まれる 

受信される

 
ただし、ITEM030（定期的な初期化）を 1（あり）にする場合、全ブロック受信による
CPUユニットから計器ブロックへの書き込みと、計器ブロックから CPUユニットへの
逆転送が、競合することがあります。そのため、全ブロック受信による CPUユニット
から計器ブロックへの書き込みが無効となる可能性があります。 
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それを避けるため、全ブロック受信で設定するブロック数の合計（ITEM012、ITEM013、
ITEM014の合計）を 198ブロック以上に設定してください。 
注：198ブロックに設定したとき、CPUユニットの I/Oメモリは、198×20CH+1CH＝3961CH占

有されます。なお、全ブロック受信に設定するブロック数は、実際に使用しているブロック
数以上に設定しても問題はありません。ただし、登録していないブロック番地に対応する
CPUユニットの I/Oメモリには、0が書き込まれます。 

その場合、計器ブロックへの書き込みが無効となる確率は、全書き込み回数に対して、
（CPUユニットのサイクルタイム）÷ ITEM031（初期化間隔）×100%となります（例：
CPUユニットサイクルタイムが 10ms、ITEM031が 4であれば 0.01÷4＝0.0025で、
0.25%）。 

もし、全ブロック受信で設定するブロック数の合計（ITEM012、ITEM013、ITEM014

の合計）を 197ブロック以下に設定した場合、計器ブロックへの書き込みが無効とな
る確率は、全書き込み回数に対して、（全ブロック受信の演算周期）÷ITEM031（初
期化間隔）×100%となります（例：ITEM004が 4（1秒）、ITEM031が 4であれば 1

÷4＝0.25で、25%）。 
注：全ブロック受信（形式 461）を使用していて、ループコントロールの運転中にツールソフト
から計器ブロックの個別ダウンロードを実行した場合、その後、ITEM007（運転中メモリ領
域強制初期化 SW）を 1（ON）にして、CPUユニットの I/Oメモリと計器ブロックの ITEM
データを一致させてください。 
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データ送信／受信のしくみ 
以下の内容は、全ブロック送信（形式 462）／全ブロック受信（形式 461）共通です。 
 

I/Oメモリの先頭アドレスから、調節ブロック→演算ブロック→外部調節計ブロックの
順で、計器ブロックの割付用の ITEMデータ（1ブロックあたり 20CH）が、詰めて割
り付けられます。 

・調節ブロック：ブロック番地 001～調節ブロック数（ITEM012）分 

例：ITEM012が 5のとき、ブロック番地 001～005の計器ブロックのデータを受信ま
たは送信します。 

・演算ブロック：ブロック番地 100～演算ブロック数（ITEM013）分 

例：ITEM013が 8のとき、ブロック番地 100～107の計器ブロックのデータを受信ま
たは送信します。 

・外部調節計ブロック：ブロック番地 065～外部調節計ブロック数（ITEM014）分 

例：ITEM014が 5のとき、ブロック番地 065～069の計器ブロックのデータを受信ま
たは送信します。 

・データ管理用：1CH（固定）（Ver.2.50以降のみ） 

  CH I/Oメモリ  

 先頭アドレス→+0   

 +1 調節ブロック  

 ～ ブロック番地 001  

 +19   
 +20  調節ブロック 

 +21 調節ブロック （調節ブロック数 N） 

 ～ ブロック番地 002  

 +39   
 ～

 

 

   
 調節ブロック  

 ブロック番地 N  

   
 +20×N   

 +20×N+1 演算ブロック  

 ～ ブロック番地 100  

 +20×N+19   

 +20×N+20  演算ブロック 

 +20×N+21 演算ブロック （演算ブロック数 M） 

 ～ ブロック番地 101  

 +20×N+39   

 ～
 

 

   
 演算ブロック  

 ブロック番地 99+M  

   
 +20×（N+M）   

 +20×（N+M）+1 外部調節計ブロック  

 ～ ブロック番地 065  

 +20×（N+M）+19   

 +20×（N+M）+20  外部調節計ブロック 

 +20×（N+M）+21 外部調節計ブロック （外部調節計ブロック数 L） 

 ～ ブロック番地 066  

 +20×（N+M）+39   

 ～
 

 

 
注：未使用のブロック番地があっても、詰められず、ブロック番地はつねに連番となります。 
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例： 

先頭アドレス D01000（ITEM008：3、ITEM009：1000）、調節計ブロック数：3（ITEM012：
3）、演算ブロック数：2（ITEM013：2）のとき 

  CH I/Oメモリ  

先頭アドレス +0   

D01000 +1   

 ～ 

 

ブロック番地 001  

 +19   

 +20   

 +21   

 ～ 

 

ブロック番地 002 調節ブロック 

例：3ブロック 

 +39   

 +40   

 +41   

 ～ 

 

ブロック番地 003  

 +59   

 +60   

 +61   

 ～ 

 

ブロック番地 100  

 +79   

 +80  演算ブロック 

 +81  例：2ブロック 

 ～ 

 

ブロック番地 101  

 +99   

 
注：1計器ブロックあたり、以下の 20CH（固定）の値を占有します。先頭+0～17CHには、ア

ナログデータが割り付けられます。先頭+18CH、19CHには、各ビットに接点データが割り
付けれます。 

  
+0   
+1   

 
 

  アナログデータ

+17   
+18  
+19  

 接点データ 

 
各計器ブロックの形式ごとに、割り付けられる ITEMデータが、「全ブロック送受信 ITEM」
として、あらかじめ決まっています。 

 例）基本 PID（ブロック形式 011）の場合 
CH   
+0 ITEM007（PV）  

+1 ITEM029（SP）  

+2 ITEM089（MV）  

+3 ITEM008（HH_SP）  

～
 

～
 アナログデータ 

+9 ITEM054（P）  

+10 ITEM055（I）  

+11 ITEM056（D）  

～
 

～
  

+17 ITEM099（OP_MK）  

+18                 接点データ 

 ビット  

+18CH 00 ITEM026（R/L_SW） 

 01 ITEM086（A/M_SW） 

 02 ITEM017（ALM_OFF） 

 03 ITEM024（CAS_SET） 

 

～
 

～
 

 14 ITEM035（AT） 

 15 ITEM000（MT_ST） 

+19CH 00 ITEM013（HH） 

 01 ITEM014（H） 

 

～
 

～
 

 08 ITEM079（MLA）  
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜462＞ 全ブロック送信 898 
18 
全ブロック送受信 
＜462＞ 全ブロック送信 898 

概説 
調節ブロック、演算ブロック、外部調節計ブロックの各指定ブロック数分の全ブロッ
ク送/受信 ITEMデータを、CPUユニットの指定 I/Oメモリに送信します。 

送信できる計器ブロック： 

・調節ブロック：ブロック番地 001～指定した調節ブロック数（最大 32：ブロック番
地 032） 

・演算ブロック：ブロック番地 100～指定した演算ブロック数（最大 249：ブロック番
地 348）（内部スイッチを除く） 

・外部調節計ブロック：ブロック番地 065～指定して外部調節計ブロック数（最大 32：
ブロック番地 096） 

ループコントロールユニットから SCADAソフトへの読み出しに使用します。 
注：SCADAソフトからは、CSVタグを指定して、CPUユニットの I/Oメモリのデータを読み出
します。 

 

 

外部調節計 

ブロック 

演算ブロック 

調節ブロック 

ES100X調

節計端子

一次遅れ

演算 

上下限 

警報 

 

 

 

 

全ブロック
送信 

基本 PID 

ブロック

基本 PID 

ブロック

CPUユニット 

指定 I/Oメモリ 

割付 

市販 SCADAソフト 

PID 

PV 

PV 

CSVタグを指定し
て読出 送信 

例） 

例） 

ループコントロールユニット 

全ブロック送受信 ITEM 

 
各計器ブロックの送信 ITEM：「全ブロック送/受信 ITEM」として、計器ブロック形式
ごとにあらかじめ決まっています。各計器ブロックの ITEM一覧において、以下のよ
うな「全ブロック送受信」の項が「送」または「送受」の ITEMが、CPUユニットの
I/Oメモリに割り付けられます。 

 

 
読み書き方法 

R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、読
み書き。（S）：初期設定データ、（O）：運
転データ 

ITEM 
分類 

ITEM 記号 データ内容 
データ 
範囲 

初期値

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロ
ック送
受信 

データ
長（バ
イト） 

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0､1 0 － R/W － － 送受 1 

 

ITEM一覧の「全ブロック送受信」の項で 
送または送受の ITEMが割り付けられます。

 
割り付けの詳細は、全ブロック受信（形式 461）の、「■データ送信／受信のしくみ」
を参照してください。 

 

お願い 

 

ツールソフトで CSVタグファイルを作成する場合、この全ブロック送信（形式 462）

および全ブロック受信（形式 461）はともに必ず登録してください。この 2つの計器

ブロックが登録されていない場合（いずれか一方の登録の場合も）、 CSVタグファ

イルを作成することができません。 
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お願い 

 

全ブロック受信（形式 461）による CPUユニット I/Oメモリ上の割付エリアと、全ブ

ロック送信（形式 462）による CPUユニット I/Oメモリ上の割付エリアは、別のエリ

アに割り付けて使用してください。「全ブロック受信」による SCADAソフトからの

書き込み処理が、正しく動作しないことがあり得ます。ただし、「全ブロック送信」

による SCADAソフトへの読み出し処理は、正しく動作します。 

 

用途 
市販 SCADAソフトなどから、ループコントロールユニットの計器ブロックの ITEMデ
ータを読み出すときに、この計器ブロックを使用します。 

SCADAソフトから、ツールソフトで作成した「CSVタグ」を指定して、CPUユニッ
ト I/Oメモリに割り付けられた各計器ブロックの各 ITEMデータを読み出します。 

ブロック図 
 

計器ブロック 

調節ブロック
（ブロック形
式 001～ 034
のいずれか）

ブロック番地 
001 

～
 

032 

演算ブロック
（ブロック形
式 111～ 224
のいずれか）

ブロック番地 
100 

～
 

348 

外部調節計ブ
ロック 
（ブロック形
式 045） 

ブロック番地 
065 

～
 

096 ブロック番地 s 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 065
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地m 
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 100
の対象 ITEM（20CH）

ブロック番地 n 
の対象 ITEM（20CH）

送信

送信

送信

CSVタグを指定

して読出 

演算ブロック数指定

調節ブロック数指定

外部調節計ブロック
数指定 

ブロック番地 001
の対象 ITEM（20CH）

CPUユニット

任意の I/Oメモリ（CIO、WR、
HR、DM、EMバンク No.0）

パソコン 

（SCADAソフト） 

全ブロック送信

012

ブロック番地 065を先頭と
した指定ブロック数分の対
象 ITEMを送信 

ブロック番地 100を先頭と
した指定ブロック数分の対
象 ITEMを送信 

ブロック番地 001を先頭
とした指定ブロック数分
の対象 ITEMを送信 

013

014

ループコントロールユニット

送信停止スイッチ010
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認の読出、
読み書き。(S)：初期設定データ、(O)：運転デー
タ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

全ブロッ
ク送受信
による 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － － 24 

 002  形式：全ブロック送信 462 462 － R/W(S) － － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー（付録「実行エラ
ーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 4 － R/W(S) － － － － 2 

 008  CPUユニットの I/O
メモリのエリア種別
0：CIO（チャネル I/O）
エリア、1：W（内部
補助リレー）、2：H
（保持リレー）、3：
D（データメモリ）、
4：E0（拡張データメ
モリ バンク No.0）

0～4 3 － R/W(S) － － － － 1 

 009  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － － 2 

接点入力 010  送信停止スイッチ 
（1:送信停止、0：送
信実行） 

0、1 0 ○ R/W(O) － － R/W － 1 

パラメー
タ 

012  調節ブロック数 0～32 32 － R/W(S) － － － － 2 

 013  演算ブロック数 0～249 0 － R/W(S) － － － － 2 

 014  外部調節計ブロック
数 

0～32 0 － R/W(S) － － － － 2 
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＜501＞ Di8端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜501＞ D i8端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点入力 8点のユニット（形 C200H-I□□□□）用のフィールド
端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる CH番
号を設定することが必要です。 

ブロック図 
 

U0 接点出力（フィールド入力） 

U1 接点出力（フィールド入力） 

U7 接点出力（フィールド入力） 

010

011

017

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー 

エリア

接点入力 8点の 

ユニット 
接点 0 

接点 1 

接点 7 

Di8端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Di8端子 501 501 － R/W(S) － －  2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － －  2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － －  2 

パラメー
タ 

007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 
 

32767 － R/W(S) － －  2 

接点出力 010 U0 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 017 U7 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜502＞ Di16端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜502＞ D i16端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点入力 16点のユニット（形 C200H-I□□□□、形 CS1W-I□□1

□、形 CS1W-INT01、形 CS1W-IDP01）用のフィールド端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる CH番

号を設定することが必要です。 

ブロック図 

 

U0 接点出力（フィールド入力）

U1 接点出力（フィールド入力）

U15 接点出力（フィールド入力）

010 

011 

025 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー 

エリア

接点入力 16点の
ユニット 

接点 0 

接点 1 

接点 15 

Di16端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Di16端子 502 502 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点出力 
（フィー
ルド接点
入力） 

010 U0 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 025 U15 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜503＞ Di32端子 901～980 

2-370 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜503＞ Di32端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜503＞ D i32端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点入力 32点のユニット（形 C200H-ID216、形 CS1W-ID231また
は高機能 I/Oユニット形 C200H-ID215）用のフィールド端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる CH番
号（高機能 I/Oユニットの場合は高機能 I/Oユニットリレーエリアの割付先頭 CH番号）を
設定することが必要です。 

ブロック図 

 

U0 接点出力（フィールド入力）

U1 接点出力（フィールド入力）

U31 接点出力（フィールド入力）

010

011

041

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

接点入力 32点の 
ユニット 

接点 0 

接点 1 

接点 31 

Di32端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き
可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確
認の読出、読み書き。(S)：初期設定デ
ータ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

デー
タ長
(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解
除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角23文字ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Di32端子 503 503 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー
（付録「実行エラーコー
ド一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭の CH
番号を入力) 

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点出力 
（フィールド
接点入力） 

010 U0 接点出力値（フィールド
接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 025 U15 接点出力値（フィールド
接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 026 U16 接点出力値（フィールド
接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 041 U31 接点出力値（フィールド
接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜504＞ Di64端子 901～980 

2-371 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜504＞ Di64端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜504＞ D i64端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、 接点入力 64点のユニット（形 C200H-ID□□□、形 CS1W-ID261）
用のフィールド端子です。 

・I/Oユニット前面の I/ONo.設定スイッチの設定値は無関係です。基本 I/Oユニットと
同じルールで CIOチャネル番号が設定されます。 

注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる CH番
号（高機能 I/Oユニットの場合は高機能 I/Oユニットリレーエリアの割付先頭 CH番号）を
設定することが必要です。 

ブロック図 
 

U0 接点出力（フィールド入力） 

U1 接点出力（フィールド入力） 

U63 接点出力（フィールド入力） 

010

011

073

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

接点入力 64点の 
ユニット 

接点 0

接点 1

接点 63

Di64端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き
可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確
認の読出、読み書き。(S)：設定データ、
(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止）0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角23文字ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Di64端子 504 504 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭のCH番号を入力)

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点出力 
（フィールド入力） 

010 U0 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 025 U15 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○ － － － R 1 

 026 U16 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○ －     

 041 U31 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○  － － R 1 

 042 U32 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○ －     

 057 U47 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○  － － R 1 

 058 U48 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○ －     

 073 U63 接点出力値（フィールド接点入力値）0、1 0 ○  － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜511＞ Do5端子 901～980 

2-372 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜511＞ Do5端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜511＞ D o5端子  901～980 

概説 
本計器ブロックは、 接点出力 5点のユニット（形 C200H-OC223）用のフィールド端
子です。 
注 1：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる CH番

号を設定することが必要です。 
注 2：接点 5点のデータを割付リレーの 1CHの下位ビット 00～04に書き込みます。残りのビッ

ト 05～15には、0（OFF）を書き込みます。 

ブロック図 

 

S0 接点入力（フィールド出力） 

S1 接点入力（フィールド出力） 

S4 接点入力（フィールド出力） 

010 

011 

014 

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

007

割付リレー 

エリア

接点出力 5点の 

ユニット 
接点 0

接点 1

接点 4

Do5端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Do5端子 511 511 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 
 

32767 － R/W(S) － － － 2 

接点入力 
（フィー
ルド接点
出力） 

010 S0 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 014 S4 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜512＞ Do8端子 901～980 

2-373 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜512＞ Do8端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜512＞ D o8端子  901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点出力 8点のユニット（形 C200H-O□□□□）用のフィールド
端子です。 
注 1：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる CH番

号を設定することが必要です。 
注 2：接点 8点のデータを割付リレーの 1CHの下位ビット 00～07に書き込みます。残りのビッ

ト 08～15には、0（OFF）を書き込みます。 

ブロック図 

 

S0 接点入力（フィールド出力）

S1 接点入力（フィールド出力） 

S7 接点入力（フィールド出力） 

010

011

017

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

007

割付リレー
エリア 

接点出力 8点の 
ユニット 

接点 0

接点 1

接点 7

Do8端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Do8端子 512 512 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点入力 
（フィー
ルド接点
出力 

010 S0 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 017 S7 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜513＞ Do12端子 901～980 

2-374 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜513＞ Do12端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜513＞ D o12端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点出力 12点のユニット（形 C200H-O□□□□）用のフィールド
端子です。 
注 1：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる CH番

号を設定することが必要です。 
注 2：接点 12点のデータを割付リレーの 1CHの下位ビット 00～11に書き込みます。残りのビ

ット 12～15には、0（OFF）を書き込みます。 

ブロック図 

 

S0 接点入力（フィールド出力） 

S1 接点入力（フィールド出力） 

S11 接点入力（フィールド出力） 

010 

011 

021 

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

007

割付リレー 

エリア

接点出力 12点の 

ユニット 
接点 0

接点 1

接点 11

Do12端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Do12端子 513 513 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 
 

32767 － R/W(S) － － － 2 

接点入力
（フィー
ルド接点
出力） 

010 S0 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 021 S11 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜515＞ Do32端子 901～980 

2-376 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜515＞ Do32端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜515＞ D o32端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点出力 32点のユニット（形 C200H-OD218、形 CS1W-OD23□ま
たは高機能 I/Oユニット形 C200H-OD215）用のフィールド端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる先頭 CH
番号（高機能 I/Oユニットの場合は高機能 I/Oユニットリレーエリアの割付先頭 CH番号）
を設定することが必要です。 

ブロック図 

 

S0 接点入力（フィールド出力） 

S1 接点入力（フィールド出力） 

S31 接点入力（フィールド出力） 

010 

011 

041 

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

007

割付リレー 

エリア

接点出力 32点の 

ユニット 
接点 0

接点 1

接点 31

Do32端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Do32端子 515 515 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点入力（フ
ィールド接
点出力） 

010 S0 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 025 S15 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 026 S16 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 041 S31 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 



19 フィールド端子ブロック 
＜515＞ Do32端子 901～980 

2-376 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜515＞ Do32端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜515＞ D o32端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点出力 32点のユニット（形 C200H-OD218、形 CS1W-OD23□ま
たは高機能 I/Oユニット形 C200H-OD215）用のフィールド端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる先頭 CH
番号（高機能 I/Oユニットの場合は高機能 I/Oユニットリレーエリアの割付先頭 CH番号）
を設定することが必要です。 

ブロック図 

 

S0 接点入力（フィールド出力） 

S1 接点入力（フィールド出力） 

S31 接点入力（フィールド出力） 

010 

011 

041 

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

007

割付リレー 

エリア

接点出力 32点の 

ユニット 
接点 0

接点 1

接点 31

Do32端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Do32端子 515 515 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点入力（フ
ィールド接
点出力） 

010 S0 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 025 S15 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 026 S16 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 041 S31 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 



19 フィールド端子ブロック 
＜516＞ Do64端子 901～980 

2-377 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜516＞ Do64端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜516＞ D o64端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、 接点出力 64点のユニット（形 C200H-OD219、形 CS1W-OD26□）
用のフィールド端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる先頭 CH
番号を設定することが必要です。 

ブロック図 
 

S0 接点入力（フィールド出力） 

S1 接点入力（フィールド出力） 

S63 接点入力（フィールド出力） 

010

011

073

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

007

割付リレー 

エリア

接点出力 64点の 

ユニット 
接点 0 

接点 1 

接点 63 

Do64端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解
除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロック名
（英文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Do64端子 516 516 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー
（付録「実行エラーコード
一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭の CH
番号を入力) 

0～32767 
 

32767 － R/W(S) － － － 2 

接点入力（フィールド
接点出力） 

010 S0 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 025 S15 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 026 S16 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 041 S31 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 042 S32 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 073 S63 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜518＞ Di16／Do16端子 901～980 

2-378 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜518＞ Di16／Do16端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜518＞ D i16／D o16端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、 接点入力 16点／接点出力 16点（高機能 I/Oユニット形 C200H-MD

□□□）用のフィールド端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる先頭 CH
番号を設定することが必要です。 

ブロック図 

 

 U0 接点出力（フィールド入力）

 U15 接点出力（フィールド入力）

010 

025 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー 

エリア

接点入力 16点/出
力 16点のユニッ

ト 接点 0 

接点 15 

S0 接点入力（フィールド出力）030 
接点 0 

S15 接点入力（フィールド出力）045 接点 15 

Di16/Do16端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解
除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Di16／Do16端子 518 518 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー
（付録「実行エラーコード
一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、
3：0.5、4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭の CH
番号を入力) 

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点出力（フィール
ド接点入力） 

010 U0 接点出力値（フィールド接
点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 025 U15 接点出力値（フィールド接
点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

接点入力（フィール
ド接点出力） 

030 S0 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 045 S15 接点入力値（フィールド接
点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜525＞ Di96端子 901～980 

2-379 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜525＞ Di96端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜525＞ D i96端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点入力 96点のユニット（形 CS1W-ID291）用のフィールド端子
です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる先頭 CH

番号を設定することが必要です。 

ブロック図 

 

U0 接点出力（フィールド入力）

U1 接点出力（フィールド入力）

U95 接点出力（フィールド入力）

010 

011 

105 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー 

エリア

接点入力 96点の
ユニット 

接点 0 

接点 1 

接点 95 

Di96端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメー
タ 

001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Di96端子 525 525 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメー
タ 

004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメー
タ 

007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

接点出力
（フィー
ルド接点
入力） 

010 U0 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 025 U15 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 026 U16 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 105 U95 接点出力値（フィール
ド接点入力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜537＞ Do96端子 901～980 

2-380 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜537＞ Do96端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜537＞ D o96端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点出力 96点のユニット（形 CS1W-OD29□）用のフィールド端
子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる先頭 CH
番号を設定することが必要です。 

ブロック図 

 

S0 接点入力（フィールド出力） 

S1 接点入力（フィールド出力） 

S95 接点入力（フィールド出力） 

010 

011 

105 

CPUユニット

I/Oメモリ
15 0

007

割付リレー 

エリア

接点出力 96点の

ユニット 
接点 0

接点 1

接点 95

Do96端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停
止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Do96端子 537 537 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エ
ラー 
（付録「実行エラーコ
ード一覧」を参照）

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：
0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭
の CH番号を入力) 

0～32767 
 

32767 － R/W(S) － － － 2 

接点入力（フィー
ルド接点出力） 

010 S0 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 025 S15 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 026 S16 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 105 S95 接点入力値（フィール
ド接点出力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜544＞ Di48／Do48端子 901～980 

2-381 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜544＞ Di48／Do48端子 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜544＞ D i48／D o48端子 901～980 

概説 
本計器ブロックは、接点入力 48点／接点出力 48点のユニット（形 CS1W-MD29□）
用のフィールド端子です。 
注：ITEM007（CIOチャネル番号）に、CPUユニットの CIOエリアに I/O割付けされる先頭 CH
番号を設定することが必要です。 

ブロック図 

 

 U0 接点出力（フィールド入力）

 U47 接点出力（フィールド入力）

010 

057 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー 

エリア

接点入力 48点/出

力 48点のユニッ

ト 接点 0 

接点 47 

S0 接点入力（フィールド出力）060 
接点 0 

S47 接点入力（フィールド出力）107 接点 47 

Di48/DO48端子 

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：
停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Di48／Do48端子 544 544 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー 
（付録「実行エラーコード一覧」
を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CIOチャネル番号 
(I/O割付される先頭の CH番号
を入力) 

0～32767 
 

32767 － R/W(S) － － － 2 

接点出力（フ
ィールド接
点入力） 

010 U0 接点出力値（フィールド接点入
力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 057 U47 接点出力値（フィールド接点入
力値） 

0、1 0 ○ － － － R 1 

接点入力（フ
ィールド接
点出力） 

060 S0 接点入力値（フィールド接点出
力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 ～  ～   ○      

 107 S47 接点入力値（フィールド接点出
力値） 

0、1 0 ○ － － － R/W 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜551＞ Ai8端子（AD003） 901～980 

2-382 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜551＞ Ai8端子（AD003） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜551＞ A i8端子（AD003） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、C200Hアナログ入力ユニット（アナログ入力 8点、形C200H-AD003）
用のフィールド端子です。 
注 1：アナログ入力ユニットの平均化処理機能と、ループコントロールユニットの計器ブロック

の機能とが重複しないようにしてください。 
注 2：アナログ入力ユニットの設定方法は「アナログ入出力ユニットユーザーズマニュアル(マ

ニュアル番号 SCCC-338)」をご覧ください。 

ブロック図 
 CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

Y1 アナログ出力（フィールド入力）C200Hアナログ
出力ユニット 
 
形 C200H-AD003 
 
アナログ入力 8点
タイプ 

021

アナログ入力 2

アナログ入力 1

アナログ入力 8

Y2 アナログ出力（フィールド入力）022

Y8 アナログ出力（フィールド入力）028

U1 断線検知出力 031

U8 断線検知出力 038

U1 断線検知出力 032

Ai8端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ai8端子（AD003） 551 551 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～15 15 － R/W(S) － － － 2 

 011 S1 No.1入力レンジ 
(0：1～5V/4～20mA/0～10V、1：-10
～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 018 S8 No.8入力ンジ 
(0：1～5V/4～20mA/0～10V、1：-10
～+10V) 

0、1 
 

0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出力(フ
ィールド入力） 

021 Y1 アナログ出力値(フィールド入力値）-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 028 Y8 アナログ出力値(フィールド入力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

接点出力 031 U1 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 038 U8 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜552＞ Ao8端子（DA003/4） 901～980 

2-383 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜552＞ Ao8端子（DA003/4） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜552＞ A o8端子（DA003 /4） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、C200Hアナログ出力ユニット（アナログ出力 8点、形
C200H-DA003/4）用のフィールド端子です。 
注 1：アナログ出力ユニットの出力ホールド機能と、ループコントロールユニットの計器ブロッ

クの機能とが重複しないように、してください。 
注 2：アナログ出力ユニットの設定方法は「アナログ入出力ユニットユーザーズマニュアル(マ

ニュアル番号 SCCC-338)」をご覧ください。 
注 3：形 C200H-DA003/4の割付リレーエリアの 1CH目（n）には、自動的に「00FFHex」が設定

されます。これにより、アナログ出力各点の変換イネーブルフラグは、常に 1（変換出力
開始）となります。したがって、アナログ出力ユニットの変換出力を停止させることはで
きません。 

ブロック図 
 

X1 アナログ入力（フィールド出力）021 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

C200Hアナログ
出力ユニット 
 
形
C200H-DA003/00
4 
 
アナログ出力 8点
タイプ 

アナログ出力 2 

アナログ出力 1 

X2 アナログ入力フィールド出力）022 

アナログ出力 8 

 X8 アナログ入力フィールド出力）028 

Ao8端子

 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜552＞ Ao8端子（DA003/4） 901～980 

2-384 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
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ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ao8端子（DA003/4） 552 552 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実行エ
ラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、 
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～15 15 － R/W(S) － － － 2 

 011  No.1入力レンジ 
(0：1～5V/0～10V/4～20mA、1：-10～
+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 018  No.8入力レンジ 
(0：1～5V/0～10V/4～20mA 、1：-10～
+10V) 

0、1 
 

0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

021  X1発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 028  X8発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ入
力 
(フィールド
出力） 

031 X1 アナログ入力値(フィールド出力値） -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 ～  ～   ○      

 038 X8 アナログ入力値(フィールド出力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜553＞ Ai2／Ao2端子（MAD01） 901～980 

2-385 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜553＞ Ai2／Ao2端子（MAD01） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜553＞ A i2／Ao2端子（MAD01） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、C200Hアナログ入出力ユニット（アナログ入力 2点／アナログ出
力 2点、形 C200H-MAD01）用のフィールド端子です。 
注 1：アナログ入出力の平均化処理機能、ピークホールド機能、出力ホールド機能、比率変換機

能と、ループコントロールユニットの計器ブロックの機能とが重複しないように、してく
ださい。 

注 2：アナログ入出力ユニットの設定方法は「アナログ入出力ユニットユーザーズマニュアル(マ
ニュアル番号 SCCC-338)」をご覧ください。 

注 3：形 C200H-MAD01の割付リレーエリアの 1CH目（n）には、自動的に「0003Hex」が設定
されます。これにより、アナログ出力各点の変換イネーブルフラグは、常に 1（変換出力
開始）となります。したがって、アナログ出力の変換出力を停止させることはできません。
また、アナログ入力のピークホールド機能は使用できません。 

ブロック図 
 

Y1 アナログ出力（フィールド入力）

Y2 アナログ出力（フィールド入力）

015 

016 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

C200Hアナログ
入出力ユニット 
 
形C200H-MAD01
 
アナログ入力 2点
/アナログ出力 2
点タイプ 

アナログ入力 1 

アナログ入力 2 

X1 アナログ入力（フィールド出力）035 

アナログ出力 1 X2 アナログ入力（フィールド出力）036 

アナログ出力 2 
U1 断線検知出力 019 

U2 断線検知出力 020 

Ai2/Ao2端子

 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜553＞ Ai2／Ao2端子（MAD01） 901～980 

2-386 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
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ロ
ッ
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ai2／Ao2端子（MAD01） 553 553 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～15 15 － R/W(S) － － － 2 

 011  No.1入力レンジ 
(0：1～5V/4～20mA/0～10V、1：-10
～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

 012  No.2入力レンジ 
(0：1～5V/4～20mA/0～10V、1：-10
～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

アナログ出力 015 Y1 アナログ出力値(フィールド入力値）-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 016 Y2 アナログ出力値(フィールド入力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

パラメータ 019 U1 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線)注 1) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 020 U2 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線)注 1) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 031  No.1出力レンジ 
(0：1～5V/0～10V、1：-10～+10V)

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 032  No.2出力レンジ 
(0：1～5V/0～10V、1：-10～+10V)

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ入力接続
情報 

035  X1発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 036  X2発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ入力 
(フィールド出力） 

039 X1 アナログ入力値(フィールド出力値）-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 040 X2 アナログ入力値(フィールド出力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜561＞ Ai4端子（PTS01/02/03,PDC01,PTW01） 901～980 

2-387 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜561＞ Ai4端子

（PTS01/02/03,PDC01,PTW01） 

901～980 

19 
フィールド端子ブロック 
＜561＞ A i4端子（PTS01/02 /03,PDC01,PTW01） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1チャネル間絶縁型アナログ入出力ユニット（絶縁型熱電対入
力ユニット形 CS1W-PTS01、絶縁型測温抵抗体入力ユニット形 CS1W-PTS02/03、絶縁
型二線式伝送器入力ユニット形 CS1W-PTW01、絶縁型直流入力ユニット形
CS1W-PDC01）用（いずれも入力 4点）のフィールド端子です。 

・レンジ設定は全点（Y1～Y4）共通、または 1点ずつ個別に設定することができます
（ループコントロールユニット Ver.2.50以降のみ）。 

ブロック図 
 

Y1 アナログ出力（フィールド入力）021 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

CS1絶縁型アナ
ログ入出力ユニ
ット 
形
CS1W-PTS01/02/
03 
形 CS1W-PTW01
形 CS1W-PDC01
 
アナログ入力4点
タイプ 

アナログ入力 1 

Y4 アナログ出力（フィールド入力）024 

アナログ入力 4 

U1 断線検知出力 031 

U4 断線検知出力 034 

Ai4端子

 



19 フィールド端子ブロック 
＜561＞ Ai4端子（PTS01/02/03,PDC01,PTW01） 901～980 

2-388 

19 

フ
ィ
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：絶縁型 Ai4端子
（PTS01/02/03,PDC01,PTW01） 

561 561 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実行エ
ラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、
5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 008＊
1 

 レンジ変換方法 
0：全点共通、1：個別レンジ 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

パラメータ 010  全点共通または Y1の入力レンジの変換
(4点共通設定) 
(0：0～10000、1：0～4000、2：-2000～
+2000、3：0～6000、4：-3000～+3000、
9：指定レンジ(ITEM011、012で指定))
注：全点共通または Y1（個別）の選択は、
ITEM008による 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 011  全点共通または Y1の入力レンジ 0％の
値 

±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 012  全点共通または Y1の入力レンジ 100％
の値 

±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出
力 
(フィールド
入力） 

021 Y1 アナログ出力値(フィールド入力値） -15.00～
+115.00 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 024 Y4 アナログ出力値(フィールド入力値) -15.00～
+115.00 

0.00 ○ r/w － － － 2 

接点出力 031 U1 入力異常接点出力値 
(0：異常なし、1： 入力異常) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 034 U4 入力異常接点出力値 
(0：異常なし、1：入力異常) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜561＞ Ai4端子（PTS01/02/03,PDC01,PTW01） 901～980 

2-389 

19 

フ
ィ
ー
ル
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■ 個別レンジ設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

050＊
1 

 Y2の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、
2：-2000～+2000、3：0～
6000、4：-3000～+3000、9：
指定レンジ(ITEM051、052
で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 051＊
1 

 Y2のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 052＊
1 

 Y2のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 053＊
1 

 Y3の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、
2：-2000～+2000、3：0～
6000、4：-3000～+3000、9：
指定レンジ(ITEM054、055
で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 054＊
1 

 Y3のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 055＊
1 

 Y3のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 056  Y4の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、
2：-2000～+2000、3：0～
6000、4：-3000～+3000、9：
指定レンジ(ITEM057、058
で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 057＊
1 

 Y4のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 058＊
1 

 Y4のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜562＞ Pi4端子（PPS01） 901～980 

2-390 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜562＞ Pi4端子（PPS01） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜562＞ Pi4端子（PPS01） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1パルス入力ユニット（パルス入力 4点、形 CS1W-PPS01）用
のフィールド端子です。 

・レンジ設定は全点（Y1～Y4）共通、または 1点ずつ個別に設定することができます
（ループコントロールユニット Ver.2.50以降のみ）。 

ブロック図 
 CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

CS1パルス入力
ユニット 
 
形 CS1W-PPS01
 
パルス入力4点タ
イプ 

パルス入力 1

パルス入力 4

Pi4端子

Y1瞬時値出力（フィールド入力）021

Y4瞬時値出力（フィールド入力）024

Q1 積算値出力 025

Q4 積算値出力 028

 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜562＞ Pi4端子（PPS01） 901～980 

2-391 

19 

フ
ィ
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端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Pi4端子（PPS01） 562 562 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実行エ
ラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、
5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 008＊
1 

 レンジ変換方法 
0：全点共通、1：個別レンジ 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

パラメータ 010  全点共通または Y1の瞬時値出力レンジ
の変換 
(0：0～10000、1：0～4000、 
2：-2000～+2000、3：0～6000、 
4：-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM011、012で指定)) 
注：全点共通または Y1の選択は、
ITEM008による 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 011  全点共通または Y1の瞬時値出力レンジ
0％の値 

±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 012  全点共通または Y1の瞬時値出力レンジ
100％の値 

±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出
力値 

021 Y1 瞬時値出力値 0.00～
115.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 024 Y4 瞬時値出力値 0.00～
115.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

積算出力値 025 Q1 積算値出力値 
(0～9999の間の積算を繰り返す) 

0～9999 0 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 028 Q4 積算値出力値 
(0～9999の間の積算を繰り返す) 

0～9999 0 ○ r/w － － － 2 

接点出力 031 U1 パルス入力ユニットリスタートフラグ 
リセット時、10秒間 1（ON）となります。

0、1 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜562＞ Pi4端子（PPS01） 901～980 

2-392 

19 

フ
ィ
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■ 個別レンジ設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

050＊
1 

 Y2の瞬時値出力レンジの
変換 
(0：0～10000、1：0～4000、
2：-2000～+2000、3：0～
6000、4：-3000～+3000、9：
指定レンジ(ITEM051、052
で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 051＊
1 

 Y2のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 052＊
1 

 Y2のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 053＊
1 

 Y3の瞬時値出力レンジの
変換 
(0：0～10000、1：0～4000、
2：-2000～+2000、3：0～
6000、4：-3000～+3000、9：
指定レンジ(ITEM054、055
で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 054＊
1 

 Y3のレンジ 0％の値  ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 055＊
1 

 Y3のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 056＊
1 

 Y4の瞬時値出力レンジの
変換 
(0：0～10000、1：0～4000、
2：-2000～+2000、3：0～
6000、4：-3000～+3000、9：
指定レンジ(ITEM057、058
で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 057＊
1 

 Y4のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 058＊
1 

 Y4のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

注：Q1～Q4の積算値は、パルス入力ユニットが出力する積算値ではなく、本ブロックが独自に
積算している値です。COLDスタート時には、0クリアされます。したがって、COLDスタ
ート時にもしパルス入力ユニットの積算値が 0でない場合は、本ユニットの積算値 Q1～Q4
とパルス入力ユニットが出力する積算値が一致しませんので、ご注意ください。 

＊1：ループコントロールユニット Ver.2.50以降で追加された機能です。 
 
 



19 フィールド端子ブロック 
＜563＞ Ao4端子（PMV01） 901～980 

2-393 
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フ
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ロ
ッ
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜563＞ Ao4端子（PMV01） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜563＞ A o4端子（PMV01）  901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1制御出力ユニット（アナログ出力 4点、形 CS1W-PMV01）用
のフィールド端子です。 

ブロック図 
 X1 アナログ入力（フィールド出力）021 CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

CS1制御出力ユ
ニット 
 
形 CS1W-PMV01
 
アナログ出力 4点
タイプ 

アナログ出力 1 
X4 アナログ入力（フィールド出力）024 

アナログ出力 4 

Y1 アンサ出力 035 

U1 断線検知出力 041 

U4 断線検知出力 044 

038 

Ao4端子

Y4 アンサ出力 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜563＞ Ao4端子（PMV01） 901～980 

2-394 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：絶縁型 Ao4端子（PMV01） 563 563 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

021  X1発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 024  X4発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ入
力 
(フィールド
出力） 

031 X1 アナログ入力値(フィールド出力値）-20.00～
+115.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 ～  ～   ○      

 034 X4 アナログ入力値(フィールド出力値) -20.00～
+115.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

アナログ出
力 
(アンサ入
力） 

035 Y1 アナログ出力値(アンサ入力値) -20.00～
+115.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 038 Y4 アナログ出力値(アンサ入力値) -20.00～
+115.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

接点出力 041 U1 断線検知接点出力値 
（0：異常なし、1：断線） 

0、1 0 ○ － － － R 2 

 ～  ～   ○      

 044 U4 断線検知接点出力値 
（0：異常なし、1：断線） 

0、1 0 ○ － － － R 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜564＞ Ai8端子（PTR01/02） 901～980 

2-395 

19 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜564＞ Ai8端子（PTR01/02） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜564＞ A i8端子（PTR01/02） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1電力トランスデューサ入力ユニット（アナログ入力 8点、形
CS1W-PTR01/02）のフィールド端子です。 

・レンジ設定は全点（Y1～Y8）共通、または 1点ずつ個別に設定することができます
（ループコントロールユニット Ver.2.50以降のみ）。 

ブロック図 
 CPUユニット

I/Oメモリ

015

007

割付リレー
エリア 

Y1 アナログ出力（フィールド入力）

CS1電力トラン
スデューサ入力
ユニット 
 
形 CS1W-PTR01
/02 
 
アナログ入力 8点
タイプ 

021 
アナログ入力 2 

アナログ入力 1 

アナログ入力 8 

Y2 アナログ出力（フィールド入力）022 

 Y8 アナログ出力（フィールド入力）028 

Ai8端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ai8端子（PTR01/02） 564 564 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 008＊
1 

 レンジ変換方法 
0：全点共通、1：個別レンジ 

0、1 0 － R/W(S) － － － 1 

パラメータ 010  全点共通または Y1の入力レンジの
変換 
(0：0～10000、1：0～4000、 
2：-2000～+2000、3：0～6000、 
4：-3000～+3000、9：指定レンジ 
(ITEM011、012で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 011  全点共通または Y1の入力レンジ
0％の値 

±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 012  全点共通または Y1の入力レンジ
100％の値 

±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出力 021 Y1 アナログ出力値(フィールド入力値) -15.00～
+115.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 028 Y8 アナログ出力値(フィールド入力値) -15.00～
+115.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜564＞ Ai8端子（PTR01/02） 901～980 

2-396 

19 

フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

■ 個別レンジ設定 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

パラメー
タ 

050＊1  Y2の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM051、052で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 051＊1  Y2のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 052＊1  Y2のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 053＊1  Y3の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM054、055で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 054＊1  Y3のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 055＊1  Y3のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 056＊1  Y4の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM057、058で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 057＊1  Y4のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 058＊1  Y4のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 059＊1  Y5の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM060、061で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 060＊1  Y5のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 061＊1  Y5のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 062＊1  Y6の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM063、064で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 063＊1  Y6のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 064＊1  Y6のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 065＊1  Y7の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM066、067で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 066＊1  Y7のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 067＊1  Y7のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 068＊1  Y8の入力レンジの変換 
(0：0～10000、1：0～4000、2：
-2000～+2000、3：0～6000、4：
-3000～+3000、9：指定レンジ
(ITEM069、070で指定)) 

0～4、9 1 － R/W(S) － － － 1 

 069＊1  Y8のレンジ 0％の値 ±32000 0 － R/W(S) － － － 2 

 070＊1  Y8のレンジ 100％の値 ±32000 4000 － R/W(S) － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜583＞ Ai4／Ao4端子（MAD44） 901～980 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜583＞ Ai4／Ao4端子（MAD44） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜583＞ A i4／Ao4端子（MAD44） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1Wアナログ入出力ユニット（形 CS1W-MAD44）用のフィール
ド端子です。 
注 1：アナログ入出力の平均化処理機能、ピークホールド機能、出力ホールド機能、比率変換機

能と、ループコントロールユニットの計器ブロックの機能とが重複しないように、してく
ださい。 

注 2：アナログ入出力ユニットの設定方法は「アナログ入出力ユニットユーザーズマニュアル(マ
ニュアル番号 SBCC-820)」をご覧ください。 

注 3：形 CS1W-MAD44の割付リレーエリアの 1CH目（n）には、自動的に「000FHex」が設定
されます。これにより、アナログ出力各点の変換イネーブルフラグは、常に 1（変換出力
開始）となります。したがって、アナログ出力ユニットの変換出力を停止させることはで
きません。また、アナログ入力のピークホールド機能は使用できません。 

ブロック図 
 Y1 アナログ出力（フィールド入力）

Y4 アナログ出力（フィールド入力）

015 

018 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

CS1アナログ入
出力ユニット 
 
形 CS1W-MAD44
 
アナログ入力 4点
/アナログ出力 4
点タイプ 

アナログ入力 1 

アナログ入力 4 X1 アナログ入力（フィールド出力）035 

アナログ出力 1 

X4 アナログ入力（フィールド出力）038 

アナログ出力 4 

U1 断線検知出力 019 

U4 断線検知出力 022 

Ai4/Ao4端子

 



19 フィールド端子ブロック 
＜583＞ Ai4／Ao4端子（MAD44） 901～980 
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フ
ィ
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ル
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ロ
ッ
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書
き可、 
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転
確認の読出、読み書き。(S)：初期設
定データ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号データ内容 
データ範
囲 

初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：す
る 
－：し
ない 

ツール
ソフト
による

モニタ
ソフト
による
＊1 

ITEM書
込ブロ
ックに
よる 

ステッ
プラダ
ーによ
る 

データ長
(バイト) 

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文
字 

ブロッ
ク名
（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ai4／Ao4端子（MAD44）583 583 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録
「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 011  No.1入力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V/4～20mA、1：-10～+10V)

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 014  No.4入力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V/4～20mA、1：-10～+10V)

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出
力 

015 Y1 アナログ出力値 
(フィールド入力値） 

-5.00～
+105.00％

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 018 Y4 アナログ出力値 
(フィールド入力値) 

-5.00～
+105.00％

0.00 ○ r/w － － － 2 

接点出力 019 U1 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 022 U4 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

パラメータ 031  No.1出力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 034  No.1出力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

035  X1発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 038  X4発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ入
力(フィー
ルド出力） 

039 X1 アナログ入力値 
(フィールド出力値） 

-5.00～
+105.00％

0.00 ○ r － － － 2 

 ～  ～   ○      

 042 X4 アナログ入力値 
(フィールド出力値) 

-5.00～
+105.00％

0.00 ○ r － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜584＞ Ai8端子（AD081） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜584＞ A i8端子（AD081） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1アナログ入力ユニット（アナログ入力 8点、形 CS1W-AD081）
用のフィールド端子です。 
注 1：アナログ入力ユニットの平均化処理機能と、ループコントロールユニットの計器ブロック

の機能とが重複しないようにしてください。 
注 2：アナログ入力ユニットの設定方法は「アナログ入・出力ユニットユーザーズマニュアル(マ

ニュアル番号 SBCC-820)」をご覧ください。 

ブロック図 
 CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

Y1 アナログ出力（フィールド入力）CS1アナログ出
力ユニット 
 
形 CS1W-AD081
 
アナログ入力 8点
タイプ 

021 

アナログ入力 2 

アナログ入力 1 

アナログ入力 8 

Y2 アナログ出力（フィールド入力）022 

 Y8 アナログ出力（フィールド入力）028 

U1 断線検知出力 031 

U8 断線検知出力 038 

U2 断線検知出力 032 

Ai8端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バイ
ト) 

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ai8端子（AD081） 584 584 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 011  No.1入力レンジ(0：1～5V/0～5V/ 
0～10V 4～20mA、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 018  No.8入力ンジ(0：1～5V/0～5V/ 
0～10V/4～20mA、1：-10～+10V) 

0、1 
 

0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出力 
(フィールド入力） 

021 Y1 アナログ出力値(フィールド入力値）-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 028 Y8 アナログ出力値(フィールド入力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

接点出力 031 U1 断線検知接点出力値(0：異常なし、
1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 038 U8 断線検知接点出力値(0：異常なし、
1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜585＞ Ao8端子（DA08V/C） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜585＞ A o8端子（DA08V/C）  901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1アナログ出力ユニット（アナログ出力 8点、形
CS1W-DA08V/DA08C）用のフィールド端子です。 
注 1：アナログ出力ユニットの出力ホールド機能と、ループコントロールユニットの計器ブロッ

クの機能とが重複しないように、してください。 
注 2：アナログ出力ユニットの設定方法は「アナログ入・出力ユニットユーザーズマニュアル(マ

ニュアル番号 SBCC-820)」をご覧ください。 
注 3：形 CS1W-DA08V/DA08Cの割付リレーエリアの 1CH目（n）には、自動的に「00FFHex」

が設定されます。これにより、アナログ出力各点の変換イネーブルフラグは、常に 1（変
換出力開始）となります。したがって、アナログ出力ユニットの変換出力を停止させるこ
とはできません。 

ブロック図 
 

X1 アナログ入力（フィールド出力）021

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

C200Hアナログ
出力ユニット 
 
形
CS1W-DA08V/D
A08C 
 
アナログ出力 8点
タイプ 

アナログ出力 2

アナログ出力 1

X2 アナログ入力（フィールド出力）022

アナログ出力 8

X8 アナログ入力（フィールド出力）028

Ao8端子
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値 

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロック
名（英文）

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ao8端子（DA08V/C） 585 585 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実行エ
ラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、
5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 011  No.1出力レンジ(0：1～5V/0～5V/ 
0～10V、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 018  No.8出力レンジ(0：1～5V/0～5V/ 
0～10V、1：-10～+10V) 

0、1 
 

0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ入
力接続情報 

021  X1発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号 

BBBIII 000000 ○ R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   ○      

 028  X8発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号 

BBBIII 000000 ○ R/W(S) － － － 4 

アナログ入
力 
(フィールド
出力） 

031 X1 アナログ入力値(フィールド出力値） -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 ～  ～   ○      

 038 X8 アナログ入力値(フィールド出力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
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フ
ィ
ー
ル
ド
端
子
ブ
ロ
ッ
ク 

形式 ブロック名 ブロック番地 

＜586＞ Ai4端子（AD041） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜586＞ A i4端子（AD041） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1アナログ入力ユニット形 CS1W-AD041のフィールド端子です。 
注 1：アナログ入力ユニットの平均化処理機能と、ループコントロールユニットの計器ブロック

の機能とが重複しないようにしてください。 
注 2：アナログ入力ユニットの設定方法は「アナログ入・出力ユニットユーザーズマニュアル(マ

ニュアル番号 SBCC-820)」をご覧ください。 

ブロック図 
 

Y1 アナログ出力（フィールド入力）021

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

CS1アナログ入
力ユニット 
 
形 CS1W-AD041
アナログ入力 4点
タイプ 

アナログ入力 1

Y4 アナログ出力（フィールド入力）024

アナログ入力 4

U1 断線検知出力 031

U4 断線検知出力 034

Ai4端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停
止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ai4端子（AD041） 586 586 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実
行エラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：
1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 011  No.1入力レンジ(0：1～5V/0～5V/ 
0～10V/4～20mA、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 014  No.4入力レンジ(0：1～5V/0～5V/ 
0～10V/4～20mA、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出力 
(フィールド入力） 

021 Y1 アナログ出力値(フィールド入力値）-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 024 Y4 アナログ出力値(フィールド入力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

接点出力 031 U1 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 034 U4 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜587＞ Ao4端子（DA041） 901～980 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜587＞ Ao4端子（DA041） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜587＞ A o4端子（DA041） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、CS1アナログ出力ユニット形 CS1W-DA041用のフィールド端子で
す。 
注 1：アナログ出力ユニットの出力ホールド機能と、ループコントロールユニットの計器ブロッ

クの機能とが重複しないように、してください。 
注 2：アナログ出力ユニットの設定方法は「アナログ入・出力ユニットユーザーズマニュアル(マ

ニュアル番号 SBCC-820)」をご覧ください。 
注 3：形 C1W-DA041の割付リレーエリアの 1CH目（n）には、自動的に「000FHex」が設定さ

れます。これにより、アナログ出力各点の変換イネーブルフラグは、常に 1（変換出力開
始）となります。したがって、アナログ出力ユニットの変換出力を停止させることはでき
ません。 

ブロック図 
 

X1 アナログ入力（フィールド出力）031 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

CS1アナログ出
力ユニット 
 
形 CS1W-DA041
 
アナログ出力 4点
タイプ 

アナログ出力 1 

X4 アナログ入力（フィールド出力）034 アナログ出力 4 

Ao4端子

 



19 フィールド端子ブロック 
＜587＞ Ao4端子（DA041） 901～980 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：
停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式 Ao4端子（DA041） 587 587 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録
「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  号機 No. 0～95 95 － R/W(S) － － － 2 

 011  No.1出力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 014  No.4出力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ入力接続
情報 

021 U1 X1発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 ～  ～   －      

 024 U4 X4発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM
番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ入力 
(フィールド出力） 

031 X1 アナログ入力値(フィールド出
力値） 

-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 ～  ～   ○      

 034 X4 アナログ入力値(フィールド出
力値) 

-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜588＞ Ai4端子（DRT1-AD04） 901～980 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜588＞ Ai4端子（DRT1-AD04） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜588＞ A i4端子（DRT1-AD04） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、DeviceNetスレーブのアナログ入力ユニット形 DRT1-AD04用のフ
ィールド端子です。 

ラダープログラムにより、DRT1-AD04用の入力値（最上位ビット：15ビット目が符
号ビット）に変換せずに直接、本ユニットに入力できます。 
注 1：DRT1-AD04Hなどの DRT1-AD04以外の DeviceNet用アナログ入力ターミナルは、CPU間

Ai端子/拡張 CPU間 Ai端子をご使用ください。 

ブロック図 
 

Y1 アナログ出力（フィールド入力）021 

CPUユニット

I/Oメモリ
015

007

割付リレー
エリア 

デバイスネット
用アナログ入力
ユニット 
 
形DRT1-AD04 
アナログ入力4点
タイプ 

アナログ入力 1 

Y4 アナログ出力（フィールド入力）024 

アナログ入力 4 

U1 断線検知出力 041 

U4 断線検知出力 044 

Ai4端子

 



19 フィールド端子ブロック 
＜588＞ Ai4端子（DRT1-AD04） 901～980 
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ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：
停止） 

0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式：Ai4端子（DRT1-AD04） 588 588 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録
「実行エラーコード一覧」を参
照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、
4：1、5：2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CPUユニットの I/Oメモリのエ
リア種別 
0：CIO（チャネル I/O）エリア、
1：W（内部補助リレー）、2：
H（保持リレー）、3：D（デー
タメモリ）、4：：E0（拡張デ
ータメモリ バンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 1 

 008  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 011  No.1入力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V/4～20mA/0～20mA、1：
-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 ～  ～   －      

 014  No.4入力レンジ(0：1～5V/0～
5V/ 
0～10V/4～20mA/0～20mA、1：
-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ出力 
(フィールド入力） 

021 Y1 アナログ出力値(フィールド入
力値） 

-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

 ～  ～   ○      

 024 Y4 アナログ出力値(フィールド入
力値) 

-5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r/w － － － 2 

接点出力 031 U1 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 ～  ～   ○      

 034 U4 断線検知接点出力値 
(0：異常なし、1：断線) 

0、1 0 ○ － － － R 1 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜589＞ Ao2端子（DRT1-DA02） 901～980 

2-407 
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形式 ブロック名 ブロック番地 

＜589＞ Ao2端子（DRT1-DA02） 901～980 
19 
フィールド端子ブロック 
＜589＞ A o2端子（DRT 1-DA02） 901～980 

概説 
本計器ブロックは、DeviceNetアナログ出力ユニット形 DRT1-DA02用のフィールド端
子です。 

ラダープログラムにより、DRT1-DA02用の出力値（最上位ビット：15ビット目が符
号ビット）に変換せず直接、本ユニットに入力できます。 
注 1： DRT1-DA02以外の DeviceNet用アナログ出力ターミナルは、CPU間 Ao端子/拡張 CPU

間 Ao端子をご使用ください。 

ブロック図 
 

X1 アナログ入力（フィールド出力） 031

CPUユニット 

I/Oメモリ 

015 

007

割付リレー 
エリア 

デバイスネット
用アナログ出力
ユニット 
 
形 DRT1-DA02 
 
アナログ出力 2点
タイプ 

アナログ出力 1 

X2 アナログ入力（フィールド出力） 032アナログ出力 2 

Ao2端子

 

ITEM一覧 
*1：モニタソフトは、チューニング画面または制御画面での読み書き可能を指します。 

読み書き方法 
R：読出、W：書込、R/W：読み書き可、
－：読み書き不可 
注：r、r/w：ツール動作確認／運転確認
の読出、読み書き。(S)：初期設定デー
タ、(O)：運転データ 

ITEM分類 ITEM 記号 データ内容 データ範囲 初期値

COLD
スター
ト時初
期化 
○：する
－：しな
い 

ツールソ
フトによ
る 

モニタソ
フトによ
る＊1 

ITEM書
込ブロッ
クによる 

ステップ
ラダーに
よる 

データ
長(バ
イト)

接点入力 000  演算停止指令（0：停止解除、1：停止） 0、1 0 － － － － － 1 

パラメータ 001  コメント 半角 23文字ブロッ
ク名（英
文） 

－ R/W(S) － － － 24 

 002  形式 Ao4端子（DRT1-DA02） 589 589 － R/W(S) － － － 2 

特殊 003  実行エラー表示 
0：正常、その他：エラー（付録「実行エ
ラーコード一覧」を参照） 

 0000 － r － － － 2 

パラメータ 004  演算周期(秒） 
0：共通、1：0.1、2：0.2、3：0.5、4：1、5：
2 

0～5 0 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 007  CPUユニットの I/Oメモリのエリア種別
0：CIO（チャネル I/O）エリア、1：W（内
部補助リレー）、2：H（保持リレー）、3：
D（データメモリ）、4：：E0（拡張データ
メモリ バンク No.0) 

0～4 3 － R/W(S) － － － 1 

 008  先頭アドレス 0～32767 32767 － R/W(S) － － － 2 

パラメータ 011  No.1出力レンジ(0：1～5V/0～10V 
/4～20mA/0～20mA、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

 012  No.2出力レンジ(0：1～5V/0～10V 
/4～20mA/0～20mA、1：-10～+10V) 

0、1 0 － R/W(S) － － － 2 

アナログ入力接続
情報 

021  X1発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

 022  X2発信元指定 
BBB：BLOCK番地、III：ITEM番号 

BBBIII 000000 － R/W(S) － － － 4 

アナログ入力 
(フィールド出力） 

031 X1 アナログ入力値(フィールド出力値） -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 032 X2 アナログ入力値(フィールド出力値) -5.00～
+105.00％ 

0.00 ○ r － － － 2 

 



19 フィールド端子ブロック 
＜589＞ Ao2端子（DRT1-DA02） 901～980 
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付録 



付－1 実行エラーコード一覧 

付-2 

 付－1 実行エラーコード一覧 
 

・以下の一覧で示す、実行エラーコードが、各計器ブロックの ITEM003に格納されま
す。 

エラーコード 0（正常）以外の計器ブロックが存在する場合、その内の最小のブロッ
ク番地が、システム共通ブロック（形式 000）の ITEM093に格納されます。 

・ツールソフトの[システム運転確認]画面で、次の内容を確認できます（[実行]－[運転]

－[運転確認]を選択）。 

－実行エラー発生の最小ブロック番地（システム共通ブロックの ITEM093） 

－[詳細表示]画面にて、計器ブロック番地ごとの発生中実行エラーコード（1つの
計器ブロックで複数の実行エラー発生時は、最小コード No.） 

 
コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

0 正常 － － － 

1 発信元／宛先指定
未定義 

発信元指定または宛先指定のブロ
ック番地に計器ブロックが登録さ
れていないか、または ITEM番号が
存在しない。 

該当計器ブロックの運転
を停止する。または該当の
機能が正常に動作しない。

発信元指定または宛先指定のブ
ロック番地および ITEM番号を
確認ください。 

2 初期値異常 台形プログラムおよび折線プログ
ラムで、動作指令 S1が ONになっ
たとき、参照入力が立ち上がり傾斜
範囲外にある。 

プログラムを開始しない。参照入力の接続およびプログラ
ム設定内容を確認ください。 

3 変数値エラー 算術演算ブロック（形式 126）にて、
条件式または演算式の中で使用さ
れている定数 A1～A8、中間バッフ
ァ B1～B4が、未定義のまま。 

算術演算ブロックの運転
を停止する。 

定数 A1～A8、中間バッファ B1

～B4の内容を設定してくださ
い。 

10 演算過程  

「0」除算 

演算過程で分母が「０」の除算が実
行されようとした。 

除算・CPU間 Di/Ai端子・
拡張 CPU間 Di/Ai端子・
フィールド端子の場合は、
最大値を出力する。折れ線
リニアライザ・温度圧力補
正の場合は、直前のデータ
を保持する。 

CPU間 Di/Ai 端子・拡張 CPU

間 Di/Ai端子・フィールド端子
の場合はスケーリング値を、折
れ線リニアライザの場合は入力
座標側設定値を確認してくださ
い。温度圧力補正の場合は、ゲ
イン・バイアス値を確認してく
ださい。 

  算術演算ブロック（形式 126）で使
用している演算子「／」で、、ゼロ
除算をした。 

算術演算ブロックの運転
を停止する。 

条件式または演算式にて、割り
算の結果が 0になるところを確
認して、修正してください。 

11 演算過程 制限値
外演算 

 

演算結果の出力値が、2バイトのデ
ータ長を超えた。 

注：2バイトのデータ長を超えなけ
れば、出力範囲(±320.00など)を超
えてもエラーにはなりません。 

出力は出力範囲の最大値
または最小値となる。
(例：出力範囲が±320.00

のときは、+320.00または
-320.00になります) 

問題がある場合は、関連 ITEM

の設定内容の見直しなどを行っ
てください。 

  算術演算ブロック（形式 126）で使
用している演算子の引数または演
算結果が制限値外であった。 

算術演算ブロックの運転
を停止する。 

演算子の引数範囲および演算結
果を確認して、条件式または演
算式を修正してください。 

12 定義域外引数 算術演算ブロック（形式 126）で使
用している演算子の引数が、定義域
外であった。 

算術演算ブロックの運転
を停止する。 

演算子の引数範囲を確認して、
条件式または演算式を修正して
ください。 



付－1 実行エラーコード一覧 

付-3 

コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

15 ATエラー 基本 PIDブロック（形式 011）また
は高度 PIDブロック（形式 012）に
て、リミットサイクルを発生させる
ことができない、またはリミットサ
イクルを発生させても、適切な PID

定数を算出できない。 

該当計器ブロックの運転
を停止する。 

AT関連の以下のパラメータの
設定内容を確認してください。
 リミットサイクルMV振幅
（ITEM036）、リミットサイク
ルヒステリシス（ITEM037）、
AT算出ゲイン（ITEM038）、暫
定AT実行判定偏差（ITEM039）、
ATタイプ（ITEM040） 

また、PID制御部の処理周期
（ITEM051）は、2秒以内に設
定してください。 

19 操作不適当 3回路 3入力切換（形式 163）、3

回路 3出力切換（形式 164）におい
て、接点選択入力 S1～S3の内、2

つ以上を同時に 1（ON）にした。

エラー発生の直前の出力
値を保持します。 

S1～S3が 2つ以上同時に 1（ON）
とならないように、ステップラ
ダーブロックなどの処理を変更
してください。 

  算術演算ブロック（形式 126）にて、
条件式または演算式に文法エラー
がある。 

または Then演算式または Else演算
式が未定義。 

または出力スケーリング上限、下限
が未定義。 

算術演算ブロックの運転
を停止する。 

条件式または演算式の内容、ま
たは出力スケーリング設定を確
認して、修正してください。 

  ファジィ推論ブロック（形式 016）
にて、メンバーシップ関数やルール
に文法エラーがあり、実行できない
とき。 

①値が符号 1文字、数字 5文字以内
でないとき（＋符号を付けたときな
ど）。 

②値と値の間が「:（半角コロン）」
でしきられていないとき。 

③設定した値が不足しているとき。
④メンバーシップ関数の屈曲点の
値が 3つ以上同じとき。 

⑤メンバーシップ関数の屈曲点の
値が右上がりでないとき 

⑥ルールに指定されたラベル（NL、
NS、ZR、PS、PL）に対応する、メ
ンバーシップ関数が設定されてい
ないとき 

ファジィ推論ブロックの
運転を停止 

メンバーシップ関数、ルールを
確認してください。 

 

ITEM0006（操作エラー詳細）に
発生要因の ITEM No.が表示さ
れます。 

20 伝送端子データ交
換エラー 

CPU端子・拡張 CPU端子・ノード
端子・フィールド端子で、CPUユ
ニットとのデータ交換が正しく実
行されていません。 

該当計器ブロックのデー
タが更新されない。 

CPUユニットに異常が発生して
いる場合は、その異常の対処方
法にしたがってください。CPU

ユニットが正常の場合は、電源
を再投入してください。 

21 I/Oメモリアドレス
範囲外指定 

CPU端子・拡張 CPU端子・ノード
端子・フィールド端子で、I/Oメモ
リアドレスの範囲外を指定してい
る。 

該当計器ブロックの運転
を停止する。 

CPU端子・拡張 CPU端子では先
頭アドレスを、フィールド端子
では CIOチャネル番号の設定を
確認ください。 

ノード端子の場合は、システム
共通ブロック ITEM043で指定
する「ノード端子用メモリの先
頭番地」の設定を確認ください。
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

29 外部接続機器受信
異常 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、ES100X調節計からの
受信データの通信フレームエラー
が、発生した（FCSチェックエラー
またはフレームエラーが 3回連続
で発生した）。 

発生している ES100Xと
の通信をやめ、他の
ES100Xとの通信処理へ移
行する。 

・伝送経路をチェックしてくだ
さい。 

・通信条件（データ長 7ビット、
偶数パリティ、2ストップビッ
トであるか）をチェックしてく
ださい。 

30 レスポンスタイム
アウト 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、調節計へのデータ送信
後、レスポンスが返ってこない（5

秒後内にレスポンスが返ってこな
いことが 3回発生した）。 

発生している ES100Xと
の通信をやめ、他の
ES100Xとの通信処理へ移
行する。 

・伝送経路をチェックしてくだ
さい。 

・通信条件（データ長 7ビット、
偶数パリティ、2ストップビッ
トであるか）をチェックしてく
ださい。 

・他の ES100X側の必要条件（パ
ラメータ設定モード、ユニット
No.など）をチェックしてくだ
い。 

31 調節計ユニット No.

重複 

ES100X調節計接続ブロック（形式
045）にて、ユニット No.（ITEM006）
が、他の ES100X調節計接続ブロッ
クと重複している。 

設定したユニット No.が実際の
ES100Xの設定ユニット No.にない
ときは、レスポンスタイムアウト
（コード 30）となります。 

ES100Xとの通信を停止す
る。 

ユニット No.（ITEM006）が重複
しないように設定してくださ
い。 

70 計器ブロック不当
組合せ 

基本 PIDまたは高度 PIDにおいて、
1次／2次ループ間のバンプレスが
指定されていた場合で、1次ループ
側の計器ブロックが基本 PIDまた
は高度 PIDでない。 

該当計器ブロックの運転
を停止する。 

１次ループ側の計器ブロック形
式を確認ください。 

71 パラメータ不適当 a)2つの ITEM間に制約条件

がある場合 

（例：稼働時間積算におい

て、単位パルス出力がある場

合で、単位パルス出力＞＝演

算周期の場合。） 

b)ITEM書込みブロックで範囲外の
データを書き込もうとした。 

該当計器ブロックを実行
しない。 

データを書き込めない。

ITEMの設定内容を確認くださ
い。 

80 ステップラダーコ
マンド異常 

ステップラダー内に該当しないコ
マンドがあった時、および入力コマ
ンドが無いのにANDコマンドがあ
るなど、コマンドの使い方に間違い
がある。 

該当のコマンド以降が実
行されない。 

ステップラダーブロック内のプ
ログラムを確認ください。 

81 ステップラダー接
続端子未定義 

ステップラダー内の各コマンドで
指定しているブロック番地に、計器
ブロックが登録されていないか、ま
たは ITEM番号が存在しない。 

該当のコマンド以降が実
行されない。 

ブロック番地および ITEM番号
を確認ください。 

89 ステップラダー微
分命令過使用 

同時に実行される微分命令の数が
256個を超えた。 

256個を超えた微分命令
が実行されない。 

同時に実行される微分命令の数
を削減してください。 

71 パラメータ不適当 a)2つの ITEM間に制約条件がある
場合 

（例：稼働時間積算において、単位
パルス出力がある場合で、単位パル
ス出力＞＝演算周期の場合。） 

b)ITEM書込みブロックで範囲外の
ﾃﾞｰﾀを書き込もうとした。 

該当計器ブロックを実行
しない。 

データを書き込めない。

ITEMの設定内容を確認くださ
い。 
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コード 内容 説明 エラー発生時の動作 処置 

80 ステップラダーコ
マンド異常 

ステップラダー内に該当しないコ
マンドがあった時、および入力コマ
ンドが無いのにANDコマンドがあ
るなど、コマンドの使い方に間違い
がある。 

該当のコマンド以降が実
行されない。 

ステップラダーブロック内のプ
ログラムを確認ください。 

81 ステップラダー接
続端子未定義 

ステップラダー内の各コマンドで
指定しているブロック番地に、計器
ブロックが登録されていないか、ま
たは ITEM番号が存在しない。 

該当のコマンド以降が実
行されない。 

ブロック番地および ITEM番号
を確認ください。 

89 ステップラダー微
分命令過使用 

同時に実行される微分命令の数が
256個を超えた。 

256個を超えた微分命令
が実行されない。 

同時に実行される微分命令の数
を削減してください。 
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 付－2 全ブロック送受信 ITEMの割付一覧 
 

全ブロック送信（形式 462）または全ブロック受信（形式 461）によって、CPUユニッ
トに割り付けられる ITEM（全ブロック送受信 ITEM）の一覧を以下に示します。 

計器ブロックごとに 20CHが割り付けられます。 

左端の列は、割り付けられる 20CHの、先頭からのオフセットを示します（+0が先頭
CHを示します）。+0（先頭）～+17CHにはアナログデータ、+18～19CHには接点デ
ータが割り付けられます。

2位置オンオフ（形式 001） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値 送 

 023 SP ローカル SP設定値 受 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+7CH 041 DVA_SP 偏差警報設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

026 R/L_SW リモート／ローカル切
替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M SW 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 03 

024 CAS_SET SP設定方式 送受 

+18CH 
ビット 08 

093 MV 上位表示MV出力値 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 04 

042 DVA 偏差警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

3位置オンオフ（形式 002） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値 送 

 023 SP ローカル SP設定値 受 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+7CH 041 DVA_SP 偏差警報設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

026 R/L_SW リモート／ローカル切
替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M SW 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 03 

024 CAS_SET SP設定方式 送受 

+18CH 
ビット 08 

093 MVH 上位表示MVH出力値 送受 

+18CH 
ビット 09 

095 MVL 上位表示MVL出力値 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 04 

042 DVA 偏差警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 
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基本 PID（形式 011） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値 送 

 023 SP ローカル SP設定値 受 

+2CH 089 MV 上位表示MV出力値 送受 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+7CH 041 DVA_SP 偏差警報設定値 送受 

+8CH 044 DV 偏差出力値 送 

+9CH 054 P 比例帯 送受 

+10CH 055 I 積分時間 送受 

+11CH 056 D 微分時間 送受 

+12CH 076 MH_LMT MVリミット上限値 送受 

+13CH 077 ML_LMT MVリミット下限値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 098 MV_IDX MV置き針位置 送受 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

026 R/L_SW リモート／ローカル切
替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M SW 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 03 

024 CAS_SET SP設定方式 送受 

+18CH 
ビット 14 

035 AT AT指令／AT実行中 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 04 

042 DVA 偏差警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

+19CH 
ビット 06 

091 MV_ABN MV異常表示 送 

+19CH 
ビット 07 

078 MHA MVリミット上限到達
出力値 

送 

+19CH 
ビット 08 

079 MLA MVリミット下限到達
出力値 

送 

 

高度 PID（形式 012） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値 送 

 023 SP ローカル SP設定値 受 

+2CH 089 MV 上位表示MV出力値 送受 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+7CH 041 DVA_SP 偏差警報設定値 送受 

+8CH 044 DV 偏差出力値 送 

+9CH 054 P 比例帯 送受 

+10CH 055 I 積分時間 送受 

+11CH 056 D 微分時間 送受 

+12CH 076 MH_LMT MVリミット上限値 送受 

+13CH 077 ML_LMT MVリミット下限値 送受 

+14CH 057 MRT マニュアル・リセット 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 098 MV_IDX MV置き針位置 送受 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

026 R/L_SW リモート／ローカル切
替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M SW 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 03 

024 CAS_SET SP設定方式 送受 

+18CH 
ビット 04 

027 S2 PVトラッキング SW 送受 

+18CH 
ビット 05 

046 S3 PV補償入切 SW 送受 

+18CH 
ビット 06 

059 S4 積分停止 SW入力 送受 

+18CH 
ビット 07 

073 S5 MV補償入切 SW 送受 

+18CH 
ビット 08 

080 S6 プリセットMV切換SW 送受 

+18CH 
ビット 09 

082 S7 MVホールド SW 送受 

+18CH 
ビット 10 

085 S8 MVトラッキング SW 送受 

+18CH 
ビット 14 

035 AT AT指令／AT実行中 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 04 

042 DVA 偏差警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

+19CH 
ビット 06 

091 MV_ABN MV異常表示 送 

+19CH 
ビット 07 

078 MHA MVリミット上限到達
出力値 

送 

+19CH 
ビット 08 

079 MLA MVリミット下限到達
出力値 

送 
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ブレンド PID（形式 013） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 P1 入力値 送 

+1CH 029 Y2 カレント SP瞬時値出力
値 

送 

+2CH 089 MV 上位表示MV出力値 送受 

+3CH 012 Q1 積算値（下位 4桁） 送 

+4CH 013 Q2 積算値（上位 4桁） 送 

+5CH 016 Y1 瞬時値出力値 送 

+6CH 027 K1 比率 送受 

+7CH 044 DEV_Q 累積偏差出力値 送 

+9CH 054 P 比例帯 送受 

+10CH 055 I 積分時間 送受 

+11CH 056 D 微分時間 送受 

+12CH 076 MH_LMT MVリミット上限値 送受 

+13CH 077 ML_LMT MVリミット下限値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 098 MV_IDX MV置き針位置 送受 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M SW 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 08 

014 S1 積算カウンタ・リセット
指令 

送受 

+18CH 
ビット 09 

043 S2 累積偏差リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

036 DHH 累積偏差 上上限警報
出力値 

送 

+19CH 
ビット 01 

037 DH 累積偏差 上限警報出
力値 

送 

+19CH 
ビット 02 

038 DL 累積偏差 下限警報出
力値 

送 

+19CH 
ビット 03 

039 DLL 累積偏差 下下限警報
出力値 

送 

+19CH 
ビット 06 

091 MV_ABN MV異常表示 送 

+19CH 
ビット 07 

078 MHA MVリミット上限到達 送 

+19CH 
ビット 08 

079 MLA MVリミット下限到達 送 

 

流量バッチ仕込み（形式 014） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 P1 入力値 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値（下
位 4桁） 

送 

 023 SP ローカル SP設定値（下
位 4桁） 

受 

+2CH 089 MV 上位表示MV出力値 送受 

+3CH 030 SPU カレント SP出力値（上
位 4桁） 

送 

 024 SPU_W ローカル SP設定値（上
位 4桁） 

受 

+4CH 035 SM バッチ積算値（下位 4
桁） 

送 

+5CH 032 B0 行過ぎ量 設定値 送受 

+6CH 033 BP プリバッチ設定値 送受 

+7CH 034 B1 流速制限量 設定値 送受 

+8CH 061 BMU 定量 設定値（上位 4
桁） 

送 

+9CH 065 SMU バッチ積算値（上位 4
桁） 

送 

+10CH 012 Q1 積算値（下位 4桁） 送 

+11CH 013 Q2 積算値（上位 4桁） 送 

+12CH 016 Y1 瞬時値出力値 送 

+13CH 017 PR パルスレート 送受 

+14CH 031 BM 定量 設定値（下位 4
桁） 

送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 098 MV_IDX MV置き針位置 送受 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

026 R/L_SW リモート／ローカル切
替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M SW 送受 

+18CH 
ビット 08 

036 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 09 

037 S2 制御中断指令 送受 

+18CH 
ビット 10 

014 S3 積算カウンタ・リセット
指令 

送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

038 U1 メインバッチ出力 送 

+19CH 
ビット 01 

039 U2 プリバッチ出力 送 

+19CH 
ビット 06 

091 MV_ABN MV異常表示 送 
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ファジィ推論（形式 016） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

015 X1 X1入力値 送 

+1CH 016 X2 X2入力値 送 

+2CH 017 X3 X3入力値 送 

+3CH 018 X4 X4入力値 送 

+4CH 019 X5 X5入力値 送 

+5CH 020 X6 X6入力値 送 

+6CH 021 X7 X7入力値 送 

+7CH 022 X8 X8入力値 送 

+8CH 027 A1 出力 1用ルール無適合
時出力値 

送受 

+9CH 028 A2 出力 2用ルール無適合
時出力値 

送受 

+10CH 035 FN ルール毎の適合度の読
出ルール No. 

送受 

+11CH 036 FT ルール毎の適合度 送 

+12CH 031 Y1 Y1出力値 送受 

+13CH 032 Y2 Y2出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

023 S1 出力 1用ルール無適合
時の出力選択 SW 

送受 

+18CH 
ビット 01 

024 S2 出力 2用ルール無適合
時の出力選択 SW 

送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

指示設定（形式 031） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値 送 

 023 SP ローカル SP設定値 受 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

026 R/L_SW リモート／ローカル 
切替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 03 

024 CAS_SET SP設定方式 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

指示操作（形式 032） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+1CH 084 X1 オート入力値 送 

+2CH 089 MV 上位表示MV出力値 送受 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+12CH 076 MH_LMT MVリミット上限値 送受 

+13CH 077 ML_LMT MVリミット下限値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 098 MV_IDX MV置き針位置 送受 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M切替 SW 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

+19CH 
ビット 06 

091 MV_ABN MV異常表示 送 

+19CH 
ビット 07 

078 MHA MVリミット上限到達
出力値 

送 

+19CH 
ビット 08 

079 MLA MVリミット下限到達
出力値 

送 

比率設定（形式 033） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV基準入力値 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値 送 

 023 SP ローカル比率設定値 受 

+2CH 089 MV 上位表示MV出力値 送受 

+9CH 054 K1 比率レンジ 送受 

+10CH 055 A1 入力バイアス 送受 

+11CH 056 B1 出力バイアス 送受 

+12CH 076 MH_LMT MVリミット上限値 送受 

+13CH 077 ML_LMT MVリミット下限値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 098 MV_IDX MV置き針位置 送受 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

026 R/L_SW リモート／ローカル切
替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 01 

086 A/M_SW A/M切替 SW 送受 

+18CH 
ビット 03 

024 CAS_SET 比率設定方式 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

+19CH 
ビット 06 

091 MV_ABN MV異常表示 送 

+19CH 
ビット 07 

078 MHA MVリミット上限到達
出力値 

送 

+19CH 
ビット 08 

079 MLA MVリミット下限到達
出力値 

送 
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指示（形式 034） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

ES100X調節計端子（形式 045） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 PV PV（測定値） 送 

+1CH 029 SP カレント SP出力値 送 

 072 SP ローカル SP設定値 受 

+2CH 089 MV 操作出力量 送受 

+3CH 040 HH_SP PV上上限警報設定値 送受 

+4CH 041 H_SP PV上限警報設定値 送受 

+5CH 042 L_SP PV下限警報設定値 送受 

+6CH 043 LL_SP PV下下限警報設定値 送受 

+7CH 039 DVA_SP 偏差警報設定値 送受 

+8CH 010 RES レスポンスコード 送 

+9CH 024 P P（比例帯）（表示用） 送 

 056 P P（比例帯）（設定用） 受 

+10CH 025 I I（積分時間）（表示用） 送 

 057 I I（積分時間）（設定用） 受 

+11CH 026 D D（微分時間）（表示用） 送 

 058 D D（微分時間）（設定用） 受 

+12CH 027 MH MVリミット上限値 
（表示用） 

送 

 052 MH MVリミット上限値 
（設定用） 

受 

+13CH 028 ML MVリミット下限値 
（表示用） 

送 

 053 ML MVリミット下限値 
（設定用） 

受 

+14CH 009 ERR1 調節計エラーレベル表
示 

送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 098 MV_IDX MV置き針位置 送受 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

030 RUN 運転状態表示 送 

 080 RUN ES100X運転指令 受 

+18CH 
ビット 01 

031 A/M_SW A/M SW表示 送 

 081 A/M_SW A/M SW 受 

+18CH 
ビット 02 

032 RMT ES100Xパラメータ設定
モード表示 

送 

 082 RMT ES100Xパラメータ設定
モード設定 

受 

+18CH 
ビット 03 

033 AT AT表示 送 

 083 AT AT指令 受 

+18CH 
ビット 04 

084 R/L_SW 本ブロック内 RSP/LSP 
切替 SW 

送受 

+18CH 
ビット 05 

085 CAS_SET SP設定方式 送受 

+18CH 
ビット 06 

050 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 04 

045 DVA 偏差警報設定値 送 

+19CH 
ビット 05 

046 HH PV上上限警報値 送 

+19CH 
ビット 06 

047 H PV上限警報値 送 

+19CH 
ビット 07 

048 L PV下限警報値 送 

+19CH 
ビット 08 

049 LL PV下下限警報値 送 

+19CH 
ビット 09 

054 MHA MVリミット上限到達
出力値 

送 

+19CH 
ビット 10 

055 MLA MVリミット下限到達
出力値 

送 

4点警報指示（形式 110） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 PV PV入力値 送 

+3CH 008 HH_SP 上上限警報設定値 送受 

+4CH 009 H_SP 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 L_SP 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 LL_SP 下下限警報設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 AOF 警報停止 SW 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 HH 上上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

014 H 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 02 

015 L 下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 03 

016 LL 下下限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 05 

019 PV_ABN PV異常表示 送 

上下限警報（形式 111） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 A1 上限警報設定値 送受 

+5CH 010 A2 下限警報設定値 送受 

+6CH 011 A3 ヒステリシス設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

012 U1 上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

013 U2 下限警報出力値 送 
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偏差警報（形式 112） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

009 X1 基準入力値 送 

+1CH 010 X2 入力値 送 

+4CH 011 A1 偏差上限設定値 送受 

+5CH 012 A2 偏差下限設定値 送受 

+6CH 013 A3 ヒステリシス設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

014 U1 偏差上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

015 U2 偏差下限警報出力値 送 

変化率演算・警報（形式 113） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 012 A1 正方向変化率警報設定
値 

送受 

+5CH 013 A2 負方向変化率警報設定
値 

送受 

+6CH 014 A3 ヒステリシス設定値 送受 

+8CH 009 H サンプリング周期 送受 

+9CH 010 N サンプル数 送受 

+10CH 011 TM 変化率の単位 送受 

+12CH 015 Y1 変化率出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

016 U1 正方向警報出力値 送 

+19CH 
ビット 01 

017 U2 負方向警報出力値 送 

上下限リミッタ（形式 115） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 A1 上限リミット値 送受 

+5CH 010 A2 下限リミット値 送受 

+12CH 011 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

偏差リミッタ（形式 116） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

009 X1 入力値 送 

+1CH 010 X2 基準入力値 送 

+4CH 011 A1 上限リミット値 送受 

+5CH 012 A2 下限リミット値 送受 

+12CH 013 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

 

アナログ記憶（形式 118） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 006 KN 記憶の種類 送受 

+12CH 010 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

009 S1 リセット SW 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

加減算（形式 121） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

011 X1 入力値 X1 送 

+1CH 012 X2 入力値 X2 送 

+2CH 013 X3 入力値 X3 送 

+3CH 014 X4 入力値 X4 送 

+4CH 015 K1 ゲイン K1 送受 

+5CH 016 K2 ゲイン K2 送受 

+6CH 017 K3 ゲイン K3 送受 

+7CH 018 K4 ゲイン K4 送受 

+8CH 019 A1 バイアス A1 送受 

+12CH 020 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

乗算（形式 122） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

009 X1 入力値 X1 送 

+1CH 010 X2 入力値 X2 送 

+4CH 011 K1 ゲイン K1 送受 

+5CH 012 K2 ゲイン K2 送受 

+6CH 013 A1 バイアス A1 送受 

+7CH 014 A2 バイアス A2 送受 

+8CH 015 A3 バイアス A3 送受 

+12CH 016 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

除算（形式 123） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

009 X1 入力値 X1 送 

+1CH 010 X2 入力値 X2 送 

+4CH 011 K1 ゲイン K1 送受 

+5CH 012 K2 ゲイン K2 送受 

+6CH 013 A1 バイアス A1 送受 

+7CH 014 A2 バイアス A2 送受 

+8CH 015 A3 バイアス A3 送受 

+12CH 016 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 
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算術演算（形式 126） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 X1 入力値 送 

+1CH 022 X2 入力値 送 

+2CH 023 X3 入力値 送 

+3CH 024 X4 入力値 送 

+4CH 025 X5 入力値 送 

+5CH 026 X6 入力値 送 

+6CH 027 X7 入力値 送 

+7CH 028 X8 入力値 送 

+12CH 093 Y1 正規化出力値 送 

+13CH 094 Y2 浮動小数点出力値 
（Y0の上位） 

送 

+14CH 095 Y3 浮動小数点出力値 
（Y0の下位） 

送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

010 S0 条件判定モード 送受 

+18CH 
ビット 01 

062 S2 演算リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

080 U0 条件判定結果 送 

+19CH 
ビット 08 

061 S1 接点入力 送受 

レンジ変換（形式 127） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 X1 入力値 送 

+1CH 022 X2 入力値 送 

+2CH 023 X3 入力値 送 

+3CH 024 X4 入力値 送 

+4CH 025 X5 入力値 送 

+5CH 026 X6 入力値 送 

+6CH 027 X7 入力値 送 

+7CH 028 X8 入力値 送 

+8CH 071 Y1 出力値 送 

+9CH 072 Y2 出力値 送 

+10CH 073 Y3 出力値 送 

+11CH 074 Y4 出力値 送 

+12CH 075 Y5 出力値 送 

+13CH 076 Y6 出力値 送 

+14CH 077 Y7 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 078 Y8 出力値 送 

開平（形式 131） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 X1 送 

+4CH 009 K1 ゲイン 送受 

+5CH 010 A1 入力ドロップ設定値 送受 

+12CH 011 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

 

絶対値（形式 132） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 X1 送 

+12CH 009 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

非線形（不感帯）（形式 133） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 X1 送 

+4CH 009 K1 ゲイン K1 送受 

+5CH 010 K2 ゲイン K2 送受 

+6CH 011 K3 ゲイン K3 送受 

+7CH 012 A1 折れ点設定値 送受 

+12CH 013 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

ドロップアウト（形式 134） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 X1 送 

+4CH 009 A1 ドロップアウト設定値 送受 

+12CH 010 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

折れ線リニアライザ（形式 135） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 X1 入力値 X1 送 

+12CH 008 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

温度圧力補正（形式 136） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

010 X1 流量入力値 X1 送 

+1CH 011 X2 圧力入力値 X2 送 

+2CH 012 X3 温度入力値 X3 送 

+4CH 013 K1 ゲイン K1 送受 

+5CH 014 K2 ゲイン K2 送受 

+6CH 015 K3 ゲイン K3 送受 

+7CH 016 A2 バイアス A2 送受 

+8CH 017 A3 バイアス A3 送受 

+12CH 018 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CHビッ
ト 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 
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一次遅れフィルタ（形式 141） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 T 時定数 送受 

+12CH 011 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

010 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

変化率リミッタ（形式 143） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 A1 正方向変化率設定値 送受 

+5CH 010 A2 負方向変化率設定値 送受 

+6CH 013 TMU 時間単位 送受 

+12CH 012 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

011 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

移動平均（形式 145） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 Ｈ サンプリング周期 送受 

+5CH 010 N サンプル数 送受 

+12CH 013 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

011 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

012 S2 外部同期接点 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

進み遅れ演算（形式 147） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 K1 ゲイン 送受 

+5CH 010 T1 進み時定数 送受 

+6CH 011 T2 遅れ時定数 送受 

+12CH 013 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

012 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

 

むだ時間演算（形式 148） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 T 遅れ時定数 送受 

+5CH 010 H サンプリング周期 送受 

+6CH 011 N サンプル数 送受 

+12CH 013 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

012 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

むだ時間補償（形式 149） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 K ゲイン 送受 

+5CH 010 T 遅れ時定数 送受 

+6CH 011 H サンプリング周期 送受 

+7CH 012 N サンプル数 送受 

+12CH 014 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

013 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

積算（瞬時値入力用）（形式 150） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 012 Q1 積算値（下位 4桁） 送 

+5CH 013 Q2 積算値（上位 4桁） 送 

+6CH 022 Q3 バッチ積算値 送 

+7CH 010 TU 時間単位 送受 

+8CH 021 BM 定量設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

014 S1 積算カウンタ・リセット
指令 

送受 

+18CH 
ビット 01 

015 S2 積算中断指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

023 S3 バッチ・コントローラ・
リセット指令 

送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

024 U1 定量設定値到達 送 

稼動時間積算（形式 151） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+4CH 008 Q1 時間積算値（下位 4桁） 送 

+5CH 009 Q2 時間積算値（上位 4桁） 送 

+6CH 007 PT パルス単位 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

010 S1 動作入力 送受 

+18CH 
ビット 01 

011 S2 積算停止 送受 

+18CH 
ビット 02 

012 S3 リセット 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 U1 単位パルス出力 送 
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時系列データ統計（形式 153） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 送 

+4CH 009 Ｈ サンプリング周期 送受 

+5CH 010 A 範囲始点データ No. 送受 

+6CH 011 N サンプル数 送受 

+7CH 021 Y1 平均値 送 

+8CH 022 Y2 最小値 送 

+9CH 023 Y3 最大値 送 

+10CH 024 Y4 レンジ（下位 4桁） 送 

+11CH 025 Y5 レンジ（上位 4） 送 

+12CH 026 Y6 平均偏差 送 

+13CH 027 Y7 分散（下位 4桁） 送 

+14CH 028 Y8 分散（上位 4桁） 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 029 Y9 標準偏差 送 

+18CH 
ビット 00 

012 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

013 S2 外部同期接点 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

台形プログラム（形式 155） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 X1 参照入力値 送 

+4CH 010 H0 経過時間単位 送受 

+5CH 020 A0 初期値 送受 

+6CH 096 WB ウェイト幅 送受 

+7CH 097 WT ウェイト最大時間 送受 

+12CH 008 Y1 プログラム出力値 送 

+13CH 009 Y2 経過時間出力値 送 

+14CH 011 Y3 工程出力値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

012 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

013 S2 時間軸停止指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

014 S3 ステップ移行指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

015 U1 X1入力異常 送 

+19CH 
ビット 01 

016 U2 最終段到達 送 

+19CH 
ビット 02 

017 U3 保定中 送 

+19CH 
ビット 03 

019 U4 ウェイト中 送 

 

折れ線プログラム（形式 156） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 X1 参照入力値 送 

+4CH 012 H1 時間軸単位 送受 

+12CH 008 Y1 プログラム出力値 送 

+13CH 009 Y2 時間軸出力値 送受 

+14CH 011 Y3 ステップ出力値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

013 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

014 S2 時間軸停止指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

015 U1 X1入力異常 送 

+19CH 
ビット 01 

016 U2 最終折れ点到達 送 

折れ線プログラム 2（形式 157） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 X1 参照入力値 送 

+4CH 012 H1 経過時間単位 送受 

+12CH 008 Y1 プログラム出力値 送 

+13CH 009 Y2 経過時間出力値 送 

+14CH 011 Y3 ステップ出力値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

013 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

014 S2 時間軸停止指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

017 S3 ウェイト移行指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

018 S4 ステップ移行指令 送受 

+18CH 
ビット 04 

020 S5 参照入力無効 SW 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

015 U1 X1入力異常 送 

+19CH 
ビット 01 

016 U2 最終折れ点到達 送 

+19CH 
ビット 02 

019 U10 ウェイト中 送 
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指定順位選択（形式 161） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 X1 入力値 X1 送 

+1CH 022 X2 入力値 X2 送 

+2CH 023 X3 入力値 X3 送 

+3CH 024 X4 入力値 X4 送 

+4CH 025 X5 入力値 X5 送 

+5CH 026 X6 入力値 X6 送 

+6CH 027 X7 入力値 X7 送 

+7CH 028 X8 入力値 X8 送 

+12CH 007 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

031 U1 X1選択中 送 

+19CH 
ビット 01 

032 U2 X2選択中 送 

+19CH 
ビット 02 

033 U3 X3選択中 送 

+19CH 
ビット 03 

034 U4 X4選択中 送 

+19CH 
ビット 04 

035 U5 X5選択中 送 

+19CH 
ビット 05 

036 U6 X6選択中 送 

+19CH 
ビット 06 

037 U7 X7選択中 送 

+19CH 
ビット 07 

038 U8 X8選択中 送 

入力選択（形式 162） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 X1 入力値 X1 送 

+1CH 022 X2 入力値 X2 送 

+2CH 023 X3 入力値 X3 送 

+3CH 024 X4 入力値 X4 送 

+4CH 025 X5 入力値 X5 送 

+5CH 026 X6 入力値 X6 送 

+6CH 027 X7 入力値 X7 送 

+7CH 028 X8 入力値 X8 送 

+12CH 007 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

031 S1 X1選択指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

032 S2 X2選択指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

033 S3 X3選択指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

034 S4 X4選択指令 送受 

+18CH 
ビット 04 

035 S5 X5選択指令 送受 

+18CH 
ビット 05 

036 S6 X6選択指令 送受 

+18CH 
ビット 06 

037 S7 X7選択指令 送受 

+18CH 
ビット 07 

038 S8 X8選択指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

 

3回路 3入力切換（形式 163） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 X1 入力値 X1 送 

+1CH 022 X2 入力値 X2 送 

+2CH 023 X3 入力値 X3 送 

+3CH 024 X4 入力値 X4 送 

+4CH 025 X5 入力値 X5 送 

+5CH 026 X6 入力値 X6 送 

+6CH 027 X7 入力値 X7 送 

+7CH 028 X8 入力値 X8 送 

+8CH 029 X9 入力値 X9 送 

+12CH 006 Y1 出力値 Y1 送 

+13CH 007 Y2 出力値 Y2 送 

+14CH 008 Y3 出力値 Y3 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

031 S1 S1選択指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

032 S2 S2選択指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

033 S3 S3選択指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

034 S4 選択なし保持指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

3回路 3出力切換（形式 164） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

014 X1 入力値 X1 送 

+1CH 015 X2 入力値 X2 送 

+2CH 016 X3 入力値 X3 送 

+3CH 024 Y4 出力値 Y4 送 

+4CH 025 Y5 出力値 Y5 送 

+5CH 026 Y6 出力値 Y6 送 

+6CH 027 Y7 出力値 Y7 送 

+7CH 028 Y8 出力値 Y8 送 

+8CH 029 Y9 出力値 Y9 送 

+12CH 021 Y1 出力値 Y1 送 

+13CH 022 Y2 出力値 Y2 送 

+14CH 023 Y3 出力値 Y3 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

031 S1 S1選択指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

032 S2 S2選択指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

033 S3 S3選択指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

034 S4 選択なし保持指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 
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定数選択（形式 165） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

011 A1 定数 A1 送受 

+1CH 012 A2 定数 A2 送受 

+2CH 013 A3 定数 A3 送受 

+3CH 014 A4 定数 A4 送受 

+4CH 015 A5 定数 A5 送受 

+5CH 016 A6 定数 A6 送受 

+6CH 017 A7 定数 A7 送受 

+7CH 018 A8 定数 A8 送受 

+12CH 006 Y1 出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

021 S1 A1選択指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

022 S2 A2選択指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

023 S3 A3選択指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

024 S4 A4選択指令 送受 

+18CH 
ビット 04 

025 S5 A5選択指令 送受 

+18CH 
ビット 05 

026 S6 A6選択指令 送受 

+18CH 
ビット 06 

027 S7 A7選択指令 送受 

+18CH 
ビット 07 

028 S8 A8選択指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

定数出力（形式 166） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

011 A1 定数 A1 送受 

+1CH 012 A2 定数 A2 送受 

+2CH 013 A3 定数 A3 送受 

+3CH 014 A4 定数 A4 送受 

+4CH 015 A5 定数 A5 送受 

+5CH 016 A6 定数 A6 送受 

+6CH 017 A7 定数 A7 送受 

+7CH 018 A8 定数 A8 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

勾配付きスイッチ（形式 167） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

015 X1 入力値 送 

+1CH 016 X2 入力値 送 

+4CH 025 T 時間幅 送受 

+5CH 026 TU 時間単位 送受 

+12CH 030 Y1 出力値 送 

+13CH 031 Y2 残時間 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送受 

+18CH 
ビット 00 

027 S1 入力切換指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

028 S2 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

 

定数用 ITEM書き込み（形式 171） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 E1 設定値 E1 送受 

+1CH 022 E2 設定値 E2 送受 

+2CH 023 E3 設定値 E3 送受 

+3CH 024 E4 設定値 E4 送受 

+4CH 025 E5 設定値 E5 送受 

+5CH 026 E6 設定値 E6 送受 

+6CH 027 E7 設定値 E7 送受 

+7CH 028 E8 設定値 E8 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

031 S1 E1送信指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

032 S2 E2送信指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

033 S3 E3送信指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

034 S4 E4送信指令 送受 

+18CH 
ビット 04 

035 S5 E5送信指令 送受 

+18CH 
ビット 05 

036 S6 E6送信指令 送受 

+18CH 
ビット 06 

037 S7 E7送信指令 送受 

+18CH 
ビット 07 

038 S8 E8送信指令 送受 

+18CH 
ビット 08 

039 S9 一括送信指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

変数用 ITEM書き込み（形式 172） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 X1 入力値 X1 送 

+1CH 022 X2 入力値 X2 送 

+2CH 023 X3 入力値 X3 送 

+3CH 024 X4 入力値 X4 送 

+4CH 025 X5 入力値 X5 送 

+5CH 026 X6 入力値 X6 送 

+6CH 027 X7 入力値 X7 送 

+7CH 028 X8 入力値 X8 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

041 S1 E1送信指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

042 S2 E2送信指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

043 S3 E3送信指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

044 S4 E4送信指令 送受 

+18CH 
ビット 04 

045 S5 E5送信指令 送受 

+18CH 
ビット 05 

046 S6 E6送信指令 送受 

+18CH 
ビット 06 

047 S7 E7送信指令 送受 

+18CH 
ビット 07 

048 S8 E8送信指令 送受 

+18CH 
ビット 08 

049 S9 一括送信指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 
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バッチデータ収集（形式 174） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

021 D1 入力値 D1 送 

+1CH 022 D2 入力値 D2 送 

+2CH 023 D3 入力値 D3 送 

+3CH 024 D4 入力値 D4 送 

+4CH 025 D5 入力値 D5 送 

+5CH 026 D6 入力値 D6 送 

+6CH 027 D7 入力値 D7 送 

+7CH 028 D8 入力値 D8 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

031 S1 D1入力指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

032 S2 D2入力指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

033 S3 D3入力指令 送受 

+18CH 
ビット 03 

034 S4 D4入力指令 送受 

+18CH 
ビット 04 

035 S5 D5入力指令 送受 

+18CH 
ビット 05 

036 S6 D6入力指令 送受 

+18CH 
ビット 06 

037 S7 D7入力指令 送受 

+18CH 
ビット 07 

038 S8 D8入力指令 送受 

+18CH 
ビット 08 

039 S9 一括入力指令 送受 

+18CH 
ビット 09 

040 S10 バッファ一括クリア指
令 

送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

積算値入力加算（形式 182） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

011 P1 入力値 P1 送 

+1CH 012 P2 入力値 P2 送 

+2CH 013 P3 入力値 P3 送 

+3CH 014 P4 入力値 P4 送 

+4CH 024 Q1 積算値（下位 4桁） 送 

+5CH 025 Q2 積算値（上位 4桁） 送 

+10CH 020 N 瞬時値変換時の移動平
均データ個数 

送受 

+12CH 023 Y1 瞬時値出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

021 S1 積算カウンタ・リセット
指令 

送受 

+18CH 
ビット 01 

022 S2 積算中断指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

積算値アナログ乗算（形式 183） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

012 X1 入力値 X1 送 

+1CH 011 P1 入力値 P1 送 

+4CH 021 Q1 積算値（下位 4桁） 送 

+5CH 022 Q2 積算値（上位 4桁） 送 

+8CH 014 K1 ゲイン 送受 

+9CH 015 A1 バイアス 送受 

+10CH 017 N 瞬時値変換時の移動平
均データ個数 

送受 

+12CH 020 Y1 瞬時値出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

018 S1 積算カウンタ・リセット
指令 

送受 

+18CH 
ビット 01 

019 S2 積算中断指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

積算（積算値入力用）（形式 184） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 P1 入力値 P1 送 

+4CH 012 Q1 積算値（下位 4桁） 送 

+5CH 013 Q2 積算値（上位 4桁） 送 

+6CH 022 Q3 バッチ積算値 送 

+8CH 021 BM 定量設定値 送受 

+12CH 016 Y1 瞬時値出力値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

014 S1 積算カウンタ・リセット
指令 

送受 

+18CH 
ビット 01 

015 S2 積算中断指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

023 S3 バッチ・コントローラ・
リセット指令 

送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

024 U1 定量設定値到達 送 

接点入力／積算値出力（形式 185） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+4CH 011 Q1 積算値（下位 4桁） 送 

+5CH 012 Q2 積算値（上位 4桁） 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

008 S1 接点入力値 送受 

+18CH 
ビット 01 

009 S2 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

010 S3 積算中断指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

積算値入力／接点出力（形式 186） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 P1 入力値 P1 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

010 S1 積算カウンタ・リセット
指令 

送受 

+18CH 
ビット 01 

011 S2 積算中断指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

012 U1 接点出力値 送 

アナログ／パルス幅変換（形式 192） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

008 X1 入力値 X1 送 

+4CH 009 CT 繰り返し周期 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

010 S1 リセット指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

011 U1 接点出力 送 
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定数比較（形式 202） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

051 X1 入力値 X1 送 

+1CH 052 X2 入力値 X2 送 

+2CH 053 X3 入力値 X3 送 

+3CH 054 X4 入力値 X4 送 

+4CH 055 X5 入力値 X5 送 

+5CH 056 X6 入力値 X6 送 

+6CH 057 X7 入力値 X7 送 

+7CH 058 X8 入力値 X8 送 

+8CH 008 R1 定数 R1 送受 

+9CH 012 R2 定数 R2 送受 

+10CH 016 R3 定数 R3 送受 

+11CH 020 R4 定数 R4 送受 

+12CH 024 R5 定数 R5 送受 

+13CH 028 R6 定数 R6 送受 

+14CH 032 R7 定数 R7 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 036 R8 定数 R8 送受 

+18CH 
ビット 00 

041 S1 比較停止指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

042 S2 出力強制 0指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

043 S3 出力強制 1指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

010 U1 比較結果 U1 送 

+19CH 
ビット 01 

014 U2 比較結果 U2 送 

+19CH 
ビット 02 

018 U3 比較結果 U3 送 

+19CH 
ビット 03 

022 U4 比較結果 U4 送 

+19CH 
ビット 04 

026 U5 比較結果 U5 送 

+19CH 
ビット 05 

030 U6 比較結果 U6 送 

+19CH 
ビット 06 

034 U7 比較結果 U7 送 

+19CH 
ビット 07 

038 U8 比較結果 U8 送 

変数比較（形式 203） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

051 X1 入力値 X1 送 

+1CH 052 X2 入力値 X2 送 

+2CH 053 X3 入力値 X3 送 

+3CH 054 X4 入力値 X4 送 

+4CH 055 X5 入力値 X5 送 

+5CH 056 X6 入力値 X6 送 

+6CH 057 X7 入力値 X7 送 

+7CH 058 X8 入力値 X8 送 

+8CH 061 R1 入力値 R1 送 

+9CH 062 R2 入力値 R2 送 

+10CH 063 R3 入力値 R3 送 

+11CH 064 R4 入力値 R4 送 

+12CH 065 R5 入力値 R5 送 

+13CH 066 R6 入力値 R6 送 

+14CH 067 R7 入力値 R7 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+16CH 068 R8 入力値 R8 送 

+18CH 
ビット 00 

041 S1 比較停止指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

042 S2 出力強制 0指令 送受 

+18CH 
ビット 02 

043 S3 出力強制 1指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

010 U1 比較結果 U1 送 

+19CH 
ビット 01 

014 U2 比較結果 U2 送 

+19CH 
ビット 02 

018 U3 比較結果 U3 送 

+19CH 
ビット 03 

022 U4 比較結果 U4 送 

+19CH 
ビット 04 

026 U5 比較結果 U5 送 

+19CH 
ビット 05 

030 U6 比較結果 U6 送 

+19CH 
ビット 06 

034 U7 比較結果 U7 送 

+19CH 
ビット 07 

038 U8 比較結果 U8 送 

タイマ（形式 205） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+4CH 008 PRS 予報値 送受 

+5CH 010 TMU 時間単位 送受 

+8CH 007 SP 設定値 送受 

+12CH 009 Y1 経過時間 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

011 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 01 

012 S2 中断指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 U1 設定値到達 送 

+19CHビッ
ト 01 

014 U2 予報値到達 送 

間欠タイマ（形式 206） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+4CH 007 T1 オン時間設定値 送受 

+5CH 008 T2 オフ時間設定値 送受 

+6CH 009 TMU 時間単位 送受 

+12CH 010 Y1 オン経過時間 送 

+13CH 011 Y2 オフ経過時間 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

012 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

013 U1 接点出力 送 

クロックパルス（形式 207） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+4CH 007 TS Ts設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

008 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

009 U1 クロックパルス出力 送 
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カウンタ（形式 208） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+4CH 008 PRS 予報値 送受 

+8CH 007 SP 設定値 送受 

+12CH 009 Y1 カウント値 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 00 

010 S1 動作指令 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

012 U1 設定値到達 送 

+19CH 
ビット 01 

013 U2 予報値到達 送 

内部スイッチ（形式 209） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

011～
026 

S1～16 内部スイッチ S1～16 送受 

+1CH 027～
042 

S17～32 内部スイッチ S17～32 送受 

+2CH 043～
058 

S33～48 内部スイッチ S33～48 送受 

+3CH 059～
074 

S49～64 内部スイッチ S49～64 送受 

+4CH 075～
090 

S65～80 内部スイッチ S65～80 送受 

+5CH 091～
106 

S81～96 内部スイッチ S81～96 送受 

+6CH 107～
122 

S97～112 内部スイッチ S97～112 送受 

+7CH 123～
138 

S113～128 内部スイッチ S113～
128 

送受 

+8CH 139～
154 

S129～144 内部スイッチ S129～
144 

送受 

+9CH 155～
170 

S145～160 内部スイッチ S145～
160 

送受 

+10CH 171～
186 

S161～176 内部スイッチ S161～
176 

送受 

+11CH 187～
202 

S177～192 内部スイッチ S177～
192 

送受 

+12CH 203～
218 

S193～208 内部スイッチ S193～
208 

送受 

+13CH 219～
234 

S209～224 内部スイッチ S209～
224 

送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

 

レベルチェック（形式 210） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

007 X1 入力値 送 

+1CH 010 A0 下限値 送受 

+2CH 011 A1 レベル 1上限値 送受 

+3CH 012 A2 レベル 2上限値 送受 

+4CH 013 A3 レベル 3上限値 送受 

+5CH 014 A4 レベル 4上限値 送受 

+6CH 015 A5 レベル 5上限値 送受 

+7CH 016 A6 レベル 6上限値 送受 

+8CH 017 A7 レベル 7上限値 送受 

+9CH 018 A8 レベル 8上限値 送受 

+10CH 019 A9 上側ヒステリシス 送受 

+11CH 020 A10 下側ヒステリシス 送受 

+12CH 030 Y1 レベル No. 送 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

031 U1 レベル 1 送 

+19CH 
ビット 01 

032 U2 レベル 2 送 

+19CH 
ビット 02 

033 U3 レベル 3 送 

+19CH 
ビット 03 

034 U4 レベル 4 送 

+19CH 
ビット 04 

035 U5 レベル 5 送 

+19CH 
ビット 05 

036 U6 レベル 6 送 

+19CH 
ビット 06 

037 U7 レベル 7 送 

+19CH 
ビット 07 

038 U8 レベル 8 送 

オンオフ弁操作（形式 221） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+4CH 007 TO 開時間設定値 送受 

+5CH 009 TC 閉時間設定値 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

086 S1 A/M切替入力 送受 

+18CH 
ビット 02 

013 S3 MAN入力 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

021 U1 操作出力 送 

+19CH 
ビット 01 

022 U2 弁作動時間異常 送 

+19CH 
ビット 02 

023 U3 弁中間開度中 送 

+19CH 
ビット 07 

012 S2 AUTO入力 送 

+19CH 
ビット 08 

085 S4 操作場所入力 送 

+19CH 
ビット 09 

015 S5 開リミットスイッチ 
入力 

送 

+19CH 
ビット 10 

016 S6 閉リミットスイッチ 
入力 

送 
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モータ操作（形式 222） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

032 X1 CT入力値 送 

+4CH 033 H_SP CT入力上限警報設定値 送受 

+6CH 035 HS ヒステリシス設定値 送受 

+7CH 006 ANS アンサーチェック時間 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

086 S1 A/M切替入力 送受 

+18CH 
ビット 02 

013 S3 MAN入力 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

021 U1 操作出力 送 

+19CH 
ビット 01 

022 U2 アンサー異常 送 

+19CH 
ビット 04 

036 CTH CT入力上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 07 

012 S2 AUTO入力 送 

+19CH 
ビット 08 

085 S4 操作場所入力 送 

+19CH 
ビット 09 

015 S5 アンサー入力 送 

可逆モータ操作（形式 223） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

032 X1 CT入力値 送 

+4CH 033 H_SP CT入力上限警報設定値 送受 

+6CH 035 HS ヒステリシス設定値 送受 

+7CH 006 ANS アンサーチェック時間 送受 

+8CH 007 OFT FWD・REV切替時 OFF
時間 

送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

086 S1 A/M切替入力 送受 

+18CH 
ビット 03 

014 S4 MAN-FWD入力 送受 

+18CH 
ビット 05 

016 S6 MAN-REV入力 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

021 U1 FWD操作出力 送 

+19CH 
ビット 01 

022 U2 REV操作出力 送 

+19CH 
ビット 02 

023 U3 アンサー異常 送 

+19CH 
ビット 03 

024 U4 モータ OFF状態出力 送 

+19CH 
ビット 04 

036 CTH CT入力上限警報出力値 送 

+19CH 
ビット 08 

012 S2 AUTO-FWD入力 送 

+19CH 
ビット 09 

013 S3 AUTO-REV入力 送 

+19CH 
ビット 10 

085 S7 操作場所入力 送 

+19CH 
ビット 11 

018 S8 FWDアンサー入力 送 

+19CH 
ビット 12 

019 S9 REVアンサー入力 送 

 

モータ開度操作（形式 224） 
オフセット ITEM タグ ITEM データ名 送／受信
+0CH 
（先頭） 

032 X1 開度入力値 送 

+1CH 014 SP カレント SP出力値 送 

 013 SP MAN目標開度設定値 受 

+2CH 012 X2 AUTO入力 目標開度 送 

+4CH 033 H_SP 開度入力上限警報設定
値 

送受 

+5CH 034 L_SP 開度入力下限警報設定
値 

送受 

+6CH 035 HS ヒステリシス設定値 送受 

+7CH 017 DB デッドバンド 送受 

+8CH 015 T1 フルストローク時間 送受 

+9CH 016 T2 再起動制限時間 送受 

+15CH 003 ERR 実行エラー表示 送 

+17CH 099 OP_MK 札掛け 送受 

+18CH 
ビット 00 

086 S1 A/M切替入力 送受 

+18CH 
ビット 15 

000 MT_ST 演算停止指令 送受 

+19CH 
ビット 00 

021 U1 開 操作出力 送 

+19CH 
ビット 01 

022 U2 閉 操作出力 送 

+19CH 
ビット 02 

036 H 開度入力上限警報出力
値 

送 

+19CH 
ビット 03 

037 L 開度入力下限警報出力
値 

送 

+19CH 
ビット 08 

085 S2 操作場所入力 送 

+19CH 
ビット 09 

019 S3 開 M.SWサーマルリ
レー動作 

送 

+19CH 
ビット 10 

020 S4 閉 M.SWサーマルリ
レー動作 

送 

 



付－3 ノード端子ブロックの DM割付一覧 

付-21 

 付－3 ノード端子ブロックの DM割付一覧 
 

ノード端子の内、パソコン宛送信ブロックおよび全ノード送信ブロックが、CPUユニ
ットのノード端子用 DMエリアにどう割付けられるかを、以下に示します。 

・パソコン宛送信ブロック： 

パソコン宛 1ブロック送信端子（形式 403）／パソコン宛 4ブロック送信端子（形式
404）／パソコン宛 Do端子（形式 401）／パソコン宛 Ao端子（形式 402） 

・全ノード送信ブロック ： 

全ノード宛 Do端子（形式 407）／全ノード宛 Ao端子（形式 408）／パソコン設定
Do端子（形式 409）／パソコン設定 Ao端子（形式 410）（ただし、パソコン設定
Do／Ao端子は、ネットワークに再発信時のみ割付使用） 

 

ノード端子用データメモリの先頭アドレスを Sとした場合 

パソコン宛送信ブロックは、S+24を最下位 CHとして、ブロック番地順(昇順 501→532）
に、１つのパソコン宛送信ブロック当たり 16CH固定で占有します（16CH未満のデー
タでも、16CHを占有します） 

全ノード送信ブロックは、S+536を最下位 CHとして、ブロック番地順(昇順および 550

→599）に、１つの全ノード送信ブロック当たり 2CH固定で占有します。 

 
 ノード端子用データメモリ 
 15 00 

S 

S+1 

～ 

S+23 

システム情報 

S+24 

～ 

S+40 

ブロック番地 501のパソコン宛送信ブロック 

S+41 

～ 

S+56 

ブロック番地 502のパソコン宛送信ブロック 

 〜   〜 

S+510 

～ 

S+535 

ブロック番地 531のパソコン宛送信ブロック 

S+536 

S+537 
ブロック番地 550の全ノード送信ブロック 

〜  〜 
 

S+634 

S+635 
ブロック番地 599の全ノード送信ブロック 

パソコン宛ブロック送信による計器ブロック各 ITEMの割付け 
パソコン宛 1ブロック送信端子（形式 403）またはパソコン宛 4ブロック送信端子（形
式 404）によって、計器ブロックをノード端子用データメモリに送信する場合、各 ITEM

のデータが割付けられる DM上の位置は、以下のとおりです。 

SCADAソフトなど、モニタソフト以外の上位監視システムによって、ループコントロ
ールユニットのデータを読み出す場合、以下の割付け位置にしたがって、データ収集
をしてください。 
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■ 2位置オンオフ（形式 001） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV PV入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

029 SP カレント SP出力値 +1CH +1CH +5CH +9CH +13CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

008 HH_SP 上上限警報設定値 +3CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

009 H_SP 上限警報設定値 +4CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

010 L_SP 下限警報設定値 +5CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

011 LL_SP 下下限警報設定値 +6CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

041 DVA_SP 偏差警報設定値 
(ヒステリシスは 
ITEM012で設定) 

+7CH － － － － 0000～2CECHex 
（0～115.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex（0～15） 

026 R/L_SW リモート／ローカル切替 SW 
0：ローカル、 
1：リモート 
注：ITEM024が 1のときのみ有効

+14CH 
ビット 00

+3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0､1 

086 A/M_SW A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

+14CH 
ビット 01

+3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01

+15CH 
ビット 01 

0､1 

013 HH 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02

+3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 H 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03

+3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 L 下限警報出力値 +14CH 
ビット 04

+3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 LL 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 05

+3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05

+15CH 
ビット 05 

0､1 

042 DVA 偏差警報出力値 +14CH 
ビット 06

+3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06

+15CH 
ビット 06 

0､1 

017 
 

ALM_OFF 警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09

+3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09

+15CH 
ビット 09 

0､1 
 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 
0：正常、1：異常→マニュアルモー
ド 

+14CH 
ビット 11

+3CH 
ビット 11

+7CHビ
ット 11 

+11CHビ
ット 11 

+15CHビ
ット 11 

0､1 

024 CAS_SET SP設定方式 
（初期設定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカル可能 
注：0に設定すると、ITEM026は無
効 

+14CH 
ビット 13

+3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13

+15CH 
ビット 13 

0､1 

093 MV 出力値 +14CH 
ビット 14

+3CH 
ビット 14

+7CH 
ビット 14

+11CH 
ビット 14

+15CH 
ビット 14 

0､1 
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■ 3位置オンオフ（形式 002） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEMデータ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV PV入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

029 SP カレント SP出力値 +1CH +1CH +5CH +9CH +13CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

008 HH_SP 上上限警報設定値 +3CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

009 H_SP 上限警報設定値 +4CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

010 L_SP 下限警報設定値 +5CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

011 LL_SP 下下限警報設定値 +6CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

041 DVA_SP 偏差警報設定値 
(ヒステリシスは 
ITEM012で設定) 

+7CH － － － － 0000～2CECHex 
（0～115.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex（0～15） 

026 R/L_SW リモート／ローカル切替 SW 
0：ローカル、 
1：リモート 
注：ITEM024が 1のときのみ有効

+14CH 
ビット 00

+3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00 

+15CH 
ビット 00 

0､1 

086 A/M_SW A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

+14CH 
ビット 01

+3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01 

+15CH 
ビット 01 

0､1 

013 HH 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02

+3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02 

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 H 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03

+3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03 

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 L 下限警報出力値 +14CH 
ビット 04

+3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04 

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 LL 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 05

+3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05 

+15CH 
ビット 05 

0､1 

042 DVA 偏差警報出力値 +14CH 
ビット 06

+3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06 

+15CH 
ビット 06 

0､1 

017 
 

ALM_OFF 警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09

+3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09 

+15CH 
ビット 09 

0､1 
 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10 

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 
0：正常、1：異常→マニュアルモー
ド 

+14CH 
ビット 11

+3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11 

+15CH 
ビット 11 

0､1 

024 CAS_SET SP設定方式 
（初期設定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカル可能 
注：0に設定すると、ITEM026は無
効 

+14CH 
ビット 13

+3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13 

+15CH 
ビット 13 

0､1 

093 MVH MVH出力値 +14CH 
ビット 14

+3CH 
ビット 14

+7CH 
ビット 14

+11CH 
ビット 14 

+15CH 
ビット 14 

0､1 

095 MVL MVL出力値 +14CH 
ビット 15

+3CH 
ビット 15

+7CH 
ビット 15

+11CH 
ビット 15 

+15CH 
ビット 15 

0､1 
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■ 基本 PID（形式 011） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM 
タグ
ITEM 

データ名 
パソコン宛 1
ブロック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV PV入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

029 SP カレント SP出力値 +1CH +1CH +5CH +9CH +13CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

089 MV 上位表示MV出力値 +2CH +2CH +6CH +10CH +14CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

008 HH_SP 上上限警報設定値 +3CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

009 H_SP 上限警報設定値 +4CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

010 L_SP 下限警報設定値 +5CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

011 LL_SP 下下限警報設定値 +6CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

041 DVA_SP 偏差警報設定値 
(ヒステリシスは ITEM012で設定) 

+7CH － － － － 0000～2CECHex 
（0～115.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex（0～15） 

054 P 比例帯 +9CH － － － － 0001～270FHex（0.1～999.9%）
055 I 積分時間 

(0：積分なし) 
+10CH － － － － 0000～270FHex 

（0000～270FHex（0000～ 
270FHex（0～9999）秒）） 

056 D 微分時間 
(0：微分なし) 

+11CH － － － － 0000～270FHex 
（0000～270FHex（0～9999）秒）

076 MH_LM
T 

MVリミット上限値 +12CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

077 ML_LM
T 

MVリミット下限値 +13CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

026 R/L_SW リモート／ローカル切替 SW 
0：ローカル、 
1：リモート 
注：ITEM024が 1のときのみ有効 

+14CH 
ビット 00 

+3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0､1 

086 A/M_SW A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

+14CH 
ビット 01 

+3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01

+15CH 
ビット 01 

0､1 

013 HH 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02 

+3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 H 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03 

+3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 L 下限警報出力値 +14CH 
ビット 04 

+3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 LL 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 05 

+3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05

+15CH 
ビット 05 

0､1 

042 DVA 偏差警報出力値 +14CH 
ビット 06 

+3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06

+15CH 
ビット 06 

0､1 

078 MHA MVリミット上限到達出力値 
1：上限以上、0：上限未満 

+14CH 
ビット 07 

+3CH 
ビット 07

+7CH 
ビット 07

+11CH 
ビット 07

+15CH 
ビット 07 

0､1 

079 MLA MVリミット下限到達出力値 
1：下限以下、0：下限以下でない 

+14CH 
ビット 08 

+3CH 
ビット 08

+7CH 
ビット 08

+11CH 
ビット 08

+15CH 
ビット 08 

0､1 

017 
 

ALM_O
FF 

警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09 

+3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09

+15CH 
ビット 09 

0､1 
 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10 

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 
0：正常、1：異常→マニュアルモード

+14CH 
ビット 11 

+3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11

+15CH 
ビット 11 

0､1 

091 MV_AB
N 

MV異常表示 
0：正常、1：異常 

+14CH 
ビット 12 

+3CH 
ビット 12

+7CH 
ビット 12

+11CH 
ビット 12

+15CH 
ビット 12 

0､1 

024 CAS_SE
T 

SP設定方式 
（初期設定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカル可能 
注：0に設定すると、ITEM026は無効

+14CH 
ビット 13 

+3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13

+15CH 
ビット 13 

0､1 

035 AT AT指令／AT実行中 +14CH 
ビット 14 

+3CH 
ビット 14

+7CH 
ビット 14

+11CH 
ビット 14

+15CH 
ビット 14 

0､1 

098 MV_IDX MV置き針位置 +15CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 
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■ 高度 PID（形式 012） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 
パソコン宛
1ブロック
送信端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV PV入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

029 SP カレント SP出力値 +1CH +1CH +5CH +9CH +13CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

089 MV 上位表示MV出力値 +2CH +2CH +6CH +10CH +14CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

008 HH_SP 上上限警報設定値 +3CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

009 H_SP 上限警報設定値 +4CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

010 L_SP 下限警報設定値 +5CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

011 LL_SP 下下限警報設定値 +6CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

041 DVA_SP 偏差警報設定値 
(ヒステリシスは 
ITEM012で設定) 

+7CH － － － － 0000～2CECHex 
（0～115.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex 
（0～15） 

054 P 比例帯 +9CH － － － － 0001～270FHex 
（0.1～999.9%） 

055 I 積分時間 
(0：積分なし) 

+10CH － － － － 0000～270FHex 
（0000～270FHex（0～9999）秒）

056 D 微分時間 
(0：微分なし) 

+11CH － － － － 0000～270FHex 
（0000～270FHex（0～9999）秒）

076 MH_LMT MVリミット上限値 +12CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

077 ML_LMT MVリミット下限値 +13CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

026 R/L_SW リモート／ローカル切替 SW 
0：ローカル、1：リモート 
注：ITEM024が 1のときのみ有効 

+14CH 
ビット 00 

+3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0､1 

086 A/M_SW A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

+14CH 
ビット 01 

+3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01

+15CH 
ビット 01 

0､1 

013 HH 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02 

+3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 H 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03 

+3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 L 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 04 

+3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 LL 下限警報出力値 +14CH 
ビット 05 

+3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05

+15CH 
ビット 05 

0､1 

042 DVA 偏差警報出力 +14CH 
ビット 06 

+3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06

+15CH 
ビット 06 

0､1 

078 MHA MVリミット上限到達出力値 
1：上限以上、0：上限未満 

+14CH 
ビット 07 

+3CH 
ビット 07

+7CH 
ビット 07

+11CH 
ビット 07

+15CH 
ビット 07 

0､1 

079 MLA MVリミット下限到達出力値 
1：下限以下、0：下限以下でない 

+14CH 
ビット 08 

+3CH 
ビット 08

+7CH 
ビット 08

+11CH 
ビット 08

+15CH 
ビット 08 

0､1 

017 
 

ALM_OFF 警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09 

+3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09

+15CH 
ビット 09 

0､1 
 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10 

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 
0：正常、1：異常→マニュアルモード

+14CH 
ビット 11 

+3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11

+15CH 
ビット 11 

0､1 

091 MV_ABN MV異常表示 
0：正常、1：異常 

+14CH 
ビット 12 

+3CH 
ビット 12

+7CH 
ビット 12

+11CH 
ビット 12

+15CH 
ビット 12 

0､1 

024 CAS_SET SP設定方式（初期設定） 
0：ローカルのみ、 
1：リモート／ローカル可能 
注：0に設定すると、ITEM026は無効

+14CH 
ビット 13 

+3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13

+15CH 
ビット 13 

0､1 

035 AT AT指令／AT実行中 +14CH 
ビット 14 

+3CH 
ビット 14

+7CH 
ビット 14

+11CH 
ビット 14

+15CH 
ビット 14 

0､1 

098 MV_IDX MV置き針位置 +15CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 
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■ ブレンド PID（形式 013） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 P1 PV入力値 +0CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

027 K1 比率 +1CH － － － － 0000～7D00Hex（0～3.2000）
089 MV 上位表示MV出力値 +2CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex

（±320.00 %） 

012 Q1 積算値(下位４桁) +3CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

013 Q2 積算値(上位４桁) +4CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

016 Y1 瞬時値出力値 +5CH － － － － 0000～7D00Hex（0～320.00%）
029 Y2 カレント SP瞬時値出力値 +6CH － － － － 0000～7D00Hex（0～320.00%）
044 DEV_Q 累積偏差出力値 +7CH     8300～FFFF、0000～7D00Hex

（±32000） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex（0～15） 

054 P 比例帯 +9CH － － － － 0001～270Fhex 
（0.1～999.9%） 

055 I 積分時間 
(0：積分なし) 

+10CH － － － － 0000～270FHex 
（0000～270FHex（0～9999）秒）

056 D 微分時間 
(0：微分なし) 

+11CH － － － － 0000～270FHex 
（0000～270FHex（0～9999）秒）

076 MH_LMT MVリミット上限値 +12CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

077 ML_LMT MVリミット下限値 +13CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

086 A/M_SW A/M SW 
0：MAN、1：AUTO 

+14CH 
ビット 01

－ － － － 0､1 

036 DHH 累積偏差 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02

－ － － － 0､1 

037 DH 累積偏差 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03

－ － － － 0､1 

038 DL 累積偏差 下限警報出力値 +14CH 
ビット 04

－ － － － 0､1 

039 DLL 累積偏差 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 05

－ － － － 0､1 

078 MHA MVリミット上限到達 +14CH 
ビット 07

－ － － － 0､1 

079 MLA MVリミット下限到達 +14CH 
ビット 08

－ － － － 0､1 

017 
 

ALM_OFF 警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09

－ － － － 0､1 
 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

－ － － － 0､1 

091 MV_ABN MV異常表示 
0：正常、1：異常 

+14CH 
ビット 12

－ － － － 0､1 

014 S1 積算カウンタ・リセット指令 +14CH 
ビット 13

－ － － － 0､1 

043 S2 累積偏差リセット指令 +14CH 
ビット 14

－ － － － 0､1 

098 MV_IDX MV置き針位置 +15CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

015 PR パルスレート 注 1     0000～2710Hex（0～10.000） 

注 1：画面展開時およびデータ更新時に読み込む。 
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■ 流量バッチ仕込み（形式 014） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEMデータ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 P1 PV入力値 +0CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

029 SP カレント SP出力値(下位４桁) +1CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

089 MV 上位表示MV出力値 +2CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00 %） 

030 SPU カレント SP出力値(上位 4桁) +3CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

035 SM バッチ積算値(下位４桁) +4CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

032 B0 行過ぎ量 設定値  
(BMから差引く値) 

+5CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

033 BP プリバッチ 設定値 (BMから差引く
値) 

+6CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

034 B1 流速制限量 設定値 +7CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex（0～15） 

065 SMU バッチ積算値(上位 4桁) +9CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

012 Q1 積算値(下位４桁) +10CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

013 Q2 積算値(上位４桁) +11CH － － － － 0000～270FHex（0～9999） 

016 Y1 瞬時値出力値 +12CH － － － － 0000～7D00Hex（0～320.00%）
017 PR パルスレート(上位表示用：目盛単位

/ﾊﾟﾙｽ) 
+13CH － － － － 0000～2710Hex（0～10.000） 

026 R/L_SW リモート／ローカル切替 SW 
0：ローカル、1：リモート 

+14CH 
ビット 00

－ － － － 0､1 

086 A/M_SW SW  
0:MAN、1:AUTO 

+14CH 
ビット 01

－ － － － 0､1 

036 S1 動作指令 (0:ﾘｾｯﾄ、1:動作) +14CH 
ビット 02

－ － － － 0､1 

037 S2 制御中断指令 (1:中断) +14CH 
ビット 03

－ － － － 0､1 

014 S3 積算カウンタ・リセット指令(1:リセ
ット) 

+14CH 
ビット 04

－ － － － 0､1 

038 U1 メインバッチ出力 +14CH 
ビット 05

－ － － － 0､1 

039 U2 プリバッチ出力 +14CH 
ビット 06

－ － － － 0､1 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：停止解除、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

－ － － － 0､1 

091 MV_ABN MV異常表示 +14CH 
ビット 12

－ － － － 0､1 

098 MV_IDX MV 置き針位置 +15CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～115.00 %） 
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■ ファジイ推論（形式 016） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

015 X1 X1入力値 +0CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

016 X2 X2入力値 +1CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

017 X3 X3入力値 +2CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

018 X4 X4入力値 +3CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

019 X5 X5入力値 +4CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

020 X6 X6入力値 +5CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

021 X7 X7入力値 +6CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

022 X8 X8入力値 +7CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

031 Y1 Y1出力値 +8CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

032 Y2 Y2出力値 +9CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

035 FN ルール毎の適合度の読出ルール No. +10CH － － － － 0001～0040Hex（1～64） 

036 FT ルール毎の適合度 +11CH － － － － 0000～2710Hex（0～10000） 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

－ － － － 0､1 
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■ 指示設定（形式 031） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEMデータ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV PV入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

029 SP カレント SP出力値 +1CH +1CH +5CH +9CH +13CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

008 HH_SP 上上限警報設定値 +3CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

009 H_SP 上限警報設定値 +4CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

010 L_SP 下限警報設定値 +5CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

011 LL_SP 下下限警報設定値 +6CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex 
（0～15） 

026 R/L_SW リモート／ローカル切替 SW 
0：ローカル、 
1：リモート 
注：ITEM024が 1のときのみ有効

+14CH 
ビット 00

+3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00 

+15CH 
ビット 00 

0､1 

013 HH 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02

+3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02 

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 H 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03

+3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03 

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 L 下限警報出力値 +14CH 
ビット 04

+3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04 

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 LL 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 05

+3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05 

+15CH 
ビット 05 

0､1 

017 ALM_OFF 警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09

+3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09 

+15CH 
ビット 09 

0､1 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10 

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 +14CH 
ビット 11

+3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11 

+15CH 
ビット 11 

0､1 

024 CAS_SET SP設定方式（初期設定） 
0：ローカルのみ、1：リモート／ロ
ーカル可能 
注：0に設定すると、ITEM026は無
効 

+14CH 
ビット 13

+3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13 

+15CH 
ビット 13 

0､1 
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■ 指示操作（形式 032） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV PV入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

084 X1 オート入力値 +1CH +1CH +5CH +9CH +13CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

089 MV 上位表示MV出力値 +2CH +2CH +6CH +10CH +14CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

008 HH_SP 上上限警報設定値 +3CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

009 H_SP 上限警報設定値 +4CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

010 L_SP 下限警報設定値 +5CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

011 LL_SP 下下限警報設定値 +6CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex 
（0～15） 

076 MH_LMT MVリミット上限値 +12CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

077 ML_LMT MVリミット下限値 +13CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

086 A/M_SW A/M切替 SW 
0:MAN、1:AUTO 

+14CH 
ビット 01

+3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0､1 

013 HH 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02

+3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 H 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03

+3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 L 下限警報出力値 +14CH 
ビット 04

+3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 LL 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 05

+3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05

+15CH 
ビット 05 

0､1 

078 MHA MVリミット上限到達出力値 +14CH 
ビット 07

+3CH 
ビット 07

+7CH 
ビット 07

+11CH 
ビット 07

+15CH 
ビット 07 

0､1 

079 MLA MVリミット下限到達出力値 +14CH 
ビット 08

+3CH 
ビット 08

+7CH 
ビット 08

+11CH 
ビット 08

+15CH 
ビット 08 

0､1 

017 
 

ALM_OFF 警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09

+3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09

+15CH 
ビット 09 

0､1 
 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 +14CH 
ビット 11

+3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11

+15CH 
ビット 11 

0､1 

091 MV_ABN MV異常表示 +14CH 
ビット 12

+3CH 
ビット 12

+7CH 
ビット 12

+11CH 
ビット 12

+15CH 
ビット 12 

0､1 

098 MV_IDX MV置き針位置 +15CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 
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■ 比率設定（形式 033） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEMデータ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV 基準入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

029 SP カレント SP出力値 +1CH +1CH +5CH +9CH +13CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

089 MV 上位表示MV出力値 +2CH +2CH +6CH +10CH +14CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex 
（0～15） 

054 K1 比率レンジ(SP＝100%に対応する信
号比レンジを設定) 

+9CH － － － － D8F0～FFFF、0000～2710Hex
（±10.000） 

055 A1 入力バイアス +10CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

056 B1 出力バイアス +11CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

076 MH_LMT MVリミット上限値 +12CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

077 ML_LMT MVリミット下限値 +13CH － － － － 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

026 R/L_SW リモート／ローカル切替 SW 
0：ローカル、1：リモート 
注：ITEM024が 1のときのみ有効

+14CH 
ビット 00

+3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00 

+15CH 
ビット 00 

0､1 

086 A/M_SW A/M SW 
0:MAN、1:AUTO 

+14CH 
ビット 01

+3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01 

+15CH 
ビット 01 

0､1 

078 MHA MVリミット上限到達出力値 +14CH 
ビット 07

+3CH 
ビット 07

+7CH 
ビット 07

+11CH 
ビット 07 

+15CH 
ビット 07 

0､1 

079 MLA MVリミット下限到達出力値 +14CH 
ビット 08

+3CH 
ビット 08

+7CH 
ビット 08

+11CH 
ビット 08 

+15CH 
ビット 08 

0､1 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10 

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 +14CH 
ビット 11

+3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11 

+15CH 
ビット 11 

0､1 

091 MV_ABN MV異常表示 +14CH 
ビット 12

+3CH 
ビット 12

+7CH 
ビット 12

+11CH 
ビット 12 

+15CH 
ビット 12 

0､1 

024 CAS_SET 比率設定方式 
（初期設定） 
0：ローカルのみ、1：リモート／ロ
ーカル可能 
注：0に設定すると、ITEM026は無
効 

+14CH 
ビット 13

+3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13 

+15CH 
ビット 13 

0､1 

098 MV_IDX MV置き針位置 +15CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 
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■ 指示（形式 034） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

007 PV PV入力値 +0CH +0CH +4CH +8CH +12CH FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

008 HH_SP 上上限警報設定値 +3CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

009 H_SP 上限警報設定値 +4CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

010 L_SP 下限警報設定値 +5CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

011 LL_SP 下下限警報設定値 +6CH － － － － FA24～FFFF、0000～2CECHex
（-15.00～+115.00%） 

099 OP_MK 札掛け +8CH － － － － 0000～000FHex 
（0～15） 

013 HH 上上限警報出力値 +14CH 
ビット 02

+3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 H 上限警報出力値 +14CH 
ビット 03

+3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 L 下限警報出力値 +14CH 
ビット 04

+3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 LL 下下限警報出力値 +14CH 
ビット 05

+3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05

+15CH 
ビット 05 

0､1 

017 
 

ALM_OFF 警報停止 SW 
0：警報、1：停止 

+14CH 
ビット 09

+3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09

+15CH 
ビット 09 

0､1 
 

000 MT_ST 演算停止指令 
（0：運転、1：停止） 

+14CH 
ビット 10

+3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10

+15CH 
ビット 10 

0､1 

019 PV_ABN PV異常表示 +14CH 
ビット 11

+3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11

+15CH 
ビット 11 

0､1 

 

■ 上下限警報（形式 111） 

上下限警報は、パソコン宛 1ブロック送信端子では、送信できません。 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

008 PV 入力値 － +0CH +4CH +8CH +12CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

009 H_SP 上限設定値 － +1CH +5CH +9CH +13CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

010 L_SP 下限設定値 － +2CH +6CH +10CH +14CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

012 H 上限警報出力値 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0､1 

013 L 下限警報出力値 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01

+15CH 
ビット 01 

0､1 
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■ 折線プログラム 2（形式 157） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 ITEM タグ ITEMデータ名 パソコン

宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 

データ範囲 

007 X1 参照入力値 － +0CH +4CH +8CH +12CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

008 Y1 プログラム出力値 － +1CH +5CH +9CH +13CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

011 Y3 ステップ出力値 － +2CH +6CH +10CH +14CH 0～30 

019 U10 ウェイト中 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00 

+15CH 
ビット 00 

0､1 

015 U1 X1入力異常 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01 

+15CH 
ビット 01 

0､1 

016 U2 最終折れ点到達 － +3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02 

+15CH 
ビット 02 

0､1 

013 S1 動作指令 － +3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03 

+15CH 
ビット 03 

0､1 

014 S2 時間軸停止指令 － +3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04 

+15CH 
ビット 04 

0､1 

017 S3 ウェイト移行指令 － +3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05 

+15CH 
ビット 05 

0､1 

018 S4 ステップ移行指令 － +3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06 

+15CH 
ビット 06 

0､1 

020 S5 参照入力無効 SW5 － +3CH 
ビット 07

+7CH 
ビット 07

+11CH 
ビット 07 

+15CH 
ビット 07 

0､1 

000  演算停止指令 － +3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10 

+15CH 
ビット 10 

0､1 

 

■ タイマ（形式 205） 

タイマは、パソコン宛 1ブロック送信端子では、送信できません。 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEMデータ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

009 PV 経過時間 － +0CH +4CH +8CH +12CH 0000～7D00Hex 
（0～3200.0） 

007 SP 設定値 － +1CH +5CH +9CH +13CH 0000～7D00Hex 
（0～3200.0） 

008 PRESET 予報値 
(設定値から差し引く) 

－ +2CH +6CH +10CH +14CH 0000～7D00Hex 
（0～3200.0） 

013 U1 設定値到達 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00 

+15CH 
ビット 00 

0、1 

014 U2 予報値到達 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01 

+15CH 
ビット 01 

0、1 

011 S1 動作指令 － +3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02 

+15CH 
ビット 02 

0、1 

012 S2 中断指令 － +3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03 

+15CH 
ビット 03 

0、1 
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■ カウンタ（形式 208） 

カウンタは、パソコン宛 1ブロック送信端子では、送信できません。 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 

ITEM タグ ITEM データ名 

パソコン
宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 
データ範囲 

009 PV カウント値 － +0CH +4CH +8CH +12CH 0000～270FHex 
（0～9999） 

007 SP 設定値 － +1CH +5CH +9CH +13CH 0000～270FHex 
（0～9999） 

008 PRESET 予報値 
(設定値から差し引く) 

－ +2CH +6CH +10CH +14CH 0000～270FHex 
（0～9999） 

012 U1 設定値到達 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0、1 

013 U2 予報値到達 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01

+15CH 
ビット 01 

0、1 

010 S1 動作指令 － +3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0、1 

 

■ オンオフ弁操作（形式 221） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 ITEM タグ ITEM データ名 パソコン

宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 

データ範囲 

099 OP_MK 札掛け － +2CH +6CH +10CH +14CH 0000～000FHex（0～15） 

086 S1 A/M切替入力 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0､1 

012 S2 AUTO入力 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01

+15CH 
ビット 01 

0､1 

013 S3 MAN入力 － +3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0､1 

085 S4 操作場所入力 － +3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 S5 開リミットスイッチ入力 － +3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04

+15CH 
ビット 04 

0､1 

016 S6 閉リミットスイッチ入力 － +3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05

+15CH 
ビット 05 

0､1 

021 U1 操作出力 － +3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06

+15CH 
ビット 06 

0､1 

022 U2 弁作動時間異常 － +3CH 
ビット 07

+7CH 
ビット 07

+11CH 
ビット 07

+15CH 
ビット 07 

0､1 

023 U3 弁中間開度中 － +3CH 
ビット 08

+7CH 
ビット 08

+11CH 
ビット 08

+15CH 
ビット 08 

0､1 
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■ モータ操作（形式 222） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 ITEM タグ ITEMデータ名 パソコン

宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 

データ範囲 

032 X1 CT入力値 － +0CH +4CH +8CH +12CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

033 H_SP CT入力上限警報設定値 － +1CH +5CH +9CH +13CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

099 OP_MK 札掛け － +2CH +6CH +10CH +14CH 0000～000FHex 
（0～15） 

086 S1 A/M切替入力 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00 

+15CH 
ビット 00 

0､1 

012 S2 AUTO入力 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01 

+15CH 
ビット 01 

0､1 

013 S3 MAN入力 － +3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02 

+15CH 
ビット 02 

0､1 

085 S4 操作場所入力 － +3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03 

+15CH 
ビット 03 

0､1 

015 S5 アンサー入力 － +3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04 

+15CH 
ビット 04 

0､1 

021 U1 操作出力 － +3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05 

+15CH 
ビット 05 

0､1 

022 U2 アンサー異常 － +3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06 

+15CH 
ビット 06 

0､1 

036 CTH CT入力上限警報出力値 － +3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13 

+15CH 
ビット 13 

0､1 

■ 可逆モータ操作（形式 223） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 ITEM タグ ITEMデータ名 パソコン

宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 

データ範囲 

032 X1 CT 入力値 － +0CH +4CH +8CH +12CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

033 H_SP CT入力上限警報設定値 － +1CH +5CH +9CH +13CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

099 OP_MK 札掛け － +2CH +6CH +10CH +14CH 0000～000FHex 
（0～15） 

086 S1 A/M切替入力 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00 

+15CH 
ビット 00 

0､1 

012 S2 AUTO-FWD入力 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01 

+15CH 
ビット 01 

0､1 

013 S3 AUTO-REV入力 － +3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02 

+15CH 
ビット 02 

0､1 

014 S4 MAN-FWD 入力 － +3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03 

+15CH 
ビット 03 

0､1 

016 S6 MAN-REV 入力 － +3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05 

+15CH 
ビット 05 

0､1 

085 S7 操作場所入力 － +3CH 
ビット 06

+7CH 
ビット 06

+11CH 
ビット 06 

+15CH 
ビット 06 

0､1 

018 S8 FWDアンサー入力 － +3CH 
ビット 07

+7CH 
ビット 07

+11CH 
ビット 07 

+15CH 
ビット 07 

0､1 

019 S9 REVアンサー入力 － +3CH 
ビット 08

+7CH 
ビット 08

+11CH 
ビット 08 

+15CH 
ビット 08 

0､1 

021 U1 FWD 操作出力 － +3CH 
ビット 09

+7CH 
ビット 09

+11CH 
ビット 09 

+15CH 
ビット 09 

0､1 

022 U2 REV 操作出力 － +3CH 
ビット 10

+7CH 
ビット 10

+11CH 
ビット 10 

+15CH 
ビット 10 

0､1 

023 U3 アンサー異常 － +3CH 
ビット 11

+7CH 
ビット 11

+11CH 
ビット 11 

+15CH 
ビット 11 

0､1 

024 U4 モータ OFF状態出力 － +3CH 
ビット 12

+7CH 
ビット 12

+11CH 
ビット 12 

+15CH 
ビット 12 

0､1 

036 CTH CT入力上限警報出力値 － +3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13 

+15CH 
ビット 13 

0､1 
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■ モータ開度操作（形式 224） 
注：+0CHは、パソコン宛 1ブロック送信端子またはパソコン宛 4ブロック送信端子の先頭割付

CH。 
パソコン宛 4ブロック送信端子 ITEM タグ ITEM データ名 パソコン

宛 1ブロ
ック送信
端子 

No.1 No2 No.3 No.4 

データ範囲 

032 X1 開度入力 － +0CH +4CH +8CH +12CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

014 SP カレント SP － +1CH +5CH +9CH +13CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

099 OP_MK 札掛け － +2CH +6CH +10CH +14CH 0000～000FHex 
（0～15） 

086 S1 A/M切替入力 － +3CH 
ビット 00

+7CH 
ビット 00

+11CH 
ビット 00

+15CH 
ビット 00 

0､1 

085 S2 操作場所入力 － +3CH 
ビット 01

+7CH 
ビット 01

+11CH 
ビット 01

+15CH 
ビット 01 

0､1 

019 S3 開M.SWサーマルリレー動作 － +3CH 
ビット 02

+7CH 
ビット 02

+11CH 
ビット 02

+15CH 
ビット 02 

0､1 

020 S4 閉M.SWサーマルリレー動作 － +3CH 
ビット 03

+7CH 
ビット 03

+11CH 
ビット 03

+15CH 
ビット 03 

0､1 

021 U1 開 操作出力 － +3CH 
ビット 04

+7CH 
ビット 04

+11CH 
ビット 04

+15CH 
ビット 04 

0､1 

022 U2 閉 操作出力 － +3CH 
ビット 05

+7CH 
ビット 05

+11CH 
ビット 05

+15CH 
ビット 05 

0､1 

036 H 開度入力上限警報出力値 － +3CH 
ビット 13

+7CH 
ビット 13

+11CH 
ビット 13

+15CH 
ビット 13 

0､1 

037 L 開度入力下限警報出力値 － +3CH 
ビット 14

+7CH 
ビット 14

+11CH 
ビット 14

+15CH 
ビット 14 

0､1 

 

■ パソコン宛 Do端子（形式 401） 
ITEM タグ ITEM データ名 DMエリア データ範囲 

020 S0 接点入力値 +0CHビット 00 0、1 

～ ～  ～  

035 S15 接点入力値 +0CHビット 15 0、1 

036 S16 接点入力値 +1CHビット 00 0、1 

～ ～  ～  

051 S31 接点入力値 +1CHビット 15 0、1 

052 S32 接点入力値 +2CHビット 00 0、1 

～   ～  

067 S47 接点入力値 +2CHビット 15 0、1 

068 S48 接点入力値 +3CHビット 00 0、1 

～   ～  

084 S64 接点入力値 +3CHビット 15 0、1 

～   ～  

132 S112 接点入力値 +7CHビット 00 0、1 

～   ～  

147 S127 接点入力値 +7CHビット 15 0、1 

 

■ パソコン宛 Ao端子（形式 402） 
ITEM 記号 データ名 DMエリア データ範囲 

041 X1 アナログ入力値 +0CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

～ ～  ～  

056 X16 アナログ入力値 +15CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 
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■ 全ノード宛 Do端子（形式 407） 
ITEM 記号 データ名 DMエリア データ範囲 

020 S0 接点入力値 +0CHビット 00 0、1 

～ ～  ～  

035 S15 接点入力値 +0CHビット 15 0、1 

036 S16 接点入力値 +1CHビット 00 0、1 

～ ～  ～  

051 S31 接点入力値 +1CHビット 15 0、1 

 

■ 全ノード宛 Ao端子（形式 408） 
ITEM 記号 データ名 DMエリア データ範囲 

031 X1 アナログ入力値 +0CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

032 X2 アナログ入力値 +1CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

■ パソコン設定 Do端子（形式 409） 

パソコン接点 Do端子は、ネットワークに再発信時のみ割付使用します。 
ITEM 記号 データ名 DMエリア データ範囲 

020 U0 接点出力値 +0CHビット 00 0、1 

～   ～  

035 U15 接点出力値 +0CHビット 15 0、1 

036 U16 接点出力値 +1CHビット 00 0、1 

～   ～  

051 U31 接点出力値 +1CHビット 15 0、1 

 

■ パソコン設定 Ao端子（形式 410） 

パソコン接点 Ao端子は、ネットワークに再発信時のみ割付使用します。 
ITEM 記号 データ名 DMエリア データ範囲 

031 Y1 アナログ出力値 +0CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 

032 Y2 アナログ出力値 +1CH 8300～FFFF、0000～7D00Hex
（±320.00%） 
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保証内容 

 

 保証内容 
 

 

  
1. 保証期間 
納入しました商品の保証期間は、ご指定場所に納入後１年間と致します。 

 
2. 保証範囲 
上記保証期間中に当社側の責により故障を生じた場合は、その商品の故障部分の交換または修理を、

その商品のご購入あるいは納入場所において無償で行わせていただきます。 
ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。 
(1) 本マニュアルまたは別途取り交わした仕様書等にて確認された以外の不適当な条件・環境・取扱い
並びに使用による場合 

(2) 故障の原因が納入品以外の事由による場合 
(3) 当社以外による改造または修理による場合 
(4) 商品本来の使い方以外の使用による場合 
(5) 当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった事由による場合 
(6) その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合 

 なお、ここでいう保証は、納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害は

ご容赦いただきます。 
 

3. サービスの範囲 
納入品の価格には、技術者派遣等のサービス費用は含んでおりません。 
ご要望により、別途ご相談させていただきます。 
 

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本以外での取引および使用に関し

ては、別途当社営業担当者までご相談ください。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途への使用をご検討の場合は、定格･性能に対し余裕を持った使い方やフェールセイフ等の安全対策へのご配慮をいただくとともに、当社営業担
当者までご相談いただき仕様書等による確認をお願いします。
本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、
承認（又は役務取引許可）が必要です。

●

●

Man. No. 2003年7月現在SBCC-822G 
○ OMRON Corporation 2003

お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください

 All Rights Reserved.C

オムロン商品のご用命は

オムロンFA機器の最新情報がご覧いただけます。

Industrial Webホームページ　http://www.fa.omron.co.jp/

インターネット情報サービス

●FAXによるお問い合わせは下記をご利用ください。
　テクニカルセンタ  お客様相談室　FAX 055-982-5051

●インターネットによるお問い合わせは下記をご利用ください。
　http://www.fa.omron.co.jp/support/　

●その他のお問い合わせ先
　納期・価格・修理・サンプル・承認図は貴社のお取引先、
　または貴社担当オムロン営業員にご相談ください。

●営業にご用の方も、技術お問い合わせの方も、フリーコールにお電話ください。
　音声ガイダンスが流れますので、案内に従って操作ください。

携帯電話・PHS等移動通信からのお電話は、お手数ですが、
TEL 055-982-5015（通話料がかかります）へおかけください。

ク イ ッ ク オ ム ロ ン

0120-919-066

営業統轄事業部

東京都品川区大崎1-11-1  ゲートシティ大崎ウエストタワー14F（〒141-0032）

【技術のお問い合わせ時間】
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～19:00
　　　　　　 （土・日・祝祭日は9:00～12:00/13:00～17:00）
　■営 業 日：年末年始を除く
上記フリーコール以外に、055-977-6389（通話料がかかります）
におかけいただくことにより、直接FAシステム機器の技術窓口につながります。

【営業のお問い合わせ時間】
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～17:30（土・日・祝祭日は休業）
　■営 業 日：土・日・祝祭日/春期・夏期・年末年始休暇を除く

標準在庫機種の緊急ご購入の際にご利用ください。

コンタクトセンタ　TEL：03-5825-2324 http://www.omron24.co.jp/

相談室TEL No.
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